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千歳事業場

昭和 4 6年 l 1 月竣功

総エ事費 7,0 0 3Jil円
建物面載 1. 9 l 0, 2 7 M 2

鉄骨造り折板ぶき

屋内養魚池

面 積 l ,2 2 8.5 M 2

収 容 能 力

アトキンス式型

増 収 型

ポ ツ ク ス 型

立 体 式 型

3 0.6 0  0千粒

4.8 0 0千粒

l 9 . 2 0 0  〟

3 0 0  ″

3 6 0 "

屋 外 飼 育 池

面積 8 4 o , , 7 5 M 2

さ く ら ま す 育 成 池

面 積  2 3 l M 2



収 容 能 力  1,000万粒

飼育池面積 4 3 2 M 2

鉄骨造り波長尺鉄板ぶき

1 lii 積 5 6 0.4 5 M 2

渚滑事業場

昭和 4 6 年 l 0 月竣功

総 工 事  1 9.322千円

建物面積 1 9 8 M 2

木造モルタル長尺簡ぶき

天塩事業場

養魚池上家設備

昭和 4 6 年 l 0 月 竣功

総工事費 6 2 0万円

収 容  能 力

l , 9 2 0万粒

屋内飼育池

l l 9 . 5 2 M 2

計根別事業場

昭和 4 6 年 1 l 月 竣功

総工事費 l 6.6‘i8,6千円

建物面積 3 6 4 M 2

鉄骨造長尺鉄板ぶき

常昌事業場

昭和4 7年 2月竣功

ふ化用水浄化施設

総工事費 1 2 ,195千円



刊 行 の こ と ば

昭和 4  6年度の事業の結果を報告します。

本年度は, 「さ け ・ ます資源增大再生産計画 」 ( 前 期 5 ケ年計画 ) の初年度で

あります。この計画は, わが国にぉける , さ け ・ ます資源の増大を ,はかるため

に必要な增殖事業の今後に:l,,'ける進むぺき方向を示したものであり ,  この計画の

進めは, 国だけでなく ,  北海道および民間団体相互間にぉ,いて一層の努力を期待
して立案されたものであり ,  計面の目標は, その達成年次を 1 0年後に相定して

求めてお・り ま す が, 前 期 計 画 を 5 年 間 ( 4 6 年̃ 5 0 年 ) と し ,  当面資源増大へ

の基盤をしっか り と造 り あげる こ と を主眼と しています 。

幸いにして,  この新計画の初年度にあたる,  4 6 年 度 は, さ け ・ ます共に来遊

量が予想以上に多 く , 採卵数も 9 億 3 千 3 5 4 万粒に達しま した こ とは ,  この計

画達成えの足掛りとして大きく期待されます。

さけ ・ ます資源を維持し, 増大を計るためには, まず第一に親魚, 種卵の確保

が重要な課題である こ とは論をまたない と こ ろであ り ますが, 再生産用種卵を計

画的に漸増するためには, その種卵を収容して効果的な管理を行なうための,  ふ

化室, 飼育池の整備促進に重点を:お'き ,  さらに機械化を導入して合理的な管理体

制の強化に精極的な推進を計り, 目標達成に一層の努力を傾注する所存でありま
すので, 広く関係各位のご協力を: l 1,・ねがい申し上げます。

昭 和 4 7 年 l 2 月

水産庁北海道さけ ・ ますふ化場

場 長 逸 見 文 彦
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本 書 の 見 方

1. さけ ・ ます増殖事業の実施体制と経過概要
北海道にぉけるさけ・ます増殖事業は. 明治2l年,現在の千歳支場の地に北海道庁所管の中央
」.化場の創設をもって始まり . その後道内各地に民間(漁業組合)経営の人工ふ化場が設立され.
一時水産試験場の所属となったが, ll1li和9年には全道のふ化場を道営に移管した。

昭和 2 7 年, 農林省所管水産庁北海道さけ ・ ますふ化場が設立されて, さけ・ますの人工ふ化放

l流を行な :1l こ と となつたが, このうち親魚の捕獲事業は北海道立水産ふ化場に委託した。 しかし,

略和41年以降は道立水産ふ化場に代つて北海道さけ・ます増殖事業協会に委託し今日に至つてい

る・

2. 主 要 魚 種
創設当時から人工ふ化放流事業を実施している魚種は3種類(さけ, さ くらます,からふとます )

と, 支笏湖のひめます增殖事業を行なってきた。このほかに, 昭和 3 5 年 か ら ァ メ リ ヵ 産 マ ス ノ ス

ケの移殖放流事業を継続実施中であり, 昭和4 0年度からはべ=サケ生産事業を実施し, これに加

えて昭和43年からァラスカ産べニサケ卵を移入してべニサケ資源の造成をはかつている。 さ らに

このほかに, さけ ・からふとますの支配種の増殖試験も行なっている。

3. 計画年度と成績

単年度計画は, 国の会計年度区分( 4月̃望年3月)によつて計画を立てるが, この成積書は親

角Lの捕獲, 採卵,卵管理, 稚魚飼育, 放流, 降海稚魚の保護までの一環した成積を取まとめしてい

るので, 翌会計年度の4̃ 6月頃までの成積を扱つている。

4. 主な用語の意味

〔沿岸来遊量〕 さけ ・ ます漁業は, 再生産のための河川内親魚の捕獲(特別採捕)を除いて,

接 近 海, 沿岸の3つに大別出来る。こ の う ち, 沿岸漁獲量と河川内捕獲数を合せて沿岸来遊量
としている。

〔年細l群〕 さけ'ますの産卵のための回帰は主に2̃ 5年にわたっている。これらは産卵年か
ら起算しての回帰年数であり, (発生年ではない。)或年の2年魚, ,翌年の3年魚, 型々年の4年
急さらにその翌年の5年魚は同一年級群である。

〔河川そ上率〕 河川そ上数(捕獲数)+沿岸来遊量で表わしている。沿岸のさけ・ます資源を

維持するためには14.2%以上が必要である。

〔 移?と 移ii〕 採卵された河川以外に種卵を移すことを移殖というが, これは採卵直後のこと
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もあり, 発眼後の場合もあり, 死卵数も合めて移館卵数という。

5. 海区別と支場担当区域

全道海域を5海区に分け,その境界はそれぞれ, 知床lll手, 宗谷岬,白神iql,納沙布岬, 標装岬で

区分している。

支場の担当区域は, 下記区分の海面に流入する河川を包含する流域としているo

北見支場 宗谷 ・綱走支庁界̃知床lllll

根室支場 知床岬̃根室・li1l降支庁界

十勝支場 根室・釧路支庁界̃標集呼

通 支 場  宗谷・網走支庁界̃雄冬岬

千歳支場 雄冬岬̃神威岬, および様裳岬̃地球ln甲

渡島支場 地球岬̃神成岬

l

/
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s l さけ・ます捕獲事業実施体制
ga和46年度のさけ ・ ます捕獲採卵事業は, 道内85河川,  9 3 捕 獲 場 ( さ け 3 6 カ 所, さけ +
ます44カ所,  ま す 1 2 カ 所, ひめます1力所)で実施したoこのうち国が直接実施した捕獲場は
4カ所(下中川,素別,遊楽部および支笏湖) ,民間団体に委託して実施した捕獲場89カ所で,

この詳細については第1表のとぉりで, 支場別に整理したものが第2表であるo

〇 さ け ◎ さけ, べにます

0 さ く ら ます  o からふとます

@ ひめます ◎ さ く ら ます , か らふ と ます

第1表  昭和 4  6年度さけ ・ます捕獲採卵事業実施体制

言

区

水 系

捕 獲

採卵場

所 管

事業場

実施区分 海

区 :卵: 「 所 管l 事業場

実施区分

さけ ます 水 系 さけ ます

国 民 国 民 国 民 国民

1レ シ ヤ

岩 尾 別

奧 集 別

科 里

藤 琴

組 走
/ /

常 9
ライトコロ

佐昌間別

種l 別

港 1l i
異 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

ei 別

速 払

知 来 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 基 別

斜 里

藤 琴

組 走

西 網 走

常 呂

ライトコo

佐昌間別

報l 別

清 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北見幌別

額 別

渡 払

知 来 別

岩 尾 別

岩 尾 別

斜 里

/ /

藤 琴

細 走

/ /

北 見

/ /

/ /

携 別

清 滑

/ /

幌 内

/ /

德 志 別

歌 登

頓 別

/ /

/ /

0

〇
0

◎
0

0

0

0

0

0

◎

◎
0

0

〇

0
0

0

0

小 平 菜

着 寒 別

信 砂

石 狩

/ /

支 笏 湖

余 市

尻 別

朱 太

利 別

厚 沢 部

小 平 葵

者 寒 別

信 砂

西 越

音 江

支 場 湖

余 市

名 駒

朱 太

冷 水

厚 沢科

天 塩

/ /

/ /

千 歳

音 江

支 場 湖

千 歳

尻 別
l

利 別

厚 沢 部

0

◎

〇

〇

〇

〇

〇

0
0
〇

〇

0
C
0
C
C
C
C
C
C

C
C
C

c

C
C

C

C
C
C

日

本

海

区

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

:違

計 1 3 1 6' 8 1 9 1 11

ル サ

サシルイ

羅 自

春刈古丹

描 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 様

患 類

伊 茶 仁

標 津

/ /

当 幌

ル サ

サ シ ル イ

羅 自

春刈古丹

相 村

元崎無異

崎 無 異

素 別

古 多 接

忠 類

伊 茶 仁

標 津
/ /

当 幌

羅 自

/ /

/ /

/ /

意 別
/ /

/ /

/ /

・
伊 茶 仁

//

根 室

中 標 津

計 根 別

c

C

C
C
C

C
C
C
C

C

0

0

0

;
l

c
i 「 1 9 2 0 1 1 16 r'i

;
lc

l 增 幌
天 〟 塩

l 適 ″ 別

増 幌

天 塩

中 川

下 中 川

違 別

中 川
/

/ /

/ /

/ /

◎

◎

◎

〇

日

本

海

区

c
C
C
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海

区

捕 獲

採卵場

所 管

事業所

実施区分 海

区

捕 獲

採卵場 :業: 実施区分水 系 さけ ます 水 系 さけ

ます一

国 民 国 民 国 民 国 民

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 速

別 当 資

種 香

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 連

別 当 賀

程 香

計 根 別

/ /

虹 別

浜 中

/ /

厚 床

/ /

〇

〇

◎

〇

〇

0

◎

◎

◎

◎

,0
◎

仁用l別

幌 満

日高幌別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

略 川

算 払

自 老

数 生

買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

1t 川
知 内

仁 確 別

幌 満

幌 別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

沙 流

tai 川
勇 払

自 老

9t 生
買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

静 内
/ /

/ /

/ /

/ l

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

自 老

敷 生

八 雲

/ /

/ /

/ /

知 内
/

/ /

/ /

/ /

c
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

C
C
C
C
C
C

0
0

0

0

0

0

根

室

海

区 標

義計 2 0 2 0 9 l 1l5 l 3

幌 戸

別寒辺牛

釧 路

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

十 勝

/ /

/ /

/ /

/ /

歴 舟

豊 似

広 尾

援 留

幌 戸

厚 岸

釧 路

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内

東 3 3 号

利 別

事 別

千 代 田

歴 舟

豊 似

広 尾

旗 留

太 田

//

釧 路

阿 寒

構 居

/ /

/ /

十 勝

素 別

/ /

/ /

札 内

大 樹

/ /

/ /

/ /

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇

0
〇
〇

〇
〇
〇
〇

l

l
以

0

標

装

以

東

地

区

西

海

区

0

0

C
〇 0

0

0

計 2 1 2 1 5 l 2( l 9

合

計
8 5 9 3 l 4 1

l

l
3 7'1 2 51

計 l 2 1 1 6  l 8 l l 161 j 3

第 2 表  支場別さけ ・ ます捕獲採卵事業実施体制

支 場 水 系
捕 獲

採卵場

実 施 区 分

さ け ま す 備 考

国 民 間 国 民 間

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 4

2 0

1 2

1 1

l 5

1 3

1 5

2 0

l 6

1 3

l 6

l 3

1 3

1 6

l 6

6

l 5

1 1

l 4

l 3

3

l l

9

5

1

1

l

l

l

計 8 5 9 3 3 7 7 2 5 5

4 5 年度 1 8 1  1 9 0 3
6 9 l 3

3 5
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s 2 さけ。ますふ化放流実施体制
昭和4 6年度さけ ・ます人工ふ化放流事業は 6 5 カ所 ( 国 4 1 カ所, 道 1 カ所, 民間 2 3 カ 所 )

で実施し, 35水系に稚魚を放流した。そのほかに, 捕斑を実施しているがふ化場のない水系, 捕

義ふ化とも行なつていない51水系にも稚魚を放流した。

昭和46年度のさけ・ますふ化放流実施体制にっいては第1表から第4表に示したとぉりである。

さけ…・・ さけ, ぺにさけ .

第1表 昭和4 6年度さけ・ます.i,化放流実施体制
ます…・・ さくらます, からふとます

i
l

放 流

水系名

放流実施

事 業 場
支 場

魚 種 海

区

放 流

水系名

放流実施

事 業 場
支 場

魚 種

さけ ます さけ ます

岩 尾 別

斜 里

操 琴

細 走

常 呂

場 別

清 精

幌 内

種 志 別

北見幌別

l日1 別

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

網 走

北 見

揚 別

清 滑

幌 内

德 志 別

歌 登

頓 別

北 見

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

天 塩

/ /

/'

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

標 津

/ /

当 幌

西 別

風 速

別 当 資

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

根 室

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

日

本

海

区

:i

:0

I

ツ

ク

構

区

計 8 9 l 9 7

別寒辺牛

釧 路

/ /

阿 寒

十 勝

//

/ /

歴 舟

太 田

釧 路

器 居

阿 寒

十 勝

幕 別

札 内

大 樹

十 勝

//

/ /

/ /

/ /

//

/ /

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

裸

装

以

東

海

区

〇

計 1 1 1 1 2 1 1 1 1

天 塩

/ /

石 狩

/ /

支 笏 湖

尻 別

利 別

_厚沢等

天 塩

中 川

千 歳

音 江

支 笏 湖

尻 別

利 別

厚 沢部

天 塩

/ /

千 歳

/ /

/ /

渡 島

/ /

/ /

〇

〇

〇

⑧
〇

日

本

梅

区

-ii
一根
建
海
区

〇

〇

計 5 8 1 8 1

接
装
以
西
海
区

静 内

白 老

数 生

遊 楽 部

知 内

静 内

白 老

数 生

八 雲

知 内

千 歳

/ /

/ /

渡 島

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

6 8 3 5 5

程 自

素 別

伊 茶 仁

羅 臼

義 別

伊 茶 仁

根 室

/ /

/ /

〇

〇

〇

°o 1

o l

計 5 5

4 1

2

6

5 2

合

計
3 5 3 8 2 6
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第 2 表  道 ・民間の収容施設

海 区
放 流

水 系 名

収 容 実 施

箇 所 名
支 場

魚 種
備 考

さけ ます

オホーツク海区 ル シ ヤ ル シ ヤ 北 見 〇 ウ ト ロ 漁協

日 本 海 区 增 幌

信 砂

暑 寒 別

余 市

礼文ホロナイ

増 幌

增 毛
/ /

余 市

船 泊

天 塩
/ /

//

千 歳

〇
〇
〇
〇
〇

宗谷漁協

増毛漁協
/ /

余市漁協

船泊漁協

〇
〇

根 室 海 区 ル サ

植 別

元 崎 無 異

古 多 糠

忠 類

床 丹

矢 自 別

別 当 資

穗 香

ル -i l-
摘 別

元 崎 無 異

古 多 糠

忠 類

床 丹

矢 臼 別

別 当 資

穗 香

根 室
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

'

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

羅自漁協

標津漁協
/ /

/

/ /

野付漁協

別海漁協

湾中漁協

根室漁協

標装以東海区 幌 戸

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

広 尾

旗 留

幌 戸

茶 路

音 別

厚 内

利 別

広 尾

猿 留

十 勝
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

浜中漁協

白糠漁協
/ /

大津漁協

池 田 町

広尾漁協

幌 泉 町

〇

襟裳以西海区 l 雪 三
兀  浦l 船 川

買 気 別

大 野

亀 川

茂 辺 地

歌 別

元 浦 川

it島 川

買 気 別

有 川

亀 川

森

茂 辺 地

千 歳

/ /

/ /

渡 島
/ /

/ /

'
/ /

〇
〇

〇

幌泉・様似町

浦 河 町

船川漁協

豊浦漁協

上磯漁協

木古内漁協

北 海 道

茂 辺 地

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

合 計 l 2 9
2 9  I 6 2 4 1 4 l 2 5

註 収容場のうちゴシツク体で表わしたものは, 領当初に計画したもので, その他i仮収容施設

第 3 表  還元移殖放流

海

区
放流水系

放 流 実 施

事 業 場

所 属

支 場

魚 種 海

区
放流水系

放 流 実 施

事 業 場

所 属

支 場

魚

iii-

さけ ます

オ

ホ

l
ツ

ク

海

奥 菜 別

能 取 湖

ライトコロ

佐呂間別

芭 露

興 部

斜 里

網 走

北 見
/ /

湧 別

渚 精

北 見
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇
〇
〇
〇

区
藻 興 部

猿 払

知 来 別

清 滑

徳志別・天塩

天 塩

一律百
中 川.

天塩(信砂)

北 見

天 塩
/

〇

日
本
海
区

增 幌

声 lii
違 別

天 塩
/ /

/ /

〇
〇

〇

- 6 -

1ii
区
放流水系

放 流 実 施

事 業 場

所 属

支 場

魚 種 海

区
放流水系

放 流 実 施

事 業 場

所 属

支 場

魚 種

さけ ます さけ ます

風 連 別

古 丹 別

小 平 集

浜 益

厚 田

美 国

積 丹

古 字

尻 別

朱 太

利 別

突 符

厚 沢tgl
天 a
石 崎

競 要
ホ':'ナイ
内 路

鬼 脇

( 信  砂 )
/ /

l1;暑寒別 ・信砂)
( 森 )
千 オ

千オ・ ( 森 )

( 森 )

尻別 ・ ( 森 )

( 森 )

尻別・ (森 )

( 森 )

尻別 ・ ( 森 )

( 森 )
/ /

/ /

/ /

徳 志 別

( 船  泊 )
/ /

天 塩
/ /

/ /

渡 島

千 オ

千オ・癌

渡 島
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

/ /

/ /

天 塩
/ /

/ /

〇
〇
〇

〇

〇

根

室

海

区

-;i-

リ
モ

以

書

西 別

矢 日 別

風 連

別 当 資

穗 香

根 室

虹別 ・ 浜中

虹 別
/ /

/ /

根 室
/ /

/ /

/ /

/ /

〇
〇〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

日

本

海

区

チョロべツ

阿 寒

庶 路

豊 似

釧 路

鶴 居
/ /

( 広  尾 )

十 勝
/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇
〇 〇

歌 別

仁 :購. 別
幌 満

幌 別

三 石

静 内

新 冠

沙 流

鵡 川

白 老

買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

常 路

尻 岸 内

汐 泊

大 当 別

亀 川

知 内

7 0

静 内

千オ ・静 内

::f オ
千 才

(醫内(元浦え
千 オ

静内 ・ 千 オ

静内 ・ 敷生

千 オ

敷 生

( 森 )

八 雲  ・ 的
尻 別

( 森 )

八 雲  ・ 的
八 雲  ・ (i書1きl

( 森 )
/ /

/ /

千 才
//

//

/y

//

//

//

//

/ /

/

渡 島
/ /

//

//

//

/ /

/ /

/ /

/ /

(_)
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

エ

リ

モ

以

西

海

区

〇
〇

サシル イ

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

古 多 糠

忠 類

標 津

当 幌

春 別

味 丹

羅 自
/ /

//

浜 中

羅 臼 ・ 浜 中

羅国 ・伊茶仁

l要茶?茶.計一意31
別・港別
伊茶一・浜中
{計根別・伊茶
仁・浜中
計根別・浜中

根 室
/ /

//

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

根

室

海

区

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇
計 3 2 9 5 8 2 9

無 ( )内は, 道,民営個所

第 4表  支場別さけ・ますふ化放流実施体制

支 場
放 流

水系数

ふ 化 施 設
計

実 施 区 分
備 考

国 営 道 営 民 営 さ け ま す

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 オ

1度 島

1 4

2 0

1 4

1 0

1 8

2 0

8

9

8

5

6

5

1

9

7

3

4

5

9

1 8

1 5

8

1 0

1 1

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇1

計 9 6 j 4 1  l 1
2 9 7 1  1 ll ,
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S 3 さけ・ます増殖事業経費

昭和4 6年度のさけ ・ ます增殖事業のために要した経費, 予算および決算額は下記のとぉりであ

る o

第 1 表  昭和4 6年度さけ ・ ます增殖事業のための予算および決算額

区 分 予 算  額

円

決 算 額 備 考

( 組 織 )

水 産 庁

( 項 )

北海道さけ ・ ますふ化場

( 目 )

人 当 経 費

職 員 旅 費

施 設 施 行 旅 費

庁 費

採 卵 ふ 化 放 流 庁 費

施 設 施 行 庁 費

土 地 建 物 借 料

各 所 修 構

施 設 整 備 費

国有資産所:tF市町村交付金

円

4 7 2.7 1 4 , 0 0 0

2 4 4.1 1 8 , 0 0 0

6.8 2 8 , 0 0 0

7 5 6 , 0 0 0

l
7.2 0 5.0 0 0

1 1 1 , 8 0 9.0 0 0
5 7 0 , 0 0 0

1 , 6 8 1 , 0 0 0

8 , 0 7 2.0 0 0
9 1 , 4 4 0 , 0 0 0

2 3 5 , 0 0 0
l

4 6 8.6 6 4 , 7 7 7

2 4 0 , 3 3 9 , 3 1 1

6 , 8 2 6.1 8 2

7 5 4.4 5 2

7 , 1 4 0.2 8 7

1 1 1 , 7 4 8 , 0 4 4

5 6 9 , 9 6 8

1 , 5 4 6 , 2 0 0

8 , 0 7 0 , 8 3 3

91 ,435 ,0  0 0

2 3 4 , 5 0 0

s 4 北海道さけ・ますふ化場の現員
略和4 7 年 3 月  3 1 日現在の本場および支場別人員配置状況は第1表のとおりであるo

第 1 表  北海道さけ ・ますふ化1義l第l員本 '支場別人員配置表

場 名 技 官 事 務 室 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

名

3 1

1 7

2 1  .

2 l

9

1 0

8

名

1 3

5

4

4

3

4

3

名

4 4

2 2

2 5

2 5

1 2

l 4

1 1

計 l l 7 3 6 1 5 3

前 年 度 1 1  7 3 4 1 5 1

註 本場の技官のうち 9名は研究員。

g_



S 5 北洋 さ け ・ ま す 漁業

1 )  漁 業 規 投

第 1 表  母船式さけ・ます流し網漁業(数 )一企 業 別  年 度
昭 和 4 5 年 昭 和 4 6 年

母 船

独 航 船

1 1

3 6 9

1 1

3 6 9

第 2 表  48度以南流し網・はえなわ漁業(許可集数)一許 可 別 1 年 度
昭 和 4 5 年 昭 和 4 6 年

大臣̃中 型 さ け ・ ま す 流 し  網

大 臣̃中 型 さ け  ・ ま す は え な わ

知 事̃大 平 洋 7 ト ン 以 上 流 し 網

大平洋 3 2 7
日本海 1 5 5

3 6 9

3

3 2 7
1 7 5

3 6 9

3

第 3 表  その他さけ・ます漁業 (道知事許可隻数)

X許 可 別  年 度
昭 和 4 5 年 昭 和 4 6 年

太 平 洋 小 型 流 し 網 7  ト ン 未 満

日 本 海 小 型 流 し 網

津 軽 海 峡 流 し 網

日 本 海 小 型 は え な わ

1 , 2 8 2

1 2 5

1 0 0

4 8 3

1. 2 8 2

1 0 0

1 0 0
l

4 8 3

資科は 「日ソ漁業委員会について」 1 9 7 2 年 ( 水 産 庁 ) に よ る o

-1 0-

2 )  昭和4 6年さけ・ます漁業実積

第 4 表  日本およびソ連のさけ・ます漁獲量(区域別)

(単位 : ト ン )

X分 年 次

l 9 6 8

4 3

1 9 6 9

4 4

1 9 7 0

4 5

1 9 7 1

4 6

割

当

量

A

区

域

:平1し: 3 7. 7 6 38. 7 3 7
4 6 , 5 0 0

4 0 , 4 0  0

9 , 3 5 0

4 9. 7 5 0

3 5 , 4 5 0

1 4 , 0  0 0

5 , 8 0  0

5 5 , 2 5 0

1 0 5 , 0 0 0

3 6.5 4 5
8 , 4 5 5

4 5 , 0  0 0

3 7. 3 5 7

8 , 6 4 3

4 6 , 0  0 0

B

区

域

太 平 洋 流 し 網

太 平 洋 は え な わ

日 本 海 漁 業

計

3 1. 3 7 0
1 2 , 1 8 0

2 , 9 5 0

4 6 , 5 0 0

2 8 , 7 5 0

1 1 , 1 5 0

5 , 1 0 0

4 5 , 0  0 0

3 1 , 4 0 0

1 2 , 3 0 0

5 , 3 0  0

4 9 , 0 0 0

A ・ B 区 域 計 9 3 , 0  0 0

3 7 , 6 4 2

8 , 7 2 3

4 6.3 6 5

9 0 , 0  0 0 9 5 , 0  0 0

A

区

域

母 船 式

太 平 洋 流 し 網

計

4 0. 2 7 4

9 , 3 1 5

4 9 , 5 8 9

3 8 , 2 0 9

1 5.3 4 1

6. 6 1 8

6 0 , 1 6 8

3 6 , 4 0 9

8 , 4 2 6

4 4 , 8 3 5

3 7 , 2 3 8

8 , 6 0 7

4 5 , 8 4 5

実

a
B

区

域

太 平 洋 流 し 網

太 平 洋 は え な わ

日 本 海 漁 業

計

3 4 , 3 7 5

7 , 7 7 9

3 , 4 9 3

4 5. 6 4 7

3 1 , 4 1 6

9 , 0 4 5

5 , 5 5 8

4 6.0 1 9

3 4 , 2 4 3

1 3.3 9 2

5. 8 1 5

5 3. 4 5 0

A ' B 区 域 計 9 2 , 0 1 2

1 7 , 0 9 9

1 0 9 , 7 5 7 9 0 , 8 5 4_
2 3 , 6 8 6

9 9 , 2 9  5

治 岸 2 6.8 3 1

1 3 6. 5 8 8

8 0 , 0 0 0

7 5. 4 6 8

※ 1 0 , 9 5 9

1 1 0 , 2 5 4日 本 計 1 0 9 , 1 1 1 1 1 4 , 5 4 0

4 0 , 0  0 0

3 9 , 0 5 3

( 計 画 )

実 積
、
日 ' ソ 漁 獲  量 計

6 0 , 0  0 0

3 6 , 1 9 1

8 3 , 0  0 0

7 5 , 9 4 9

1 4 5 , 3 0 2 2 1 2 , 0 5 6 1 5 3 , 5 9 3 1 8 6 , 2 0 3

※ 7 1年の消岸漁獲は、 1 月̃ 9月までの暫定漁獲量である。

-1 1-



S 6 さ け ・ ます増殖事業成績総括

昭和4 6年度さけ ・ます捕獲採卵事業は4 6年 5月 1日から 4 7年 1月 2 3目までの間において実施

べニサケも実施しており、 これらの成績は第1表のとぉりである。

第 1 表  海区別、 魚種別成積集計表

魚 種 さ け

水

系

数

実
施
面
所
数

水

系

数

実
施
箇
所
数

海 区
放流数

千尾

項 目 病獲数

尾

採卵数

千粒

計 画

実 積

達 成 率

1 4

1 5

1 5

1 6

1 8 7 , 0 0 0

1 2 3 , 2 8 2

6 5 . 9 %

2 0 1 , 8 8 6

1 4 1 , 5 5 8

7 0 . 1 %

2 0

1 8

1 2

1 1

1 1 8 , 6 6 2

1 2 2 , 7 5 1

1 0 3 . 4 %

オホーツク海区

計 画

実 積

達 成 率

5

7

8

1 0

1 1 , 1 0 0

1 6 , 8 5 2

1 5 1 . 8 %

1 2 , 1 0 3

1 4 , 3 6 9

1 1 8 . 7 %

1 0

2 1

9

7

5 7 , 6 1 4

3 4 , 5 4 5

6 0 . 0 %

日 本 海 区

計 画

実 積

達 成 率

1 6

1 7

7

1 2

1 7

1 7

1 1

1 6

l 5 2 , 0  0 0

l 4 9 , 1 8 6

9 8 . 1%

1 6 5 , 5 9 9

1 7 4 , 0 5 3

1 0 5 . l%

1 6

2 0

1 6

1 7

1 4 7 , 5 4 2

1 7 4 , 2 8 7

1 l 8 . 1 '1ll

根 室 海 区

計 画

実 績

達 成 率

2 5 8.1 0 0

5 2 2 , 9 9 0

2 0 2 . 6 %

2 2 8.2 7 9

3 9 5.6 0 0

1 7 3 . 3 %

1 2

1 4

1 4

1 5

1 5 1.3 4 6
1 8 9 , 7 1 3

125.4明

德l裳以東海区

計 画

実 積

達 成 率

2 0

2 1

2 0

2 1

2 6 , 8 0 0

3 2 , 8 6 9

1 2 2 . 6 %

2 7 , 7 6 7

2 6 , 1 7 5

9 4 . 3 %

2 3

2 3

2 3

1 1

5 4 , 1 8 4

5 4 , 6 9 0

1 oo. 9q

襟裳以西海区

三 成 基
6 2

7 2

7 1

8 0

6 3 5 , 0 0 0

8 4 5 , 1 7 9

1 3 3 . 1 %

6 3 5.6 5 2

7 5 1 , 7 5 5

1 1 8 . 3 %

8 1

9 6

5 2

6 1

5 2 9 , 3 4 1

5 7 5 , 9 8 l

108 . 8 'e

合 計

l

誌 1. 計画には、そ上調査河川を含んでいないo

2. 実積には、そ上調査河川を含んでいる。

3. さけ採卵数 (実績) には海産卵を含んでいないが放流数には含むo

4. さくらます放流数には拡大再生産事業分( 2 8 0千尾)を含まないo

5. べニさけ放流数は、 45年度産のものである。

-1 2-

し. 主要3魚種の稚魚は、 4 7 年 1 月  1日から同年6月2 0日の間に放流した。 また、  このほかにひめます、

さ く ら ま す か ら i と ま す

水

系

数

7

6

4

7

E室 痛:: 採卵数千粒 1
実
施
箇
所
数 放1:

水

系

数

実
施
箇
所
数

水

系

数

実
施
箇
所
数

放流数

千尾

病獲数

尾

採卵数

千粒

7

6

1 0 , 3 0  0

3 , 0 9 8

3 0 . 1 %

1 0 , 7 7 0

2 , 4 4 7

2 2 . 7 %

1 0

4

7

4

8.9 1 7
1 , 5 4 3

1 7 . 3 %

1 5

1 8

1 5

1 9

47,500

2 3 2.9 3 1

490.4%

28,450

1 5 52l2 3

5 4 5 e%

1 5

1 6

1 1

1 2

1 8 , 3 8 7

6 2 , 0 9 9

3 3 7 . 7 %

5

8

2 , 1 0 0

8 6 7

4 1. 3 %

3 , 2 6 3

1 , 2 3 1

3 7 . 7 %

3

6

4

4

3.0 4 5
1 , 6 3 2

53.6%

1

5

1

6

1.5 0 0

3,531

235.期o

7 4 6

1,496

200.翻o

4

1 5

3

8

4 , 2 7 1

3 2 , 1 0 0

7 5 1 . 6 %

9

1 0

1 0

10

5 ,80  0

2.9 5 2

5 0 . 9 %

7 , 1 9 3

2 , 9 7 9

・l1.4 %

7

5

7

3

5 , 2 9 3

1.5 9 0
3 0 . 0 %

1 3

1 3

1 4

1 3

9,600

21 , 72 i

226 .3 %

4,861

11,576

238 . 1%

1 1

1 6

8

1 0

4 ,20  0

2 8 , 0 1 5

6 6 7 . 0 %

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

2

3

4 0 0

1 217 8 1

3ユ 95.3 %

2 1 6

32:8 0

1,518.5%

2

3

3

3

1 7 3

2 , 4 6 5

1 , 4 2 4 . 9 %

2

2

2

2

4 0 0

2 3

5 . 8 %

5 4 3

1 6

3 . 0 %

1

2

1

1

1 9 6

4 4

2 2 . 4 %

3

9

3

9

1,300

2 :7 9 6

213. () %

6 1 9

7 5 7

122.3:%

3

1 0

2

5

2 , 9 5 4

15 , 0  0 8

5 0 8 . 1 %

2 2

2 5

2 4

2 6

1 8 , 6 0 0

6 , 9 4 0

3 7 . 3 %

2 1 , 7 6 9

6 , 6 7 3

3 0 . 7 %

2 1

1 7

1 9

1 2

1 7 , 4 5 1

4 , 8 0 9

27 .6%

3 4

4 7

3 5

5 0

60,30 0

2 7 3 17 3 3

454 .0%

34,892

1 7 2 3 3 2

493 .9%

3 5

6 0

2 7

3 8

2 9 , 9 8 5

1 3 9.6 8 7

4 6 5. 9 %

1 3



海 区

魚 種 ひ め ま す ぺ に さ

項 目 捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千月

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

計 画

実 1li

達 成 率

オホーツク海区

計 画

実 積

達 成 率

2 0 , 0 0 0

1 3 , 5 8 6

6 7. 9 %

3 , 8 5 4

2 , 6 0 9

6 7 . 7 %

1 , 2 4 3

1 , 2 0 4日 本 海 区

計 画

実 被

達 成 率

9 0 0

2 , 6 0 9

2 8 9 . 9 %

4 8 6

1 7 1

3 5 . 2 %

根 室 海 区

計 画

実 積

達 成 率

標裳以東海区

計 画

実 1量

達 成 率

標集以西海区

合 計

l 計 画

l:成:
2 0 , 0 0 0

1 3.5 8 6

6 7 . 9 %

3 , 8 5 4

l :=,

1 , 2 4 3

1,20.4

9 0 0

. 2 , 6 0 9

2 8 9 . 9 %

4 8 6

1 7 1

3 5 . 2 %

1 4-

一一
け 合 計一l -
i 流 数

千尾

水

系

数

実
施
街
所
数

水

系

数

実
施
葡
所
数

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

一_-

1 6

1 9

1 7

2 0

2 4 4 , 8 0 0

3 5 9 , 3 1 1

1 4 6 . 8 %

2 4 1 , 1 0 6

2 9 9.2 2 8

1 2 4 . 1 %

2 3

2 1

l 2

1 1

1 4 6 , 8 6 6

1 8 6 , 3 9 3

l 2 6 . 9 %一一
7

1 3

1 0

1 6

3 4 , 7 0  0

3 4 , 8 3 6

1 0  0 .4%

1 9.9 6 6

1 9 , 7 0 5

98 . 7 %

1 1

2 7

1 2

1 3

6 6 , 1 7 3

6 9 , 4 8 1

105 . 0%

2 6 7

8 3

3 l .1%

1 9

2 0

2 0

2 0

1 6 8.3 0 0

1 7 6 , 4 6 8

1 0 4 . 9 %

1 7 8 、 1 3 9

1 8 8.7 7 9
1 0 6 . 0 %

l 9

2 0

1 1

1 8

l 5 8 , 0 1 7

2 0 3 , 9 7 5

1 2 9 .1 %

7

1 2

1 1

1 6

2 8 5 , 5 0 0

5 3 5 , 7 7 1

1 8 7 . 7 %

2 2 8 , 5 l 3

3 9 8 , 8 8 0

1 7 4 . 6 %

・ 1 2

1 3

1 0

l 4

1 5 1 , 5 1 9

1 9 2 , 1 7 8

1 2 6 . 8 %

2 0

2 1

2 0

2 1

2 8 , 5 0  0

3 5 , 6 6 1

1 2 5 . 1 %

2 8.9 2 9

2 6 , 9 4 8

9 3 . l%

2 4

2 3

1 0

1 6

5 7 , 3 3 4

6 9 , 7 4 2

1 2 1 . 6%

2 6 7

L- 3二 6:5 7 8

l 9 3

7 3 4 , 8 0 0

l , l 4 2.0 4 7

1 5 5 . 4 %

6 9 6.6 5 3

9 3 3.5 4 0

1 3 4 . 0 %

8 9

l 0 4

5 5

7 2

5 7 9 , 0 0 9

7 2 1.7 6 9

1 2 4 . 7 %
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第 1 図  魚種別成 構図

1 一 べ ニ サ ケ  0 . 0 1 %  8 3千尾

-1 6-



第 2 表  さ け 海 産 卵  ( 海 産 魚 か ら の 採 卵 )
単 位 千 粒

実 施 地 区 採 卵 数 収 容 事 業 場 実 施_j;者 海 区 実 施 地 区 採 卵 数 収容事業場 実 施 者

ウ ト ロ

常 呂

湧 別

計

4 ,080 .0

3 2 2 . 0

3 7 7 . 0

4.7 7 9 . 0

岩 尾 別

北 見

場 別

ウ ト ロ W協
常 呂 漁 協

蕩 別 漁 協

歴1 舟

広 尾

技 留

計

8.0

8 9 0 . 0

1 8 8 . 0

1 , 0 8 6 . 0

大 樹

( 広 尾 )

( 擴 留 )

大 樹 漁 協

広 尾 漁 協

幌 泉 漁 協
標裳以東海区

標 津

野 付

穗 香

計

1 , 2 18 . 0

6 0 1 . 0

2 8 0 . 0

2.0 9 9 . 0

伊 茶 仁

:穗 根 香;l l
l

操 津 漁 協

野 付 漁 協

根 室 漁 總

浦 河

戸 切 地

計

9 3 3 . 0

3 1 1. 0

l.2 4 4 . 0
9 , 2 0 8 . 0

( 元浦川 )

( 有 川 )

萩 伏 漁 協

上 磯 漁 協標基以西海区

整 ( )は国営以外の施設

第 3 表  最近1  0カ年のさけ增殖事業成承(昭和3  7̃ 4 6年度)一内 訳  年 度
3 7 3 8 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 平 均

治 岸 来 遊 量(千尾)

河 川 内 施 獲 数 ( 千 尾 )

そ 上 率 ( % )

率 親 魚 捕  獲数 (千尾 )

字 比 ( % )

率 報 魚 使 用 数 ( 千 尾 )

使 用 率 ( % )

採 9P 数 (千粒 )

l 尾平均税婚P数 (粒 )

阪 収 容 卵 数 (千粒 )

海 産 卵 ( 千 粒 )

収 容 卵 数 (千粒 )

収 / 仮 ( % )

'i。 出 尾 数 (千尾 )

ふ / 収 ( % )

給 解 尾 数 (千尾 )

給 / ふ ( % )

給 / 収 ( % )

放 流 尾 数 (千尾 )

放 / 採 ( % )

2 , 7 5 9

3 7 1

l 3 . 4

1 7 2

4 6 . 4

1 4 0

81.1

3 5 5.0 0 0
2.5 4 2

3 5 5 , 0 8 7

l , 3 9 5

3 3 0 , 4 7 4

9 3 . 1

2 9 1.2 0 4
88.1

2 9 , 9 9 8

1 0 . 3

9.1

2 8 0 , 7 4 3

7 9 . 1

3 , 7 6 9

3 6 1

9 . 6

1 7 3

4 8 . 1

l 4 7

8 4 . 7

:1 6 1 , 2 6 3

2 , 3 9 2

3 6 2 , 4 4 1

9 9 0

3 l 8.3 4 6

87 . 8

2 8 5 , 2 7 9

8 9 . 5

7 3 , 3 0 8

2 5.7

23.0

2 ' l l 2 , 1 0 6

7 5 . 3

l _

5 9 3

1 5 . 5

2 0 4

3 4. 6

l 6 7

81.5

4 1 0.9 2 5

2.4 6 4
4 1 3.4 2 6
2 , 5 0 2

3 9 0 , 4 4 4

9 4 . 4

3 4 8 , 0 1 3

8 9 . 2

1 0 3 , 6 4 5

2 9 . 8

2 6 . 5

3 3 4 , 4 6 3

81.4

4,'l「 4 9

e 0 6

1 7 . 0

3 9 'l'
4 9 . 5

2 9 6

7 4.3

7 7 4 , 4 2 0

2 , 6 1 0

7 7 4 , 5 9 1

1 7 1

7 0 6.3 4 6

9 1.2

5 9 3 , 6 4 0 ・

84 .0

1 2 1 , 2 7 4

20 .4

17 .2

5 4 9, 2 7 8

7 0 . 9

3.8 0 5
3 9 7

1 0 . 4

1 7 1

4 3 . 2

1 3 3

77.7

3 4 2 , 6 7 6

2.6 0  0

3 4 8.4 7 9

5 , 8 9 5

3 4 8.4 」6 9

9 9 . 9

2 8 9 , 0 9 6

. 83 .0

1 5 7 , 4 9 2

5 4 . 5

45 . 2

2 7 2 , 0 3 6

7 9 . 4

4.5 0 1
5 9 2

1 3 . 2

2 6 9

4 5 . 5

2 0 2

75.1

5 3 8 , 9 5 1

2.6 7 0

5 4 6 , 0 1 4

7 , 1 4 4

5 4 5.6 4 6

9 9 . 9

4 7 2 , 4 4 8

8 6 . 6

2 1 1 , 1 6 1

4 4 .7

38.7

4 3 4.7 2 9

80.7

2 , 1 3 8

2 3 6

11.0

1 0 4

44.0

8 9

85.6

2 3 5 , 0 8 6

2 , 6 5 0

2 4 1 , 6 9 e

6 , 6 6 0

2 4 1.1 1 4
9 9 . 8

2 1 5.9 7 6
89.6

1 9 2.1 4 3

89.0

79.7

2 0 7.4 3 e
8 8 . 2

4.1 7 3
5 7 8

13 .9

2 2 3

38.6

1 9 9

89.3

4 7 2.5 2 9

2.3 8 0
4 7 5.3 4 4
3 , 4 2 0

4 6 l , 6 2 8

9 7 . l

3 8 9 , 5 0 4

8 4 . 4

2 7 6 , 5 1 9

71.0

42 .4

3 6 1 , 5 7 1

76 . 5

5.2 8 7

6 2 6

1 1 . 8

2 8 6

4 5 . 6

2 3 5

8 2 . 3

5 4 6 , 6 2 0

2.3 2 0

5 5 9 , 7 3 2

1 3.1 1 2
5 5 6.5 8 9

9 9 . 4

4 6 7.1 1 8
83 .9

3 2 7 , 1 2 1

7 0 . 0

5 8.8

4 4 2 , 1 0 1

80 .9

7.6 5 2
8 4 5

11 .0

3 4 3

4 0 . 6

3 0 9

90 . 1

7 5 1 , 7 5 5

2 , 2 1 0

7 6 0 , 9 6 3

9 , 2 0 8

7 4 8.6 5 1

9 8 . 4

6 2 4 , 9 4 2

83.5

4 3 5.6 1 5

69.7

5 8 . 2

5 7 5 , 9 8 6

76 . 6

4 , 2 6 5

5 4 1

1 2 . 7

2 3 4

4 3, 3

l 9 2

8 2 . 1

4 7 8 .9 2 2

2 , 4 8 4

4 8 3 , 7 7 8

5 , 0 4 9

4 6 4 , 7 7 1

9 6 . 1

3 9 7.7 2 2
8 5 . 6

1 9 2. 8 2 8

4 8 . 5

4 l . 5

3 7 3 , 0 4 5

7 7 . '9
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s 7 さけ増殖事業
1 さ け の 沿 岸 来 遊 概 況

昭 和 4 6 年 ( 1 月 ̃ 1 2 月 )  の全道1l1:1l岸来遊量Cl11,i岸十河川) は7 6 5 . 2万尾と未會有の豊漁で、前

年度 ( 5 2 9 万尾 ) を 3 0 %以上も上型る戦後最高を記録した。特にオホーツク海区と根室海区に多く
の魚1l学が来遊した o

本年は、予想どぉり 4年魚が主群で7 1 . 9 % 、  3 年 魚 2 2. 7 % 、 そ の 他 5. 4%の魚辞構成であつた o

河川内そ上数 (i南獲数)は、 i1:,岸の豊漁にもか かわらず 1 1 %、 8 4. 5万尾であつ1 t。 しかし、その
6 1 % に 当 る 5 2 . 3 万 尾 がェリモ以東海区で備獲された。 これに反し来遊量の多いオホーツク海区・l. 4

% 、根室海区6 . 0 % とそ上率は低かつた o

本年度の計画目標は、親魚痛獲数63. 5 万尾 、採卵数 6億 3千 5 6 5 万粒で 、  7 2 水系 、  8 0 硝獲採

gs場で実施した。 これらの実續と前年度対比は第1表のとおりである。
第 1 表  事業計一画と実績ならびに前年度との比較

採

放

区 分
昭 和 4 6  年 度 昭 和 4 5 年 度

実 積

前年度との対

比 增 減  △言十画数 実 積 達 成 率  %

日 渡 数 ( 尾 )

降 卵 数(千粒 )

l 1府 数(千尾)

6 3 5.0 0 0
6 3 5.6 5 2
5 2 9 , 3 4 8

8 4 5 , 1 7 9

7 5 1.7 5 5
5 7 1l l . 9 8 6

1 3 3 . 1

1 1 8 . 3

1 0 8 . 8

6 2 6 , 6 9 5

5 4 6 , 6 2 0

4 4 2.1 0 1

2 1 8.4 8 4
2 0 5 , 1 3 5

1 3 3 , 8 8 5

各海区の状況は次のとぉりである。

( 1 )  オホーツク海区

この海区のl11i岸来遊量は 1l; i e. 4 万 尾 (1ff11l'1l 2 6 9 . 1 万 尾 、  河川1 2 . 3万尾 )  で、 この海区としては

比類のない大豊漁であっ、に。特 に ウ ト ロ 、 斜当i、網走消岸部は好漁であっ1t。

河川内そ上数l11_ 1 2 . 3万尾で多くの来遊があったに も か かわ らず 4 5 年 を 下?り 、 そ 上 率 も 4 . 4 % と
低かつた。 この原因については種々考えられている力'、、 魚体の成熟度からみて、来遊時期が若千早く 、

加えて河川そ上条件と相乗して治岸滞留が長く漁嬢努力を強く受けたためと考えられる。

( 2 ) 日  本 海 区

この海区は3 . 5万尾 (治岸1 . 8万尾、河川1 . 7万尾 )の来遊で、前年度の1 . 6万尾と比較すると2倍

以上であるが、 往・年の来遊量には程違い。

河川内そ上数は、 回帰量が少ないため治岸各地区においては、 漁獲量が低く、 その7tめ来遊量の割りに

に河川そ _ 1:数が多く1.7万尾が河川内で硝獲され、そ上尋' 4 8. 6 %と非常に高く、そして石狩川をはじ
め、各河川とも 3年魚として回帰した 1 9 6 8 年級群が多かつたことは最近におけるこの海区の増殖努

力の強化を考え合せると、 今後に来遊するであろう年般群の回帰に期待するところが大きい。

(3) 根 室 海 区

1 g-



根室海区では2 4 8 . 3万尾 Cl1:1l岸 2 3 3 . 4 フJ 尾 、河川 1 4 . 9万尾 )の来 l量iからみて、  4 5年の未曾有

の 豊 漁 ( 2 0  0万尾)を上理る漁1fiがあ り 、オホーツク海区に次く'漁であった。
これは、羅自地区、標津地区が特に良く、この地l1>(での漁i重のうち70万尾程度は、オホーツク系魚

許の回帰魚であり、そして、この地区に豊魚をもたら し ・にのは標津地区、各河川の 1 9 6 7 年級群の回

帰が多かつ、にものと推定される。

治岸来遊の主群は、 4 年 ft,. ( 7 2. 5 % ) で あ る が、 このうち西別川、 標津川系のものが厚く 、 さ ら に
維自川、蔵別川、 伊茶仁川、 西別川の各河川系の3年魚の割合いも多かつた o

河川そ上数は、標津川での回帰量が多<、例年イ南獲の多い西別川を上理lる河川内の捕渡がみられ、 オ

ホーツク海区同様多くの来遊があつた。 し か し 、 そ 上率は 6 . 0 % ( 1 4 . 9 方 尾 ) に と ど ま り 、 こ の 海区

のそ上率が年々低下の傾向lこ1aF、る。

( 4 ) 1l集禁以東海区

この海区は、 1 8 4 6万尾 ( 11l:1岸 1  3 2. 3?尾、河川1 -◆. 0フi尾) の治岸来遊があり、B?和 4 o年度
( 1 9 6 万 尾 ) に 次 く'営漁で,1t:,つた。 こ れは十勝川系の 4 年魚 ( 7 4 % ) で あ り 、  3 年 魚 の 出境 ( 2 2

% )  も量的には多かつ7t。 さらに釧路川の3年魚が多く回帰したためと推定される o
i11:,岸漁獲は、 十勝川系の回帰魚が車超し、 また、  この魚群がェ リモ以西海l?の日高消岸まで回遊し7t。
しかし、自標、 厚内1l1:,岸では魚鮮が沖合を回遊したため不振であった。
河川内そ上数は来遊t11・の 2 8 . 3 % 、  5 2 . 3 万尾が痛'重され、このうち 7 3 . 8 %は 、十勝川で占め、次
いで全llL路川(23. 2 % ) が 多 かつた。 また別寒辺牛川も1 . 1万尾、広尾川0 . 4万尾を示したが、その他
の河川は僅少であった。

( 5 )  標 装 以 西 海 区

この海区の来遊は47. 4万尾 ( 1l1ロ、岸 4 4 . 1 万 尾 、  河川3 . 3万尾 )  と 、  この海区としては戦後最高の漁

り産があった。しかし、そのうちの1 5万尾程度は、エリモ以東海区系の魚群が回遊した た め で あ り 、 日

高l1,:l岸では、 3 4万尾と豊漁であった。 また項火湾を除く他の海区においても、 前年度を上型り、 殊に

回帰量が多かつた茂辺地川系を漁0要する南11l;部地区、 津軽海峡地区は好漁であった。

河川そ上は 7 . 0 % 、  3 . 3万尾で、茂辺地川( 1 . 9万尾 )が主であり、次いで静内川、遊楽部川であり、

その他の河川は値少であった。

2 沿岸漁業と再生産用親魚の確保

北海道消岸におけるさけ漁業は、 その大部分がさけ定置網漁業によって占められているが、 この資源の

の再生産は人工ふ化事業によつて維持されているo

現在、 治岸来遊資l原の回帰率は1. o %程度であ l)、 現状における再生産効率を勘業すれは、或一定量
の治岸来遊量を維持するための再生産用親魚量は14. 2 % と算定される。 即ち、 1l11:1l岸来遊意が1 o 0 .1lj

尾あり、  この水準を維持するとしてゆくものと1l11l1定した場合の必要親角、数は 1 4 . 2 万 尾 と な る o  ( これ

からの推 11;l,生産放流尾数は1億尾となる。) しかし、  現状では?i岸にお l 'ナる漁獲努力が大きな影書を与
えているo
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ts岸のさけ資源を安定したものとする1 tめには、 河川そ上率をi :云するこ  とよりも親魚の絶対必要量

の確保が課題となる。

本年度の治岸来選i -1量tは 7 6 5. 2万尾と戦後最高の成iii:を記録した。河川内親魚捕獲数は84 .5万尾と
計画数 ( 6 3 . 5 万尾 ) に対して 1 3 3 % と 目標を達成したが 、そ上率では 1 1 . 0 % と 前年度を下理つた。

各海区において秋さけを対象とし、に定置網の許可統数については全道計5 1 6力続があり、  その支庁

別、海区別の内訳は第2表のとぉりである。

第 2 表  昭 和 4  6年度さけ定置網の許可統数

海 区 支 庁 支庁別統数 海区別統数

オ ホ - ツ ク 網 定 1 0 6
1 3 0

宗 谷 3 5

留 萌 1 5

日 本 4 8石 狩 1 6

後 志 6

精 山

根 室 1 0 6

根 室 1 2 0

探 裳 以 東 1 1 7釧 路 5 9

十 勝 3 6

日 高 8 1

探 装 以 西 l 1 5

胆 振 2 6

渡 島 1 6

計 5 1  6 5 1 6



第 3 表  海区別のさけti岸漁獲数、 河川iii選数、 河川そ上率

単位
l'治溝、河川 千尾

tそ 上 率 %

M海区、、事 項 年 度 l 9 6 6

4 l 年 度

1 9 6 7

4 2 年 度

l 9 6 8

4 3 年 度

1 9 6 9

4 4 年 度

1 9 7 0

4 5 年 度

1 9 7 1

4 6 年 度

オ
ホ
I
ツ
ク
海
区

治 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1 , S 2 4

7 1

1 , 5 9 5

4 . 5

1 , 3 1 7

4 8

1 , 3 6 5

3 . 5

7 6 9

3 3

9 0 2

4 .1

1 , 3 2 1

1 7 7

1 , 4 9 8

1 1 . 8

;1, 3 6 3

2 2 1

1 , 5 8 4

1 4 . 0

2. 6 9 1

1 2 3

2. 8 l 4

4. 4

日

本

海

区

t言 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3 3

1 6

4 9

3 2 . 7

4 7

1 2

5 9

2 0 . 3

3 3

1 7

5 0

3 4 . 4

・ 1 5

9

2 4

3 7 . 5

9

7

1 6

4 3 . 8

1 8

1‘

3 5

4 8 . 6

根

室

海

区

治 岸

河 川

合 計

そ 上 準

7 1 3

1 3 8

8 5 1

1 6 . 2

1. 4 4 0
1 6 3

1 , 6 0 3

1 0 . 2

5 6 1

8 6

6 4 7

1 3 . 3

9 9 9

1 8 9

1 , l 8 8

l 5 . 9

1 , 9 2 4

1 1 3

2 , 0 3 7

5 . 6

1 , 1 4 3

2 6 2

1 , 4 0 5

1 8 . 7

2 , 3 3 4

1 4 9

2. 4 8 3

6.0

標
裳

以
東

海
区

t1:1l 岸

河 川

合 計

そ 上 率

7 6 6

1 5 4

9 2 0

1 6 . 7

8 0 3

3 5 3

1. 1 5 6
3 0. 6

3 2 9

8 5

4 1 4

2 0 . 5

9 7 7

1 9 1

1 , 1 6 8

1 6 . 4

1 , 3 2 3

5 2 3

1 , 8 4 6

2 S.3

採

裳
以
西
海
区

治 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3 7 2

1 e

3 9 0

4.6

3 0 2

1 6

3 1 8

5 . 0

2 1 0

1 5

2 2 5

6 . 5

2 8 3

1 2

2 9 5

4 . 1

2 1 3

2 3

2 3 6

9.8

4 4 1

3 3

4 7 4

7.0

6 , 8 0 7

8 4 5

7. 6 5 2

1 1. 0

全

道

計

l ; :
l ; 上:

3. 4 0 8

3 9 7

3.8 0 5

1 0 . 4

3 , 9 0 9

5 9 2

4 , 5 0 1

1 3 . 2

1, 9 0 2

2 3 6

2 , 1 3 8

1 1 . 0

3. 5 9 5

5 7 8

4 , 1 7 3

1 3 . 9

4 , 6 5 1

6 2 6

5. 2 7 7

1 1. 8

註 1. 千尾未満の数字は四精五入してまとめた。

2. 河川そ上率とは、 河川配数÷(治岸漁獲数十河川: l制l数)である。

-2 2- -2 3-
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第 l 図  海 区 別 事 業 成 i 量

2 5



第 6 表  昭和46年度海区別さけ事業成積集計表=海 区 項 日 捕 獲 採 卵 成

痛 獲 数 字
性 比
%

字親魚

使用数
尾

字規魚

使用率

%率 尾 合 尾 計 尾

オホ ー ツ ク 海 区

日 本 海 区

根 室 海 区

株 基 以 東 海 区

標 整 以 西 海 区

合 計

前 年 度

6 3 , 0 7 5

6 , 4 6 4

7 5.6 4 1

1 8 5 , 1 8 4

l 3 , 2 8 0

6 0 , 2 0 7

1 0 , 3 8 8

7 3 , 5 4 5

3 3 7 , 8 0 6

1 9.5 8 9

1 2 3 , 2 8 2

l 6 , 8 5 2

1 4 9. l 8 6

5 2 2 , 9 9 0

3 2.8 6 9

8 4 5.1 7 9

6 2 6 , 6 9 5

5 1.2

3 8 . 4

50 .7

35 . 4

40.4

4 0.7

4 5 . 6

6 0 , 8 0 3

S , 4 6 9

7 3. l l l 36

1 5 7 , 5 l 3

1 1 , 8 9 l

l'6.4
84.6

97.7

85 . 1

89 .5

90.1

8 2.3

3 4 3.6 4 4
2 8 5 , 8 7 2

S 0 1.5 3 5

3 4 0 , 8 2 3

3 0 9. 6 1 2

2 3 5 , 3 5 0

第 7 表  昭和 4  6年度支場別さけ事業成ia集計表=支 場 項 : 硝 獲 採 卵 成

痛 獲 数 字
性 比
%

率親魚

使用数
尾

字親魚

使 用 率

%率 尾 0 尾 計 尾

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

6 0 , 7 7 4

7 5.6 4 l

1 8 5.1 8 4
3,2 3 6

7 , 1 3 7

1 1 , 6 7 2

3 4 3 , 6 4 4

2 8 5 , 8 7 2

5 6 , 4 9 1

7 3.5 4 5
3 3 7.8 0 6
6,5 3 4

1 1 , 1 0 4

1 6.0 5 5

5 0 1 , 5 3 5

3 4 0 , 8 2 3

1 1 7 , 2 6 5

1 4 9.1 8 6

5 2 2.9 9 0

9 , 7 7 0

1 8.2 4 1

2 7 , 7 2 7

8 4 5 , 1 7 9

6 2 6 , 6 9 5

51 .8

5 0 . 7

35.4

33 .1

39.1

42 .1

5 8 , 7 5 4

7 3 , 9 3 6

1 5 7.5 1 3
2 , 6 6 3

5 , 6 3 7

1 1 , 1 0 9

9 6 . 7

97.7

85 . 1

82.3

7 9 . 0

9 5 . 2

40.7

4 5.6

3 0 9.6 1 2
2 3 5.3 5 0

9 0 . l

8 2.3

2 6--

積_--
平 均

採卵数_
2.3 3 0

2.6 3 0

2.3 5 0

2.5 1 0

2、20 0

ふ 化 放 演t 成 續

放流期間i 出 尾 数

二l二量

ふ 出 率

%o

放流尾数

'1:E

採卵数

千粒

実施期間 収容卵数

:二l:精

1 4 1 , 5 5 8

1 4.3 6 9

1 7 4 , 0 5 3

3 9 5. l5 0 0

2 6.1 7 5

9. 1 ̃ l . 2 3

8. 2-i2 . 2 0
9. l-i. 2 2
9. 1-1 2 . 2 9
8 . 2 2 1. l 0

1 5 2 , 9 9 5

4 4 , 8 3 8

2 2 2.6 8 8

2 4 5.9 8 8

8 2 , l 4 2

l 2 6 , 2 9 0

3 7 , 4 3 5

1 8 9 , 9 1 2

2 0 8.5 4 5

6 2.7 6 0

6 2 4.9 4 2

4 6 7 , 1 1 8

82.5

8 3 . 5

85.3

84 .8

7 6 . 4

1 2 2 , 7 5 1

3 4.5 4 5

1 7 4 , 2 8 7

1 8 9 , 7 1 3

5 4.6 9 0

3.15̃ 5 . 3 l

3. 1-5.2 4
3.15̃6.10

3.20̃ 6.20

3 . 3̃ 5 . l 9

2.4 3 0

/ 2.3 2 0

7 5 1 , 7 5 5

5 4 6 , 6 2 0

8 . 2-1. 2 3
8 . 1 0 1 .  2 0

7 4 8.6 5 1

5 5 6 , 5 8 9

83.5

8 3 . 9

5 7 5 , 9 8 6

4 4 2.1 0 1

3. 1̃6.20

2.10̃6.30

演 'i。 化 放 iff 成 積

放流期間平 均

採卵数

粒

採卵数

千粒

実施期間 収容卵数

千粒

ふ 出 尾 数

=F是

ふ 出 率

%

放流尾数-F尾
2.3 2 0

2 , 3 5 0

2,5 1 0

2.5 9 0

2.5 9 0

2.1 9 0

1 3 6.2 2 3
1 7 4.0 5 3
3 9 5 , 6 0 0

6 , 9 0 1

1 4 , 5 9 3

2 4 , 3 8 5

9. 1 1̃. 2 3

9・ 1 1̃. 2 2

9・ 1-,112.29
9・ 1̃1 2 . 2 0

8. 2~1 2 . 2 8
g・ l 1̃. 1 0

1 3 9 , 3 7 1

2 2 2.6 8 8

2 4 5 , 9 8 8

2 1.5 4 2

5 5 , 1 0 3

6 3.9 5 9

7 4 8 , 6 5 1

5 5 6 , 6 8 9

1 1 5 , 1 9 9

1 8 9.9 1 2
2 0 8.5 2 5

1 7.4 8 4

4 5.3 9 6

4 8.4 0 6

6 2 4 , 9 4 2

4 6 7 , l l 8

82.7

8 5 . 3

84.8

81.2

76.0

75.7

1 1 2 , 5 0 1

1 7 4.2 8 7

1 8 9 , 7 1 3

1 6.5 1 4

3 8.5 6 1

4 4 , 4 1 0

3.15̃5.31

3.15̃ 5.31

3.20̃6・2 0

3.15̃ 5.31

3. 1̃5.27

3. 3̃ 5.24

2 , 4 3 0

2.3 2 0 ::=: 8. 2̃ 1. 2 . 38.10--l. 2 0 83.5

8 3 . 9

5 7 5.9 8 6

4 4 2.l 0 1

3. 1~ 6 . 2 0

2.10̃6.3 0

2 '7



第 8 表  昭和 4  6年度海区・水系別さけ規魚捕獲・採卵成積表

海区 水 系
捕 獲

採卵場

所 管

事業場

痛 獲 数 使

字

用 親

6

尾

2 2 7

2 2 9

5.9 2 5

3 l l 8

8 . 050

1 2 5

8 , 1 7 5

9 8

1 2

1 8 4

4 , 0 4 8

5 7 4

3 3

3 4 3

2 7 5

1 0 8

4 0 0

2 1 , 0 1 9

4 1 , 1 4 1

率 6 計

岩 尾 別

・奥 薬 別

斜 里

操 琴

網 走

//

小 計

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

翻 別

清 滑

異 部

幌 内

德 志 別

北見幌別

頓 別

月

1 , 2 8 4

8 ! 7

1 5.3 9 7
1.1 5 9
2 4 , 4 5 9

2 8 2

2 4 , 7 4 1

2 8 3

5 1

4 6 2

1 5 , 0 1 2

8 6 2

9 4

6 1 2

9 0 9

6 1 0

7 8 2

尾

1 , 0 1 8

5 7 8

1 1 , 1 5 9

7 5 6

2 3.7 2 9

1 5 8

2 3.8 8 7

5 2 2

1 8

3 6 3

l 6.2 5 2

1 , l 9 0

8 0

6 6 8

1 , 7 1 9

7 4 9

1.2 4 8

月

2.3 0 2
1.3 9 5

2 6 , S 5 6

1 , 9 1 5

48.1 8 8

4 4 0

4 8 . 6 2 8

8 0 S

6 9

8 2 5

3 1 , 2 6 4

2.0 5 2

1 7 4

1.2 8 0
2.6 2 8

1 , 3 5 9

2,0 3 0

月

1 , 2 2 5

7 5 l

1 4.7 2 8

1 , l 2 0

2 3.7 2 8

2 6 8

2 3.9 9 6
2 8 3

3 6

3 7 5

1 4 , 8 1 9

7 5 4

9 2

5 7 5

8 6 7

4 4 1

7 4 1

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

操 零

網 定

西 網 走

岩 尾 別

斜 里

/ /

操 琴

網 定

f l

北 見

/ /

/ /

蕩 別

清 精

//

幌 内

徳 志 1ll ll

歌 登

頓 別

オ

ホ

l

ツ

ク

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

翻 別

清 治

具 部

幌 内

徳 志 別

北見 l職 l l

頓 別

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

6 3.0 7 5

1 1 6,5 1 8

6 0 , 2 0 7

1 0 4.7 9 3

1 2 3.2 8 2

2 2 1 , 3 1 1

6 0.8 0 3

1 1 4 , 3 5 7

天 塩

//

/ /

小 計

零 寒 別

石 狩

/

小 計

余 市

天 塩

中 川

下 中 川

器 寒 別

西 越

書 江

中 川

/

//

天 塩

千 オ

書 江

4 2 4

1 8 2

2 8 4

8 9 0

4 5

3 , 3 8 0

8 1

3.4 6 1

1 , 4 7 3

4 2 2

6 6 2

2 , 5 5 7

2 6 1

4 , 6 3 6

1 8 0

4 , 8 1 6

1 , 8 9 7

6 0 4

9 4 6

3 , 4 4 7

3 0 6

8.0 1 6

2 6 1

8.2 7 7

1 8 5

1 4 0

2 5 8

5 8 3

3 1

3 , 0 1 5

6 2

3.0 7 7

7 5

3 9

1 1 4

2 2 8

2 0

8 8 4

1 6

9 0 0

日

本

海

区

余 市 千 才 6 5 4 8 9 2 1.5 4 6 3 8 1 1 9 5

-2 8-

魚 数

言t
採卵数

♀ 線 魚

使用率

平 均

採卵数
実施期間增減採卵△ 仮収容卵数

- 尾

1 , 4 5 2

9 8 0

2 0 , 6 5 3

l , 5 0 8

3 1 , 7 7 8

3 9 3

3 2 , 1 7 1

3 8 1

4 8

5 5 9

1 8 . 8 6 7

1 , 3 2 8

1 2 5

9 1 8

1 , 1 4 2

5 4 9

1 , 1 4 1

千粒

2 , 6 0  0

1 , 8 0 1

3 4 , 3 4 3

2,9 5 4

5 4 , 9 1 8

7 0 4

5 5 , 6 2 2

7 3 4

1 0 8

9 2 7

3 3 , 4 3 1

1 , 8 7 7

2 0 !

1.6 1 9

2 , 3 2 4

1 , 2 1 2

1 , 7 9 9

千粒

海 4 , 0 8 0

千粒

6 , 6 8 0

1 , 8 0 1

3 4 , 3 4 3

2.9 5 4

5 4 , 9 1 8

7 0 4

5 5.6 2 2
1 , 0 5 6

1 0 8

9 2 7

3 3 , 8 0 8

1 , 8 7 7

2 0 7

1 , 6 1 9

2 , 3 2 4

1 , 2 1 2

1 , 7 9 9

%

95.4

9 1 . 9

9 5.7

9 6 . 6

97 . 0

9 5 . 0

97 .0

1 0 0 . 0

70.6

8 l . 2

9 8 . 7

8 7 . 5

97.9

9 4 . 0

9 5. 4

7 2 . 3

9 4 . 8

粒

2.1 2 0

2,40 0

2.3 3 0

3.0 9 0

2 , 3 1 0

2.6 3 0

2 , 3 2 0

2 , 5 9 0

3,0 0 0

2 , 4 7 0

2.2 6 0

2.4 9 0

2 , 2 5 0

2 , 8 2 0

2 ,680

2 , 7 5 0

2 , 4 3 0

月 日 ̃ 月  日

1 1. 1̃1 2 . 3 1

l 0 .  1̃1 2 . 1 0

9.11 ̃ 1 2 . 2 4

9 . 1 1̃ 1 2 . 2 7

g. 1 1̃ 1. g

1 1. 2 l̃ 1.2 3

9 ・ 1 1 ̃ 1 . 2 3

9. l̃1 2 . 1 0

1 0・ l̃1 1 . 2 0

1 0 . 1 1̃ 1 2 . 2 0

9. 1̃ 1. 8

1 0 .  l̃ 1 2 . 2 5

1 l .  1̃ 1 2 . 3 1

9 . 1 0̃ 1 2 . 2 0

9 . 1 1̃ 1 2 . 1 5

9 . 1 1̃ 1 1. 2 0

9 . 1 1 ̃ 1 1 . 3 0

海 3 2 2

l 海 3 7 7

8 1 , 8 2 2

1 5 5 , 4 9 8

1 4 1.5 5 8 l 海 4.7 7 9
l

2 4 8.6 2 6 l 海  4・019

1 4 6 , 3 3 7

2 5 2 , 6 4 5

96 .4

98 .1

2 , 3 3 0

2 , 1 7 0

9. 1̃ 1. 2 3

9. 1̃ 1 . 2 0

2 6 0

1 7 9

3 7 2

8 1 1

5 1

3.8 l l 9

7 8

3 , 9 7 7

4 3 2

3 4 2

7 0 0

1 , 4 7 4

9 2

7 , 5 9 0

1 5 0

7.7 4 0

4 3 2

3 4 2

7 0 0

l , 4 7 4

9 2

7.5 9 0
1 5 0

7.7 4 0

4 3 . 6

7 6 . 9

9 0 . 8

'6 5.5

6 8 . 9

89 . 2

76.5

88 . 9

2 , 3 4 0

2 , 4 4 0

2 , 7 1 0

2 , 5 3 0

2 , 9 7 0

2.5 2 0

2.4 2 0

2 , 5 2 0

g. 1 1̃ 1 1 .  g

9. l̃ 1 1 .  4

1 0 .  1̃ 1 2 .  6

9. 1̃ 1 2 .  6

1 0 . 2 0̃ 1 2 . 2 0

8. 2 4̃ 1 1 . 3 0

8. 2̃ 1 0 . 2 0

8. 2̃ 1 1 .  3

5 7 6 1 , 0 3 9 1 , 0 3 9 5 8 . 3 2.7 3 0  9. 1̃ 1 1. 3 0
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海 ti
l

水 系
ia採卵:

所事業言場

持 獲 数 使 用 期

・ ' 字

容

尾

1 4 3

8 9 8

821

計

尾

2 4 5 、

1 , 7 4 2

1.2 8 9 ・

率 容

日

本

海

区

朱 太

利 別

厚沢 部

尾

1 0 2

8 4 4

4 6 8

尾

1 0 1

8 3 0

4 63

建

4 2

3 6 7

2 4 l

朱 太

冷 水

厚沢部

尻 別

利 別

厚 沢 部

本 年 度

前 年 度

ル サ

羅 自

植 別

崎 無 異

元崎無異

兼 別

古 多 標

思 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 蓮

別 当 賀

禮 香

6.4 6 4

3.2 9 4
1 0 , 3 8 8

3 , 3 3 8

1 6 , 8 5 2

6.6 3 2

5.4 6 9
2.9 2 5

1 , 9 9 3

1.0 5 2
海 区 計

ル サ

羅 自

指 別

l 崎無異

元崎無異

意 別

古 多 標

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別_
風 連

別 当 賀

種 香

接 自

//

i 「

d「

/

意 別

伊 茶 仁

/ /

//

根 室

計 根 1ill

/ /

//

虹 別

浜 中

厚 床

1ll

6 0

2.5 0 2

1 , 4 3 0

1.6 7 5

5 9 4

4 , 8 3 5 .

3 2 1

6 8 7

3 , 1 2 8

2 9 , 2 0 5

1.9 4 9

3 3 9

4 1 0

2 6.5 5 8

1 , 1 8 4

7 2 0

4 4

6 7

2. 0 1 4

1,26l l l

1. 2 5 1
3 4 7

1 , 7 1 6

2 1 4

4 3 3

1 , 9 1 8

3 1.6 2 6
2 . 1 1 7

2 0 9

2 7 6

2 8 . 2 4 0

1 , 2 3 1

6 0 2

1 5

1 2 7

4.5 1 6
2 .699

2. 9 2 6 ・

9 4 1

6 , 5 5 1

5 3 5

1.1 2 0
5 , 0 4 6

6 0.8 3 1 、

4.0 6 6

5 4 8

6 8 6

5 4 , 7 9 3 ・

2.41 ;) '

1.3 2 2

S 9 '

6 0

2.3 7 6

1.3 8 3
1 , 5 60

5 6 1

4 , 6 1 4

2 9 0

6 8 4

3 , 1 1 3

2 8.8 2 2

1 , 9 2 0

3 2 8

4 0 6

2 5 ,99 6

1.0 9 4

7 1 l

1 8

4 8

1.2 3 3
8 3 7

7 4 4

2 7 9

2 . 0 6 5

1 2 2

2 6 3

1.0 5 6
1 3.4 5 6

1 , 4 l l 4

2 0 3

2 7 4

8.8 1 4

43 l l l

5 0 1

9

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

7 5. 6 4 1

5 6.4 9 7

7 3.5 4 5

5 6.8 8 8
l 4 9.1 8 6
1 1 3.3 8 5

7 3.9 3 6
5 4 , 5 8 7

3 1 , 8 3 7

2 2 . 0 2 4

標

集

以

東

海

区

幌 戸

別寒辺牛

劃l 路

阿 寒

庶 路

茶 路

幌 戸

厚 岸

動1 路

阿 寒

庶 路

茶 路

太 田

/ /

劃l 路

阿 寒

8 居

/ /

6 8

5 , 6 8 7

4 2.6 0 9

7 1

7 6

3 S 5

6 6

6.0 2 6

7 8. S 4 7

1 7 7

9 9

1 , 0 7 6

1 3 4

l 1.7 1 3
1 2 1 , 1 5 6

2 4 8

l 7 5

l , 4 3:l

4 6

5 , 3 8 9

3 4.2 4 1
6 0

2lll

2 1 4

2 0

1.5 7 9

1 0 , 8 6 8

1 1

1 0

5 8

-3 0-

一_-
la 数1 一一

tt_
1 4 3

1.2 0 0
'7 0 4

採卵数 增減jP数 △ 仮収容卵数
率親魚

使 用 率

平 均

採卵数
実 施 期  間

千粒

2 4 2

2.542

l , 2 4 0

千粒 千粒

2 4 2

2.5 4 2

l , 2 4 0

%

99.0

98.1

98. l9

粒

2.4 0 0

3 , 0 5 0

2.6 8 0

月 日 ̃月  日

10.  1~ 1 1 . 3 0

9 . 2 5̃ 1 1. 2 5

9 . 1 6̃ 1 1. 2 6

8 4.6

88.8

2 , 6 3 0

2.9 5 0

8. 2̃ 1 2 . 2 0

8 . 1 0̃ 12 .1 0

7 , 4 62

3. ll 7 7

l 4 , 3 6 9

8.6 3 6

1 4.3 6 9
8.6 3 6

1 0 8

3,60l l l

2.2 2 0

2. 3 0 4

8 4 0

6.6 7 9
4 l 2

9 4 7

4.1 6 1Ll

4 2. 2 7 8

3 , 4 1 4

5 3 1

6 8 0

3 4 , 8 1 0

l.5 3 3

1 , 2 1 2

2 7

1 4 2

5 , 3 2 0

3.3 2 5

3 , 6 1 4

1.2 l l'1
1 0.0 0 S

6 5 1

1 , 6 2 5

7 , 4 1 6

6 9 , 2 7 0

4 , 1 6 4

7 0 2

8 2 7

6 0 , 9 1 9

2 . ' l 2 8

2.0 1 5

3 9

1 4 2

5.3 2 0
3 , 3 2 5

3.6 1 4

1 , 2 9 l

:l 0.0 0 5
6 5 1

1.6 2 5

8 , 6 3 4

6 9 , 2 7 0

4.1 6 4
9 0 li

1.2 2 4

6 0.91 l l l
2.7 2 3

2.0 1 5

3 1 9

80.0

95.0

1ll6.7

93 . l

94 .4

95.4

90.3

99 .6

lll9.5

98 .7

98.5

96.8

99.0

97.9

92.4

9 8 . 8

4 0 . 9

2.3 7 0

2 . 2 4 0

2.4 0  0

2.3 2 0

2. 3 0 0

2.1 7 0

2.2 4 0

2. 3 8 0

2.3 8 0

2.4 0  0

2.1 7 0

2.! 4 0

2.040

2.3 4 0

2.4 ' 9 0

2.8 3 0

2.1 7 0

l 0 . 2 9̃ 1 2 . 2 7

1 0 . 2 6̃ 1 2 . 2 7

9 . 1 1̃ 1 2 . 2 5

9 . l 1~ 1 2 . 2 5

1 0 .  'r̃ 1 2 . 2 5

9 . 2 6̃ 1 2 . 2 9

1 0 .  6~ 1 2 . 2 5

9 . 1 1̃ 1 2 . 2 5

9. 1 1̃ 1 2 . 3 1

g. 1̃ 1.1 7

9. 1̃ l 2 .  6

g. 1̃ l 2 .  6

9. 1̃ l 2 .  6

9. 1̃ l . 2 2

9 . 1 1 ̃ 1 1.1 8

9. 1- 1 1 . 2 0
9 . 1 1̃ 1 2 .  5

海 1 , 2 1 8

海 2 0 4

海 3 9 7

海 2 8 0

1 0 5,- 7 3
7 6.6 1 1

1 7 4 , 0 5 3

1 2 6 , 7 7 4

海 2.0 9 9

海 6 , 7 9 3

1 7 6.1 5 2
1 3 3.5 6 7

9 7 . 7

96 . 6

2 , 3 5 0

2.3 2 0

9. 1 ̃  l . 2 2

9 . 1 l~ 1 . 2 0

6 6

6. 1l l 6 8
4 5 , 1 0 'l'
7 l

3 9

2 7 2

】 1 4

1 4.7 7 6
8 3.2 5 8

1 6 3

4 5

4 4 3

1 1 4

1 4 , 7 7 6

e 3 , 2 5 8

1 6 3

4 5

4 4 3

6 7 . 6

94 . 8

80.4

84 .5

38.2

60 . 3

2,4 8 0

2.7 4 0

2.4 3 0

2.7 2 0

1 , 5 5 0

2 . 0 7 0

9 . 1 l̃ 1 1. 2 0

g . 1 1 ̃ 1 1 . 1 7

9 . 1 1̃ 1 2 . l 5

9 . 1 1̃ 1 0 . 2 7

9 . 2 2~ 1 1 ・ 1 0

9. 1 1̃ 1 1 . 2 0
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海区

標

裳

以

東

海

区

水 系
ia 獲
採卵場

所 管

事 業 場

備 獲 数 使

率

用 親

な l率 合 計

尾 l 尾

2 6 0 1 9 7 4
l

6 2.9 9 5 1 1 1 7 , 1 1 6
6 , 6 5 2 l 1 2 . 7 5 1
3 2 3 l 7 4 2
1 4 , 1l l 6 1  25, l l' 7 4

1
4 8.4 5 0 1  9 0 , 9 3 1

l 3 3 , 3 8 1 l 2 4 7 , 5 1 4
6 2 7 1 1 , 2 5 7

5 l 7 8
1

2 . 0 2 7 1 1.9 6 0
1
1 8 1  3 2

尾 j 尾 1 尾1
1 , 2 3 4 1 1 0 7  3 5 1
1 8 0.1 1 1 1 4 9 , 2 7 1  4 .3 7 4 1
1 g , 4 0 3 l 5.8 5 0 l 1 6 6 l

1 , 0 6 5 l 2 4 l l 7 8 1
4 0 , 9 3 5  1 4 , 0 3 7 1 4 , 5 1 2

1 3 9.3 8 1 l 4 5 , 8 4 2 1 1 1 , 9 3 0
3 8 0 , 8 9 5 1 1 l 5 , 2 4 1 1 2 1.0 6 0 1
1 , 8 8 4 1 4 7 0 1 1 8 0

8 3 l 01 0

3.9 8 7 ' 1 , 6 9 8 1 3 8 5 l
5 0  1 8  2 9 l

音 別

十 勝

/ /

//

/ /

/

小 計

歴 舟

豊 似

広 尾

1重 留

音 別

打 内

東 3 3 号

利 別

暮 別

千 代 田

歴 舟

豊 似

広 尾

捜 留

総 居

十 勝

事 別

/ /

/ /

札 内

大 樹

/ /

''

//

海 区 計
本 年 度 1 8 5 , 1 8 4 3 3 7 , 8 0 6 5 2 2 .1l' 9 0百 3 4i 3◆

1 

前 年 度 1 0 0 , 6 9 0 l 6 1 , 4 6 l ll 2 l li 2 . 1 5 9 5 5 , 8 3 5 l  1 6 , g 5 0

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

元 浦

三 石

静 内

新 冠

沙 流

期 川

勇 払

白 老

数 生

資 気 別

長 万 部

遊 楽 部

潮 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

仁 服 別

幌 満

日高幌別

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

富 川

総 川

勇 払

自 老

敷 生

買 気 :別
長 万 部

遊 楽 部

翻 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

静 内 l 6 8 l 9 3

″ 1 l 4 l 2 2

l 1

″ l 1 4 2  1 3 5

″ 1 4 5  5 2

″ l 5 3  4 1

″ 1 , 0 6 4 1 2 . 2 6 9

″ 8 1 l 6 8

″ 4 6 4 l 5 3 7

″ 4 7 1 1 7 3 6

1″ 2 5 5 l 5 1 4

自 老 1 0 9 l 2 7 5

数 生 1 2 5 6 1 6 5 4

八 雲 l 3 s l 3 3
l l

" 1 3 6 l 7 4

" l 0 8 0 1 8 7 6

″ 2 4 8  4 9 1

l知 内 1 l 1

" l 1 5 1 9 9

l" 1 7 , 8 8 3 1 1 1 , 7 5 3
″ 5 6 9 1  5 2 4

l" 3 8 8 ,  3 4 2

1 6 1

3 6

2 7 7

9 7

9 4

3 , 3 3 3 -

l 4 1l'
1,0 0 1

1 , 2 0 7

7 6 9 ・

3 8 4

9 l 0

7 1

l 1 0

1.8 5 6
7 3 9

2

2 1 4

1 9 , 6 3 6

1 , 0 9 3

7 3 0

6 5

1 2

1 2 1

4 3

4 8

8 9 2

7 4

4 1 6

2 0 6

1 1 0

3 3

1 5 9

3 4

3 0

3 2 3

2 3 9

0

1 1 5

7 , 5 6 8

5 6 4

3 3 9

8 3

1 5

1 8

9

1 1ll

2 l l 2

4 0

l ' l l 1ll

4 4

4 8

2 6

7 7

2 2

1 3

3 fi 5

1 4 0

0

6 7

3 , 8 8 8

3 6 7

1 6 6

篠

整

以

西

海

区

海 区 計
l

本 年 度 1 3 , 2 8 0 1 9 , 5 8 9 3 2 . 8 6 9 l l , 8 '91

7 , 6 4 6

5 , 8 6 8

3 , 9 8 3 _前 年 度 8.8 7 3  l 1 4 , 3 3 5 2 3,2 0 8

合 計
本 年 度 3 4 3.6 4 4  1 5 0 1 , 5 3 5 8 4 5 , 1 7 9  l 3 0 9 , 6 l 2 9 4.9 5 2

前 年 度
:

2 8 5.8 7 2  l 3 4 0 , 8 2 3 6 2 6 , 6 9 5 2 3 5 , 3 5 0 8 5 , 1 5 0

-3 2-

一一
魚 数_--一一
計' 一尾一

1 4 2

5 3 , 6 4 5

6.0 1 6
3 1 9

1 8.5 4 9

5 7 , 7 7 2

1 3 6.3 0 1
6 5 0

0

2 . 083

4 7

i
採卵数  l 增 減 卵 数

1 ム
仮収容9ll数

字親魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

千粒

2 9 5

] 2 9 , 0 7 8

1 4 , 6 7 3

5 5 3

3 5 , 3 8 9

l 1 1 , 1 6 6

2 9 0.8 5 9
l.0 8 9
0

4.5 1 4
4 4

千粒 千粒

2 9 5

1 2 9.0 7 8
1 4.6 7 3
5 5 3

3 5 .3 8 1ll

1 1 1 , 1 6 6

2 9 0.8 5 9
1 , 0 9 7

5 , 4 0 4

2 3 2

%

4 1 . 2

78.2

8 7 . 9

7 4 . 6

9 3 . 8

ll14.6

86 . 4

7 5. 0

8 3 . 8

1 0 0 . 0

粒

2.1 6 0

2.6 2 0

2. 5 1 0

2.2 9 0
2. 5 2 0

2.4 2 0

2.5 2 0

2 . 3 2 0

2.6 6 0

2 . 4 4 0

月 日̃月 日

g.1 '7̃ 1 1 . 1 0
9 . 1 0̃ 1 1. 2 5

9 . 1 0̃ 1 l . 1 0
g . 1 6̃ 1 1 .  7

9 . 1 0̃ 1 2 . 2 0
9. 1 ̃ 1 2 . 2 8
9. 1̃ 1 2. 2 8

9 . 2 1̃ 1 2 . 2 9
9. 1̃ 1 2 . 2 5
9. 1̃ 1 2 . 2 9

1 0 .  2̃ 1 2 . 2 9

海 8

海 8 9 0

海 1 8 8

-1 il l , 7 4 8 3 9 5 , 6 0 0 海 1 , 0 8 6 3 9 6 , 6 8 6 85 . 1 2.5 1 0 9. l̃ 1 2. 2 9

7 2 . 7 8 5 1 4 5 , 6 9 1 海 1 , 2 7 1 1 4 6 , 1l l 6 2 55 . 5 2 . 6 1 0 9. 1̃ 1 2 . 3 0
1 4 8

2 7

1 3 9

5 2

6 7

1.1 5 4
1 1 4

6 1 5

2 5 0

1 5 8

5 9

2 3 ll1

5 6

4 3

1 , 1 8 8

7 3 9

0

l 8 2

1 1 , 4 5 6

9 3 1

5 0 5

1 3 6 l 海 6 2 4

3 5

3 3 7

l 2 0 1海 3 0 9

1 1 2 l
2 . 2 2 6 l
2 1 7 1

1.1 8 1 1
6 6 6 1
2 6 5 l

1
7 9 l

l
4 4 0

7 1

8 5

2 6.1 2
. 6 3 2

0

2 , 0 海  3 1 1
1 4 , 3 0 5

1 , 3 6 4 l
l

1 , 0 2 2 1

7 6 0

3 5

3 3 7

4 2 9

1 1 2

2.2 2 6

2 1 7

1 , 1 8 1

6 6 6

2 6 5

7 9

4 4 0

7 1

8 5

2.6 1 2

6 3 2

5 8 1

1 4 , 3 0 5

1 , 3 6 4

1.0 2 2

95 .6

85 . 7

8 5 . 2

'9 5 .6

90.6

8 3 . 8

9 1 . 4

8 9. 7

4 3. 7

4 3. 1

3 0 . 3

6 2 . 1

8 9 . 5

8 3 . 3

84 .0

9 6 . 4

1 0 0 . 0

9 6 . 0

9 9 . 1

8 7 . 4

2.0 9 0  l g. 1̃ 1 2 . 2 8

2.l l 2 0  9. 1̃ 1 2 . 2 7

2 . 790  9 . 2 1̃ 1 2 . 2 2

2、790 g. 1 0̃ 1 2 . 2 5

1
2.330 9 . 2 4̃ 】 2 . 2 0
2 . 5 0 0  8 . 2 2̃ 1 2 . 2 7
2 . 9 3 0  9 . 2 5̃ 1 l . 2 5

2. 8 4 0  l 9. 6̃ 1 1 . 2 3

1 ̃3.2 3 0  9. 4 1 1 . 2 0

2.4 1 0  1 9. 1̃ 1 1 . 1 0

l
2 . 3 9 0  9 . 1 8̃ 1 2 . 1 0

2. 7 7 0  g . 1 5̃ 1 2 . 1 0

2.0 9 0  9 . 2 0̃ 1 1 . 3 0

12.8 3 0  9 . 1 1̃ 1 1 .  6
3 , 1 7 0  9. 1 ̃ 1.1 0
2.6 4 0  l 9 . 2 0̃ 1 2 . 2 0

: 9 . 2 1 ̃ 1 2 . 1 3
2 . 3 5 0  1 9 . 2 1̃ 1 2 . 1 3
1 , 8 9 0  1 0 .  1̃ 1 2 . 3 1

2.4 2 0  1 0 .  1 ̃ 1 2 . 2 0

3.0 2 0  1 0 . 1 6̃ 1 2 . 2 0

l一器:- -;-

2 6 , 1 7 5 海 1 , 2 4 4 2 7.4 1 9 8 9. 5 2.2 0  0 8 . 2 2̃ 1.1 0

1 6 , 8 9 3 海 1.0 2 9 1 7.9 2 2 86 . 2 2 . 2 1 0 8 . 1 4̃ 1 2 . 3 1
4 0 4 , 5 6 4 7 5 1 , 7 5 5 海 9.2 0 8 7 6 0 , 9 6 3 90.1 2.4 3 0 8. 2̃ 1. 2 3

3 2 0.5 0  0 5 4 6 , 6 2 0 海 1 3 , 1 1 2 S 5 9.7 3 2 82 .3 2.3 2 0 8 . 1 0 ̃ 1 . 2 0
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第 9 表  昭 和 4  6年度支 ・事業場別さけ親魚痛獲・採卵成il算表

支場 事 業 場
捕 獲 数 l 使 用 親 魚 数

字 合 計 ♀ 合 計

尾

1.2 8 4
1 6 , 2 1 4

1 , 1 5 9

2 4 , 7 4 1

7 9 6

1 5.0 1 2
9 5 ,li

6 l 2

尾

1.0 1 8
1 1 , 7 3 7

7 5 6

2 3 , 8 8 7

9 0 3

1 6.2 5 2

1 , 2 7 0

6 6 8

尾

2.3 0 2

2 7.9 5 1
1 , 9 1 5

4 8.6 2 8

1,6 'l'9
3 1 , 2 6 4

2.2 2 6

1 , 2 8 0

尾

1 , 2 2 5

1 5 , 4 7 'l;

1 , l 2 0

2 3 , 9 9 6

6 9 4

1 4 , 8 1 9

8 4 6

5 7 5

1 建

2 2 7 1 1 , 4 5 2

6 , 1 5 4  2 1 , 6 3 3

3 8 8 l  1 , 5 0 8

8 . l 7 5  3 2.1 7 l

2 9 4  9 8 8

4.0 4 8  1 8.8 6 7

6 0 7  i l , 4 5 3

l
3 4 3  , 9 1 8

1

北

見

支

場

岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

携 別

渚 滑

幌 内

計
本 年 度

前 年 度

6 0 , 7 7 4

1 1 3.3 3 9
5 6 , 4 9 l

1 0 2.1 4 6

1 1 7 , 2 6 5

2 1 5.4 8 5

5 8.7 5 4

1 1 1 , 3 l l 2

2 0.2 3 6
40 , 2 l l l 3

78.9 9 0

1 5 1 , 6 8 5

9 .081

6 , 6 7 9

5 , 5 2 8

4 2.2 7 8

4 , 6 2 5

3 4 , 8 1 0

1 , 5 3 3

1.2 3 9

控 日

意 別

伊 茶 仁

根 室

計 根 1l;ll

虹 別

浜 中

厚 床

6 , 2 6 1

4 , 8 3 5

4 , 1 3 6

2 9.2 0 5

2.6 9 8

2 6 , 5 5 8

1 , 1 8 4

7 6 4

4 , 9 4 8

1 , 7 1 6

2 . 5 6 5

3 1 , 6 2 6

2 . 6 0 2

28.2 4 0

1 , 2 3 1

6 1 7

1 1 , 2 0 9

6 , 5 5 1

6.7 0 1

6 0 , 8 3 1

5 ,30  0

5 4.7 9 8

2.4 1 5

1 , 3 8 1

5 , 9 4 0

4 , 6 1 4

4 , 0 8 7

2 8. 8 2 2

2 . 6 5 4

2 5.9 9 6

1 , 0 9 4

7 2 9

3 , 1 4 1

2.0 6 5

1 , 4 4 1

1 3 , 4 5 6

1 l l 7 1

8 . 8 1 4

4 3 l'
5 1 0

根

室

支

場

本 年 度

前 年 度

7 5 , 6 4 1

5 6.4 9 7

7 3.5 4 5
5 6 , 8 8 8

1 4 9.1 8 6

1 l 3.3 8 5
7 3 , 9 3 6

5 4.5 8 7

3 1 , 8 3 7

2 2. 0 2 4

1 0 5.7 7 3

7 6.6 1 1計

太 田

釧 路

路 居

阿 寒

十 勝

札 内

基 別

大 樹

5 , 7 5 5

4 2.6 0 9

6 9 1

7 1

6 2.9 9 5

48.4 5 0

2 1 , 9 3 6

2.6 7 7

6,0 9 2

7 8.5 4 7

2 . 14 1ll

1 7 7

1 1 7 , 1 1 6

9 0 , 9 3 1

3 9.4 6 7

3 , 3 2 7

1 1 , 8 4 7

1 2 l .1 5 6

2 . 8 4 0

2 4 8

1 8 0 , ! 1 1

1 3 9.3 8 1

6 1 , 4 0 3

6,0 0 4

5,4 3 5

3 4.2 4 1

3 5 0

6 0

4 9 , 2 7 1

4 5 , 8 4 2

2 0 , 1 2 8

2.1 8 6

1 , 5 l l 9

1 0.8 6 8
1 0 3

1 1

4 , 3 7 4

1 1.9 3 0

4 , 7 5 6

5 9 4

7 , 0 3 4

4 5.1 0 9

4 5 3

7 1

5 3.6 4 5

5 7 , 7 7 2

2 4 , 8 8 4

2 . 7 8 0

十

勝

支

場

計
本 年 度

前 年 度

l 8 5.1 8 4
1 0 0 , 6 9 0 ::::: l

5 2 2,9 9 0  l 1 5 7.5 1 3
l

2 6 2 . 1 5 9  l 5 5 , 8 3 5
3 4 , 2 3 5

1 6 , 9 5 0

1 'lll l , 7 4 8

72.7 8 5

-3 4-

採 卵 数

' 一千粒
2.6 0 0

3 6 . 1 4 4

2 . 9 5 4

5 5.6 2 2

1 , 7 l i 9

3 3,4 3 1

2 . 084

l , 6 1 9

1 3 6 , 2 2 3

239 .6 0 1

率組魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間增減卵数

△

仮収容卵数

千粒 l 千粒

l海 4.0 8 0  6 , 6 8 0

3 6 , 1 4 4

l 2.9 5 4
l

l 5 5 , 6 2 2
l

海 3 2 2 1 2.0 9 1

海 3 7 7 l 3 3 , 8 0 8

l 2 .084

1 , 6 1 9

%

9 5 . 4

9 5 . 5

9 6 . 6

97.0

87 . 2

9 8 . 7

88 .5

9 4 . 0

粒

2 . 1 2 0

2.3 4 0

3 , 0 9 0

2.3 2 0

2.5 5 0

2. 2 6 0

2.4 6 0

2,8 2 0

月日 ̃ 月日

1 1. 1 ̃ 1 2 . 3 1

9.1 1  ̃ 1 2 . 2 4

9 . 1 1  ̃ 1 2 . 2 7
9 . 1 1  ̃ 1 . 2 3

9. 1 ̃ 1 2 . 2 0

9. 1 ̃ 1. 8

1 0 .  1 ̃ 1 2 . 3 1

9 . 1 0  ̃ 1 2 . 2 0

海 4 , 7 7 9

海 4 , 0 1 9

1 4 1 , 0 0 2

2 4 3.6 2 0
96 .7

98.3

2.3 2 0

2.1 5 0

9. 1 ̃ 1 . 2 3

9. 1 ̃ 1 . 2 0

1 3, 6 9 2

10 , 0  0 5

9.6 9 2

6 9 . 2 7 0

5 , 6 9 3

6 0 , 9 1 9

2.7 2 8

2.0 5 4

1 3 , 6 9 2

10,0  0 5

1 0 , 9 1 0

6 9.2 7 0

6.2 9 4

6 0.9 1 9
2.7 2 8

2.3 3 4

95 .0

9 5 . 4

98 . 8

98 . 7

9 8 . 4

9 7 . 9

92.4

95 .4

2. 3 1 0  1 9 . 1 1  ̃ 1 2 . 2 7

2 . 1 7 0  l 9 . 2 6  ̃ 1 2 . 2 5

2 . 3 7 0 9 . 1 1  ̃ 1 2 . 3 1

l ̃ 7

2.4 0 0  9. 1 1.1

2.1 5 0  9. 1 ̃ 1 2 .  6

2.3 4 0  9. 1 ̃ l . 2 2

2.4 9 0  9. 1 1  ̃ 1 1. 1 8
2. 8 2 0  . 9. 1 ̃ 1 2 .  5

海 1 , 2 1 8

海 6 0 1

海 2 8 0

1 7 4 , 0 5 3

1 2 6.7 7 4

海 2.0 9 9

海 6 , 7 9 3

1 7 6 , 1 5 2

l 3 3.5 6 7
9 7 . 7

96.6

2.3 5 0
2.3 2 0

9. 1 ̃ 1 . 2 2

9. 1 ̃ 1 . 2 0

1 4. 8 9 0

8 3 , 2 5 8

7 8 3

1 6 3

l 2 9 , 0 7 8

1 1 1.1 6 6

5 0 , 6 1 5

5 , 6 4 7

1 4 , 8 9 0

8 3 , 2 5 8

7 8 3

1 6 3

1 2 9.0 7 8

1 1 1 , 1 6 1

5 0 , 6 1 5

6 , 7 3 3

9 4 . 4

80.4

50 . 7

8 4 . 5

7 8 . 2

94.6

91 .8

81 .7

2 . 7 4 0

2.4 3 0

2 . 2 4 0

2.7 2 0

2.6 2 0

2.4 2 0

2 . 5 1 0

2.5 8 0

9 . 1 1  ̃ 1 1 . 2 0

9 . l 1  ̃ 1 2 . 1 5

9 . 1 1  ̃ l 1 . 2 0

9 . l 1  ̃ 1 0 . 2 7

9 . 1 0  ̃ 1 l . 2 5

9. 1 ̃ 1 2 . 2 8

9 . 1 0  ̃ 1 2 . 2 0

9. 1 ̃ 1 2 . 2 9海 1 , 0 8 6

l :二090i

海 1. 0 8 6 1 3 9 6 , 6 8 6
l

l

海 1 , 2 7 1  l 1 4 6.9 6 2

8 5 . 1

5 5 . 5

2. 5 l 0  1 9. 1 ̃ l 2 . 2 9
l

2.6 1 0  l 9. 5 ̃ 1 2 . 3 0

-3 5-



支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

率 合 計 率 合 書十

天

塩

支

場

尾

9 0 9

6 1 0

7 8 2

4 5

8 9 0

尾

1.7 1 9
7 4 9

1.2 4 8

2 6 1

2.5 5 7

尾

2 .628

1 , 3 5 9

2.0 3 0

3 0 6

3.4 4 7

尾

8 6 7

4 4 1

7 4 1

3 1

5 8 3

尾

2 7 5

1 0 8

4 0 0

2 0

2 2 8

.民

1 , 1 4 2

5 4 9

1 , 1 4 1

5 1

8 1 1

徳 志 別

歌 登

頓 別

天 塩

中 川

書十
本 年 度

前 年 度

3.2 3 6

3.7 9 3

6 , 534

3.4 6 1

9.7 7 0

7 , 2 5 4

2.6 6 3

3.3 8 6

1 , 0 3 1

9 8 5

3.6 9 4

4 , 3 7 1

千

才

支

場

千 才

音 江

静 内

自 老

数 生

4 , 0 3 4

8 1

2.6 5 7

1 0 9

. 2 5 6

5 , 5 2 8

1 8 0

4.4 6 7
2 7 5

6 5 4

9 . 562

l
2 6'
7.1 2 4
3 8 4

9 1 0

3 , 3 9 6

6 2

1 , 9 8 7

3 3

1 5 9

1 , 0 7 9

1 6

7 3 7

2 6

7 7

4.4 7 5

7 8

2.7 2 4

5 9

2 3 6

計
本 年 度

前 年 度

7 , 1 3 7

3 , 4 2 7

1 1 , 1 0 4

5 , 7 8 6

1 8.2 4 1

9.2 1 3

5.6 3 7

2.7 6 4

1.9 3 5
1.0 5 3

7 , 5 7 2

3 .817

渡

島

支

場

尻 別

利 別

厚 沢 部

八 雲

知 内

1 0 2

8 4 4

4 6 8

1 , 3 0 2

8 . 9 56

1 4 3

8 9 8

8 2 1

1 , 4 7 4

1 2.7 1 9

2 4 5

1.7 4 2

l , 2 8 9

2.7 7 6

2 1.6 7 5

1 0 1

8 3 3

4 6 3

1 , 1 2 6

8.51' 6

4 2

3 6 7

2 4 1

5 4 0

4 , 4 8 8

1 4 3

1 , 2 0 0

7 0 4

1 , 6 6 6

1 3.0 7 4

計
本 年 度

前 年 度

1 1 , 6 7 2

8 . 1 2 6

1 6 , 0 5 5

1 1 , 0 7 3

2 7.7 2 7
1 9 , 1 9 9

1 1.1 0 9
7.3 8 6

5 , 6 7 8

3 . 8 4 5

1 6 , 7 8 7

1 1.2 3 1

; 本 年 度前 年 度 ::= l ::= l :::;: 3 0 9.6 1 22 3 5 , 3 5 0

9 4 , 9 5 2

8 5. l 5 0

4 0 4 , 5 6 4

3 2 0 , 5 0 0

30-

採 卵 数 增減卵数
‘l::::・ 仮収容卵数

率親魚

使 用 率
平 均 採 卵 数 実 施 期 間

千粒

2.3 2 4

1 , 2 1 2

1 , 7 9 9

9 2

1 , 4 7 4

千粒 千粒

2.3 2 4

1 , 2 1 2

1 , 7 9 9

9 2

1 , 4 7 4

%

95.4

7 2 . 3

94.8

68. 9

65.5

粒

2.6 8 0

2.7 5 0

2.4 3 0

2.9 7 0

2.5 3 0

月 日 ̃ 月 日

9 . 1 1  ̃ ! 2 . 1 5

9 . 1 1  ̃ 1 1 . 2 0

9 . 1 1  ̃ 1 l . 3 0

1 0 . 2 0  ̃ 1 2 . 2 0

9. 1 ̃ 1 2 .  6

6.9 0 1

1 0 , 1 8 5

6 , 9 0 1

1 0 , 1 8 5

82 .3

89 .3

84 . 2

76 .5

7 4 . 8

30 . 3

6 2 . 1

2.5 9 0

3.0 1 0

9. 1 ̃ 1 2 . 2 0

8 . 2 6  ̃ 1 2 . 1 0
8 . 6 2 9

1 5 0

5.2 9 5
7 9

4 4 0

8.6 2 9

1 5 0

6 , 2 2 8

7 9

4 4 0

2.5 4 0
2.ll 2 0

2.6 6 0

2.3 9 0

2.7 7 0

8 . 2 4  ̃ l l. 3 0

8. 2 ̃ l 0 . 2 0

8 . 2 2  ̃ 1 2 . 2 8

9 . l 8  ̃ 1 2 . 1 0

9 . 1 5  ̃ 1 2 . 1 0

海 9 3 3

1 4 , 5 9 3

7.6 5 6
海 9 3 3

海 9 2 1

1 5 , 5 2 6

8.5 7 7
79 .0

8 0 . 7

2.5 9 0

2.7 7 0

8. 2 ̃ 1 2 . 2 8

8 . 1 0  ̃ 1 2 . 3 l

2 4 2

2.5 4 2

1 , 2 4 0

3 . 4 00

1 6 , 9 6 1

2 4 2

2.5 4 2

1 , 2 4 0

3 . 4 0 0

1 7 , 2 7 2

99.0

98.7

98 .9

8 6 . 5

95.9

2.4 0 0

3. 0 5 0

2.6 8 0

3.0 2 0

1.9 8 0

1 0 .  1 ̃ l 1. 3 0

9 . 2 5  ̃ 1 1. 2 5

9 . 1 6  ̃ 1 1 . 2 6

g. 1 ̃ 1 . 1 0

9. 2 1  ̃ 1 2 . 3 1海 3 1 1

2 4 , 3 8 5

1 6.7 1 3

海 3 1 1

海 1 0 8

海 9 , 2 0 8

海 13 .1 1 2

2 4.6 9 6

1 6 , 8 2 1

9 5 . 2

90.9

2.1 9 0

2.2 6 0

g. 1 ̃ 1.1 0

9. 1 ̃ l 2 . 3 1
7 5 1.7 5 5
5 4 6.6 2 0

7 6 0 , 9 6 3

5 5 9.7 3 2

90.1

8 2 . 3

2,4 3 0

2.3 2 0

8. 2 ̃ 1.2 3

8 . l 0  ̃ l . 2 0
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3 さけ種卵の移殖

本年度、 さけの採卵数は計画 C 6 3 5. 6 5 2千粒 )に対して実積C 7 5 1 , 7 5 5 千 粒 )  の達成率はl

の報基以東海区は l 7 3 . :2 %と好成積を挙げた。

種卵の移殖は次の方針にもとづいて実施した。

① ォホーツク海区北部、 日本海区ならびに標装以西海区への資源の均てん化

② 稚魚飼育事業計画にもとづく種卵の確保

③ 様基以東海区の後・期詳およびォホーツク海区早期辞の資源青成のための移殖

④ 本州に対する再生産用種卵の供給

なぉ、 種卵の移動は特に長距離の場合は発眼卵で移殖することを原則としているが、 新度は供給地

策を構じたが北見支場管内、 十勝更場管内の収容施設に余裕がないため、 大半は受精直後卵で移殖を実

えた営業車によって行なつた。

第 1  o 表 さけ種19l lの移殖ならびに試験供用に供なう動き

支 場 卵子収容設備 採 卵 数
增 減

,
卵 数  l 仮 収_ _ . 願 容 卵 数
o 供試卵 1海産 ・卵

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 3 5 , 1 0 0

l 9 4 , 7 2 5

l 7 8 . 0 7 5

3 9.8 0 0

7 l. l 5 0

6 2 . 7 5 0

l 3 6.2 2 3

l 7 4.0 5 3

3 9 5 , 6 0 0

6.9 0 1

1 4.5 9 3

2 4.3 8 5

4 , 7 7 9

2.0 9 9

l.0 8 6

l l 4 l.0 0 2
ll 1 7 6 , 1 5 2
l 3 9 6 , 6 8 6
l1 6 , 901

l 1 5 , 5 2 6

l 2 4.6 9 6
1

9 3 3

3 1 l

合 計 6 8 1 , 6 0 0 7 5 1 , 7 5 5 9.2 0 8 ll 7 6 0.9 6 3

註 1. 収容設備には道、 民営分を合み、 一部では增収容設備も含む。
2. 発眼卵の移殖は移播卵数。

-3 8-

l 8.2%で予想を上理り、 昨年度、 好成積であったオホーツク海区は7  0. l %に と ど まった が. 不振地区

が北見支場管内の斜里川、網走川ならびに十勝支場管内の十勝川に集中し、発眼卵で再移殖するなどの対

施した。 また供給地の採卵が 1 1月以降に集中的に行なわれたため移殖用のla送車は特別の保温装置を加

単 位  千粒

△

発限卵の

供試卵数

発 限 卵 の 移 殖
最 終

収容卵数

収容能力に

対する収容

率 %

受精直後卵の移殖

道 内
△ 本州

供給卵数 受総卵数 供l;合卵数 受始卵数

2 1 , 8 l 5 1 4.8 1 l

3 1 , 0 6 6

2 1.8 1 5

5 , 3 7 3

1 5 , 4 7 0

1 3 9.3 7 1

2 2 2.6 8 8

2 4 5 , 9 8 8

2 1 , 5 4 2

5 5.1 0 3

6 3.9 5 9

1 0 3 . 2

1 1 4 . 4

l 3 8 . 1

5 4 . 1

77 .4

1 0 1 . 9

7 3.4 4 8 8 6 , 7 7 1 △ 1 2.2 9 4

1 4 , 6 4 1

2 1.4 1 3

2 9,8 7 4

l 8.! 8 2

9 , 3 8 9

△ 1 8

9 5.2 6 3 9 5.2 6 3 △ 1 8 8 6 , 7 7 1 8 6.7 7 l △ 1 2.2 9 4 7 4 8. 6 5 1 1 0 9 . 8
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第 1 1 表  道 内 移 殖 l1供給状況)

供 給 地 受 始 地 移 殖 卵 の 内 訳

支場名能

斜 里

/ /

/ /

小 計

網 定

4y

//

/ /

小 書十

移殖年月日
支場名 事業場名 移籍卵数

千粒

3.6 5 3

2. 3 60

2 . 0 1 5

8 . 0 2 l l

3 . 0 7 6

3 . 6 7 1

3 . 6 8 0

3 . 360

13.7 8 7

2 1 , 8 l 5

簡 形 P 数 移殖実卵数
摘 要

北 見

::F粒

, 6i警P

2.3 6 0 1
2 . 0 15 1

8 . 0 2 8 1

3.0 7 6 1
3.6 7 1 1
3 . 6 8 0 l

1
3 . 3 6 0 1
1 3 . 7 8 7 l

46. 12 .  1 2

12. 14

12. 1 7

12. 1 2

1 2 . 1 4

1 2 . l 6

12. 1 7

十 勝 十 勝

/

a,

十 勝 十 勝

'

/ /

a・

言十 2 1.8 1 5

十 勝 十 勝

/ /

fy

//

/ /

//

//

/

//

f 「

/ /

//

/ /

/

4'

/ /

/ /

46.  11. 4l 1. 5

11. 1 6

11. 1 7

11. 1 6

11. 1 7

11. 1 7

11. g

11- 1 0
1 1. 1 8

11. 2 1

47. 2. 1 2

46. 11 .  2 l

/ /

1lll

47. 2 . 1 2

46. l 1 . 2 1

根 室 虹 別

/ /

fy

/

意 別

根 室

計 根 別

操 琴

斜 里

場 別

徳 志 別

/ /

收 登

頓 別

中 川

f 「

C增 毛)

3.9 2 8

4.0 1 7

5,2 1 4

C5.4 4 4 )

C3 . 0 4 7 )

l:2.9 6 7 )

C4 , 0 1 2 )

3 . 3 9 1

1.4 8 3

2 . 7 7 0

C2.346)

C1 , 4 0 7 )

C2.209)

,l12 . 3 2 7 )

C2.9 7 2 )

C1.3 9 8 )

C 5 8 6 )

3. 9 2 8

4 , 0 1 7

5 , 2 1 4

l:5 . 4 4 4 )
( 3.0 4 7 )

( 2.9 6 7 )

C4 , 0 1 2 )

3. 3 9 1

l. 4 8 3

2.7 7 0

l12.3 4 6 )

(;i,‘l0 1 )

( 2,2 0 9)

( 2.3 2 7 )

C2. 9 7 2 )

C1.0 0 0 )
l;5 8 6 )

m日,a -・i-・l・0・〇・l
:・a-・'・/l、・l・=l1li
でttl給

/ /

/

/ /

北 見

天 塩 / /

検卵後供給
商 日,t . -__ lll;4 0 7 )
7o,M /,、・e・9 l・
で供給

l

/

検卵後,l共給
n a-h -・-1 a・・・C3 9 8 )

,・1-oo・l、1nl'e,l,
でl共給

-4 0-

十

供 給 地 受 始 地 移 適 卵 の 内 訳

i場名 事 能
移殖年月日

支場名 事 開 名 移器卵数 解 P 数 移殖実卵数
摘 要

l
/

//

/

//

//

l "

l ″

/

- 勝 十 勝
l. / /

1
f l

/ /

小 計

基 別

//

1lll

/

l
//

l l'

小 計

1tl, 内

f'

l / /

//

1 "

//

//

千粒

( 1.3 9 6 )

3.0 5 0

3.B 8 6

2.7 0 0

( 1 7.7 0 5 )

( 3.7 0 8 )

( 1 0.8 2 9 )

( 2 . 0 7 5 )

( 3.6 5 3 )

4 , 2 9 7

( 9 , 1 0 7 )

( 4 , 2 1 0 )

( 8 1 , 3 9 8 )
3 4.7 3 6
4 1 2

7 8

5 9 4

9 9

2.7 2 4

2.9 9 1

6 , 8 9 8

2. 8 1 2

2.5 0 3

2 2 8 6

2.10 0

2.3 2 4

2.050

(3.4 1 ( )1)

( 1 , 9 6 3 )

千粒

( 3 9 6 )

千粒

C1.0 0 0 )
3.0 5 0

3.8 8 6

2.7 0 0

C1 5 , 2 6 0 )

C3.0 0 0 )

( 1 0 , 8 2 9 )

( 2.0 7 5 )

( 2 . 5 0  0 )

4 , 2 9 7

C6,895)

( 3.1 0 5 )
C72 ,574 )
3 4 , 7 3 6

4 1 2

7 8

5 9 4

9 9

2.7 2 4

2.9 9 l

6.8 9 8

2 . 8 l 2

2. 5 0 3

2 . 2 8 6

2.1 0 0

2.3 2 4

2. 0 5 0

l l M  t 0)

C l , 7 4 21)

47. 2. 1 246. 11. 7

1 1  8

1 l  1 l

12. 647. 2. 2 3

46. l 1. 2 2

i 「

47. 2. 2 1

46. 11. 6

47. 2. 2 7

47. 3. 3

( 増  毛)

静 内

般 生

( 元浦川 )

千 歳

・l1l

八 雲

厚沢部

( 有  川)

( 森 )

( ″ )

( " )

制]後供給

千 歳

( 2.4 45)

( 7 0 8 )

/

/ /

新御P
/ /( 1 , 1 5 3 )

( 2.2 1 21)

( l , 1 0 5 )

( 8.6 2 4 )

46. 11. 4

l 1 .  1 6

1 l .  1 0

1 1 . 1 8

1 1 .  8

11. 1 6

l 1 .  411. 5

l 1. 1 6

11. g

11. 1 0

11. 1 8

1 1. 2 9

/ /

根 室

北 見

千 歳

渡 島

根 室

虹 別

//

斜 里

場 別

敷 生

( 森 )

虹 別

//

f'

岩尾別

斜 里

榜 別

清 滑

幌 内

北 見

( 2 4 6 )

( 2 2 1 )

検卵後供給

/ /
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供 給 地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支場名 事 施 更場名 事業場名 移構卵数 移殖実卵数

十 勝 / /

/ /

/ /

/

/ /

46. 11. 7

1 l .  11

11. S

11. 1 1

11. l 6

千 歳

千粒

2 . 5 S 0

7 8 0

1.5 7 2

9 2 0

2 . 1 0 1

千粒 千粒

2,5 5 0

7 8 0

1 , 5 7 2

9 2 0

2.1 0 l

静 内

//

般 生

(元浦 )、1)
( 森 )渡 島

小 計 ( 5 , 3 7 3 ),1 o o a
( 4 6 7 ) ( 4 , 9 0 6 )

2 1.9 9 S

釧 路

?l

//

1 1 . 1 0

11. 1 l

11. 1 5

根 室 意 別

虹 別

//

3 . 3 4 8

3 . 3 35

3 . 1 3 3

3.3 4 8

3 . 3 3 5

3 . 1 3 3

9.8 1 6小 計 9.B 1 6

計 ( 8 6 , 7 7 1 )
7 3. 4 4 8

( 9.2 9 1 ) ( 7 7.4 8 00
7 3.4 48

合 計
( S 6,7 7 1)

9 5.2 6 3
( 9.291) l'7 7 , 4 8 0 )

9 5 , 2 6 3

発限卵

受精直後9p

第 1 2 表  道 内 移 殖(受給状況)

受 治 地 供 始 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

l
移殖年月日

:支.場 名 事j lt場1Z 艾場名 事 前 名 移播卵数 前 形 職 移殖実卵数

北 見 岩尾別

斜 里

/ /

//

小 言十

操 琴

蕩 別

/ /

//

小 計

清 精

幌 内

46. l 1 .  9

11. 10

/ /

/ /

1 l. 9

11. , 1 8

//

//

:f l粒
2. l 0 0

2.3 2 4

5 9 4

1 , 4 8 3

4. 4 0 1

3 . 3 9 1

2.7 7 0

9 9

2 . 050

4 , 9 1 9

( 3 . 4 l 0 )

( 1 , 9 6 3 )

千粒 千拉

2, 1 0  0

2. 3 2 4

5 9 4

1 , 4 8 3

4 , 4 0 1

3 . 3 9 1

2.7 7 0

9 9

2 . 0 5 0

4 , 9 1 9

(3 .16 4)

( l , 742 )

( ) は 発限

後の移殖(第

9P数を示す

十 勝 札 内

/ /

基 別

十 勝

十 勝

//

幕 別

札 内

札 内

//

1 1. .29

/ /

( 2 4 6 )

( 2 2 1 )

検卵後の発

限卵で受捨

/ /  _ _

計 ( 5.3 7 3 )
1 4 , 8 1 1

( 4 6 7 ) ( 4 , 9 0 6l)
1 4 , 8 1 1

-4 2-

受 給 地

m需 移殖年月日
供 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

摘 要
支場名 事業場名 移籍卵数 移殖前歹l11卵数

:F粒

移殖実卵数

根 整

千粒

3.3 48

( 3 . 0 4 7 )

千粒

3.3 4 8

( 3.0 4 7 )

素 別

f 「

46. 11 . . 10

11. 1 6

十 勝 釧 路

十 勝
-・一 a a一一一一 ^
? P、:X.i商

小 計
( 3. 0 4 7 )
3 . 3 4 8

( 3.0 4 7 )
3 . 3 4 8

/

根 室

計根別

虹 別

/ /

/ /

/

/ /

//

4y

l

/ /

//

/ /

11. 1 7

1ll'

11. 11

11. 1 5

11・ 4

1 l .  5

1 l .  1 6

1 l .  l 7

11. 4

l

11., 1 6

11. 411. 5

11. 1 6

十 勝

//

釧 路

/ /

十 勝

/ /

/

/ /

幕 別

4'

札 内

f 「

//

( 2.9 6 7 )

( 4 , 0 1 2 )

3 . 3 3 5

3. l 3 3

3 . 9 2 8

4.0 1 7

5.2 1 4

( 5 , 4 4 4 )

4 1 2

7 8

2 . 8 l 2

2.5 0 3

2 . 2 8 6

l (2.9 6 7 )l ( 4 , 0 1 2 )
3.3 3 5

3.1 3 3
l
l

1 3 .928

1, 4.0 1 7
1 5 , 2 1 4

1 ( 5 , 4 4 4 )

l 4;:
2 . 8 1 2

2 . 5 03

l 2 . 2 8 6

//

i l

/

小 計
( 5 , 4 4 4 )
2 7 , 7 1 8

( 5 , 4 4 4 )
2 7.7 1 8
,r

言十
( 1 5.4 7 0 )
3 1 , 0 6 6

( l 5.4 7 0 )
3 1 , 0 6 6

十 膀 十 勝

/ /

'

/ /

/

/

/ /

46. 12 .  l 2

12. l 4

1 2' 17

12. 1 2

12.  1 4

12. 1 7

/

北 見 斜 里

//

/ /

細 走

lll'

/ /

/ /

3. 6 5 3

2 . 360

2.0 1 5

3.0 7 6

3.671

3.6 8 0

3 . 3 6 0

3.6 5 3

2 . 3 6 0

2.0 1 5

3.0 7 6

3.6 7 1

3.6 8 0

3.360

計 2 1.8 1 5 l l 2 l.8 1 5 1
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受 il合 地
移殖年月日

快 始 地 移 殖 卵  の 内 訳
摘 要

支場名前 支場名 事業場名 移静P数 '、1i・7l liiy l ・・・「・・・ 移殖鄭P数

天 塩 徳志別

/ /

千粒

( 2.3 4 6 )

( 1 , 4 0 7 )

二F粒

( 4 0 7 )

千粒

( 2. 3 4 6 )

( l.0 0 0)
46. 11. 2 l

47. 2. 1 2

十 勝 十 勝

/

W P し 商

検 j 職 理

卵 で 能

小 計 ( 3.7 5 3 ) (4 0 7 ) ( 3.3 4 6 ) / /

歌 登

頓 別

中 川

//

46. l 1 .  21

/ /

/ /

47. 2. 1 2

十 勝

/ /

/ /

/

( 2.2 0 9 )

( 2.3 2 7 )

( 2 . 972 )

( 1 , 3 9 8)

( 2 . 2 09 )

( 2.3 2 7 )

( 2.9 7 2 )

( 1.0 0 0 )

M P し ' 商

ar

/

検卵後の発限

卵で受始
( 3 98り

小 計 ( 4.3 7 ( )l) ( 3 9 80 ( 3. 9 7 2 ) / /

增 毛;

/ /

46 .  l 1. 2 1

47. 2. 1 2

'y

//

( 5 8 6 )

( 1 , 3 9 6 »

( 5 8 6 )

(1,0 0 0 )

フl、・'l異 ll ll l し '又 購
検jll l 後 開

・!ll:lで要始
( 3 9 6 )

小 計 ( 1 , 9 8 2 )

( 1 4 , 6 4 1 )

( 3 9 61) ( 1 , 5 80 1ll

計 ( l.2 0 1 ) ( 1 3 . 4 4 0 )

:f: 歳 千 歳

//

46.  1 2. 6

47. 2. 23

十 勝 十 勝

//

( 11,10 5)

( 3.7 0 8 )

( 2.4 4 5 )

( 7 0 8 )

( l 5 , 2 6 0 )

(3.0 0 0»

検卵後,の発銀
・9l'で受給

f l

小 計 ( 2 1.4 1 3 ) ( 3.1 5 31) ( l 8.2 6 0 )

2.7 0  0

9 2 0

/

1元浦川?

' / /

46. 1 1. 1 1

/ /

/

札 内

2.7 0 0

9 2 0

小 計 3.6 2 0 3 . 6 2 0

静 内

/ /

/ /

l 1. 7

1 l . 1 1

1 1. 7

本t, 内

/ /

十 勝

2.5 5 0

7 8 0

3 .050

2.5 5 0

7 8 0

3.0 5 0

小 計 6 , 3 80 6.3 8 0

般 生

/

/ /

11. 8

/ /

4/

十 勝

事 別

本L 内

3 . 8 S 6

2 . 7 2 4

1 , 5 7 2

3.8 8 6

2.7 2 4

1 , 5 7 2

小 計 8.1 8 2 8 .182

tt ( 2 1 , 4 1 3 )

1 8.1 8 2
( 3 . l 5 3 ) ( 1 8.2 6 0 )

1 8,1 8 2

//
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一一
受 1
1

支場名
1

演 島

合 地
移殖年月日

供 始 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

移解l l数構 支場名 事 開 名 'liii国1ii J7 l, 0l 目a 移殖実卵数

千粒

( 1 0.e 2 9 )

( 2.0 7 5 )

4 , 2 9 7

( 9.1 0 7 )

( 4 , 2 1 ( )1)

2 , 9 9 1

2.1 0 1

千粒 千粒

( 1 0.8 2 9 )

(2.075り

4 , 2 9 7

( 6 , 8 9 5 )

( 3.l OS )

2. 9 91

2.1 0 l

八 雲

厚沢部

( 森 )

( ″ )

( ″ )

( ″ )

( ″ )

4 6 . l 1. 2 2

/ /

l l .  6

47. 2 . 2 7

3. 3

46. 1 1. 6

//

十 勝 十 勝

/ /

//

4「

/ /

算 別

本t. 内

末検卵で能

/ /

( 2 . 2 1 2 ) 検卵後の発眼
卵で要ii合

/ /(1 , l o5)

小 計 ( 1 3.3 1 7 )
9.3 8 9

( 3.3 1 7 ) ( 1 0 , 0  0 0)
9.3 8 9

//

( 有  川) 47. 2 . 2 1 十 勝 ( 3.6 5 3 ) ( 1 , 1 5 3 ) ( 2.5 0  0) //

計
( 2 9.8 7 4 )
9.3 8 9

( 4.4 7 0 ) ( i5.4 0 4 )
9.3 8 9

合 計
( 8 6.7 7 l )
9 5 , 2 6 3

( 9 , 2 9 1 ) ( 7 7.4 8 0 )
9 5 , 2 6 3

発 l民卵 (部
;;l1検卵l)
受精直後卵

第 1 3 表  本 州 移 殖

供 給 地
移殖年月日

受 始 地 移 第 卵 の 内 訳

支場名能 県 名 ・i,化場名 8無卵数 l、1iii・lii lyl// l'iali. 移殖実卵数
摘 要

十 勝 十 勝

/

千粒

6.1 , l 7

千粒

1 , 1 4 7

1.1 4 7

千粒

5.0 0 0

5.0 0 0

全部発限:9l

47. l .  1 li 山 形
日本海さけ・
ますllセ

ンター

: il1l平i洋さけ・
ま す院 ・セ

ンター

1. 1 8 岩 手 6.1 4 7

計 1 2 , 2 9 4 2 , 2 9 4 l 0 , 0  0 0

-4 S-



・ さけふ化放流成積概要
本年度は操卵数7 5 1 , 7 5 5千粒、  寄購海慶卵9. 2 0 8千粒を受入れ. 仮収容卵数 7 6 0 , 9 6 3 千組
所、民営2 3カ所の.t化場lこ収容し、給9稚 魚 4 3 5 , 6 1 5f尾 ( 格9放流率 7 5 . 6 % )無始解推魚1
全道9 7水系へ放流した。

これらの水系別、 支場別の.i-化放流成演は第 l 4表、 第 1 5 表 の と お‘リである。
第 1 4 表  前 4 6 年 度海区 ' 水 系別 さ け i,化放流成ia表

海

区
水 系

事業場

(収容場)
収容卵数 死卵数 」l,1il用llt .1t化率

放 流 尾 数

無船解 l合 解 計

千粒

1 0.7 6 0
32'517

千粒

6 6 7

3」08

千尾

1 0 0 9 3

29,' l09

9.1 4 4

22,047

a52 8

明

93.8

90.・ll

85.2

88.0

千尾

7,954

1 30S 0

2000

6 0 7 0

1 2 3 2 7

3.740

1iS'1 3, ,

8o0

Obo

0

l 0.5 0 4

;3.2 9 2

2 00 0

2.962

0

0

0

243

千尾

l.9 5 6
1 3 i 0 0

0

2.S 5 0

5,593

0

0

0

0

1,000

14,936

2a 3 4

:l,00 0

l , 8 20

4,700

2.0 0 5

3 30 2

0

千月

9,9!C

2 6 J 5 0

2.0 0 C

8.620

1 7 S 2 0

3 f 4 0

l 」ilt3

800

80-0
1.000

2 5.4 4 0

6.1 2 6

3.0 00

4,782

4,700

2005

3.302

2 4 3

岩 尾 別

斜 里

集 集 別

操 琴

細 定

能 取 湖

常 呂

ラ イ ト コ ロ

佐呂間別

芭 最

場 別

清 清

異 部

l幌 内

德 志 別

北見幌別

l日 別

技 払

岩尾別

斜 里

オ

ホ

操 琴

綱 走

10,727

25,053

l,58 3

3 0 0 6

, 北 見 4 d 7 5 9 4 7 78.8

ツ

ク

海

場 別

清 精

35,737

13 , 2 2 l

6.8 8 l

7.1 6 6

2 3 3 2

4,126

9.1 9 4

398 5

1,682

:l,43 3

3 1 7

783

2 6S,43

9,236

74.3

69.9

7 5.6

80.0

86.4

81.0

区 '

幌 内

德ii別

敦 登

Il買 別

5 , l 9 9

5.7 3 3

2.0 1 5

3 3 4 3

海 区 計
本年度 1 5 299 5 2 6.7 0 5 l 2 6.2 9 0 82.5 61「,255 5 5l'l,9 6 l 2 2:l5 l

前 年 度 l45,92 1l 24 , l 6 2 121,762 83.4 5810B2 61 , l 0 9 1 l 9.l 9 1
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の中から道外移殖1 2. 2 94千粒を除き、 最終収容卵数7 4 8. 6 5  1千粒の種卵を3 6事業場と道営1カ

4 0. 3 7 1 千 尾 、 合 計 4 4 2. l 0 l f尾の稚集Lを生産し、 4 7 年 3 月 1 日か ら 4 7 年 6 月 1 5 日にかけて

放流期間
仮収容から収容までの卵の動き……事業場単位

備 考
稚 魚 le 確 放 流 …………括 弧 書

月日̃月日

4. 1 ̃ 5.2 8

3.15 ̃ 5.l 3

4. 1 ̃ 5. l 5

3 . l 5 ̃ 5. 3 1

5. 8 ~ 5 . l 1

4. 1 ̃ 4.30

4.20 ̃ 4 . 2 6

4.20 ̃ 5. 4

本L内 よ り 2.1 0  0粒

-l-1ia'へ 8.0 2 8:F相し本l内より2,324 二:f i第lt,, t購よ り 1,4 8 3=F組t?11より5 9 4千粒(:製集別へ 200lif是)
(斜里よ l リ 2. 0 0 0千尾) ・

-l一勝 よ リ 3. 3 9 1 千 粒
十房へ 1 3 , 7 8 9 千 粒 ( 能 取湖 '、3 , 7 4 0 千尾 )
( 細走よ リ 3. 7 4 0 千尾 )

( ラ イ ト コ ロへ 8 0  0千尾住呂間別へ 8 ・0 0千尾)

( 北 見 よ り 8 0  0千尾)

( / /  / /  / /)

(場別より1, o 0 o千尾)

期1l lより 9 9:f粒. 1tl、「:iより2050千ll;t l房より21l7 0千粒 (Pilliliへl.000;:l一是)
;札内よ‘リ 3A1 0千粒 (英部へ 3.0 0 0 -l尾 )
( 清精よ り 31000千尾)

札内よ‘リ l , 9 6 3千粒
十勝より3.1「 53千拉. - (增? 4 8 7-: 恨二、1iL文島ホロナイへ2 4 3-l「是、甚?へ2 4jl 相 )
-l一勝よ‘リ 2,2 09千粒
-t-1勝 よ リ 2.327千粒
(德志別より 2 ,l 3 :f粒)

4. 1 ̃ 5 . 3 l

4 . 1 7 ̃ 5.18

4.17 ̃ 4.18

4. 1 ̃ 4.3 0

4. l ̃ 5.2 3

3.15 ̃ 4.30

4 . 1 6 ̃ 4.30

5.23 ~ 5 .23

3・1 5 ̃ 5.31

2.15 ~ 6. 20

-,‘,r-



海

区
水 系

事業場

(収容場)

放 流 尾 数
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 」;l・化 率

無 解 給 西 計

增 幌

声 問

天 塩

小 平 集

者 寒 別

浜 益

厚 田

石 狩

余 市

美 国

裁 丹

古 宇

尻 別

朱 太

利 別

突 符

厚 沢 部

天 の

石 崎

及 部

礼 文 島
ホ ロナ イ

千粒 千粒 f尾 % 千尾

4 8 7

0

0

0

0

0

0

0

0

1 0 0

0

0

0

2 1 0

0

0

1 7 0

0

0

0

2・a3

千尾

0

1 4 0

4 」 1 0

5 0 0

7 8 4

2 4 8

1.000

l 1.500
2.80 0

3 0 0

3 0 0

l 0 0

1,500

1 3 0 0

31 6 2

500

3.5 9 1

5 0 0

5 0 0

500

0

::F;i

4 8 7

1 4 0

4,110

5 0 0

7 8 4

2 4 8

1.0 0 0

1 l .5 0 0

2」i00

4 0 0

3 0 0

1 0 0

1.500

1 .5 l 0

3.162

5 0 0

3.'1l 61

S 0 0

S 0 0

5 0 0

2 4 3

中 川 5,344

2.074

9 3 7 4.9 0 7

1.486

84.0

日

( 增  毛) 5 8 8 71.6

本

千 歳

(余  市 )

2 5.0 9 8

5,723

4,071

1.303

21,027

4.4 2 0

83.8

77.2

海

区 尻 別 2 4 2

2.542

331 5

3 0 2 1 2

2 3 9 1

2.9 9 2

87.6

利 別 1 5 1 94.1

厚 沢 部 3 2 3 90.3

海 区 計
本 年 度 441S3 8 7.4 0 3 37.435 83.5

83.1

1,210 3 3 3 3 5

l 9.7 9 5

34.545

前 年 度 4 2.6 4 6 7.2 2 4 3 5.4 2 4 1 02l8 9 3 0.0 8 4

根

重

海

区

ル サ

サ シ ル イ

羅 日l 春メll古丹
植 別

( ル  サ) 4,062 75l l 3 3 l 0

1 2 3 2 8

6 5 4

81.5

88.8

2」0 2 4

1.0 0 0

0

0

4 9 7

0

0

5.7 6 8
l ,0 0 0

1,380

2.024

l ,000

5,768

1,000

1,877

羅 自

,.植 別)

1 3.8 8 3

809

1,555

1 5 5 80.8

-4 8-

放流期間

1

月 日 ̃ 月  日

5 . 1 8 ̃ 5 .18

5 .31 ̃ 5・31

4 .2 0 ̃ 5 . 3 1
6. 1 ̃ 6. 1

5. 1 ̃ 6 . 20

5.24 ̃ 5 . 2 4

3. 1̃ 5. :1l 2

3. 1̃ 5・i:2

a. 7~ 3_! 8
5 . 2 2 ̃ 5 . 2 2

4 . 1 1 ̃ 4 . 1 1

3. 9 ̃ 5 . 10

3. 9 ̃ 5 .10

2. 8 ̃ 5 . 1 2

5 .15 ̃ 5 . 1 5

2 . 1 6 ̃ 5 . 1 1

3 . 1 3 ̃ 3 . 1 3

3.13 ̃ 3.13

3 . 2 1 ̃ 3.21

5 .19 ̃ 5 . 1 9

仮収容から取容までの卵の動き一…事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流 --一…括 弧 書
( 徳志別より 4  8 7 千尾 )

(中川よ‘リ 1 4 0 千 尾 )
十勝よ l リ 4 . 3 7 0千粒、  (声問へ 1 4 0 千 尾 )

( 增毛  よ l リ 5 0  0千尾)

十勝よ り 1 , 9 8 2 千粒 、  (小平集へ 5 0  0千尾)

( 森 よ l リ 2 4 8 千 尾 )

( 千歳よ リ 1 , o o 0千尾)

f十備'よlリ2.14 13千粒(美国へ 100二F是'ila川へ 1,30 0:=F是、能へ1.00  0:F尾、仁1a現l1へ 5o0 :F是、
し職l1へ 1,5 o 0千尾, 数生̃、、環識魚135千尾、厚田へ 1,0 0 0 11::尾、調査試験13千尾含)
( 千 才 よ り l 0  0 千 尾 、 森 よ り 3 0  0千尾)

( 森 よ り  3 0  0千尾)

( ' 1 o o千尾)

( ″ l , 5 0  0千:尾、朱太へ 2 1 o千尾)

( ″ l , 3 0  0千尾、尻男l1よ り 2 1 0 千 尾 )

( " l , o o o千尾)

( " 5 0  0千尾)

( ″ 1 , 0  0 0 f尾 ) 十 勝 よ り 2.o 7 5 千 粒

( ″ 5 0  0千尾)

( ″ 5 0  0千尾)

( " 5 0  0千尾)

( 徳 志 別 よ り 2 4 3 二F:尾)

3.22 ̃ 5 .24

2.1 7 ̃ 6 . 3 0

4 .20 ̃ 5 . 3 1

4 .20 ̃ 5 . 3 l

4. 1 ̃ 4 . 3 0

4・2 0 ̃ 4 . 20

5 . 2 5 ̃ 5.31

(接自よ‘リ 1 , 0  0 o千尾)
(サシルイへ1,0 010千尾、春メl1古丹へ1.0001f尾、崎無異へ1,5o0::F是、古多標へ1,200 f尾.梅 l「、138O:f尾

( 継自よ り 1 , o o o千尾)

( 接 自 よ l リ 1 , 3 8 0 千尾 )
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海

区
水 系
(=:) 放 流 尾 数

収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ化率
無 給 解 給 解 計

千粒

2 . 0 2 8

:千粒

1 9 6

3 . 2 8 4

2 4 9

4 , 2 9 5

3.9 4 0

1 , 1 9 0

5 , 1 3 0

2 . 2 7 8

1 4 7

1 1 , 2 9 7

3 0 0

1 8 6

2 . 7 1 9

1 2 1

1 l 2

::F:尾

1 , 8 3 2

%

90.3

千尾

1.7 0 2

0

0

0

1 , 0 5 0

0

0

0

0

7.5 9 0

0

1. 5 3 5

0

1 , 3 7 8

1 , 0 0 0

2 . 3 6 0

5 0 0

‘l 5 5

千尾

0

1 , 5 0 0

1 5 , 3 0 0

1 , 9 9 4

1 , 0 2 0

1 5 , 7 3 8

3 7 , 8 9 4

6. 9 0 0

4 4 , 7 9 4

3 . 3 9 8

2.0 0 0

6 0 0

4 7 , 4 7 7

5 9 5

3.9 6 7

5.9 7 2

0

6 9 3

:f 1li

1 , 7 0 2

1.5 0 0

1 5,3 0 0

1・994

2 . 0 7 0

1 5 , 7 3 8

3 . 7 8 9 4

6 . 9 0 0

4 4 , 7 9 4

1 0 , 9 8 8

2.0 0 0

2 . 1 3 5

4 7.4 7 7

1 , 9 7 3

4 , 9 6 7

8 . 3 3 2

5 0 0

1 , 1 4 8

元 崎 無 異

崎 無 異

意 別

古 多 横

1a 類

伊 茶 仁

標 津

/ /

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 速

別 当 賀

/y

穂 香

(元崎無異)

意 別

(111l1、 類 )

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

1床 丹)

虹 別

:矢 臼 別 )

浜 中

厚 床

1 当 別 賀 )

:穂 香)

2 0 , 4 1 2 1 7 , 1 2 8 83.9

根

1 , 3 0 2

3 3 . 4 4 2

2 0 , 4 3 6

8.6 1 0

2 9. 0 4 6

1 7 , 6 0 3

1 , 0 S 3

2 9.1 4 7

1 6.4 9 6

7 , 4 2 0

2 3.9 1 6

1 5 , 3 2 5

8 0 . 9

8 7 . 2

80 .7

8 6 . 2

8 2 . 3

8 7 . 1

91.3

86 .9

8 3 . 1

8 4 . 9

6 6 . 4

80.6

80.3

室

海 1 , 6 9 9

8 6.1 0 2

1.7 7 6

1 , 2 3 0

8.1 0 1

6 2 4

S 6 9

1.5 5 2

7 4 . 8 0 5

1 , 4 7 6

1.0 4 4

5 , 3 8 2

5 0 3

4 5 7

区

海 区 計
本 年 度 2 2 2 . 6 8 8 3 2 . 7 7 6 1 8 9 , 9 1 2

1 3 2 . 8 6 2

8 5. 3

8 4 . 8

2 1 , 0 9 1

2 2 . 2 1 9

1 5 3 . 1 9 6 1 7 4 . 2 8 7

前 年 度 1 5 6,6 6 7 2 3 . 8 0 5 1 0 7 , 1 4 6 1 2 9.3 6 5

幌 戸

チ ョロべツ

別寒辺牛

釧 路

/ /

小 計

阿 寒

庶 路

(幌  戸)

太 田

釧 路

鶴 居

1 , 2 2 0 2 1 8 1 , 0 0 2 82 . 1 9 8 7

0

9. 5 1 0

0

0

0

0

0

0

5 2 0

0

4 1.3 2 3

1 1.7 2 0

5 3 . 0 4 3

5 0 0

5 0 0

9 8 7

5 2 0

9, 5 1 0

4 1 .3 2 3

1 1 , 7 2 0

5 3 . 0 4 3

5 0 0

5 0 0

襟

装

以

東

海

区

1 0 , 9 3 6

5 2 . 7 8 8

1 5 , 3 7 4

6 8 . 1 6 2

1 , 3 3 3

7 , 7 5 7

1 , 9 8 2

9.7 3 9

9 . 6 0 3

4 5 , 0 3 1

1 3.3 9 2

5 8.4 2 3

8 7 . 8

8 5 . 3

87 .1

8 5 . 7

-5 0-

放流期間

仮収容から収容までの卵の動き -- ・・事業場単位
備 考

稚 魚 移 適 放 流 ・ ・ ……一括 弧 書

月日̃ 月日

3 . 15 ̃ 4 . 10

4.21 ̃ 4 . 2 1

4. 1 0 ̃ 6 . l 0

3 .15 ̃ 4 . l 0

5 .27 ̃ 5.31

5. 1 ̃ 5 .22

4. 1 ̃ 5 .28

4. 5 ̃ 5 . 1 6

4. 1 ̃ 5 .28

4 . 2 0 ̃ 5.31

3. 1 ̃ 5. 1

4.20 ̃ 4 .30

4. 1 ̃ 5 . 1 5

4. 1 ̃ 4 .30

4. 1 ̃ 4 . 3 0

4.10 ̃ 5.31

4. 1 ̃ 4 .30

5. 5 ̃ 5. 5

3 .15 ̃ 6 .10

4. 1 ̃ 6 .23

4. 5 ̃ 5 . l 6

4 . 2 l ̃ 6. 5

4. 2 ̃ 5.25

4.21 ̃ 6. 5

・l.20 ̃ 6 . l 5

4.20 ̃ 6. 1 5

( 羅自よ l リ 1. 5・ 0 0千尾 )

十勝よ l リ 3 . 0 4 7千粒、創路より 3 . 3 4 8千粒 )

(選自よ り 1. 2 0  0千尾、伊茶仁より7 9 4千尾 )
(伊茶仁よ‘リ 1 , o 2 o:f-尾 )
(古多構へ 7 9 4千尾、患類へ l , 0 2 0:千尾、標律へ 10,580千尾)
(虹別よ‘) 1 !l.9.9 5 0千尾、計根別よlリ1.0 0 0千尾、伊茶仁より1 0 , 5 8 0千尾 )十勝よ‘)
2 9 6 7千粒

十勝よl) 4.012千粒 (標津へ 1,00 0千尾、春別へ 2000千尾、 床:月へ 600千尾)

(書十根別より2,0 o 0千尾)

( 計構 1 l よ l リ 6 0 0千尾 )

l勝より13.159千粒.集別より49O:f粒 , . ?よ‘)7.60l千粒.al路よlリ6.468千粒 c.矢自別へ 595千
尾、風蓮へ3.967 :F是,構番へ700::F是、別当費へ 2.972千尾、 解へ9.950 '11尾)
(虹別よ l リ 5 9 5 千尾 )

( 虹別より 3 . 9 6 7千尾 )

( l如'1l;lllよ‘リ 2 . 9 7 2 千尾 )

(虹別よ‘リ 6  9 3 : :f一尾)

(9l路よ‘リ 5 2 0 千 尾 )

'業別へ 3.3 4 8千粒、 虹別へ 6.'68千粒 ( チ ヨロぺツへ 5 2 0千尾)
( 庶路へ 5 0  0千尾、 阿寒へ 5 0  0 千尾)

(a居 よ り 5 0  0千尾) .

( " ″ // )
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海

区
l 水 系

(=:収容卵数 死卵数 放 流 尾 数
ふ出尾数 ふ化率

無 給 解 給 e耳
二f1尾

0

0

0

1 2 2 6 0

2 7.9 0 6

5 1 , 7 3 4

0

91,900

9.0 7 9

5 0 0

8 、901

0

計

'f ill11

1,1 t;2

4,936

4.852

2 4 .7 5 8

3 6.3 3 1

6 7.0 4 1

1,271

1 2 9.4 0 1

1 1 , 6 0 8

1 1.2 1 9

2.472

千粒

1 8 2

1 ,136

8 3 8

3,1 5 9

5,699

10,600

1 4 5

1 9.6 0 3

2.343

:f一尾

1,0 0 0

3.80 0

4.014

2 1.5 9 9

3 0.6 3 2

56 , 441

1,126

109 . 798

o .2 0 l11

9.481

2.159

%

8 4 . 6

7 7 . 0

8 2.7

87 . 2

8 4. 3

8 4 . 2

8 8 . 6

8・ i . l11

7 9 . 8

8 4 . 5

8 7. 3

千-尾

8 5 0

3 . 2 3 0

2 . 6 0 0

3 . 7 4 0

5 8 3

0

1 , 1 2 0

5 , 4 4 3

0

0

0

2 . 1 5 0

:F11l9

S 5 0

3 2 3 0

2.600

161000

28.489

51 ,734

1,120

9 734 3

9.079

5 0 0

8.901

2,1 5 0

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

/ /

/ /

//

小 計

歴 舟

豊 似

広 尾

1衰 留

( 茶  路 .

( 音  別1

( 厚  内 .

十 勝

幕 別

札 内

( 利  別.

探

裳

以

束

大 樹

海

区
( 広  尾 1

( 猿 留

l , 7 3 8

3 1 3

海 区 言 十
本 年 度

前 年 度

245 ,988

1 4 7.1 2 0

37 , 4 43 2 0 8 5 4 5 8 4 . 8 2 4 , 7 7 0

1 3 .・l 3 5

164 , 9 43

l 0 2 . 0 8 7

1 8 9,7 l 3

115 , S 222 2 2 3 4 124 ,886 8 4 . 9

l,改 別

仁 應_ 別

幌 満

中望 別

元 浦  川

三 石

静 内

新 冠

沙 流

難 川

白 老

數 生

當 気 別

長 万 部

l 5 .1 6C
1 0 , 1 1 5

6 1 4

5 0 0

1 , 0 0 0

2.50 0

0

1 , 0 0 0

4 5 0

3 5 0

6 0 0

2 8 f)

0

0

5 7

0

0

5 0 0

0

0

3.9 4 7

0

317 0 0

0

1,020

1.3 0  0

9 6 0

4 14 3 4

1 ,450

1,600

6 1 4

1,000

1,000

2.500

3 9 4 7

1,000

4 ,150

3 5 0

1,620

1,586

960

4,434

1,507

1,600

標

裳

以

西

海

区

( 元 浦 川 ) 6 9 7 4.4 6 3 8 6 . 5

静 内 1,531 8.584 8 4 . 9

(式11l 川 1 3 0 6

8.701

7 1

1 5 2 9 1 9 5 . 1

数 生

( 質 気 別 )

2.090

1 1

6,611

6 0

7 6.0

8 4 . 5

一一52-

放流期間
仮収容から収容までの卵の動き一・・事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流 ---・・括 弧 書

月 目 ̃ 月  日

4.1 0 ̃ 4 . 2 8

4.20 ̃ 5.1 0

5. 1 ̃ 5.2 0

32: 0 ̃ 6 . 2 0

3 .25 ̃ 5 . 2 0

3.20 ̃ 5. 2 0

‘l.10 ̃ 5. 5

3.20 ̃ 6 . 2 0

5. 1 ̃ 5 . 3 0

. 4 .20 ̃ 5. 1 0

厚沢部へ 2.075千粒、有川へ3.653千粒、森へ 17,614千粒、元浦lllへ 2.700千粒,::l一歳へ 21,413 -:l一粒.
ノl、要'へ 10,829千粒署基月lい 1.982千粒静内へ3.050千粒激能へ 3.886二F-粒、斜里へ 1,483千粒、徳
志別へ 3.753 =F粒、1電買1ll Jへ 2327二F粒虹別へ 13.159:f粒、iill11i、r、3.047千粒、根室へ 2.967千粒、言-妹提
.号」へ 4 ,012千粒、解へ 3391:F粒、斜里より8.028千粒、網走より13.781千粒
虹1lll1へ 490千粒・ 斜里へ594 二F-粒.湧別へ 99千粒. 勢l11生へ2.728千粒、森へ 2.991 =F粒
ll[[別へ 7,601二F:粒理別へ2.100 二F'粒.斜里へ2.324千粒湧別へ 2.050千粒、、落f''lFiへ 3.410千粒、幌内
.へ 1,963千粒、静内へ 3.310千粒、敷生へ 1,572 二F:粒、元浦1l1へ、920千粒森へ 2.101千粒

( 広 尾 よ l リ 5 0  0千尾)

( 豊似へ 5 o o千尾)

3.2 0 ̃ 6 . 2 0

3 .20 ̃ 6 . 3 0

( 静 内 よ り 6 1  4千尾

( 千 歳 よ り 5 0  0 千 尾 、 静 内 よ り 5 0  0千尾)

(千歳よ l . ) 1 , o o o千尾)

( 千 歳 よ り 1 , 5 0  0千尾、静内より 1 , 0  0 o千尾)

十 勝 よ り 2.7 0 0 -:f:粒, 本、内 よ l) 920千粒海産卵の様i以4 8 3 :F粒、元浦1l l247:千粒
( 静 内 よ り 1 , o 0 o千尾)

十勝より3.050千粒、礼内より3330千粒(沙流へ 600千一尾、新冠へ 350'F尾、三石へ 1,000コl-1尾、幌別
へ 1,000二f-1尾、仁Jai i:llへ 500千尾、歌別へ 614千尾)
( 静 内 よ り 3 5 0 千 尾 )

( 静 内 よ り 6 o 0 千 尾 、敷生 よ り 1 , 0 2 0 千 尾 )

( 千 歳 よ り 1. 3 0  o千尾)

( 敷 生 よ り 9 6 0 千尾 )

1勝よl) 3.886千粒、幕別よlリ2.724千粒、本いょり 1 , 5 7 2千粒 (沙?へ 1 .0 2 0:f尾、白老へ 9 6 0
千尾、千歳よl:J標識魚134'F尾)
( 森 よ り 1 , 4 5 0 千 尾 )

( 八 要 よ り 1 0  0 千 尾 、 森 よ り 1. 5 0  0千尾)

4 .1 2 ̃ 4.2 0

4. 8 ̃ 4 . 3 0

3 . 2 8 ̃ 4 . 3 0

4 .1 7 ̃ 4.3 0

4. 1 ̃ 4.3 0

4 . 1 3 ̃ 4 . 1 4

4 . 1 ̃ 4 . 3 0

3 1 0 ̃ 4 . 2 2
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海

区

水 系
事業場

( 収容場 )

収容卵数 死9P数 i出尾数 'i・化率
放 i1lf 尾 数

無 始 解 ;合 解 計

千粒

1 4 0 6 3

2 3.6 7 7

千粒

.31l l 85
6.458

千尾

1 0 3 7 8

l 7 2 l 9

%

73.8

72.7

f尾

4.l 7 1

0

0

0

0

3 1 0 0

9.580

0

1,100

7 5 0

千尾

3182 l

0

7 0 0

1,000

l.90 0

0

0

5 0 0

500

1,300

二:fii

71S92

0

7 0 0

1.000

1.9 0 0

3 」 0 0

9580

500

1.ti00

205C

遊 集 部

常 路

尻 岸 内

期 泊

大 野

茂 辺 地

大 当 別

● 川

知 内

八 要

( 森 )

株

集

以

西

海

区

l有 1ll) 6 2 7 2 30 9 9

1 4 6 8

3 l , 7 3

9.924

1.l 8 2

8 7 5

50 .6

87.1

8 6 . 7

85.7

l 茂辺  地 )

(i 川.,
知 内

1 l 3 9 2

1,364

1 0 2 1

182

1 4 lE

t海 区 計 本 年 度 821 42 1 938 2 62.7 6 0 7 6 . 4 2 6,0 5 8 28.632 54.6 9 0

前 年 度 64,230 !210,l6 5 2 1 8 4 8 l . 2 17 ,043 3 0 S 9 6 47.9 3 9

8 3 . 5 140,371 4 3 5.6 l 5 5 7 5.9 8 6
合 計

本 年 度 748.6 5 1 l 2 3.709 6 2 4.9 4 2

前 年 度 5 5 6 i 8 9 8 9.・ll 7 1 4 6 7.1 l 8 8 3 . 9 1211068 321,l) 3 3 4 4 2.1 0 l

さけ種卵の採卵から収容までの動き

採 卵  数

海 重 卵 数

仮収容卵数

供 iil: 卵 数
本州移殖卵数

収 容 卵 数

7 5 1 , 7 5 5 千 粒

9.2 0 8  ″

7 6 0. 9 6 3  ″

△ 1 8  ″

△ l 2 . 2 9 4  ″

7 4 8 . 6 5 l  ″

5 l-

放流期間
仮収容より収容までの卵の動き一…事業場単位

備 考

摧 角 薄 確 放 ? 一…… ・-19 弧 書
月 日̃ 月 日

3.20 ~ 5.1 8

5.1 0 ̃ 5 . 1 0

5 . 1 9 ~ 5 . 1 9

3. 3 ̃ 4 . 1 4

4 1 ・̃ 4.30

4 . 1 ̃ 4 . 3 0

3. 7 ̃ 3. 7

3 .11 ̃ 4 .30

4.  l ̃ 5 . 18

-l-:勝より1082 9:F粒 (? ?1 0o千尾、???40o千?f?1 0o千長二)
? よ り 2 J 0 1? 、勝よ l)1 7,6 1 4 -:fii1111、幕別よリ 2.9 9 l千粒
( 森 よ り 7 0  0千尾)

( 森よ.り l , o o o千尾)

( 八 雲 よ り 4 0  0 千 尾 、 森 よ り 1 , 5 0  0千尾 .;1

十勝より 3. 6 5 3千粒

( 森 よ り 5 o o千尾)

( 森 よ り 5 0  o千尾)

( 森 よ l J l , 3 o 0千尾)

3. 11 ̃ 5 . 1 9

2.1 0 ̃ 6. 3

3. 3 ̃ 6 . 2 0

2 . 1 0 ̃ 6. :3 0

-5 5-



第 1  5 表  昭和 4  6 年度支 ・ 事開別 さけ 」,化放流成積表

支 場 事業場

( 収 容 場 )

放 流 尾
収容卵数 死 卵 数 ふ 出 尾 数 ふ 化 率

無始解 始 餌

千粒

1 0.7 6 0
3 2 . 5 1 7

1 0 , 7 2 7

2 5.0 5 3

4 , 4 7 5

3 5, 7 :3 7

1 3.2 2 1

6 , 8 8 1

千粒

6 6 7

3. 1 0 8

1 , 5 8 3

3.0 0 6

9 4 7

9.1 9 4

3. 9 8 5

1.6 8 2

千尾

1 0 , 0 9 3

2 9.4 0 9

9. 1 4 4

2 2 . 0 4 7

3.5 2 8

2 6 , 5 4 3

9.2 3 6

5. l 9 9

%

93 .8

90 . 4

8 5 . 2

88 . 0

78 . 8

7 4 . 3

69 .9

7 5 . 6

千尾

7.9 5 4
1 5.0 5 0
6 .070

1 6.0 6 7

3.1 1 3

1 0 , 5 0 4

5.2 9 2

2. 9 6 2

千尾

1 , 9 5 6

1 3 . 8 0 0

2.5 5 0

5 , 5 9 3

0

1 5.9 3 6

3 . S 3 4

1,1l; 2 0

北 見 岩 尾 別

斜 里

操 零

綱 走

北 見

9i 別

清 精

幌 内

本 年 度

前 年 度

1 :3 9.3 7 1

1 2 'f.6 1 8

2 4. l 7 2

2 1 , 4 3 1

1 1 5 , 1 9 9

1 0 6 , l 8 7

8 2 . 7

8 3 . 2

6 7 , 0 l 2

5 7.6 1 2
4 5.4 e 9

4 6.4 0 1

根 室 ( ル  サ )

( 植  別 )

器 自

( 元 崎 無 異 )

1蔵 別

( 患  類 )

伊 茶 仁

根 基

中 標 津

計 根 別

( 床  丹 )

虹 別

厚 床

浜 中

( 別  当 賀 )

( 矢  自 別 )

( 穂  香 )

4.0 6 2

8 l 1 9

1 3.8 8 3

2. 0 2 8

2 0.4 1 2

1 , 3 0 2

3 3 . 4 4 2

2 0 , 4 3 6

8 . 6 1 0

1 7 , 6 0 3

1 , 6 9 9

8 6.1 0 2

S、1 01

1 , 2 3 0

6 2 4

1 , 7 7 6

5 6 9

7 5 2

1 5 5

1.5 5 5

1 9 6

3 . 2 8 4

2 4 9

4 , 2 9 5

3. 9 4 0

1.1 9 0

2.2 7 8

1 4 7

1 1 , 2 9 7

2 . 7 1 9

1 8 6

1 2 1

3 0 0

1 1 2

3.3 1 0

6 5 4

12 .3 2 8

1.8 3 2

1 7 , 1 2 8

1 , 0 5 3

29.1 4 7

1 6 , 4 9 6

7 , 4 2 0

1 5 , 3 2 5

1 , 5 5 2

7 4.8 0 5

5.3 8 2

1 , 0 4 4

5 0 3

1 , 4 7 6

4 5 7

81 . 5

80 .8

88.8

90.3

83 .9

8 0 . 9

8 7 . 2

8 0 . 7

8 6 . 2

87 . 1

91 .3

8 6 . 9

6 6 . 3

8 4 . 9

80 . 6

8 3 . 1

80 .3

2 0 2 4

4 9 7

1 , 0 0 0

1 , 7 0 2

0

1 , 0S0

0

0

0

7 , 5 9 0

1 , 5 3 5

0

2 .360

1.0 0 0
5 0 0

1.3 7 8
4 5 5

0

0

1 0.8 4 8

0

1 5.3 0 0
0

2 8 . 1 3 2

1 6.:i 6 4

6.9 0  0

6.9 9 3

0

6 1ll,li 5 4

3.0 0 0

0

0

0

0

本 年 度

前 年 度

2 2 2 . 6 8 8

l 5 6.6 6 7

3 2.7 7 6

2 3 . 8 0 5

1 8 9 . 9 1 2

1 3 2. 8 6 2

85 . 3

8 4 . 8

2 1 ・ 0 9 l

2 2 . 2 1 9

1 5 3 . 1 9 6

l 0 7 , 1 4 6

-5 6-

数 % 放流期間 備 考
計

千尾

9. 9 1 0

2 8.8 5 0

8.6 2 0

2 1 , 6 6 0

3 . 1 1 3

2 6 , 4 4 0

9 . 1 2 6

4.7 8 2

明‘

92.1

B8.7

80.4

86 .5

69.6

74 . 0

69.0

69 . 5

月日 ̃ 月 日

4. 1̃ 5 . 2 8

3 . l 5̃ 5.31

4. 1̃ 5.15

4. 1̃ 5.31

4. i ̃ 4.30

4. 1 ̃ 5.31

4 . l 7̃ 5.18

4. l ̃ 4.30

1 1 2 . 5 0 1

1 0 4 , 0 1 3

80.7

8 1.5

3 . 1 5̃ 5.31

2.15̃ 6.16

2 . 0 2 4

4 9 7

1 1 , 8 4 8

1 , 7 0 2

1 5 , 3 0 0

l.0 5 0

2 8 . 1 3 2

1 6 , 3 6 4

6 , 9 0 0

1 4 , 5 8 8

l.5 3 5
6 5 , 6 5 4

5 , 3 6 0

1 ,00  0

5 0 0

l , 3 7 8

4 5 5

'l 9 . 8

6 1.4

85.3

8 3 . 9

7 5 . 0

80 . 7

8 4 . 2

80 .1

80.1

82.9

9 0 . 4

76 .4

66 . 2

81.3

80.2

77 .6

S0.0

4.20̃ S.31

5 .25̃ 5.31

4. 1̃ 4 .30

3 . 1 l l̃ 4.10

4 .10 ̃ 6.10

5 . 2 7̃ 5.31

5. 1 ̃ 5.22

4. 1̃ 4 3 0

4. 5̃ 5.16

4 .20 ̃ 53i

4 2 0̃ 4.30

4. 1 ̃ 5 . l 5

4.1 ,11̃ 5.31

4.. l ̃ 4.30

4. 1̃ 4 3 0

4. l ̃ 430

5. 5 ̃ 5. 5

e;:: 78 .3

82 .6 :̃:

-5 7-



支 場 事 業 場
l '収 容 場

収容卵数 死 卵 数 i 出尾数 .i・化 率 - ・放 流 是

無始西 給 解

千粒

l , 2 2 0

1 0 , 9 3 6

52.7 8 8

1 , 1 8 2

1 5 , 3 7 4

4.9 3 6
4 , 8 5 2

3 6.3 3 1

1.2 7 1

6 7 , 0 4 1

2 4 , 7 5 8

1 1 , 6 0 8

1 1 , 2 1 9

2.4 7 2

千粒

2 1 8

1 , 3 3 3

7.7 5 7
2 0 2

l , 9 8 2

1 , 1 3 6

8 3 8

5.6 9 9
1 4 l

1 0 , 6 0 0

3 . 1 5 9

2.3 4 3

1.7 3 8
3 1 3

千尾

1.0 0 2
9.6 0 3

4 5.0 3 1
9 8 0

1 3 . 3 9 2

3.80 0

4 , 0 1 4

3 0.6 3 2
1 , 1 2 6

5 6.4 4 1

2 1 , 5 9 9

9.2 6 l l

9,4 8 1

2.1 5 9

%

8 2 . l

87 .8

88.3

83 .0

8 7.1

77.0

82 .7

84.3

8 8 . 6

84 . 2

8 7. 2

79 .8

8 4 . 5

87.3

千尾

9 8 7

9.5 1 0

0

8 5 0

0

3.2 3 0

2.6 0 0

5 8 3

1 , 1 2 0

0

3 . 740

0

0

2 .150

千尾

0

0

4 1 , 8 4 3

0

l 2.7 2 0

0

0

2 7.9 0 6

0

5 1.7 :3 ,l

12 . 2 6 0

9.0 7 9

9,4 0 1

0

十 勝 ( 幌  戸 )

太 田

al 路
( 茶  路 )

e 后
( 音  別 )

( 厚  内 )

事 別

( 利  別 )

札 内

十 勝

大 樹

( 広 尾 )

( .演 留 )

本 年 度

前 年 度

2 4 5.9 8 8

1 4 7 , 1 2 0

3 7.4 6 3
2 2 . 2 3 4

2 0 8 . 5 2 5

l 2 4 , 8 8 6

84.8

84.9

2 4 , 7 7 0

13 .4 3 5

1 6 4 , 94 3

1 0 2 . 0 8 7

4 , 7 0 0

2.0 0 5

3. 3 0 2

1.2 8 4

4.2 5 0

天 塩 德 志 別

收 登'

頓 別

( 考  寒 別 )

中 川

7 , 1 6 6

2. 3 3 2

4 , 1 2 6

2.0 7 4

5 , 8 4 4

1 , 4 3 3

3 1 7

7 8 3

5 8 8

9 3 7

5 , 7 3 3

2.0 1 5

3 . 3 4 3

1 , 4 8 6

4.9 0 7

80 .8

86.4

8 l . 0

7 l.6

84 .0

9 7 3

0

0

0

0

本 年 度

前 年 度

2 1 , 5 4 2

3 9.4 5 4

4 , 0 5 8

5.7 9 9

1 7.4 8 4
3 3.6 5 5

8 1. 2

85.3

9 7 3

7 , 4 5 5

1 5 , 5 4 1

23.5 4 5

千 歳

L

l

l
l
l

千 歳

音 江

( 余  市 J

( 歌  別 )

( 元 浦 川 ;

静 内i
0

5.7 2 3
0

5 , 1 6 0

1 0.1 l 5

4.0 7 1
0

l , 3 0 1ll

0

6 9 'i

1.5 3 !

2 1 , 2 0 7

0

4 , 4 2 0

0

4.4 6 3
8.584

e3.8

0

l 7 7 2

0

86.5

8 4 . 9

2.5 8 7

0

. 0

0

0

4 , 5 1 4

1 4 , 4 4 7

0

2.8 0  0

0

3.94 7

3.7 0 0

-5 8-

一数

放%: 放流期間 備 考
計

千尾

9 8 7

9.5 1 0

4 1 , 8 4 3

8 5 0

12 .7 2 0

3 . 2 3 0

2 . 6 0 0

28.4 8 9

1 , 1 2 0

5 1 , 7 3 4

1 6.0 0 0

9.0 7 9

9.4 0 1

2 . l 5 0

%

80.9

89.0

79.3

71. 9

82.7

65.4

53.6

78.4

88.1

77 .2

64.6

78.2

83 . 8

8 7 . 0

月 日̃月日
4. 5̃ 5 .16

4. 2 ̃ 5 . 2 5

4 .21 ̃ 6. 5

4 . 1 0 ̃ 4 . 2 8

4.20 ̃ 6 . 1 5

4 .20 ̃ 5.10

5. 1 ̃ 5 .20

3 . 25 ̃ 5.20

4 . 1 0 ̃ 5. 5

3.20 ̃ 5.20

3.20 ̃ 6.20

5. 1 ̃ 5.30

4 . 10 ̃ 5.30

4 . l 0 ̃ 5 . l 0

l 8 9. 7 l 3

1 1 5.5 2 2

77.1

7a5

3 .20 ̃ 6 .20

3 .20 ̃ 6.3 .0

5 , 6 7 3

2 . 0 0 5

3. 3 0 2

1 , 2 8 4

4 , 2 5 0

79.2

86.0

80.0

61 .9・

7 2. 7 、

4 . 1 5 ̃ 5 . 2 3

3 . 1 5 ̃ 4 . 3 0

4 . 1 6 ̃ 4 .30

5. 1 ̃ 6.20

4 .20 ̃ 5 . 3 l

1 6.5 1 4

3 1 , 0 0 0

76.7

78.6

3 . 1 5 ̃ 5.31

4 . 10 ̃ 6 . 30

1 7.0 3 4

l 2.B0:L- 3j

6 1ll.2

l ;;;

t2

3 . 7 ̃ 3 . l 8

4.12 ̃ 4.20

3.20 ̃ 4.30

調査試験 1 3千尾i合0i魚含む

-5 9-



支 場 事 業  場

C収 容 場)
収容卵数 死卵数 ふ 出 尾 数 上 化 率

放 流 尾

無 船 解 給・ 解

千粒

3 0 6

8 . 7 0 1

千粒

1 5

2 .090

千尾

2 9 1

6 , 6 l 1

%

9 S . 1

76 .0

f尾

2 8 6

0

千尾

0

6.2 8 0

千 歳 ( ll 川 )

数 生

本 年 度

前 年 度

5 5 , 1 0 3

4 1 , 6 6 1

9.7 0 7

8.8 5 7

4 5 , 3 9 6

3 2 . 8 0 4

82 . 4

78 .7

7.3 8 7

7.8 8 6
3 1 , 1 7 4

2 0 , 6 8 7

渡 島 尻 別

利 別

厚 沢 部

( 資 気  別 )

八 雲

( 森 11

( 有  川 )

( 茂 辺  地)

( i 川 )

知 内

2 4 2

2.542

3. 3 1 5

7 1

1 4 , 0 l5 3

2 3.6 7 7

6.2 7 2

1 1 , 3 9 2

1 , 3 6 4

1 , 0 2 l

3 0

1 5 1

3 2 3

1 1

3 .685

6.4 5 8

3.0 9 9

1 , 4 6 8

1 8 2

1 4 6

2 1 2

2 . 3 9 1

2 . 9 9 2

6 0

1 0 , 3 7 8

1 7.2 1 9

3 . 173

9,9 2 4

1 , 1 8 2

8 7 5

87 . 6

94.1

90.3

8 4 . S

73.8

72.1

50 .6

8 7.1

86.7

85 . 7

2 1 0

0

1 7 0

5 7

4.1 7 1

0

3.1 0  0

9 .580

1.1 0  0
7 5 0

0

2 . 1 6 2

2 .591

0

4 , 4 2 1

1 6 , 0 9 8

0

0

0

0

本 年 度

前 年 度

6 3.9 5 9

4 4 , 0 6 9

1 5 , 5 5 3

7.3 4 5
48.4 0 6

3 6.7 2 4

7 5 . 7

8 3 . 3

1 9 . 1 3 8

l 2 . 4 6 1

2 5.2 7 2

2 l.1 6 7

合 計
本 年 度

前 年 度

7 4 8 . 6 5 1

5 5 6 . 5 8 9

1 2 3.7 0 9

8 9.4 7 1

6 2 4.9 4 2
4 6 7 , 1 l 8

83.5

83 .9

1 4 0 , 3 7 1

1 2 1 , 0 6 8

4 3 5 , 6 1 5

3 2 1 , 0 3 3

-f; 0-

数

簡% 放流期間 備 考
計

千尾

2 8 6

6.2 8 0

%

93.1

7 2 . 2

68.5

68.6

月 日̃月日

4.13 ̃ 4 . 1 4

3 . 2 0 ̃ 5 .27

3 8.5 6 1

2 8.5 7 3

3. 1 ̃ 5 .27

3 . 1 2 ̃ 6. 3

2 1 0

2 . 1 6 2

2 . 7 6 1

5 7

8.5 9 2

1 6.0 9 8

3.1 0 0

9 . 5 8 0

1 , 1 0 0

7 5 0

8 6 . 8

8 5 . 1

83 .3

8 0 . 3

65.4

68 .0

49.4

84.1

80.6

73 .5

7 0 . 4  ・

7 6 . 3

5 . l 0 ̃ 5 . 1 0

4.20 ̃ 5 . 1 2

3 . 22 ̃ 4 .30

4. 1 ̃ 4 . 3 0

3 . 2 0 ̃ 5 . 1 8

3. 3 ̃ 5 . 2 4

3. 3 ̃ 4 . 3 0

4. 1 ̃ 4.30

4. 1 ̃ 4 . 3 0

4. 1 ̃ 4 . 30

3. 3 ̃ 5 . 2 4

2 . 1 0 ̃ 5 . 3 1

4 4 , 4 l 0

3 3 , 6 2 a

5 7 5.9 8 6

4 4 2 . 1 0 1 ;:::,::::
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さけ推魚の標識放流について、 放流場所の差異、 移殖による[巨1帰効果の確認などの目的によつて、 細

走川、敷生川、遊楽都川で実施した。その概要は第1 6表のとおりである。

第 1 6 表  さけ稚魚標書識放流

,角a 種 河川名 放 流 期 間
標 識

尾 数

千尾

6 6

6 9

4 5

5 2

5 0

5 0

部 位 目 的

(切除 )

右基iピレ

左腹ビレ

脂ビレ、 方一膽ビレ

脂ビレ、右腹ピレ

a言ビレ、a ヒ'レ
脂ビレ、右腹ピレ

さ け 網 定

/

敷 生

//

遊 楽 部

//

47.6.  6 ̃ 6 'S

4 7 . 5 . l 4~ 5 . 1 8

4 7 . 5.2 5̃ 5.2 7

//  //

47.4.  9 ~ 4 . 2 3

47 .4 .  9

無期 l1 極 o. 8 5 g  f能分布並びに放
流時期の差異によ

″ 体重 o. 8 5 g  る 明 効.宗-
給 西 極 l . 3 0 g 終来 の 解 と ビ タ
(ビタミ、:ン・添加9 ,ミン多量添力r商料
総 解 体 重 1 ・ 3 0 g しによる[°k1,職効果
給 因 体 重 0 ・ 3 3 g {新 解 2 と 高 令

前eの地表( '暖
結 餌 体 重 0- 5 4 g  良品種の育成)

S 8. ま す 増 殖 事 業

' 捕 獲 採 卵 成 續 経 要
° さ く ら ま す

本年度は2 5水系2 6捕獲採卵場(混獲商所を含む)で、  5 月 1 日 か ら 1 0 月 3 l 日 ま で 実

施 し 、 6 , 9 4 0 尾 ( う ち 雌 4 , 6 8 3 尾 ) の 親 角.を捕獲し、書養中のへい死魚等を除き3 , 7 5 3

尾の雄から 6 , 6 7 3千粒の種卵を採卵した。 (雌親魚使用率80 .1 % )供試卵を除いた6 , 4 1 6

千粒の収容卵の う ち 1 , 5 8 3 千尾に解し 、合計 4 , 8 0 9 千尾を生産して 4 7 年 1 月 1 日か ら

6月 1 3日までに 1 7水系に放流した。 このほか、さくらます資源拡大再生産のため、 4 6 年

度産の種卵から生産された稚角.28 o千尾を千鼠事業場で飼育中である。

° からふ と ます

本年度は47水系、  5 0補獲採卵場(混獲箇所を含む)で、  5 月 2 1 日 か ら l 1 月 2 0 日 ま

で実施し、 2 7 3. 7 3 3 尾 ( う ちillt1 3 8. 6 2 8尾 )の親魚を捕獲し、書養中のへい死魚等を
除 き 1 2 3 , 3 0 8 尾 の 雌 か ら 1 7 2. 3 3 2千粒の種卵を採卵した。 (1lat親角.使用率88. 9 % )
供試卵を除いた 1 7 2. 2 9 2千粒の收容卵の '1l ち 3 8. 9 8 1 : :l一尾に給i耳し. 合 計 1 3 9. 6 8 7
千尾を生産して 4 7 年 1 月 2 0 日か ら 6 月 2 0 日 までに 6 0 水系に放流し tこo

第 1 表  さ く ら ま す

事業計画と実積ならびに前年度との比較

区 分
昭 和 4  6 年 度 昭和 4  5年度

実 續

前年度との対

比增減 △計 画 数 実 積 達 成 率 1t

浦 i'要 数  尾

採 卵 数  千 拉

放 流 数  千 尾

1 8.6 0  0

2 1 , 7 6 9

1 7 , 4 5 1

6 , 9 4 0

6 , 6 7 3

4 , 8 0 9

37 .3

30.7

27 . 6

6 , 5 1 7

6 , 3 0 1

4 , 5 2 1

4 2 3

3 7 2

2 8 8

ヨi 2 表  か らふ と ます

区 分
昭 和  4 6 年 度 昭和 4 5 年度

実 積

4 3. 4 7 7

1 8. 1 9 7

1 5 , 8 7 3

前年度との対

比增減 △

2 3 0 , 2 5 6

l 5 4 , 1 3 5

1 2 3 , 8 1 4

計 画 数 実 積 達 成 率 %

捕 獲 数  尾

採 卵 数  千 杜

放 流 数  千 尾

6 0 3 0 0

l 3 4 , 8 9 2
2 9 , 9 8 5

l 2 7 3 , 7 3 3 l 4 5 4 . 0

l 7 2 , 3 3 2 l  4 9 3 . 9

11 3 9 , 6 8 7 . 4 6 5 . 9

-6 2- ー63-



さ く ら ま す

標裳以西海区

0.2% l 4 千粒

一6 4-

練裳以西海区

0.9% 4 4千尾

か ら ふ と ま す

f 6.3% l 0 , 9 0 6 千粒
標裳以東海区 l.9% 3.2 8 o 千粒

-6 5

標裳以東海区 1.8.% 2.4 6 5 千尾



第 3 表  昭和 4  6年度海区さくらます ,1ii業成積集計表t海 区 項  目 捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数

gl

性 比

9. 親 魚

使 用 数

字 親 魚

使 用 率字 a, 計

尾

1 , 9 8 3

6 6 9

2 , 0 1 3

1 8

尾

1 , 1 1 5

1 9 8

9 3 9

5

尾

3 , 0 9 8

8 6 7

2.9 5 2

2 3

%

64 .0

77 .2

68.2

尾

1.4 7 0

5 5 4

l , 7 2 2

%

74 . 1

8 2 . 8

85 .5

オホーツ ク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

機室以東海  区

襟裳以西海  区 i「8.3 7 3 8 . 9

: 年: l :=
l
= 6 , 9 4 0

6 , 5 l 7

67 . 5

67 .3

3 , 7 5 3

3.4 6 5
80.1

79 . 0

第 4 表  昭和 4  6年度支場別さくらます事業成續集計表

t支 ; 目

捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 :章

性 比

1i 親 魚

使 用 数

1i 親 魚

使 開 率字 3 計

尾

1 , 7 4 2

2 , 0 1 3

4 0 5

1 0 l

4 2 2

尾

1 , 0 7 3

9 3 9

9 5

7 0

8 0

尾

2 , 8 1 5

2 , 9 5 2

5 0 0

l 7 l

5 0 2

%

61.9

68 .2

81.0

59.1

84.1

尾

1 , 3 5 9

1.7 2 2

2 4 1

3 l

4 0 0

%

78 .0

85 .5

59.5

30.7

94 . 8

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

4 , 6 8 3

4.3 8 7 l :::: 6 , 9 4 0  1 6 7 . 5

6 , 5 1 7  1 67.3
3.7 5 3

3.4 6 5
8 0 . 1

79 .0

-6 6-

績_
平 均

採 卵 数

拉

1 , 6 6 0

2 , 2 2 0

1 , 7 3 0

2 , 2 9 0

1.7 8 0 ‘
1 , 8 2 0

.i , 化 放 流 成 續

採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

千尾

l.5 4 3
1 , 6 3 2

1 , 5 9 0

4 4

千粒

2.4 4 7
1 , 2 3 1

2 , 9 7 9

1 6

千粒

1 , 7 2 6

2 , 8 9 5

1.7 8 1

1 4

千尾

1 , 6 0 3

2 , 5 6 3

1.6 6 3

1 2

%

92 .9

8 8 . 6

93 .4

8 5 . 7

1. 1-4 . 3 0
3 . 1 7-5 . 3 1
2 . 2 2 ̃ 3; 3 1

4 . 1 4-4 . 1 4

5 . 1̃1 0 . 1 5

5 . 1̃1 0 . 3 1

5 . 2̃1 0 . 1 0

7 . 1̃1 0 . 2 0

l 6 , 6 7 3
6.3 0 1

l

5 . 1-1 0 . 3 1
l 5 . 4-1 0 . 3 l :::; 5 , 8 4 15 , 4 3 7 :: 4 , 8 0 94 , 5 2 1 1. 1-5. ・3 11. l̃6 . 1 3

績 ふ 化 放 流 成 積

平 均

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 6 8 0

1 , 7 3 0

1.8 2 0

2 , 3 2 0

2 , 2 6 0

千粒

2 , 2 8 1

2 , 9 7 9

4 3 9

7 2

9 0 2

千粒

1 , 6 0 8

1.7 8 1

3 9 l

4 0 8

2 , 2 2 8

千尾

1 , 5 1 1

1.6 6 2

l :::
l 1 , 9 8 2

%

9 4 . 0

9 3 . 4

9 0 . 8

80 . 9

89.0

千尾

1 , 4 5 3

1 , 5 9 0

3 2 8

1 7

1.4 2 1

5. 1-1 0・ 1 1
5.21̃ 1 0・ 1 0

5 . l̃ l 0 . 3 l

7. 1~1 0 . 2 0

8.21̃1 0 . 1 3

1. 1̃5. 9

2 . 2 2̃5. 9

3 . 1 5̃5 . 31

3. 17̃3 . 1 7

4. 14̃5 . 3 1

1 , 7 8 0

1 , 8 2 0

6 , 6 7 3

6 , 3 0 1 に::::1 6 , 4 1 6 1 5.8 4 1
1 6 , 1 9 1 1 5.4 3 7

91 . 1

87 . 8

4 , 8 0 9  ; 1. 1̃5 . 31
l

4 , 5 2 1  l 1 .  1̃6 . 1 3
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第 5 表  昭和 4  6年度海区別から,i・と ま す?業成續集計表

t海 項 区 目 捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 9

l 性 比
9 親 魚

使 用 数

1i 親 魚

使 用 率

gl

3 計

尾

1 2 2.3 4 1
1 , 7 0 2

9 , 7 6 6

3 , 8 7 6

9 4 3

尾

1 1 0 , 5 9 0

1 , 8 2 9

1 1 , 9 5 5

8 , 9 0 5

1 , 8 2 6

尾

2 3 2 , 9 3 1

3.5 3 1
2 1 , 7 2 1

1 2 , 7 8 l

2.7 6 9

%

52.5

48.2

45.0

30 .3

3 4 . 1

尾

1 0 9.2 8 1

1 , 1 8 1

8 , 8 0 5

3.4 3 3

6 0 8

%

89.3

6 9 . 4

9 0 . 2

8 8 . 6

6 4 . 5

オホーツ ク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

標 集 以 東 海 区

襟 裳 以 西 海 区

合 計

前 年 度

1 3 8 , 6 2 8

1 8 , 6 7 3

1 3 5 , 1 0 5

2 4 , 8 0 4

2 7 3.7 3 3

4 3 , 4 7 7

50 .6

4 2 . 9

1 2 3 , 3 0 8

1 3 , 1 9 9

8 8 . 9

7 0 . 7

第 6 表  昭 和 4  6年度支場別からふとます事業成積集計表

、支 i 目

浦 獲 採 卵 成

捕 撞 数 9

性 比

9 親 魚

使 用 数

lil 親 魚

使 用 率字 3 計

尾

1 0 1 , 7 0 9

9 , 7 6 6

3 , 8 7 6

2 2 , 3 3 4

5 1 6

4 2 7

尾

9 1 , 1 2 6

1 1 , 9 5 5

8 , 9 0 5

2 1 , 2 9 3

1 , 2 1 4

6 1 2

尾

1 9 2 , 8 3 5

2 1 , 7 2 1

l 2 , 7 8 l

4 3 , 6 2 7

1 , 7 3 0

1 , 0 3 9

%

5 2 . 7

4 5 . 1

3 0 . 3

51.2

2 9 . 8

41 .1

50 .6

4 2 . 9

尾

9 3 , 6 9 7

8 , 8 0 5

3 , 4 3 3

l 6.7 6 5

2 1 5

3 9 3

%

9 2 . 1

9 0 . 2

8 8 . 6

75.1

4 1 . 7

92.0

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

合 計

前 年 度

1 3 8 , 6 2 8 l 1 3 5 , 1 0 5
l

1 8 , 6 7 3 l 2 4 , 8 0 4
2 7 3 , 7 3 3

4 3 , 4 7 7

1 2 3 , 3 0 8

1 3 , 1 9 9

8 8 . 9

70 . 7

-6 8-

績 ふ 化 放 流 成 績

平 均

採 卵 数

採 卵 数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放流期間

粒

1 , 4 2 0

1 , 2 7 0

1 , 3 1 0

9 6 0

1 , 2 5 0

千粒

1 5 5.2 2 3
1 , 4 9 6

1 1.5 7 6

3 , 2 8 0

7 5 7

千粒

7 2 , 9 7 7

5 0 , 9 9 5

3 4 , 1 3 4

3.2 8 0
1 0 , 9 0 6

千尾

6 2 , 9 4 5

4 1 , 7 1 6

2 8.5 5 8

2 , 5 7 7

9.0 5 0

%

86.3

81 . 8

8 3 . 7

78 .6

83 . 0

千尾

6 2 , 0 9 9

3 2 , 1 0 0

2 8 , 0 1 5

2 , 4 6 5

1 5 , 0 0 8

6 . 1 0̃ 11 .20

7 . 1 1̃ 11. 9

5 . 2 1̃ 1 0 . 3 1

7. 1̃ 10 . 21

3. 1̃5 . 12

4. 6̃6 . 2 0

1 . 2 0̃ 4 . 3 0

4 . 1 5̃ 5. 5

3 . 2 0̃ 4 . 2 6

1 , 4 0 0

1 , 3 8 0 '二;1;二::: 1 7 2 , 2 9 21 8 , 1 8 6 '::,::: :: 1 3 9.6 8 71 5.8 7 3

1 . 20̃6 . 2 0

2 . 1 0̃6 . 2 5

績 ふ 化 放 流 成 績

平 均

採 卵 数
採 卵 数 実施期間 収 容 卵 数 ふ 出 尾 数 ふ 出 率 放流尾数 放 流 期 間

尾

1 , 4 4 0

1 , 3 1 0

9 6 0

1 , 3 2 0

1 , 3 9 0

1 , 1 7 0

千粒

1 3 4 , 6 4 6

1 1.5 7 6
3 , 2 8 0

2 2 , 0 7 3

2 9 8

4 5 9

千粒

6 6 , 0 1 9

3 4 , 1 3 4

3 , 2 8 0

3 7 , 9 5 6

2 4 , 8 6 5

6 , 0 3 8

千尾

5 6 , 7 5 1

2 8 , 5 5 8

2 , 5 7 7

3 2 , 4 0 4

1 9.6 2 7

4 , 9 2 9

%

86 . 0

8 3 . 7

78 . 6

8 5 . 4

7 8 . 9

8 1 . 6

千尾

5 4.5 2 9
2 8 , 0 1 5

2 , 4 6 5

3 0.9 7 0
1 8 , 9 1 3

4.7 9 5

6 .1 0̃ 1 1 . 2 0

5.21̃1 0 . 3 1

7. 1~10 . 2 1

7. 1̃1 1 . 1 4

7. 1̃1 1 . 2 0

7. l̃1 1 . 1 0

3.  1-5. 5
1. 20̃5 . 3 1

4. 15~5. 5

3.  15̃6 . 2 0

4. 1̃4 . 2 0

3.  20̃ 5 . 3 1

::: l '::::; l 5.21̃1 1 . 2 0l
15 .21̃ l 0 . 3 1

1 1 7 2 , 2 9 2
1 8 , 1 8 6

1 4 4 , 8 4 6

1 6 , 2 0 2

8 4 . 1

89 .1

1 3 9 , 6 8 7

1 5.8 7 3

1. 20̃ 6 . 2 0

2. 10̃6 . 2 5

-6 9-



第 7 表  昭和 4  6年度海区 ・水系別さくらます親魚捕獲 ・採卵成續表

海区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

章 容 計 9

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

興 部

徳 志 別

北 見 幌 別

尾

7 8

1 , 3 5 6

2 7 2

3 6

2 4

2 1 7

尾
5 3

8 5 8

1 6 0

2

6

3 6

尾
1 3 1

2 , 2 1 4

4 3 2

3 8

3 0

2 5 3

尾
7 8

1 , 0 3 1

2 5 0

0

1 4

9 7

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

興 部

德 志 別

北見幌別

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

4「

徳 志 別

歌 登

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区
海 区 計

本 年 度

前 年 度

1.9 8 3

1 , 5 5 8

1.1 1 5
6 3 6

3 , 0 9 8

2 , 1 9 4

1 , 4 7 0

9 6 9

天 塩

違 別

信 砂

石 狩

//

小 計

余 市

尻 別

朱 太

中 川

違 別

信 砂

西 越

音 江

余 市

名 :1可

朱 太

中 川

//

天 塩

千 歳

音 江

千 歳

尻 別

/ /

1 0 3

1 4

4 7

7 9

2

8 1

1 6

3 9 4

1 4

3 0

0

2 3

6 6

1

6 7

3

7 2

3

1 3 3

1 4

7 0

1 4 5

3

1 4 8

1 9

4 6 6

1 7

9 2

0

3 8

2 1

0

2 1

9

3 8 2

1 2

日

本

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 111.l:

6 6 9

6 1 0

8 ll 9  l 8 6 7
i

2 0 2  l 8 1 2

5 5 4

4 6 4

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 連

矢 臼 別

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 速

矢 日 別

伊 茶 仁

4'

根 室

計 根 別

/

//

虹 別

名民 中

/ /

8 6

9 6

1 , 2 1 9

2 7

4 5

4 7

2 2

3 0 3

6 7

3 1 l 1 1 7

3 4 1 1 3 0

6 0 8 l 1 , 8 2 7
l

1 9 l  4 6
t

1 6 1 6 1

1 7 1 6 4

1 3 l 3 5
l

5 8 l 3 6 1
l

8 4 1 1 5 1
l

6 7

7 9

9 8 6

2 7

4 4

4 7

8

3 0 3

6 0

根

室

海

区

一7 0-

la 親 魚 数
採 卵 数

増減卵数

△
仮収容卵数

字親魚

使用率

'、f ;illl:i .ii1l llR? 実 施 期 間
6

「一l-.7・算・・
尾

4 9

5 0 8

5 3

0

3

2 7

尾
l 2 7

1 , 5 3 9

3 0 3

0

1 7

1 2 4

千粒
l 6 6

l , 7 4 0

37 5

0

2 6

1 4 0

千粒 千粒
l 6 6

1 , 7 4 0

3 7 5

2 6

1 4 0

%
l 0  0.0

76 .0

91 .9

5 8 . 3

4 4 . 7

粒

2 , l 3 0

1 , 6 9 0

1 , 5 0 0

1.8 6 0

1 , 4 4 0

月 日 ̃ 月 日
6. 1 - 9 . 3 0
5. l ̃ 9. 2 0

5. 9 ̃ 10 .  1 1

5. 1 ̃ 10 .  1 0

6. 1 5̃ 10.  1 2

5. 2 8 - 10.  l 5
6 4 0

2 3 8

2 , 1 1 0

1 , 2 0 7

2 , 4 4 7

1 , 5 8 0

2 , 4 4 7

1 , 5 8 0

74 .1

6 2 . 2

1.6 6 0
1.6 3 0

5. 1~ 10 .  1 5

5. 4 ̃ 10 .  1 0

1 3

0

2 3

1 2

0

1 2

3

7 1

3

1 0 5

0

6 1

3 3

0

3 3

1 2

4 5 3

1 5

1 8 3

0

9 0

5 1

0

5 1

1 9

8 5 5

3 3

1 8 3

9 0

5 l

5 1

1 9

8 5 5

3 3

89 .3

8 0 . 9

2 6 . 6

2 5 . 9

56.3

9 7 . 0

8 5 . 7

1 , 9 9 0

2.3 7 0

2 , 4 3 0

7. 1 1̃ 9. 3 0

6. 1 l~ 7. 3 0

5. 1̃ 10 .  3 1

8. 2 4̃ l 0 .  1 0

8. 1 l̃ 10 .  2 0

8. 1 1- 1 0 .  2 0
9. 1 6・̃ 10.  2 0

8. 2 1̃ 1 0 .  1 0

9. 2 1~ 1 0 .  1 0

2 , 4 3 0

2.1 1 0

2 , 2 4 0

2 , 7 5 0

1 2 5

1 1 4

6 7 9

5 7 8

1 , 2 3 1

1 , 0 0 3

1.2 3 1
1.0 0 3

8 2 . 8

7 6 . 1

2.2 2 0

2 , 1 6 0

5. 1̃ 1 0 . 3 1

6. 3- 1 0 .  1 0
2 3

2 8

4 1 6

1 9

1 4

1 7

5

5 5

7 4

9 0

1 0 7

1 , 4 0 2

4 6

5 8

6 4

1 3

3 5 8

1 3 4

l l 1

1 3 4

1 , 6 2 0

7 0

9 1

l l 3

1 7

5 1 4

1 6 0

l l 1

1 3 4

1 , 6 2 0

7 0

9 1

1 l 3

1 7

5 1 4

1 6 0

77.9

82 . 3

8 0 . 9

1 0  0.0

97 . 8

l 0  0.0

3 6 . 4

1 0  0.0

89 . 6

1 , 6 6 0

1 , 7 0 0

1 , 6 4 0

2 , 5 9 0

2 , 0 7 0

2,40 0

2 , 1 3 0

1 , 7 0 0

2 , 6 7 0

6. 1 1̃ 9. 3 0

6. 1̃ 9. 3 0

6. 1̃ 1 0 .  1 0

5. 2 1~ 9 . 3 0

5. 2 1 - 9 . 3 0
5. 2 l - 9. 3 0
6. 1̃ 9. 1 7

6. 2 1̃ 1 0 .  4

6. 2 1̃ 10.  5
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海区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 所

捕 獲 数 使

♀ 3 計

尾
1 6 0

9

根

室

海

区

別 当 賀

尾
1 0 1

2.0 1 3

2.1 6 3

尾

5 9

尾

1 0 1別 当 賀

本 年 度

前 年 度

厚 床

9 3 9

1 , 2 9 0

2 , 9 5 2

3 , 4 5 3

1.7 2 2
1 , 9 8 5

海 区 計

篠
裳
以
西
海
区

仁 展 別

iS' 泊

仁 雁 別

汐 泊

静 内

八 要

4

1 4

0

5

4

1 9

l

6

本 年 度

前 年 度

1 8

5 6

5

2

2 3

5 8

7

4 7
海 区 計

合 計
本 年 度

前 年 度

4 , 6 8 3

4.3 8 7
2 , 2 5 7

2 , 1 3 0

6 , 9 4 0

6 , 5 1 7

3 , 7 5 3

3.4 6 5

一7 2-

用 親 魚 数
採 卵 数

增減卵数

△
仮収容卵数

♀親魚

使用率
平均採卵数 実 施 期 問-i 計

一 尾
5 8

尾

1 5 9

千粒

l 4 9

千粒 千粒
1 4 9

%
100 . 0

粒
1 , 4 8 0

月 日 ~ 月 日
7. 1~l 0 . 1 0

7 0 9

8 3 4

2 , 4 3 1

2 , 8 l 9

2 , 9 7 9

3.6 0 4

2 , 9 7 9

3 , 6 0 4

85 . 5

91.8

1.7 3 0

1.8 2 0
1 , 0 0 0

2.3 3 0

5. 2 1̃10 .  1 0

5. 2 l̃10 .  3 1

1

2

2

8

2

l 4

2

1 4

2 5.0

42.9

7. 1̃10 .  2 0

9. 2 0̃ l 0 .  1 3

3

2

1 0

4 9

1 6

1 1 4

1 6

l 1 4

38 .9

83.9

2 , 2 9 0

2 , 4 3 0

7. 1̃1 0 .  2 0

9. 1̃10.  3 1

1 , 4 7 7

1 , 1 8 8

5 , 2 3 0

4 , 6 5 3 =: 6.6 7 3
6 , 3 0 1

80.1

79.0

1 , 7 8 0

1.8 2 0

5. 1̃1 0 .  3 1

5. 4̃10 .  3 1

一7 3



第 8 表  昭和4  6年度支場 ・事業場別さくらます親魚捕獲 ・採卵成横表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

gl

31 計 :e 3 計

北

見

支

場

尾

7 8

1 , 3 5 6

3 0 8

尾

5 3

8 5 8

1 6 2

尾

1 3 l

2 , 2 1 4

4 7 0

尾

7 8

1 , 0 3 1

2 5 0

尾

4 9

5 0 8

5 3

6 1 0

1 8 7

尾

1 2 7

1 , 5 3 9

3 0 3

1 , 9 6 9

7 0 5

岩 尾 別

斜 里

清 滑

計
本 年 度

前 年 度

1 , 7 4 2

6 2 3

l.0 7 3
3 7 9

2 , 8 1 5

1.0 0 2
1 , 3 5 9

5 1 8

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

1 8 2

1 , 2 1 9

1 1 9

2 2

3 7 0

1 0 1

6 5

6 0 8

5 2

1 3

1 4 2

5 9

2 4 7

1 , 8 2 7

1 7 1

3 5

5 1 2

1 6 0

1 4 6

9 8 6

l 1 8

8

3 6 3

1 0 1

5 1

4 1 6

5 0

5

1 2 9

5 8

1 9 7

1.4 0 2
1 6 8

1 3

4 9 2

1 5 9

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

2 , 0 1 3

2 , 1 6 3

9 3 9

1 , 2 9 0

2 , 9 5 2

3 , 4 5 3

1 , 7 2 2

1 , 9 8 5

7 0 9

8 3 4

2 , 4 3 1

2 , 8 l 9

天

塩

支

場

德 志 別

歌 登

中 川

天 塩

本 年 度

前 年 度

2 4

2 1 7

1 1 7

4 7

6

3 6

3 0

2 3

3 0

2 5 3

1 4 7

7 0

1 4

9 7

9 2

3 8

3

2 7

1 3

2 3

6 6

9 8

1 7

1 2 4

1 0 5

6 1

計
4 0 5

1 , 0 7 1

9 5

3 5 4

5 0  0

1 , 4 2 5

2 4 1

5 1 1

3 0 7

6 0 9

千
歳
支
場

計

千 歳

音 江

静 内

9 5

2

4

1 0 1

3 5

6 9

1

0

1 6 4

3

4

1 7 1

6 7

3 0

0

1

3 1

2 7

1 5

0

l

4 5

0

2

本 年 度

前 年 度

7 0

3 2

1 6

S

4 7

3 3

渡 島

支 場

尻 別

八 雲

4 0 8

1 4

7 5

5

4 8 3

1 9

5 0 2

5 7 0

3 9 4

6

7 4

2

7 6

6 3

4 6 8

8

計
本 年 度

前 年 度

4 2 2

4 9 5

8 0

7 5

4 0  0

4 2 4

4 7 6

4 8 7

合 計  本 年 度

前 年 度

4 , 6 8 3

4.3 8 7
2 , 2 5 7

2 , l 3 0

6 , 9 4 0

6 , 5 1 7

3 , 7 5 3

3 , 4 6 5

1.4 7 7
1 , 1 8 8

5.2 3 0
4.6 5 3

一7 4-

採 卵 数
増減卵数

△
仮収容卵数 字親魚使用率 平均採卵数 実 施 期 間

千粒

1 6 6

1 , 7 4 0

3 7 5

千粒 千粒

1 6 6

1.7 4 0
3 7 5

%

100 . 0

76 .0

81.2

粒

2 , 1 3 0

1.6 9 0
l , 5 0 0

月 日 ̃ 月 日
6. 1̃ 9 . 3 0

5. 1̃ 9 . 2 0

5. 1̃1 0 . 1 1

2 , 2 8 l

8 6 4

2 , 2 8 l

8 6 4

78.0

83.1

1 , 6 8 0

1 , 6 7 0

5. l̃1 0 .  1 1
5. 4̃10 .  8

2 4 5

1 , 6 2 0

2 7 4

1 7

6 7 4

1 4 9

2 4 5

1.6 2 0
2 7 4

1 7

6 7 4

1 4 9

80.2

80.9

99.2

36 . 4

98.1

1 0  0.0

1.6 8 0
1 , 6 4 0

2 , 3 2 0

2 , 1 3 0

1.8 6 0
1 , 4 8 0

6. 1̃ 9. 3 0

6. 1̃10 .  1 0

5 . 2 l̃ 9. 3 0

6. 1̃ 9 . 1 7

6. 2 1̃1 0 .  5

7. 1̃10 .  1 0

2 , 9 7 9

3 , 6 0 4

2 , 9 7 9

3 , 6 0 4

85.5

91.8

l , 7 3 0

1.8 2 0
5. 2 1̃1 0 .  1 0

5 . 2 1̃10 .  3 1

2 6

1 4 0

1 8 3

9 0

2 6

1 4 0

1 8 3

9 0

58.3

44 . 7

89.3

80 . 9

1.8 6 0
1.4 4 0
1 , 9 9 0

2 , 3 7 0

6. 1 5̃ 10 .  1 2

5 . 2 8̃1 0 .  1 5
6_ 1 1̃ 9 . 3 0
5. 1̃1 0 . 3 0

4 3 9

8 5 6

4 3 9

8 5 6

59 .5

47.7

1 , 8 2 0

1 , 6 7 0

5. 1̃10 .  3 1

5 . 2 3̃10 .  1 0

7 0

0

2

7 0

0

2

31 .6

25.0

2 , 3 3 0

2,0 0 0

8 . 2 4̃ l 0 . 2 0

8 . 1 1̃1 0 . 2 0
7. 1̃1 0 .  2 0

7. 1̃1 0 .  2 0

8 . 1 0̃10 .  2 0

7 2

6 8

7 2

6 8

30.7

77.1

2 , 3 2 0

2 , 5 2 0

8 8 8

1 4

8 8 8

1 4

96.6

42.9

2 , 2 5 0

2 , 3 3 0

8 . 2 1̃1 0 .  1 0

9 . 2 0̃1 0 .  1 3

9 0 2

9 0 9

9 0 2

9 0 9

94.8

85.7

2 , 2 6 0

2 , 1 4 0

8 . 2 1̃10 .  1 3

7 . 1 5̃ 10 .  3 1

6.6 7 3
6 ,301

6.6 7 3
6 , 3 0 1

8 0 . l

79.0

1 , 7 8 0

1 , 8 2 0

5. 1̃ l 0 .  3 1

5. 4̃1 0 .  3 1

-7 5-



第 9 表  昭和 4  6年度海区 ・水系別からふとます親魚捕獲 ・採卵成積表

海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

痛 獲 数 使

章 3 計 11l

ル i/ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藤 琴

網 走

/

小 計

常 呂

佐 呂 間 別

湧 別

渚 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北 見 幌 別

頓 別

猿 払

知 来 別

ル 1ン ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

薬 琴

網 走

西 網 走

常 呂

佐 呂 間 別

湧 別

清 滑

興 部

幌 内

雄 武

徳 志 別

北 見 幌 別

頓 別

猿 払

知 来 別

尾

3.7 6 5

1 7 , 6 0 7

6 , 2 3 7

1 6 , 3 4 3

1 , 5 3 2

2 , 8 1 9

1 0 5

2 , 9 2 4

9 , 9 9 5

2 0 7

1 6.7 5 2

1 1 , 9 3 6

2 , 8 5 1

9 , 7 8 5

1 , 7 7 1

6 , 3 4 3

2 , 8 8 2

8 , 5 9 8

1 , 1 7 9

1.6 3 0

尾

2 , 7 0 9

1 3 , l 1 3

3 , 7 2 2

1 0 , 4 9 2

9 5 4

2 , 6 9 7

7 8

2 , 7 7 5

1 0.2 1 0

2 0 3

1 8 , 8 4 1

1 3 , 2 0 5

2 , 2 7 4

1 0 , 6 5 5

1.9 7 3

5 , 7 1 3

3.7 6 5

7 , 8 6 0

1 , 1 5 3

9 7 3

尾

6 , 4 7 8

3 0 , 7 2 0

9.9 5 9

2 6 , 8 3 5

2 , 4 8 6

5 , 5 1 6

1 8 3

5.6 9 9
2 0 , 2 0 5

4 1 0

3 5.5 9 3

2 5 , 1 4 1

5 , 1 2 5

2 0 , 4 4 0

3 , 7 4 4

1 2 , 0 5 6

6 , 6 4 7

1 6 , 4 5 8

2 , 3 3 2

2.6 0 3

尾

3 , 7 3 9

1 7 , 5 8 3

5 , 7 5 9

1 5 , 3 4 4

1 , 2 9 1

2 , 7 3 4

9 8

2 , 8 3 2

6 , 3 4 9

1 7 0

1 6.3 4 3

1 1 , 3 1 9

2 , 3 6 8

9 , 0 2 1

1 , 5 7 9

5 , 4 6 2

2 , 3 8 4

6 , 1 9 9

5 5 1

9 8 8

岩A 別
/ /

斜 里

/ /

操 琴

網 走

//

オ

ホ

l 北 見

//

湧 別

渚 滑

/ /

幌 内

//

徳 志 別

歌 登

頓 別

//

/

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 2 2 , 3 4 1

1 0 , 6 6 1

1 1 0 , 5 9 0

1 2.4 1 1

2 3 2.9 3 1
2 3.0 7 2

1 0 9 , 2 8 1

9 , 3 9 5

日

本

海1?

': 差
l:、 :x1

增 幌

天 塩

中 川

違 別

中 川

天 塩

中 川

中 川

7 3 0

1 0 2

6 1 4

7 1 6

2 2 3

5 3 7

2 2 4

7 0 0

9 2 4

2 4 0

1 , 2 6 7

3 2 6

1.3 1 4
1.6 4 0
4 6 3

6 4 6

8 7

2 7 4

3 6 1

1 4 3

-7 6 -

用 親 魚 数
採 卵  数

増減卵数

△

仮 収 容

卵 数

l1l 親魚

使開率

平 均

採 卵 数

重 施 期 間

- 3 計

尾

8 2 7

3 , 2 8 9

1 , 0 9 7

2 , 5 7 5

4 1 0

7 5 7

2 5

7 8 2

1 , 0 3 0

8 0

2 , 5 8 0

4 , 2 7 3

3 5 7

3 , 0 8 3

5 2 0

8 7 5

4 6 2

2. 2 8 4

2 4 4

3 7 2

尾

4 , 5 6 6

2 0 , 8 7 2

6 , 8 5 6

1 7 , 9 1 9

1 , 7 0 1

3.4 9 1

1 2 3

3 , 6 1 4

7 , 3 7 9

2 5 0

1 8.9 2 3

1 5.5 9 2

2 , 7 2 5

1 2 , 1 0 4

2 , 0 9 9

6 , 3 3 7

2 , 8 4 6

8 , 4 8 3

7 9 5

1 , 3 6 0

千粒

4 , 8 9 0

2 7 , 0 3 6

8 , 0 2 6

2 1 , 1 6 6

1 , 3 5 9

3 , 7 6 4

1 0 0

3.8 6 4

9.1 9 2

2 1 3

2 2 , 8 9 5

1 6.7 8 7

3 , 7 6 4

1 3.1 8 3

2 , 2 7 1

7.7 2 3

3 , 4 l 2

7 , 7 7 2

5 2 3

1 , 1 4 7

千粒 千粒

4 , 8 9 0

2 7 0 3 6

8 , 0 2 6

2 1 , 1 6 6

1 , 3 5 9

3.7 6 4

1 0 0

3.8 6 4

9 , 1 9 2

2 1 3

2 2.8 9 5

l 6.7 8 7

3 , 7 6 4

1 9 , l 8 3

2 , 2 7 1

7.7 2 3
3 , 4 1 2

7 , 7 7 2

. 5 2 3

1 , 1 4 7

%

9 9 . 2

9 9 . 9

9 2 . 3

9 3 . 9

84.2

9 7 . 0

9 3 . 3

9 6 . 9

6 3 . 5

82 . 1

9 7 . 6

9 4 . 8

83 . 1

9 2 . 2

89.2

86.1

8 2 . 7

7 2 . l

4 6 . 7

60.6

粒

1 , 3 1 0

1.5 4 0
1 , 3 9 0

1 , 4 0 0

l , 0 5 0

1 , 3 8 0

1 , 0 2 0

1 , 3 6 0

1.4 5 0

1 , 2 5 0

1 , 4 0 0

1 , 4 8 0

1.5 9 0

2 , 1 3 0

1 , 4 4 0

1 , 4 1 0

1 , 4 3 0

1 , 2 5 0

9 5 0

1 , 1 6 0

月 日 ̃ 月 日
7. 1~10.  3 1

8. 1-11 .  1 0
7. 2 l̃11 . 5

7. 1̃ l 1 .  1 5

9. 1~1 1 .  2

8. 1~1 1 .  1 5

・ l 0 . ' 1 6

8. 1̃1 1 .  l 5

8. 1̃11 .  1 0

9. 1~1 0 .  3 1

8. 1̃1 1 .  2 0

7. 1 7̃ l 1 . 1 0

8. 1̃1 l .  1 0

8. 1̃1 1 .  1 1

6. 1 0̃1 0 .  2 0

7 .  1̃1 1 .  8

7. 1 1̃1 1 .  1 4

7. 2 1̃1 0 .  3 1

7. 1~l 0 .  2 2

7. l̃ l 0 .  2 2

2 5 , 1 4 0

2 , 3 1 1

1 3 4.4 2 1

1 1 , 7 0 6

l l 5 5 , 2 2 3
l 1 4 , 1 3 9

1 5 5, 2 2 3

1 4.1 3 9

89.3

8 8 . l

1 4 2 0

1 , 5 0 0

6. 1 0̃1 1 . 2 0

7. 1̃1 0 .  3 1

3 8 8

2 8

l f
1.0 3 4 l 8 3 7

l l l 5 l 1 4 5

3 3 6  3 0 0

4 5 1 1 4 4 5

1 7 1 1 1 8 2

8 3 7

1 4 5

3 0 0

4 4 5

1 8 2

8 8 . 5

8 5 . 3

44 . 6

5 0 . 4

6 4 . 1

1・3 0 0

1 , 6 7 0

1 , 0 9 0

1.2 3 0

1 , 2 7 0

7 . 2 6̃10 .  1 0

l 0 .  1̃1 1 .  g

7. 1 1̃1 0 .  4

7. 1 1̃1 1 .  9

7. 1 2̃ 9. 1 0
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海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 種 数 使

,e 3 計 9

日

本

海
区

小 平 薬

信 砂

尾

0

3 3

尾

3

1 2 5

尾

3

1 5 8

尾

3 1

小 平 集

信 砂

中 川

天 塩

本 年 度

前 年 度

1 , 7 0 2

1 3 9

1.8 2 9
1 0 9

3 , 5 3 1

2 4 8

1 , 1 8 1

9 4海 区 計

サ ル シ イ

羅 臼

春刈古丹

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 連

別 当 賀

サ シ ル イ

羅 臼

春刈古丹

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 別

風 連

別 当 質

羅 臼

//

//

伊 茶 仁

f l

根 室

計 根 別

l//

/ /

虹 別

浜 中

/ /

厚 床

5 7 4

7 2

1 9

5 7 2

3 2 7

2 , 1 5 8

4 5

2 6 8

5 0 6

3 , 7 1 3

1 2 2

3 0 9

1 , 0 8 1

4 4 4

5 4

1 4

1 , 2 9 3

5 3 8

2 , 8 3 7

4 7

1 0 1

2 8 4

4 , 3 9 9

9 8

4 6 1

1 , 3 8 5

1 , 0 1 8

1 2 6

3 3

1 , 8 6 5

8 6 5

4 , 9 9 5

9 2

3 6 9

7 9 0

8 , 1 1 2

2 2 0

7 7 0

2 , 4 6 6

3 9 0

4 7

1 1

4 2 4

2 6 1

/ 1.8 7 1
4 5

2 6 0

5 0 6

3.5 0 3
l 1 6

3 0 9

1.0 6 2

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

9 , 7 6 6

6 , 4 9 2

1 1 , 9 5 5

1 0 , 4 9 8

2 1.7 2 1
1 6 , 9 9 0

. 8.8 0 5
3 , 2 5 5

標

裳

以

東

海

区

釧 路

十 勝

//

小 計

釧 f,t

幕 別

千 代 田

釧 購

幕 別

札 内

7 5 3

3 2 9

2 , 7 9 4

3 , 1 2 3

1 , 5 9 2

4 9 6

6 , 8 1 7

7.3 1 3

2.3 4 5

8 2 5

9.6 1 1

1 0 , 4 3 6

6 3 6

3 1 4

2 , 4 8 3

2 , 7 9 7

本 年 度

前 年 使

3.8 7 6

3 7

1 0 1

1 2 5

1 8 4

3

1 0 1

8 , 9 0 5

2 2

1 2 , 7 8 1

5 9

3 , 4 3 3

1 1
海 区 計

襟

裳

以
西

海

区

仁 用巨 別

幌 満

日 高 幌 別

三 石

静 内

仁 雁 別

幌 満

日 高 幌 別

三 石

静 内

静 内

/ /

/ /

/ /

/

1 9 8

1 7 1

3 1 0

1

5 3 3

2 9 9

2 9 6

4 9 4

4

6 3 4

6 7

7 9

2 8

3

3 6

一7 8-

用 親 魚 数
採 卵 数

増減卵数

△

仮 収

容 卵 数

9親魚

使用率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

0 計

一 尾

7

尾

3 8

千粒

3 2

千粒 千粒

3 2

%

9 3 . 9

拉

1 , 0 3 0

月 日 ~ 月 日

7. 1 3̃ 9. 2 0

5 1 3

5 4

1.6 9 4
1 4 8

5 6 5

7 7

1 8

5 9 5

3 6 5

2 , 6 4 0

9 2

3 5 6

7 9 0

4 , 8 4 1

2 0 8

4 7 5

2 , 1 0 5

1 , 4 9 6

9 8

1 , 4 9 6

9 8

6 9 . 4

6 7 . 6

1 , 2 7 0

1 , 0 4 0

7. 1 1̃11 .  9

7. 3̃ 9. 3 0

1 7 5

3 0

7

1 7 1

1 0 4

7 6 9

4 7

9 6

2 8 4

1 , 3 3 8

9 2

1 6 6

1.0 4 3

4 6 2

5 8

1 4

5 8 4

3 5 4

2 , 6 0 0

6 1

3 3 0

5 7 3

4 , 6 1 3

1 2 2

3 1 5

1 , 4 9 0

4 6 2

5 8

1 4

5 8 4

3 5 4

2 ,60  0

6 1

3 3 0

5 7 3

4 , 6 1 3

1 2 2

3 1 5

1 , 4 9 0

6 7 . 9

6 5 . 3

57 .9

7 4 . 1

7 9 . 8

8 6 . 7

1 0  0.0

97 . 0

1 0 0 . 0

9 4 . 3

9 5 . 1

1 0  0.0

9 8 . 2

1 , 1 8 0

1 , 2 3 0

1 , 2 7 0

1 , 3 8 0

1 , 3 6 0

1 , 3 9 0

1. 3 6 0

1 , 2 7 0

1 , 1 3 0

1 , 3 2 0

1 , 0 5 0

1 , 0 2 0

1 , 4 0 0

7. 1 0̃1 0 .  2 5

8. 2 6̃10 .  2 5

7. 1 6̃ 9. 2 6
7. 1̃1 0 .  2 0

7. 1 1̃1 0 .  2 0
6. 1̃1 0 .  3 1

5. 2 l̃10 .  3 1
5. 2 1̃1 0 .  9

5. 2 1̃1 0 .  2 0
6. 1̃1 0 .  1 0

7. 2 1~1 0 .  5

7. 1̃10. 7

7. 1̃1 0 .  2 0

4.3 2 2

1 , 3 3 0

1 3 , 1 2 7

4 , 5 8 5

1 1.5 7 6
3 , 5 2 S

1 1.5 7 6
3 , 5 2 8

90 .2

50 . 1

1 , 3 1 0

1 , 0 8 0

5. 2 1̃1 0 .  3 1

5. 2 1̃10.  3 1

2 6 8

7 5

2 . 3 4 2

2 , 4 1 7

9 0 4

3 8 9

4 , 8 2 5

5 , 2 1 4

7 1 4

3 3 0

2 , 2 3 6

2 , 5 6 6

7 1 4

3 3 0

2 , 2 3 6

2 , 5 6 6

8 4 . 5

8 7 . 5

88 .9

8 9 . 6

l , 1 2 0

1. 0 5 0

9 0 0

9 2 0

7. 1̃1 0 .  1 0

9. 1̃1 0 .  4

9. 1̃10 .  2 1

9. 1̃10. 2 1

2 , 6 8 5

5

6 , 1 1 8

1 6

3 , 2 8 0

8

9 0

1 1 0

4 5

3

4 7

3.2 8 0

8

8 8 . 6

2 9 . 7

9 6 0

7 3 0

7. 1~1 0 .  2 1

8. 2 1̃ 9. 3 0

1 5 5

1 0 8

1 0

1

l 2

2 2 2

1 8 7

3 8

4

4 8

9 0

1 1 0

4 5

3

4 7

6 6 . 3

6 3 . 2

l 5 . 2

1 0  0.0

3 5 . 6

1 , 3 4 0

1 , 3 9 0

1 , 6 1 0

l , 0 0 0

1 , 3 1 0

7. 1̃10.  3 1

7. 7̃11 .  2 0

8. 6̃10 .  3 1

9. 2 4̃10.  3 1

8. 6̃ 1 1 .  1 0
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海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

◆ 業 場

捕 獲 数 使

gl

1S 計 s

構

裳

以

西

海

区

新 冠

買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

尾

2

2 4

0

4 0 3

尾

1

2 5

3 6

5 5 1

尾

3

4 9

3 6

9 5 4

尾

2

1 4

0

3 7 9

新 冠

買 気 別

長 万 部

静 内

八 雲

//

/ /遊 楽 部

本 年 度

前 年  度

9 4 3

1 , 3 4 4

1.8 2 6
1 , 7 6 4

2 , 7 6 9

3 , 1 0 8

6 0 8

4 4 4
海 区 計

合 計
本 年 度

前 年  度

1 3 8 , 6 2 8

1 8 , 6 7 3

1 3 5.1 0 5

2 4.8 0 4
2 7 3 , 7 3 3

4 3.4 7 7
1 2 3 , 3 0 8

1 3 , 1 9 9

第 1  0 表  昭和 4  6年度支場・事業場別からふとます親魚捕獲・採卵成積表

捕 獲 数 使 用 親 魚 数
支場 事 業 場

1g-
16 計 章 6 計

尾

2 1.3 7 6

2 2 , 5 8 0

1.5 3 2
2 , 9 2 4

1 0 , 2 0 2

l 6 , 7 5 2

1 4 , 7 8 7

1 1.5 5 6

尾

1 5.8 2 2
1 4 , 2 1 4

9 5 4

2 , 7 7 5

1 0.4 l 3
1 8 , 8 4 1

1 5.4 7 9
l 2 , 6 2 8

尾

3 7 , 1 9 8

3 6 , 7 9 4

2 , 4 8 6

5 , 6 9 9

2 0 , 6 1 5

3 5 , 5 9 3

3 0 , 2 6 6

2 4 , 1 8 4

尾

2 1 , 3 2 2

2 1 , 1 0 3

1 , 2 9 1

2 , 8 3 2

6.5 1 9
1 6 , 3 4 3

l 3 , 6 8 7

1 0.6 0 0

尾

4 , 1 1 6

3 , 6 7 2

4 1 0

7 8 2

1 , 1 1 0

2.5 8 0

4.6 3 0
3 , 6 0 3

尾

2 5 , 4 3 8

2 4 , 7 7 5

1.7 0 1

3 , 6 l 4

7 , 6 2 9

1 8 , 9 2 3

1 8.3 1 7
1 4.2 0 3

岩 尾 別1

斜 里

藤 琴

細 走

北 見

揚 別

清 滑

幌 内

北

見

支

場

計
本 年 度

前 年 度

l 0 1 , 7 0 9

8.5 1 6

9 1.1 2 6
1 0 , 5 2 0

1 9 2 , 8 3 5

1 9 , 0 3 6

9 3. 6 9 7
7 , 7 8 3

2 0. 9 0 3
1 , 8 0 7

l 1 4.6 0 0
9 , 5 9 0

-8 0-

用 親 魚 数 採 卵 数
増減卵数

△

仮 収

容 卵 数

♀親魚

使用率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

字 計

尾

1

1 4

0

l 2 2

尾

3

2 8

0

5 0 1

千粒

3

1 5

0

4 4 4

千杜 千粒

3

1 5

4 4 4

%

1 0  0.0

5 8 . 3

94.0

粒

1 , 5 0 0

1 , 0 7 0

1 , 1 7 0

月 日 ̃ 月 日

8. 3 1̃ 1 0 .  3 1

9. 2 0̃1 1 ・  1 0

9. 1 4̃1 1 .  6

7. 1~10 .  3 0

4 2 3

l 5 2

1 , 0 3 l

5 9 6

7 5 7

4 2 4

7 5 7

4 2 4

64 . 5

3 3 . 0

1 , 2 5 0

9 5 0

7.  1̃1 1 .  2 0

7.  1̃1 0 .  3 1
一 一一
5. 2 1~ l 1 .  2 0

5. 2 1̃ l 0 .  3 1

3 3 , 0 8 3

3.8 5 2

1 5 6 , 3 9 1

1 7 , 0 5 1 ':= ':::; ;: l.4 0 01 , 3 8 0

採 卵 数
増減卵数

△
仮収容卵数 1il親魚使用率 平均採卵数 実 施 期 間

千粒

3 1.9 2 6

2 9 , 1 9 2

1 , 3 5 9

3 , 8 6 4

9 , 4 0 5

2 2 , 8 9 5

2 0 , 5 5 1

1 5 , 4 5 4

千粒 千粒

3 1 , 9 2 6

2 9 , 1 9 2

1.3 5 9

3 , 8 6 4

9 , 4 0 5

2 2 , 8 9 5

2 0 , 5 5 1

1 5 , 4 5 4

% '

99 . 7

9 3 . 5

8 4 . 2

96.9

63 . 9

9 7.6

9 2 . 6

9 1.7

粒

1.5 0 0

1 , 3 8 0

1 , 0 5 0

1.3 6 0

1 , 4 4 0

1 , 4 0 0

1 ,50  0

1 , 4 6 0

月 日 _ 月 日
7. 1 ̃ 1 1 .  1 0

7. l̃ l 1 .  1 5

9. l ~ 1 1 .  2

8. 1 ̃ 11 .  1 5

8. 1̃ 1 1 .  1 0

8. l ~ l 1 .  2 0

7. 1 7 ̃ 11 .  1 0

6. l 0 ̃ 1 1. 1 1

':=: 1 3 4.6 4 6
l 1 , 9 9 l

92.1

9 1 .4

1.4 4 0
1 , 5 4 0

6. 1 0̃ 11 .  2 0

7. 1 ̃ 10 .  3 1
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支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

9 3 計 車 3 計

尾

6 6 5

8 9 9

2 , l 5 8

8 1 9

3 , 7 1 3

4 3 l

1 , 0 8 l

尾

5 l 2

1 , 8 3 1

2 , 8 3 7

4 3 2

4 , 3 9 9

5 5 9

1 , 3 8 5

尾

1 , 1 7 7

2 , 7 3 0

4 , 9 9 5

1 , 2 5 1

8 , 1 1 2

9 9 0

尾

4 4 8

6 8 5

1. 8 7 1

8 1 1

3.5 0 3
4 2 5

1 , 0 6 2

尾

2 l 2

2 7 5

7 6 9

4 2 7

1.3 3 8
2 5 8

1.0 4 3

尾

6 6 0

9 6 0

2 , 6 4 0

1.2 3 8
4,8 4 1

6 8 3

2 , 1 0 5

1 3 , 1 2 7

4 , 5 8 5

根

' 室

支

場

羅 日

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床 2 , 4 6 6

2 1 , 7 2 1

1 6 , 9 9 0
計
本 年 度

前 年 度

9 , 7 6 6

6 , 4 9 2

7 5 3

3 2 9

2 , 7 9 4

l 1 , 9 5 5

1 0 , 4 9 8

1 , 5 9 2

4 9 6

6 , 8 1 7

8. 8 0 5
3 , 2 5 5

6 3 6

3 1 4

2 , 4 8 3

4 , 3 2 2

1.3 3 0

十
勝
支
場

釧 路

幕 別

札 内

2 , 3 4 5

8 2 5

9. 6 1 1

2 6 8

7 5

2 , 3 4 2

9 0 4

3 8 9

4 , 8 2 5

計

天

塩

支

場

計

本 年 度

前 年 度

3 , 8 7 6

3 7

6 , 3 4 3

2 , 8 8 2

1 1 , 4 0 7

1 3 5

1 , 5 6 7

8.9 0 5

2 2

l 2 , 7 8 1

5 9

3.4 3 3

1 1

2.6 8 5

5

8 7 5

4 6 2

2 , 9 0 0

3 5

4 7 8

4 , 7 5 0

5 5 8

6 , 1 1 8

1 6

徳 志 別

歌 登

頓 別

天 塩

中 川

本 年 度

前 年 度

5.7 1 3

3 , 7 6 5

9 , 9 8 6

3 4 9

1 , 4 8 0

1 2 , 0 5 6

6 , 6 4 7

2 1 , 3 9 3

4 8 4

3 , 0 4 7

5 , 4 6 2

2 , 3 8 4

7.7 3 8
1 1 8

1 , 0 6 3

6 , 3 3 7

2 , 8 4 6

1 0 , 6 3 8

1 5 3

1 , 5 4 1

2 1.5 l 5
2 , 2 6 4

5 0 2

2 2 , 3 3 4

2 , 2 8 4

2 1 , 2 9 3

2,0 0 0

4 3 , 6 2 7

4 , 2 8 4

1 , 7 3 0

1 , 7 3 0

7

1 6 , 7 6 5

1,7 0 6

千 歳
支 場
静 内 5 1 6 1 , 2 1 4 2 1 5 2 8 7

計
本 年 度

前 年 度

5 1 6

4

1 , 2 1 4

3

2 1 5

2

2 8 7

2

1 3 6

5 0 2

4

5 2 9

5 2 l

5 9 2

渡 島
支場
八 雲 4 2 7 6 1 2

6 1 2

1 , 7 6 1

1 , 0 3 9

l , 0 3 9

3 , 1 0 1

3 9 3

計
本 年 度

前 年 度

4 2 7

l.3 4 0
3 9 3

4 4 2

1 3 6

l 5 0

合 計
本 年 度

前 年 度

1 3 8 , 6 2 8

1 8.6 7 3
1 3 5 , 1 0 5

2 4 , 8 0 4

2 7 3 , 7 3 3

4 3.4 7 7
1 2 3.3 0 8
1 3 , 1 9 9

3 3.0 8 a 1 1 5 6 , 3 9 1
3 , 8 5 2  1 1 7 , 0 5 l
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採 卵 数
增 減 卵 数

△
仮収容卵数

千粒

5 3 4

9 3 8

2 , 6 0  0

9 6 4

4 , 6 1 3

4 3 7

1 , 4 9 0

1 1.5 7 6
3 , 5 2 8

字親魚使用率

%

6 7 . 4

7 6 . 2

8 6 . 7

9 9 . 0

9 4 . 3

9 8 . 6

9 8 . 2

平均採卵数

粒

1.1 9 0
1 , 3 7 0

1 , 3 9 0

1.1 9 0
1 , 3 2 0

1.0 3 0
1 , 4 0 0

実 施 期 間

月 日 ̃ 月 日

7. 1 0̃ 1 0 .  2 5
7. 1 ̃ 1 0 .  2 0

6. 1 ̃ 1 0 .  3 1

5. 2 1̃ 1 0 .  3 1

6. 1 ̃ 1 0 .  1 0

7. 1 ̃ 1 0 .  7

7. 1 ̃ 1 0 .  2 0

千粒

5 3 4

9 3 8

2 , 6 0  0

9 6 4

4 , 6 1 3

4 3 7

1 , 4 9 0

1 1.5 7 6
3 , 5 2 8

千粒

90 .2

5 0 . 1

8 4 . 5

8 7 . 5

8 8 . 9

1 , 3 1 0

1 , 0 8 0

1 , 1 2 0

1 , 0 5 0

9 0 0

5. 2 1̃ 1 0 .  3 1

5. 2 1̃ 10 .  3 1

7 1 4

3 3 0

2.2 3 6

7 1 4

3 3 0

2 , 2 3 6

7. 1̃ 1 0 .  1 0

9. 1̃ 1 0 .  4

9. 1̃ 10 .  2 l

3.2 8 0

8

3.2 8 0
8

8 8 . 6

2 9 . 7

8 6 . l

8 2 . 7

67 . 8

8 7 . 4

67 .8

9 6 0

7 3 0

1 , 4 1 0

1 , 4 3 0

1 , 2 2 0

1 , 5 0 0

1 , 2 4 0

7. 1 - 1 0 .  2 1

8. 2 1~ 1 0 .  2 0

7 , 7 2 3

3 , 4 1 2

9.4 4 2

1 7 7

1 , 3 1 9

7.7 2 3
3 , 4 1 2

9 , 4 4 2

1 7 7

1 , 3 1 9

7. 1̃ 1 1 .  8

7. 1 1̃ 1 1 .  1 4

7. 1~ l 0 .  3 l

7. 1 3̃ 1 1 .  9

7. 1 1̃ 1 0 .  1 7

2 2 , 0 7 3

2 , 2 4 6

2 2.0 7 3
2 , 2 4 6

7 5 . 1

7 4 . 7 ,

4 ] . 7

41 . 7

5 0 . 0

1.3 2 0

1 , 3 2 0

7. 1̃ 1 1 .  1 4

6. 3̃ 1 0 .  2 0

7. 1̃ 1 1 .  2 02 9 8

2 9 8

3

2 9 8 1 , 3 9 0

2 9 8

3

4 5 9

1 , 3 9 0

1 , 5 0 0

1 , 1 7 0

7. 1 ̃ 1 1 .  2 0

9. 1̃ 1 0 .  3 1

4 5 9 92.0

9 2 . 0

3 2 . 9

7. 1̃ 1 1 .  1 0

7. 1̃ l 1 .  1 0

7. 1̃ 1 0 .  1 5

5. 2 1̃ l 1 .  2 0

5. 2 1̃ 1 0 .  3 1

4 5 9

4 2 1

4 5 9

4 2 1

1 , 1 7 0

9 5 0

1 7 2 , 3 3 2

1 8.1 9 7

1 7 2 , 3 3 2

1 8 , 1 9 7

8 8 . 9

7 0 . 7

1 , 4 0 0

1 , 3 8 0
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2 ます種卵の移殖

l

本年度のさくらますの採卵は計画に対し3 o. 7 %の達成率であり不成積であった。からふと

す 1 , 3 7 l 千粒 、か らふ と ます 6 8 , 6 2 7 千粒の移殖をした o

ます種卵の移殖は次の方針に基づいて実施したo

さ く ら ま す一 ・ 一①日本海区にぉけるます負源美i策に必要な種卵の補充。
② 「さくらます資源拡大再生産事業」 南の種卵移動。

からふとます…… 資源の均てん化と不振地域にぉける資源青成のための移動。

第 1 1 表  ます卵の移殖

支 場

増 減 卵 数 受 精 直

魚 種 採 卵 数

海 産 卵 供 試 卵

仮収容卵数

供給卵数

さ く ら ま す

からふ とます

計

2 , 2 8 1

1 3 4 , 6 4 6

l 3 6 , 9 2 7

2 , 2 8 1

1 3 4.6 4 6
l 3 6.9 2 7

北 見

さ く  ら ま す

からふとます

計

2.9 7 9
1 1 , 5 7 6

l 4 , 5 5 5

2 , 9 7 9

1 1.5 7 6
1 4 , 5 5 5

根 室

さ く  ら ま す

からふ と ます

計

十 勝 3 , 2 8 0

3.2 8 0
3 , 2 8 0

3 , 2 8 0

さ く  ら ま す

からふとます

計

さ く  ら ま す

からふとます

計

4 3 9

2 2 , 0 7 3

2 2 , 5 1 2

4 3 9

2 2 , 0 7 2

2 2 , 5 1 2

天 塩

7 2

2 9 8

3 7 0

7 2

2 9 8

3 7 0

千 歳

さ く ら ま す

からふ と ます

計

9 0 2

4 5 9

1 , 3 6 l

9 0 2

4 5 9

1 , 3 6 1

渡 島

-8 4-

ますの採卵は全道的に予想を上回り、 計画達成率49  3 . 9 %の成績であり、 種卵の移動はさくらま

単位 : 千粒

.il l l の 移 殖 発 眼 卵 の

供 試 卵 数

発 眼 卵 の 移 殖
最 終

収容卵数
道 内

受 給 卵 数 本 州
供 試 卵 数 受 給 卵 数

6 7 3

6 8 , 6 2 7

6 9.3 0 0

1 , 6 0 8

6 6 , 0 1 9

6 7.6 .2 7
1 , 0 9 2

1 , 0 9 2

△ 1 0 6

△ 1 0 6

1 , 7 8 1

3 4 , 1 3 4

3 5 , 9 1 5

2 2.5 5 8
2 2 , 5 5 8

3 , 2 8 0

3 , 2 8 0

△ 4 8
ア.メリ力へ

△ 4 8

3 9 1

3 7.9 5 6
3 8 , 3 4 7

1 5.8 8 3
1 5 , 8 8 3

3 3 6

2 4.6 0 7
2 4 , 9 4 3

4 0 8

2 4 , 8 6 5

2 5 , 2 7 3

△ 4 0

△ 4 0

△ 1 0 3

△ l 0 3

1 , 4 2 9

5.5 7 9
6.0 0 8

2 , 2 2 8

6 , 0 3 8

8 , 2 6 6

-8 5-



支 場 魚 種 採 卵 数

增 減 卵 数

仮収容卵数

受 精 直 後

海 産 卵 供 試 卵 供給卵数

合 計

l 6 , 6 7 3
1 7 2 , 3 3 2

1 7 9 , 0 0 5

6 , 6 7 3

1 7 2 , 3 3 2

l 7 9 , 0 0 5

第 1 2 表  さくらます種卵の移殖

供 給 地 移 殖

年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支 場 事業場 支 場 事業場 移播卵数
移殖前
死卵数

移 殖
実卵数

北 見

千粒

3 3 6

3 3 7

6 7 3

1 , 0 9 2

1 0 6

1 , 1 9 8

千粒

1 5

1 5

3 0

千粒

3 2 1

3 2 2

6 4 3

斜 里

l

計

46 . 1 0 . 2 5

/

千 歳

渡 島

千  歳

尻 別

根 室 根 室

/ /

計

4 6 1 0 . 2 5

4 6 1 l . 1 8

渡 島 l 尻 別
山形県日本海さ
け・ます増殖セ

ン夕一

7 4

6

8 0

1.0 1 8
1 0 0

1 , 1 1 8

合 計 l 1 1 , 8 7 1 1 1 0 1 , 7 6 1 発 眼 卵

-8 6-

卵 の 移 殖 発 眼 卵 の

供 試 卵 数

発 眼 卵 の 移 殖 最 終

収 容 卵 数

道 内

受 給 卵 数 本 州
供 試 卵 数 受 給 卵 数

供試 1 5 1

' 4 0

1 9 l

1 , 7 6 5

6 8 , 6 2 7

7 0 , 3 9 2

1. 7 6 5

6 8 , 6 2 7

7 0 , 3 9 2

△ 1 0 6

△ 1 0 6

6 , 4 1 6

1 7 2 , 2 9 2

1 7 8.7 0 8

第 1  3 表  から 、;を,とます種卵の移殖

供 給 地 移 殖

年 月 日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支 場 事業場 支 場 事業場 移籍卵数
移殖前
死卵数

移 殖
実卵数

北 見 岩尾別

'

/ /

計

46. 1 l . 2 1

.1lll

/ /

根 室

千粒

3 , 0 8 0

・ 1 , 0 0 0

2 , 6 8 4

6 , 7 6 4

千粒

2 0 7

7 5

1 2 5

4 0 7

千粒

2 , 8 7 3

9 2 5

2 , 5 5 9

6 , 3 5 7

浜 中

羅 目

意 別

斜 里

//

/ /

//

//

//

計

4 6 1 l . 2 6

4 6 1 2 .  6

//

'

4 6 l 2 .  3

/ /

千 歳 千 歳

(歌 %1P

(元浦川)

静 内

( 信  砂)

( 増  9

1 1 , 2 7 1

3.4 0 6
1 , 7 6 6

1 , 7 8 8

5 , 3 3 8

9 2 0

2 4 , 4 8 9

8 9 8

3 0 6

1 4 6

1 6 8

4 1 0

8 5

2 , 0 1 3

1 0 , 3 7 3

3 , 1 0 0

1 , 6 2 0

1 , 6 2 0

4 , 9 2 8

8 3 5

2 2 , 4 7 6

天 塩

北 見

l 湧 別//

l
/ /

//

/ /

/ /

l 計

4 6 1 1 . 1 0

4 6 1 0 . 2 5

4 6 1 1 . 1 0

//

4 6 1 1 . 2 5

4 6 1 2 . . 4

1 l

/

根 室

根 室

伊茶仁

伊茶仁

根 室

浜 中

天 塩

千 歳

尻 別

八 雲

2 , 8 3 6

2.6 4 9
6.5 8 2

3 , 7 2 7

9.6 2 5
6.3 7 6
2 , 3 9 0

3 , 1 8 9

3 4.5 3 8

2 4 8

4 3 l

1 , 1 0 1

5 8 5

1 , 8 2 7

1 0 8 2

4 0 0

5 6 9

5 , 9 9 5

2 5 8 8

2 , 2 1 8

5 , 4 8 1

3 , 1 4 2

7 7 9 8

5 , 2 9 4

1 , 9 9 0

2 , 6 2 0

2 8 , 5 4 3

天 塩

千 歳

渡 島

合 計 l 6 8 , 6 2 7 1 8 , 6 6 3 1 5 9 , 9 6 4
l l '

発 眼 卵
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3 ますふ化放流成續概要

さ く ら ま す

本年度は採卵数 6 , 6 7 3 千粒から 6 , 4 1 6 千粒の種卵を 1 1事業場と民営2ケ所のふ化場に

千尾の稚魚を生産し、 4 7 年 1 月 1 日か ら 4 7 年 5 月 3 1 日にかけて全道 1 7 水系へ放流した o

また、さくらます資源拡大再生産のため、千歳支場にぉいて管理中の種卵280千粒から合

第 1  4 表  昭和4  6年度海区・水系別さくらますふ化放流成積表

海

区
水 系

事業場

(収容場)

収 容

卵 数

ふ 出

尾 数

放 流 尾 数
死卵数 ふ化率

無 給 解 給 餌 計

オ

ホ

l
ツ

ク

海

区

千粒

1 6 6

1.0 6 7

3 7 5

1 1 8

千粒

4

4 7

4 6

2 6

千尾

1 6 2

1.0 2 0

3 2 9

9 2

%

9 7 . 6

95 .6

87 .7

8 0・0

千尾

1 6 0

1 , 0 0 3

2 9 0

9 0

千尾

0

0

0

0

千尾

1 6 0

1 , 0 0 3

2 9 0

9 0

岩 尾 別

斜 里

清 滑

北見幌'lj

岩 尾 別

斜 里

清 滑

歌 登

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 , 7 2 6

1 , 5 8 0

1 2 3

1 3 0

1.6 0 3

1 , 4 5 0

9 2 . 9

9 1 . 8

1 , 5 4 3

1 , 4 0 8

0

0

1 , 5 4 3

1 , 4 0 8

天 塩

● 寒 別

石 狩

余 市

古 字

尻 別

朱 太

中 川

(增毛)

千 歳

(余市)

尻 別

1 8 3

9 0

3 8 8

2 0

0

2 , 2 1 4

0

9

1

7 7

1

0

2 4 4

0

1 7 4

8 9

3 1 1

1 9

0

1.9 7 0
0

9 5 . 1

9 8 . 9

8 0 . 2

9 5 . 0

0

90.0

0

0

8 2

0

0

0

0

0

1 5 6

0

( 2 8 0 )

1 7

2 0 8

1 , 1 4 6

2 3

1 5 6

8 2

( 2 8 0 )

1 7

2 0 8

1 , 1 4 6

2 3

日

本

海

区

l
海 区 計

l

1 本 年 度
l 前 年 度 = ::: = 8 8 . 68 6 . 7 8 2

1 5 4

( 2 8 0 )
1 , 5 5 0

1.4 0  0

( 2 8 0 )
1 , 6 3 2

1.5 5 4
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収容し、 開 稚 魚 1 , 5 8 3 千 尾 (給i耳放流率32 . 9 % ) 、  無給a日稚魚3 , 2 2 6千尾、  合計 4 , 8 0 9

計 2  8 0千尾の稚魚を生産した。

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き ・・-- 事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放  流一一・ 括  弧 書

月 日 ̃ 月 日

4. 1~ 4 . 2 0

1. 1̃ 1 . 3 1

4. 1 7̃ 4 . 1 7

3. 1 5~ 4 . 3 0

尻別へ3 3 7千粒、  千歳へ 3 3 6 千 粒  (サクラマス資源拡大再生産事業用

・検卵済発眼卵)

天塩へ33千粒

1. 1̃ 4 . 3 0

1. 1 - 4 . 3 0
4. l ~ 5 . 3 1

5. 1 ̃ 5. 1 5

3. 1 7̃ 3. 1 7

5. 1 8̃ 5. 1 8

5. l ̃ 5 . 3 1

5. 1 0̃ 5. 1 0

斜里より 3 . 3 6千粒 (サクラマス資源拡大再生産事業に引き継ぎ)

( 尻別 よ り 2 0 8 千尾 )

(朱太へ23千尾、古宇へ 2 0 8 尾 、遊楽部へ 3 3千尾 )斜里よ り 3 3 7 千粒
根室 よ り 1 , 0 9 2 千 粒
( 脱別よ り 2 3千尾 )

3 . 1 7 - 5 . 3 l
4 . 1 1 - 6. 2 0

-8 9-



海

区
水 系

事業場

(収容場)

収 容

卵 数

ふ 出

尾 数

放 流 尾 数
死卵数 ふ化率

%

無 給 餌

千尾

0

6 3 6

1 2 0

1 0 0

1 4

7 2 0

l , 5 9 0

1 , 3 6 5

給 餌

千尾

0

0

0

0

0

0

計

千尾

0

6 3 6

1 2 0

1 0 0

1 4

7 2 0

千粒

9 4 1

0

0

0

1 7

8 2 3

千粒

4 5

0

0

0

2

7 1

千尾

8 9 6

0

0

0

1 5

7 5 2

1 , 6 6 3

1 , 6 0 5

0

1 2

1 2

2 l 8

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

西 別

風 連

伊 茶 仁 9 5.2

0

0

0

88.2

91.4

93.4

85.9

0

1l l 5.7

根

室

海

区

虹 別

浜 中

本 年 度

前 年 度

1 , 7 8 1

1 , 8 6 9

1 1 8

2 6 4

0

2

0

0

0

3 3

1.5 9 0

1 , 3 6 5
海 区 計

襟
裳
以
西
海
区

汐 泊

遊 楽 部

八 雲

/ /

0

1 4

1 1

0

1 1

3 3

4 4

1 9 4
海 区 計

本 年 度

前 年 度

1 4

2 4 7

2

2 9

5 7 5

7 5 4

8 5 . 7

8 8 . 3

1 1

7

3 3

1 8 7

合 計
本 年 度

前 年 度

6 , 4 1 6

6 , 1 9 1

5 , 8 4 l

5 , 4 3 7

91.1

8 7 . 8

3 , 2 2 6

2 , 9 3 4

1 , 5 8 3

( 2 8 0 )

1 , 5 8 7

4 , 8 0 9

( 2 8 0 )

4 , 5 2 1

さくらます種卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 6. 6 7 3 千 粒

仮収容卵数 6 , 6 7 3 〟

供 試 卵  数 △ l 5 1  ″

本州移殖卵数 △ 1 o 6 '

収 容 卵 数  6 , 4 1 6 ″

-9 0-

放 流 .算1間

仮収容から収容までの卵の動き一 -・・事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一 括 弧 書

月 日 ̃ 月  日

{?幌へ 1 2 0 千 尾 、  春別へ1 0  o 千尾、 標津へ 6 3 6 ::i1尾)
尻別へ1 , 0 9 2千粒、山形県日本海さけ・ます増殖センターへ 1 0 6 千 粒

(1伊茶仁よ ク 6 3 6 千尾 )

( 伊茶仁よ り 1 2 o千尾)

l1伊茶t:よ り 1 0  o千尾)

4. 1 4 ̃ 5 .  9

2 . 2 7̃ 2 . 2 7

2 . 2 7~ 2 . 2 7

2 . 2 2̃ 2 . 2 2

3. 1 l ̃ 3. 1 5

2 . 2 2̃ 5. 9

1 2 5̃ 3. 3 l

4. 1 4̃ 4. 1 4

4. 1 4 ̃ 4. 1 4

( 八雲より 1  1千尾)

(尻別よ り 3 3千尾 )

4. 1 4̃ 4. 1 4

4. 2 7̃ 5. 1 9
1. 1 ̃ 6. 2 0

1.  1 ̃ 6. 1 3

( )書きは、サクラマス拡大再生産用

- 9 l -



第 l  5表  昭和4  6年度支 ・事業場別さくらますふ化放流成積表

支 場 事業場
l
収容卵数 死卵数 ふ化率

放 流 尾 数
ふ出尾数

無給解 給 解 計

千粒

1 6 6

1.0 6 7

3 7 5

千粒

4

4 7

4 6

千尾

1 6 2

1.0 2 0
3 2 9

%

9'11l.6

95.6

8 7 .7

千尾

1 6 0

1.0 0 3
2 9 0

千尾

0

0

0

千尾

1 6 0

1,0 0 3

2 9 0

北 見 岩尾別

斜 里

清 滑

本年度

前年度

1 , 6 0 8

8 6 4

9 7

8 1

l , 5 1 1

7 8 3

9 4 . 0

90 .6

1.4 5 3
7 7 0

0

0

1.4 5 3

7 7 0

根 室 伊茶仁

虹 別

浜 中

9 4 1

1 7

8 2 3

4 5

2

. 7 1

8 9 6

1 5

7 5 2

95.2

88.2

91 .4

8 5 6

1 4

7 2 0

0

0

0

8 5 6

1 4

7 2 0

本年度

前 年 度

1 , 7 8 1

1 , 8 6 9

l 1 8

2 6 4

1 , 6 611l

1 , 6 0 5

93.4

8 5 . 9

1.5 9 0

1 , 3 6 5

0

0

1 , 5 9 0

1,3 16 5

天 塩 歌 登

中 川

(增 毛)

1 1 8

1 8 3

9 0

2 6

9

1

9 2

l 7 4

8 9

80.0

95 . 1

98 .9

9 0

0

8 2

0

l 5 6

0

9 0

l 5 6

8 2

本年度

前年度

3 9 1

8 5 6

3 6

6 2

3 5 5

7 9 4

9 0 . 9

92 . 8

1 7 2

7 9 2

l 5 6

0

3 2 8

7 9 2

千 歳 千 歳

(余 市)

3 8 8

2 0

7 7

1

3 1 1

1 9

80.2

95 .0

0

0

( 2 8 0 )

1 7

( 2 8 0 )

1 7

本年度

前年度

4 0 8

6 8

7 8

7

3 3 0

6 1

80.9

89 . 7

0

7

1 7

0

( 2 8 0 )
1 7

7

渡 島 尻 別

八 雲

2 , 2 1 4

1 4

2 4 4

2

1 , 9 7 0

l 2

90.0

85 .7

0

1 l

1 , 4 1 0

0

1.4 1 0
1 1

本年度

前年度

2 , 2 2 8

2 , 5 3 4

2 4 6

3 4 0

1.9 8 2

2 , 1 9 4

8 9 . 0

86.6

1 1

0

1 , 4 1 0

1 , 5 8 7

1 , 4 2 1

1 , 5 8 7

合 計

本年度

前年度

6 , 4 1 6

6 , 1 9 1

5 7 5

7 5 4

5 , 8 4 1

5 , 4 3 7

9 1.1

87 .8

3 , 2 2 6

2.9 3 4

1 , 5 8 3

( 2 8 0 )

1 , 5 8 7

4.8 0 9
( 2 8 0 )

4 , 5 2 l

-9 2 -

% 放 流 期 間 備 考

%

9 6 . 4

9 4 . 0

7 7 . 3

月 日 ̃ 月 日
4. 1̃4. 2 0

l .  1̃1 . 3 1

4. 1 7̃4. 1 7

9 0 . 4

8 9 . 1

1. 1̃5. 9

1. 1~4. 3

9 1 . 0

8 2 . 4

8 7 . 5

2. 2 't~5 . 1 8

2 . 2 21̃ 2.  2 2

3. 1 1̃ 3. 1 5

8 9 . 3

' 7 3 . 0

2. 2 2̃ 5. 9

1. 2 S- 3. 3 1
7 6 . 3

8 5 . 2

9 1 . 1

3. l li-4. 3 0
4. 1̃5. 3 1

5. 1̃5. 1 5

8 3 . 9

9 9 . 7

3. 1 5̃5. 3 1
1. 1̃6. 2 0

7 2 . 2

8 5 . 0

サクラマス資源拡大再生産用として引継ぎ

3. 1 7~3. 1 7

7 2 . 8

8 7 . 5

3. 1 7̃ 3. 1 7

5. 1 0

6 3 . 7

7 8 . 6

5. 2 5̃ 5. 3 l

4. 1 4̃ 4. l 4

6 3 . 8

7 0 . 6

4. 1 4̃ 5. 3 1

4. 2 '1̃ 5. 2 6

:: 1::二
1
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か らふ と ま す

本年度は採卵数 1 7 2 , 3 3 2:f・粒から供試卵を除いた 1 7 2 , 2 9 2 千粒の種卵を 2 5 事業場
魚 1 0  0 , 7 0 6 千 尾 、 合 計 1 3 9 , 6 8 7 千 尾 の 稚 魚 を 生 産 し 、 4 7 年 3 月 1 5 日 か ら 4 7 年 6

第 1  6 表  昭和 4  6年度海区 ・ 水系別からふとますふ化放流成積表

海

区

事業場 収 容 ふ 出

尾 数

放 流 尾 数
水 系 1lli卵数 ふ化率

(収容場) 卵 数 無 給 餌 給 餌 計

千拉

2.6 0  0

6 , 7 7 2

1 2 , 6 6 0

8 , 5 6 0

1 , 3 5 9

6 , 5 6 9

1 0 , 4 5 6

千粒

l 7 9

3 2 2

l , 1 2 0

7 6 5

3 0 8

9 5 8

2 , 1 1 8

千尾

2 , 4 2 1

6 , 4 5 0

1 1 , 5 4 0

7 , 7 9 5

1 , 0 5 1

5 , 6 1 1

8 , 3 3 8

%

9 3.1

9 5 . 2

9 l . 2

9 1 . 1

7 7 . 3

8 5 . 4

7 9 . 7

千尾

2 , 4 0  0

5 , 4 1 5

9 3 9 8

7 , 6 7 3

1 , 0 1 2

5 , 2 0 0

4.9 8 7

0

0

1 , 4 4 9

6 , 4 0 8

3 , 6 0 0

(J

0

0

千尾

し1

9 8 5

1 , 9 8 2

0

0

0

3 , 3 3 3

9 5 0

1 , 0 5 (j

2 , 2 8 7

0

0

5 5 0

4 8 5

9 6 0

1 , 9 7 5

千尾

2 , 4 0  0

6 , 4 0  0

1 1 , 3 8 0

7 , 6 7 3

1 , 0 1 2

5,2 ll1 0

8 , 3 2 0

9 5 0

l , 0 5 0

3.7 3 6

6 , 4 0 8
- ' 一、
3 , 6 0  0

5 5 0

4 8 5

9 6 0

1 , 9 7 5

ル i / ヤ

岩 尾 別

斜 里

細 走

報 琴

常 呂

湧 別

興 部

藻 興 部

渚 滑

幌 内

徳 志 別

北見幌別

猿 払

知 来 別

頓 別

Cルシヤ)

岩 尾 別

斜 里

網 走

藻 琴

北 見

湧 別

オ

ホ

l

ツ 渚 滑

幌 内

徳 志 別

歌 登

7 , 9 0 2

9 , 1 4 1

4 , 1 0 3

6 7 0

1 , 4 5 6

2 , 0 4 2

4 9 2

8 7

6 , 4 4 6

7 , 0 9 9

3 , 6 1 1

5 8 3

81 . 6

7 7 . 7

8 8 . 0ク

海

区 頓 別 2.1 8 5 1 8 5 2 , 0 0 0 9 1 . 5

本 年 度

前 年 度

7 2 , 9 7 7

1 2 , 5 4 9

l 0.0 3 2

1.3 lJ 9

6 2 , 9 4 5

1 1 , 2 4 0

86.3

8 9 . 6

4 7 , 5 4 2

6 , 4 0 4

1 4 , 5 5 7

4.6 1 2

6 2 , 0 9 9

1 1 , 0 l 6
海 区 計

日

本

海

区

增 幌

天 塩

天 塩

小 計

( 増幌 )

中 川

天 塩

3.0 0 9

7 , 1 9 4

1 2 , 3 4 7

1 9 , 5 4 1

6 6 9

8 6 7

2 , 4 1 1

3 , 2 7 8

2 , 3 4 0

6.3 2 7

9.9 3 6

1 6 , 2 6 3

77 .8

8 7 . 9

8 0 . 5

83.2

0

0

0

0

1 , 9 8 9

6 , 2 0 lL)

7 , 5 9 8

1 3 , 7 9 8

1 , 9 8 9

6.2 0 0
7 , 5 9 8

1 3 , 7 9 8

-9 4-

と民営 1  3ケ所のふ化場に収容し、 給解稚魚 3 8 , 9 8 1 千 尾  (給餌放流率27 . 9 % ) 、  無給i耳稚

月 2 o日にかけて全道6 o水系に放流した。

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一 -・・事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書

月 日 ̃ 月 日

4. 1̃4. 2 0

4. 1 ̃4. 3 0

3. 1̃5. 5

3. 1 8̃4. 5

4. 1̃4. 5

3. 1 ̃4. 1 0

4. l ̃4. 3 0

4. 7̃4. 8

4. 1 1̃4. 1 1

4 . 9̃5. 1 2

3. 1̃4. 1 0

4 . . 1 5̃4 . 3 0

4. 1 5̃4 . 3 0

4. 2 8̃4. 2 8

// ~ / /

4. 1 6̃ 4. 3 0

浜中へ3,080千尾、 ルサへ1, o o o千尾、 岩尾別へ2 , 6 8 3千尾

{ 千歳へ 1 1 , 2 7 1 千 粒 、 歌別へ 3. 4 o 6千粒、静内へ 1. 7 8 8千粒、信砂へ
5 , 3 3 8 千 粒 、 增毛へ 9 2 o千粒、元浦川へ 1 , 7 6 6 千 粒

伊茶仁へ2 , 8 3  6千粒

{ 天塩へ7 , 6 2 5千粒、千歳へ6 , 3 7 6千粒、尻別へ2 , 3 9 0千粒、八雲へ
3 , 1 8 9 千粒 、伊茶仁へ 2. 649千粒、根室へ6,582千粒、浜中へ3,727:F粒
(清滑より 9 5 o千尾)

( ″  " 1, o 5 o千尾)

(興部へ9 5 o千尾、藻琴部へ 1, o 5 o千尾)

( 天 塩 よ り 4 8 5 千尾 )

( 天 塩 よ り 9 6 o千尾)

3. 1 ̃ 5 .  1 2

2. 1 0̃6. 1 1

5 . 1 7̃5 . 1 9

4 . 3 0̃5 . 3 1

4 . 1 5̃5 . 2

4. :i S 、 ・ 5 . 3 1

湧別より 9 , 6  2 5千粒、(猿払へ485千尾、知来別へ96 o千尾、遠別へ5 o 0:f尾)

-9 5-



海

区
水 系

事業場

(収容場l 業: 死卵数 l ふ 出
尾 数

ふ化率
放 流 尾 数

無給西 給 f耳 計

違 別

風 連 別

古 丹 別

小 平 集

信 砂

9 寒 別

石 狩

古 字

尻 別

朱 太

礼 文 島
ホロナイ

内 路

鬼 脇

千粒 千粒 千尾 ':表) 千尾

0

0

0

0

lL1

0

6 , 8 5 0

2 0 2

1 , 4 4 6

2 0 2

6 lL) 0

5 (J

5 0

千尾

1 , 1 0 0

5 0 0

5 0 0

1 , 0 0 0

1 , 8 0 0

2 , 0 1 3

0

0

0

0

0

0

0

千尾

l , 1 0 0

5 o 0

5 0 0

1 , 0 0 0

1.8 0 0

2 , 0 1 3

6 , 8 5 0

2 0 2

1 , 4 4 6

2 0 2

6 0 0

5 0

5 0

日

本

(信 砂)

(增 毛)

千 歳

尻 別

(船 泊)

5 , 3 3 8

2 , 2 4 8

1 7 , 6 0 7

2 , 3 9 0

8 6 2

5 0 8

1 9 5

4 , 0 4 9

4 4 2

1 3 8

4.8 3 0

2 , 0 5 3

1 3 , 5 5 8

1 , 9 4 8

7 2 4

9 0 . 5

91 . 3

7 7 . 0

81 . 5

8 4 . 0

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

5 0 , 9 9 5

6 3 0

9.2 7 9
3 8

4 1 , 7 1 6

5 9 2

81 .8

94 . 0

9 , 4 0 0

2 0 7

2 2 , 7 0 (J

4 2 7

3 2 , 1 0  0

6 3 4

ル :11-
羅 臼

植 別

元崎無異

崎' 無 異

意 別

古 多 構

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

(ル サ)

羅 日

(植 別)

1 , 0 0 0

5 3 4

1 , 1 1 4

9 5

3 8

1 9 6

9 0 5

4 9 6

9 1 8

90 . 5

9 2 . 9

8 2 . 4

8 5 0

4 8 8

9 1 2

3 0 0

3 oo

1 , 8 5 0

1 , 0 5 9

1 , 7 9 2

4 , 4 0 0

4 , 8 3 5

1,0 0 0

6 0 0

5 2 0

0

l11

0

0

0

0

0

0

0

2 0 0

0

0

0

8 5 0

4 8 8

9 1 2

3 0 0

3 0 0

1 , 8 5 0

1 , 0 5 9

1 , 7 9 2

4 , 4 0 0

5 , 0 3 5

1,0  0 0

6 0 0

5 2 0

根

室 意 別

(古多據)

(忠 類)

伊 茶 仁

根 室

2 , 6 8 4

1 , 2 6 7

2 , 1 1 2

5 , 4 8 5

6 , 5 9 1

7 2 5

2 0 5

3 1 9

1 , 0 2 4

1 , 1 5 2

1 , 9 5 9

1 , 0 6 2

1 , 7 9 3

4 , 4 6 1

5 , 4 3 9

73 . 0

8 3 . 8

8 4 . 9

81 .3

8 2 . 5

海

区

-9 6-

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一一・・括 弧 書

月 日 ̃ 月 日

5. 3 0~5. 3 0

5. 3 1̃5. 3 1

6. 1̃6. 1

5. 2 9̃6. 2 0

5. 1 0̃6. 2 0

5. 1̃5. 3 1

4. 6̃4. 1 8

4. 1 3̃4. 1 3

5. 1̃5. 3 1

4. 1 2̃4 . 1 2

5. 1 1̃5. 2 0

5. 1 4̃5. 1 8

5. 2 0~5. 2 0

(信砂より 'elo o千尾、天塩より 5 0  0千尾)

( " 5 oo千尾)

( 〟 5 oo千尾)

( 〟 l ,ooo千尾)

{ 斜里より 5 , 3 3 8千粒、  (小平薬へ 1.0 0  0 ::f -尾、違別へ600千尾、風連別へ
5 0  0千尾、 コタンべツへ50 0千尾)

斜里より 9 2 0千粒

{ (静内へ1,7 o o千尾、幌別へ1,60 0::F:尾、幌満へ2,0 0 0千尾、新冠へ650千尾、
配川へ70 0千尾)斜里より1 1 , 2 7 1千粒、 1勇i; lill:り6,376千粒

(尻別より 2 0 2千尾 )

湧別より 2 , 3 9 0千粒 (朱太へ 2 0 2 f尾、古字へ202千尾)

( 尻別より 2 0 2千尾 )

(内路へ5 o千尾、鬼脇へ50 f尾)

( 船泊よ り 5 o千尾)

( 船泊より 5 0千尾 )

4. 6̃6. 2 0

4. 1 1̃6. 2 5

4. 5̃ 4. 2 0

1. 2 0̃ 1. 3 1

3. 1 0̃ 3. 3 1

4. 1 9̃ 4 . 1 9

4. 1 9̃4. 1 9

4. 1 0̃5. 3 1

4. 1 0̃ 4. 2 0

3. 1̃3. 3 1

3. 1̃ 3. 3 1

3. 8̃3. 3 1

4. 1 8~4. 1 8

4. 1 9̃4. 1 9

4 . 1 9̃4. 1 9

岩尾別より l , 0  o o千粒

(浜中より 3 o 0千尾)

( 〟 3 0 0 千尾 )

岩尾別より 2 , 6 8 4千粒

北見より 2 , 8 3 6千粒、  湧別より 2 , 6 4 9千粒

(虹;ll l1へ標識用36 0千尾)湧別より6 , 5 8 2千粒

( 浜中より 1 ,ooo千尾)

( ″ 6 0 0千尾 )

( ″ 5 2 0千尾 )
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海

区
水 系

事業場

(収容場)

収 容

卵 数
死卵数

ふ 出

尾 数
ふ化率

放 流 尾 数

無 給 i耳 給 餌 計

根

室

海

区

千粒

9 4 8

1 2 , 3 9 9

千粒

2 1 3

1.6 0 9

千尾

7 3 5

1 0 , 7 9 0

%

7 7 . 9

87 . 0

千尾

1 , 0 2 9

7 , 3 5 0

5 0 0

千尾

3 0

0

0

千尾

1 , 0 5 9

7 , 3 5 0

5 0 0

西 別

風 連

矢 日 別

虹 別

浜 中

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 4 , l 3 4

3 , 5 2 8

5 , 5 7 6

4 9 7

2 8 , 5 5 8

3 , 0 3 1

83 . 7

85.9

87.2

8 1 . 4

71.0

2 7 , 7 8 5

1 , 0 7 0

2 3 0

1 , 8 2 6

2 8.0 1 5
2 , 8 9 6

標

裳

以

東

海

区

釧 路

/ /

広 尾

豊 似

十 勝

a 居
(広 尾 )

1 0 7 6

7 1 4

1 , 4 9 0

1 3 8

1 3 3

4 3 2

9 3 8

5 8 1

1 , 0 5 8

8 4 0

5 7 5

9 5 0

1 0 0

0

0

0

0

8 4 0

5 7 5

9 5 0

1 0 0

本 年 度

前 年 度

3 , 2 8 0

8

7 0 3

1

2.5 7 7
7

7 8 . 6

87 . 5

2 , 4 6 5

6

0

0

2.4 6 5
6

海 区 計

汐 泊

尻 岸 内

遊 楽 部

貫 気 別

種, 川
新 冠

静 内

元 浦 川

歌 別

幌 別

幌 満

0

0

1 , 4 3 9

1 2

7 0 0

6 5 0

3 , 1 3 1

0

2 , 5 0 0

3 , 0 8 2

2,0 0 0

2 0 0

1 0 0

1 , 1 9 4

0

0

0

0

0

0

0

0

2 0 0

1 0 0

2 , 6 3 3

1 2

7 0 0

6 5 0

3 , 1 3 1

0

2.5 0 0
3.0 8 2
2,0 0 0

襟

裳

以

西

海

区

八 雲

( 貫気別 )

3 , 6 3 3

1 5

6 6 5

2

2 , 9 6 8

1 3

81 .7

86 .7

静 内

( 元浦川 )

(歌 別 )

1.8 4 1
2 , 0 1 1

3 , 4 0 6

2 6 9

3 1 4

6 0 6

1 , 5 7 2

1 , 6 9 7

2 ,80  0

8 5 . 4

8 4 . 4

82 . 2

本 年 度

前 年 度

1 0 , 9 0 6

1 , 4 7 1

1 , 8 5 6

1 3 9

9 , 0 5 0

1 , 3 3 2

83 .0

9 0 . 6

1 3 , 5 1 4

1

1 , 4 9 4

1 . 3 2 0

15 ,0  0 8

1 , 3 2 1
海 区 計

合 計
本 年 度

前 年 度

172 , 2 92

1 8 , 1 8 6

2 7 , 4 4 6

1. 9 8 4
144 , 8 46

1 6.2 0 2
84 .1

89 .1

1 0 0 , 7 0 6

7 , 6 8 8

3 8 , 9 8 1

8 , 1 8 5

1 3 9 , 6 8 7

1 5 , 8 7 3

か ら ふ と llE す種卵の採卵から収容までの動き

採 卵 数 1 7 2 , 3 3 2 千 粒

仮収容卵数 1 7 2 , 3 3 2 ″

供試卵数 △ 4 0 "

収 容 卵 数  1 7 2 , 2 9 2 〟

-9 8-

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一・事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一-・・括 弧 書

一 月 日 ̃ 月 日

2. 2 1̃3. 3 1

3. 3 l̃4. 3 0

4. 1 8̃4. 1 8

(根室よ り 36、0千尾、 うち輸発8'1:l尾)

岩尾別より 3 , 0 8 0 =F拉、湧別より 3 , 7 2 7千拉
( 浜中より 5 0  0千尾)

1. 2 0 l̃4 . 3 0

3. 2 5̃4. 3 0
4. 1 5̃

4. 2 0̃4・ 3 0
4. 1 5̃5. 5

/ /

(豊似へ1 o o千尾) '

( 広尾よ り 1 oo千尾)
4. 1 5̃5. 5

4. 2 0̃4. 3 0
4. 1 4̃4. 1 4

4. 1 4̃4. 1 4

3. 2 0̃5. 1 8

4. 1 5 ̃4. 1 5

4. 6 ̃ 4 .  1 8

4. 1 ̃ 4 .  2 6

4. 6̃4. 1 2

4. 1̃4. 2 6

4. 6̃4. 1 8

l

(八雲より 2 0  0千尾)

( ″ 1 oo千尾)

湧別より 3 , 1 8 9千粒 (汐泊へ2 0 0:f一尾、尻岸内へ 1 oo 千尾)

( 千歳より 7 0  o千尾)

( ″ 6 5 0千尾)

( ″ 1 , 7 0 0千尾 )斜里より 1 , 7 8 8千粒

斜里より 1 , 7 6 6千粒 (幌別へ1 , 4 8 2:f尾 )

斜里より 3 , 4 0 6千粒

(千歳より 1 , 6 0 0千尾、元浦川より1 , 4 8 2千尾 )

(千歳より2 , 0  0 o千尾)

3. 2 0̃4. 2 6

3. 1 6̃5. 2 l

:=:::

-9 9-



第 1  7 表  昭和46年度支・事業場別からふとますふ化放流成積表

支 場 事業場 収容卵数
放 流 尾 数

死卵数 ふ出尾数 ふ化率
無給餌 給 西 計

千粒

2,60 0

6 , 7 7 2

1 2 , 6 6 0

1 , 3 5 9

8 , 5 6 0

6 , 5 6 9

1 0 , 4 5 6

7 , 9 0 2

9 , 1 4 1

千粒

1 7 9

3 2 2

1 , 1 2 0

3 0 8

7 6 5

9 5 8

2 , 1 1 8

1 , 4 5 6

2 , 0 4 2

千尾

2 , 4 2 1

6 , 4 5 0

1 1 , 5 4 0

1 , 0 5 l

7 , 7 9 5

5 , 6 1 1

8 , 3 3 8

6 , 4 4 6

7 , 0 9 9

%

9 3 . 1

9 5.2

91.2

77.3

91 . 1

8 5 . 4

7 9 . 7

8 1 . 6

77.7

千尾

2,40 0

5 , 4 1 5

9 , 3 9 8

1 , 0 1 2

7 , 6 7 3

5,20 0

4 , 9 8 7

1 , 4 4 9

6 , 4 0 8

千尾

0

9 8 5

1 , 9 8 2

0

0

0

3 , 3 3 3

4 , 2 8 7

0

千尾

2 ,40  0

6 , 4 0  0

1 1.3 8 0
1 , 0 1 2

7.6 7 3
5,20 0

8 , 3 2 0

5 , 7 3 6

6 , 4 0 8

北 見 (ル i / ヤ)

岩尾別

斜 里

薬 琴

網 走

北 見

湧 別

渚 滑

幌 内

本年度

前年度

6 6 , 0 1 9

1 0 , 4 0 1

9 , 2 6 8

1 , 0 5 1

5 6 , 7 5 1

9 , 3 5 0

86 . 0

89 .9

4 3 , 9 4 2

6 , 3 0 3

1 0.5 8 7
2 , 9 2 8

5 4.5 2 9

9,2 1l l 1

根 室 (ル  サ)

羅 臼

(植 別)

意 別

( 古多線 )

(忠 類)

伊茶仁

根 室

虹 別

浜 中

1 , 0 0 0

5 3 4

1 , 1 1 4

2 , 6 8 4

1.2 6 7

2 , 1 1 2

5 , 4 8 5

6 , 5 9 1

9 4 8

1 2 , 3 9 9

9 5

3 8

1 9 6

7 2 5

2 0 5

3 1 9

1 , 0 2 4

1 , 1 5 2

2 1 3

1 , 6 0 9

9 0 5

4 9 6

9 1 8

1 , 9 5 9

1 , 0 6 2

1 , 7 9 3

4 , 4 6 1

5.4 3 9

7 3 5

1 0 , 7 9 0

9 0 . 5

9 2 . 9

8 2 . 4

7 3 . 0

8 3 . 8

8 4 . 9

81.3

8 2 . 5

7 7 . 9

87 . 0

8 5 0

4 8 8

9 1 2

1 , 8 5 0

1 , 0 5 9

1 , 7 9 2

4.4 0 0

5 , 1 8 7

6 7 7

1 0 , 5 7 0

0

0

0

0

0

0

0

2 0 0

3 0

0

8 5 0

4 8 8

9 1 2

1 , 8 5 0

1 , 0 5 9

l , 7 9 2

4.4 0 0

5. 3 8 7

7 0 7

1 0.5 7 0

本年度

前年度

3 4 , 1 3 4

3 , 5 2 8

5 , 5 7 6

4 9 7

2 8 , 5 5 8

3 , 0 3 1

8 3 . 7

8 5. 9

2 7 , 7 8 5

1 , 0 7 0

2 3 0

1 , 8 2 6

2 8 , 0 1 5

2 , 8 9 6

十 勝 十 勝

観 居

(広 尾)

1 0 7 6

7 1 4

1.4 9 0

1 3 8

1 3 3

4 3 2

9 3 8

5 8 1

1 , 0 5 8

8 7 . 6

81.4

71.0

8 4 0

5 7 5

1 , 0 5 0

0

0

0

8 4 0

5 7 5

1 , 0 5 0

本年度

前年度

3 , 2 8 0

8

7 0 3

1

2 , 5 7 7

7

7 8 . 6

87 .5

2 , 4 6 5

6

0

0

2 , 4 6 5

6

-1 0  0-

注: ( )内は民間簡易収容場

解 放 流 期 間 備 考

%

9 2 . 3

9 4 . 5

8 9 . 9

7 4 . 5

8 9 . 6

7 9 . 2

7 9 . 6

7 2. 6

7 0 . 1

月 日 ̃ 月 日
4.  l ̃4.  2 0

4. 1 ̃4.  3 0

3. 1 ̃ 5 .  5

4. 1 ̃4. 1 0

3. 1 8̃4. 5

3. 1~4. 1 0
3. 1 ̃4. 3 0

4. 1~4. 2 2
3. 1~4. 1 0

8 2 . 6

8 8 . 8

3. 1~5. 5

2. l l1l-5. 3 0
8 5 . 0

9 1 . 4

8 1 . 9

6 8 . 9

8 3 . 6

8 4 . 8

8 0 . 2

8 1 . 7

7 4. 6

8 5 . 2

4 .  5̃4. 2 0

1. 2 0̃ l .  3 1

3. 1 0~3. 3 1

4. l 0 ̃ 5 .  3 l

4. 1 0̃4.  2 0

3. 1 ̃3. 3 1

3. 1̃3. 3 1

3. 8̃3.  3 1

2. 2 1̃5. 1 5

3. 1 l̃4. 3 0

8 2 . 1

8 2 . 1

J . 2 0̃5. 3 1

3. 2 5̃4. 3 0

7 8 . l

8 0 . 5

7 0 . 5

4. 1 5̃

4. 2 0̃4. 3 0

4. 1 5̃5. 5

;::

l 4:12::4 30

一 1 0 1-



支 場 事業場 収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ化率
放 流 尾 数

無給 a耳 給 餌 計

天 塩

千粒

4.1 0 3

6 7 0

2 , 1 8 5

3,0 0 9

1 2 , 3 4 7

7 , 1 9 4

2 , 2 4 8

5 , 3 3 8

8 6 2

千粒

4 9 2

8 7

1 8 5

6 6 9

2 , 4 1 1

8 6 7

l 9 5

5 0 8

1 3 8

千尾

3 , 6 1 1

5 8 3

2,0 0 0

2 , 3 4 0

9 , 9 3 6

6 , 3 2 7

2 , 0 5 3

4.8 3 0

7 2 4

%

88.0

87.0

91 . 5

77.8

8 0 . 5

87.9

91.3

9 0 . 5

84 . 0

千尾

3 , 6 0 0

0

0

0

0

0

0

0

7 0 0

千尾

0

5 5 0

1 , 9 7 5

1 , 9 8 9

9 , 5 4 3

6,20 0

2 , 0 1 3

4.4 0 0
0

千尾

3 , 6 0 0

5 5 0

1.9 7 5

1 , 9 8 9

9 , 5 4 3

6.2 0  0

2 , 0 1 3

4 , 4 0  0

7 0 0

徳志別

歌 登

頓 別

(増  幌)

天 塩

中 川

(増  毛

(信 砂)

(船 泊)

本年度

前年度

3 7 , 9 5 6

2 , 7 7 8

5 , 5 5 2

2 9 6

3 2 , 4 0 4

2 , 4 8 2

85.4

8 9 . 3

4.3 0  0

3 0 8

2 6 , 6 7 0

2 , 1 1 1

3 0.9 7 0
2 , 4 1 9

千 歳 千 歳

(歌 別)

(元浦川 )

静 内

1 7 , 6 0 7

3 , 4 0 6

2 , 0 1 1

1 , 8 4 1

4.0 4 9

6 0 6

3 1 4

2 6 9

1 3 , 5 5 8

2 ,80  0

1 , 6 9 7

1 5 7 2

77 .0

82 . 2

8 4 . 4

8 5 . 4

1 3 , 5 0 0

2 ,50  0

1 , 4 8 2

1 , 4 3 1

0

0

0

0

l 3.5 0  0

2 , 5 0  0

1 , 4 8 2

1.4 3 1
本年度

前年度

2 4 ,8 6 5

3

5 , 2 3 8

1

1 9 , 6 2 7

2

7 8 . 9

6 6 . 7

1 8 , 9 1 3

1

0

0

1 8 , 9 1 3

1

渡 島 尻 別

(貢気別)

八 雲

2 , 3 9 0

1 5

3 , 6 3 3

4 4 2

2

6 6 5

1 , 9 4 8

1 3

2 , 9 6 8

81 . 5

8 6 . 7

81 . 7

1 , 8 5 0

1 2

1 , 4 3 9

0

0

1 , 4 9 4

1 , 8 5 0

1 2

2 , 9 3 3

本年度

前年度

6 , 0 3 8

1 , 4 6 8

1 , 1 0 9

1 3 8

4 , 9 2 9

1 , 3 3 0

8 1 . 6

9 0 . 6

3 , 3 0 1

0

1 , 4 9 4

1.3 2 0

3 8.9 8 1

8.1 8 5

4.7 9 5

1 , 3 2 0

l 3 9.6 8 7
1 5.8 7 3

合 計 本年度

前年度

1 7 2 , 2 9 2

1 8 , 1 8 6

2 7 , 4 4 6

1 , 9 8 4

1 4 4 , 8 4 6

1 6 , 2 0 2

8 4 . 1

89.1

10 0 , 7 0 6

7 , 6 8 8

- 1 0 2-

名 放 流 期 間 備 考

%

8 7 . 7

8 2 . 1

9 0 . 4

6 6 . 1

7 7 . 3

8 6 . 2

8 9 . 5

8 2 . 4

8 1 . 2

8 1 . 6

8 7 . 1

月 日 ̃ 月 日

4. l 5̃4. 3 0

3. 1 5̃4. 3 0

4 . 1 6̃4. 3 0

5. 1 7̃5. 1 9

4. 1 5̃5. 2

4. 3 0̃5. 3 1

5. 1̃5. 3 1

5. 1 0̃6 . 2 0

5. 1 1̃5. 2 0

3. 1 5̃6 . 2 0
4. 1̃6 . 2 5

7 6 . 7

7 3 . 4

7 3. 7

7 7 . 7

4. 6̃4. 1 8

4. 1̃4. 5

4. 6̃ 4. 1 2

4. 1̃4.  2 0

4. 1̃4. 2 0

5. 2 0

7 6 . 1

3 3 . 3

7 7 . 4

8 0 . 0

8 0 . 7

4. 2̃ 5. 3 1

4. 1 5̃4. 1 5

3 . 2 0̃5. 1 8

3 . 2 0̃5. 3 1

3. 1 6̃ 5 . 2 l

7 9 . 4

8 g . 9

8 1 . 1

8 7 . 3

1 . 2 0̃6 . 2 0

2. 1 0̃6. 2 5

-1 0 3-
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S 9 ひめます增殖事業

'. ひめます捕獲採卵概況
本年度のひめます捕獲採卵事業は、前年度と同様に支笏湖内の2捕獲、採卵場で1 o月1日から

1 1 月 3 0 日 まで実施し 、 1 3 , 5 8 6 尾 ( う ち雌 8 , 0 4 3 尾 ) の額魚を捕獲し 、書養中のへい死魚等

を除き、 6 , 3 4 3 尾 の lt基lか ら 2 . 6 0 9千粒の種卵を採卵した。 ( 雌親魚使用率7 8 . 9% )計画に対し

ては捕獲で 6 7 . 9 %、 採卵で 6 7 . 7 %の達成率であった o

第 1 表  昭和46年度ひめます親魚捕獲採卵成積表

海

区
水 系

捕 獲

採卵場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

字 0 計 字 0 計

支 笏 湖

/ /

湖 呼

ポロピナイ

尾
3 , 5 9 9

4 , 4 4 4

尾
2 , 6 l 8

2 , 9 2 5

尾
6.2 1 7

7 , 3 6 9

尾
3.1 5 0

3 , 1 9 3

尾
5 4 1

6 0 3

尾
3 , 6 9 1

3.7 9 6
支 笏 湖

/ /
日
本
海
区
合 計

本 年 度

前 年 度

8 , 0 4 3

3 , 6 4 6

5 , 5 4 3

5 , 0 3 6

1 3 , 5 8 6

8.6 8 2

6 , 3 4 3

2 , 6 6 4

1 , l 4 4

1 , 2 0 5

7 , 4 8 7

3 , 8 6 9

採 卵 数 增減卵数
A

仮収容卵数
字 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

千粒
1 , 2 9 4

1 , 3 1 5

千粒 千粒
1 , 2 9 4

1.3 l 5

%
8 7 . 5

7 1 . 8

粒
4 1 0

4 1 0

4 1 0

4 8 0

月 日 ̃ 月 日
1 0 .  1̃ 1 1 . 3 0

1 0 .  1 ̃ 1 1 . 3 0

2 , 6 0 9

1 , 2 6 6

2.6 0 9

1.2 6 6

7 8 . 9

7 3 . 1

1 0 .  1̃ 1 1. 3 0

1 0 . l  1̃ 1 1 . 2 8

-1 0 5



2. ひめます種卵の移殖ならびに分与

本年度は、 ぺにさlナ生産事業用種卵851千粒を根室支場虹別事業場へ移殖、山形県日本海さlナ・ます増

殖センターおよび岩手県太平洋さけ・ます増殖センター̃、長期飼育飼料試験用としてそれぞれ52千粒を移

殖したoまた内水面の再1:t: 産飼料試験用として 2 7 2千粒を日a漁業K.K、福島県内水面水産試験場、福井
県農林部、長野県青木湖漁協へ分与した 。 

第 2 表  想卵の移f ( 発 眼卵 )

供給地
移羅年月日

受 給 地 移 贈 の 内 訳

支場 事業場 支 場 事 業 場 移籍卵数

千粒
8 5 1

5 2

5 2

移殖前死
卵 数

移 殖
実 卵 数

摘 要

千歳 支笏湖

/ /

/ /

千粒
5 1

2

2

千粒
8 0 0

5 0

5 0

ぺにさけ生産事
業用

長期飼育飼料試
験

/ /

4 7 . 1 2 . 1 8

4 7 .  1 . 1 8

4 7. 1 . 1 8

根 室

山形県

岩手県

虹 別

日本海さけ.ます
増殖センタ ー

太平洋さけます
增殖センター

合 計 9 5 5 5 5 9 0 0

第 3 表  構卵の分与(発眼卵)

供給地

受 給 地

分 讓 卵 数

支場

千歳

事業場
分与年月日 摘 要

移籍9ll数
分与前死
卵 数

分 与
実 卵 数

千粒
5 4

1 0 9

5 5

5 4

千粒
4

9

5

4

千粒
5 0

1 0 0

5 0

5 0

内水面の再生産
飼料試験

沼沢沼、秋元湖

九頭電ダム

青木湖

支笏湖

/ /

/ /

/ /

4 7 ,  1.1 5

47. 1 . l 14 7 .  1 . 1 2

4 7 .  1 . 1 2

日魯漁業KK

福島県内水面水産試験場

福井県農林部

長野県青木湖漁協

合 計 2 7 2 2 2 2 ・5 0

1 0 6

3. ひめますふ化放流

支場湖で 2 , 6 o 9千粒の構卵を採卵し、 このうち虹別事業場へ 8 5 1千粒、山形県日本海さ 11t'き、す増

殖センター~、52千拉、岩手県太平洋さけ ・ ます増殖セ ン ター̃、52千粒、水試、その他̃、2 7 2 千 粒
を移確し、残り1 , 3 8 2千粒を支笏湖事業所へ収容した c これから 1 , 2 o 4千尾の稚魚を生産して47

年4月25日に全数無給国で、支笏い放流したo

第 4 表  昭 和 4  6年度ひめますMヒ放流成績表

海

区
水 系 事業場 収容卵数

放 流 尾 数
死卵数

千粒
1 2 3

1 2 3

ふ出尾数 .i。出率
無 解

千尾
1 , 2 0 4

給 餌

千尾
0

計

千粒
1 , 3 8 2

千尾
1 , 2 5 9

%
9 1 . 1

千尾
1 , 2 0 4

日

本
海
区

支 笏 湖 支 場 湖

海 区 計
海 区 計

本 年 度 1 , 3 8 2 1 , 2 5 9

8 1 8

9 1 . 1 1.2 0 4 0

0

1.2 0 4

7 4 2前 年 度 8 4 8 3 0 96 . 5 7 4 2

放流期間 摘 要

月日̃月日
4 . 2 5̃ 4.2 5

虹別へ 8 5 1 千 粒
山形県日本海さlナ・ます増殖センター̃、5 2 千 粒
着 字 集.x平浮さ l ア ・ ます增殖センターへ 5 2 千 組
福島県内水面水試へ 1 o 9千粒、福井県農林部へ 5 5 千 粒
長野県育木湖漁協̃、5 4 -'t-1ei . 、 l二l 容養魚へ 5 4 千粒

4 . 2 5̃ 4 . 2 5

3 . 2 2

1 0 7



S 1 0  昭和 4 6年度さけ ・ ます親魚:務養成績

〔 さ  け 〕

7 2 水 系 8 0 捕 獲場で字 3 4 3 , 6 4 4 尾 、 な 5 0 1 , 5 3 5 尾 、 合計 8 4 5 , 1 7 9 尾 の 親魚 を捕獲 し 、 字

3 4 3 , 6 4 4 尾 の う ち か ら 、 試験控除 1 4 8 尾 、 即日採卵魚 2 5 , 3 7 0 尾 ( 即 日使用率 7 . 4 % ) 、蓄養不

能魚 2 , 6 6 9 尾を除いた 3 1 5 , 4 5 7 尾が催熟のために書養された (書養率 9 9・ 2 % ) o

このうち、蓄養中の減1ll1llはへい 死 2 8 , 1 5 0 尾 ( 書 養へい死率8.9 % ) 、 逃逸 2 0 6 尾 、その他 2 , 8 5 0

尾で、 2 8 4 , 2 5 1 尾 ( 催 熟 率 9 0 . 1 % )が採卵に供され、字の総使用数は即日採卵角.25 ,370尾を加

えると 3 0 9 , 6 2 1尾となり、全道平均字使用率は前年の8 2 . 3 %を上理lる90 . 1 %の好成積をぉさめた

が 、 -この成積を支場別に示すと次のとおりであるo
北見支場管内では字6 0 , 7 4 4尾を捕獲し、即日採卵魚9 , 4 7 9尾、書養不能魚6 4尾を除く 5 1 , 2 3 1

尾が書養された (蓄養率9 9 . 9 % ) 。書養中の減耗は̃、い 死 1 , 7 5 1 尾 ( へい死率3.4 % )逃逸、その他
が 1 9 6 尾 で 、  4 9 , 2 8 4 尾 ( 催 熟 率 9 6 . 2 % )が採卵に供され、これに即日採卵魚の9 , 4 7 9尾を加え

る と字の総使用数は 5 9 , 7 6 3 尾 とな り 、♀使用率 9 6 . 7 %の好成積を示した。なぉ、即日使用率では西

網走の9 5 . 0 %、岩尾別の4 1 . 6 % 、網走の 2 8 . 9 %が目立つたところであるo また、ライトコロ及びサ

ロマべツは 上調査河川であるが、 字使用率向上の対策を究明する必要がある。

根室支場管内では字7 5 , 6 4 1尾を捕獲し、即日採卵魚4 , 4 6 5尾、書養不能魚3 2 6尾を除く

7 0 , 8 5 0 尾 が 書養 さ れ た ( 蓄 養率 9 9 . 5 % ) 。蓄養中の減耗は̃、い死1 , 0 9 2尾、逃逸、その他が2 8 7
尾で、 6 9 , 4 7 1 尾 ( 催 熟 率 9 8 . 1 % )が採卵に供され、これに即日採卵魚の4 , 4 6 5尾を加えると、字

の総使用数は 7 3 , 9 3 6 尾 とな り 、率使用率 9 7 . 7 %の全道で最高の好成積をあlf た o

十勝支場管内では字1 8 5 , 1 8 4尾を捕獲し、即日採卵魚1 3 7尾、蓄養不能魚1 , 3 6 2尾を除く

1 8 3 , 5 4 3 尾 が 書養 さ れ た ( 蓄 養率 9 9 . 3 % ) o蓄養中の減耗は̃、い 死 2 8 , 8 8 0 尾 (へい死率13.0
% )逃逸、その他が2. 2 8 7 尾 で 、  1 5 7. 3 7 6 尾 ( 佳 熟 率 8 5 . 7 % )が採卵に供され、これに即日採卵

魚 1 3 7尾を加えると 、字の総使用数は 1 5 7. 5 1 3尾となり、字使用率は、 8 5 . 1 %と全道平均の90・1

%をやや下廻つたが、初めて管内平均率で80 %を上週る成積を収めた。 この管内のうち十勝川水系の各

採卵場は著しく字使用率が悪かつたが、 本年は打内、札内、 ・事別の各蓄養池を全面的に改修したことと、

降雨に意まれて水量が豊富であったこと 、  継数に比して字が少なかつたことなど、環境条件が従来より

良かつたため、所期の成積を収める事が出来た。 しかし、  まだ字使用率の低い個所が流上調査河川( 4河

川)を合めて7力所もあるので、速かに施設の改善が望まれるo

天塩、千歳、渡島の各支場管内は捕獲数も少なく、特に渡島支場管内は即日採卵魚が大半(8 o. 4 % )

を示めるため書養成績も良好であるが、天塩、 千歳両支場管内の事業河川で著し,く 1lil使用率の低い河川が

1 0河川ほどあるので、速やかなる改善が望まれるo

〔 さ く ら ま す )

2 5 水系 2 6 捕獲場で字 4 , 6 8 3 尾 、 0 2 , 2 5 7 尾 、合計 6 , 9 4 0 尾の親魚を捕獲し 、率 4 , 6 8 3 尾の

うちから即日採卵魚3 3 3尾 (即日使用率7 . 1 % ) 、蓄養不能魚42尾を除いた4. 3 0 8尾が催熟のため
に蓄養された (書養率 9 2 . 0 % ) 。

-1 0 8-

このうち、蓄養中の減耗はへい 死 8 7 5 尾 ( 書 養~、い死率2 0 . 3 % )、逃逸、 その他1 3尾で、 3.4 2 0
尾 ( 修_熟率 7 9 . 4 % )が採卵に供され、字の総使用数は即日採卵魚333尾を加えると、 3 , 7 5 3 尾 と な
り、全道平均字使用率は前年度の79. o %を若千上f国 る 8 0 . 1 %の成積を示したo

各支場別では、根室支場管内で捕1適l,した字2.o 13尾を全数書表: ( 蓄 養 率 1 0  o % ) して、 ?親角.使用
率 8 5 . 5 %を収めたほか、渡島支場管内では即日採卵魚が80.7 %と多い事もあって平均で9 4 . 8 %の高

い字使用率を示した。 しかし、北見では78 . 0 %、天塩では5 9 . 7 % 、千歳では3 0 . 7 %と、何れも不振

な成績に終つているので、 今後速やかな改善が待たれるところであるo

(からふとます〕

4 7 水 系 5 0 捕 獲場で字 1 3 8. 6 2 8 尾 、 0 1 3 5 , 1 0 5 尾 、 合計 2 7 3 , 7 3 3 尾 の親魚を捕獲し 、字
1 3 8 , 6 2 8 尾の う ちから即日採卵魚 7 0 2 尾 ( 即日使用率 0 . 5 % ) 、蓄養不能魚1 , 2 8 7尾を除いた

1 3 6 , 6 3 9 尾が催熟のために蓄養された (書養率 9 8 . 6 % ) o

このうち、書養中の減耗は̃、 .い死12 , 9 3 6尾(書養̃、い死率9.5 % ) 、逃逸、その他1 , 0 9 7尾で、
1 2 2. 6 0 6 尾 ( 催 熟 率 8 9 . 7 % )が採卵に供され、♀の総支用数は即日採卵魚702尾を加えると

1 2 3 , 3 0 8尾となり、全道平均の字使用率は前年度の7 0 . 7 %を大巾に上廻る88 . 9 %の好成積を示し
た o

支場別では、北見支場管内に近年希にみる来遊量があったため、河川への 1lfi1上角.も多く1 0 1. 7 0 9 尾
の字が捕獲され、このうち即日使用魚5 7 6尾 (即日使用率0 . 6 % ) 、蓄養不能魚1 7 9尾を除いた

1 0  0 , 9 5 4 尾 を 蓄養 ( 書養率 9 9 . 3 % ) し 、 ・へ. い 死 7 , 3 6 8 尾 ( へい死率7.3 % )、逃途1、その他465

尾の減耗を除いて 9 3 , 1 2 1 尾 ( 催熟率 9 2 . 2 % )が採卵に供され、字の総使用数は93. 6 9 7 尾 、 字使
用 率 9 2 . 1 %の極めて高い好成積を収めた。

その他の支場管内では、根室が90.2 % 、渡島が9 2 . 0 %の極めて高い好成積を示したo しかし、天塩

は 7 5 . 1 %、 千歳は 4 1 . 7 %の低率を示しており、今後の改善が望まれるところであるo

〔ひめます〕

ひめますは、支場湖の湖時とポロピナイの 2力?fで行なわれ. ♀ 8 , 0 4 3 尾 、 ? 5, 5 4 3 尾 、 合 計
1 3 , 5 8 6尾の親魚を捕獲し、♀8 , 0 4 3尾のうちから蓄養不能魚1. 0 8 3 尾 を除いた 6 , 9 1 7 尾が催熟
のために書養された(書養率86 . 0 % ) o

このうち蓄養中の減耗はへい死 4 6 3 尾 ( へい死率6 . 7 % ) 、 未 熟 、 そ の他 1 1 1 尾 で 6 , 3 4 3 尾 ( 催

熟 率 9 l . 7 % )が採.9ll に供され、字使用率は78 . 9 %と 、前年度の 7 3 . 1 %よ り 5 %ほど上理る成績を示
した。

〔べにざけ〕

根室支場管内西別川14線捕獲場で字663尾、6 1 , 9 4 6尾、合計2 , 6 0 9尾の親魚を捕獲し、虹別

事業場の湧水池に全数を輸送して書養したが、 書黄中に発生した魚病のため5 3 4尾の字裁魚が̃、い死し、
採卵 l こ供した字は1 2 9尾にとどまり 、字使用率は1 9 . 5 %の不不積に終つたo
なぉ、大量へい死の原因は性熟中に魚病の中で最も伝染性の強いといわれる 「セツソウ病」 が発生した
ためであるが、薬品投与するなどの対策を講じたが結果的にその80 %を書養中に失つたことは誠に残念
であり、 次年度は予め充分な対応策を講ずる必要がある。

-1 0 9-



第 1表  昭和 4  6年度さけ親魚書養成積x 字 親 魚 の 処 .理
捕 獲 数

試
験
控
除

即日採卵 : 書 養 蓄 養

字 3 計 尾数
即 日

使用率

要書

養数

書 養

不能数
蓄養数 書養率 率 0

北見支場

岩 尾 別

斜 里

奥 菜 別

藻 琴

網 走

西 網 走

常 昌

ライ トコロ

サロマべツ

湧 別

渚 滑

興 部

幌 内

(北見計 )

( 前年度 )

根室支場

ル サ

羅 自

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 構

忠 類

伊 茶 仁

尾

11284

1 513 97

8 1 7

1:l 5 9

24.4 5 9

2 8 2

283

5 1

4 6 2

1 5101 2

862

94

612

尾

1P18

11159

5 7 8

7 5 6

2 3:72 9

1 5 8

522

18

363

1 61252

1.1 90

80

6 6 8

尾

2,30 2

26,556

1395

:l1915

4 81l 8B

440

8 0 5

69

8 2 5

31,264

2052

1 7 4

11280

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

534

1,361

0

1 4 8

7P86

2 6 8

6

6

0

50

1 8

2

0

%

41.6

8:8

0

12.8

289

95.0

21

113

0

0.3

2.1

2.1

0

尾

7 5 0

14P36

8 1 7

1P11

17137 3

1 4

2 7 7

45

462

14,962

844

92

612

尾

0

8

8

2

1 8

14

0

2

12

0

0

0

0

尾

750

141028

809

1.009

1 7135 5

0

277

43

450

l 41962

8 4 4

92

6 1 2

%

1000

9 99

9 9 9

99a

9 9 9

0

1000

95S

97.4

1 0 0fl

100J0

1000

10010

尾

7 5 0

14028

8 0 9

1P09

17355

0

277

4 3

450

14P62

844

9 2

612

:尾

7 9 4

6 S 5 1

6

5 9 9

11,008

0

8 6

1 7

2 3 2

4913

5 8 3

4 1

3 5 9

6 0;7 7 4

113339

56,491

1 0 21l 4 6

1 l 7.265

2!5,485

0 9.4 7 9

5,103

15.6 51295

l08必6

64

570

511231 99.9

995

5:l123 1 2 5:l 8 9

0 4.5 1 0 716 66 1071666 4 7186 6

;
60

2150 2

・1“ 30
594

11675

4S35

321

6 8 7

3128

6 7

2P14

1269

3 4 7

:l2 5 l

1.7 1 6

214

433

1.918

127

4516

2 159 9

9 4 1

2926

611l5 1

5 3 5

11l 2 0

5P46

4

2223

360

95

4 0 3

1,108

78

0

0

6.7

8 8 3

25.2

16.0

2 4 」

2 29

24.1

0

0

56

279

1p70

499

:l,272

3,727

243

687

3128

0

126

0

0

5

7 9

0

0

0

56

1 5 3

11070

499

112 67

3f;48

243

687

3ユ 28

10 0」0

54a

100」0

100.0

99.6

9 7 9

1 0 0 0

1000

1000

5 6

1 5 3

1l070

499

1.267

31648

243

687

3.128

6 1

61

830

280

733

:L139 5

1 5 3

431

:l,896
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書 養 内 訳

数 蓄 養 字 親 魚
総
使
用
数

使

用

率
計 催 熟 催熟率 へい死

へ い

死 率

そ の 他 その他

の 率逃 逸 老 魚 調 査 未 熟 計

尾

1,544

20,579

8 l 5

11608

2eil 6 3

0

3 6 3

6 0

6 8 2

19,87 5

1.4 2 7

1 3 3

9 7 1

尾

691

1 336 7

7 5 1

981

16,642

0

2 7 7

3 0

375

14,769

736

9 0

575

%

921

953

9 2 8

972

9 5 9

0

1 0 0 0

6 9a

8 3 3

9 8:l

87.2

9 7 3

94.0

尾

0

661

58

2 8

7 1 3

0

0

1 3

75

1 g 3

3

2

5

%

0

4.7

7 2

2 3

4.1

0

0

302

1 6.7

1 3

0.4

2 2

08

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 0 5

0

3 2

尾

5 9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・ 0

尾

S 9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

105

0

32

%

7 9

0

0

0

0

0

0

0

0.

0

1 2A

0

5 2

尾

1225

14:l28

751

1;l 2 9

23:128

268

283

36

375

l 41ll19

754

92

575

%

95.4

95.7

9 1 9

97.4

97.0

95.0

100.0

70.6

8 1 2

9 8:7

8 7 5

9 79

940

76,420 49,284 9 6 2 117 51 3A 1 3 7 59 0 0 1 9 6 0 4

0 S

5817 63

! 1 11392

96.7

155,532 106289 98.7 865 oa 4 7 6 0 1 0 2 6 512 983

1 1 7

214

1,900

779

2000

51043

396

1,118

5024

l 56

1 5 3

11023

4 6 6

1,157

3506

2 1 2

684

3 ,1 l 3

100.0

100.0

95.6

93.4

g1.3

961

872

9 9」6

l
995

0

0

5

3

31

6 3

0

3

1 5 1
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3 5

30

5 8

7 9

24

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

0

21

0

7

0

0

0

0

42

3 0

7 9

7 9

31

0

0

0

0

3 9

60

62

2 2

1 2 8

0

0

6 0

2137 6

1383

561

1,560

4S1 4

290

684

3」13

1000

95.0

96.7

94A

9 3 」

954

903

996

9 95
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二
捕 獲  数

字 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 蓄 養

字 8 計 尾 数
即 日

使用率

%

0.7

0

0

0

0

0

0

0

要 書

養 数

蓄 養

不能数

尾

0

1 6

0

0

95

5

0

0

書養数

尾

2 9.011

1,933

339

4 l 0

2 646 3

l ,179

720

44

7 0.B50

531l 1 9

蓄養率

%

100.0

99.2

10010

100.0

9 916

9 9 6

1000

l00.0

995

9 90

字 6

尾

29,205

1,949

339

410

26,558

1,184

7 2 0

4 4

尾

3l ,626

21l 1 7

209

276

2 8:240

112 31

6 0 2

1 5

尾

60,1931

4P66

548

6 8 6

5 41「 9 8

2.4 1 5

1322

59

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

194

0

0

0

0

0

0

0

尾

29.011

1.949

339

410

26,558

1ユ 84

7 2 0

44

71,1 7 6

尾

29P11

1.933

3 3 9

4 1 0

26,463

1,179

7 2 0

4 4

尾

1 31798

117 0C

209

276

9sl a

4 9 1

542

14

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

風 連

別 当 賀

穂 香

( 根室計 ) 75 , 64 l

56,497

73S45 149 , l 86

1 1 313 85

4 lll65

2S75

59

5.1

:)26

504

7 0.B5 0

53,119

3 21383

( 前年度) 56,1;88 53,623 2 5126 (

十勝支場

幌 戸

厚 岸

釧 路

阿 寒

茶 路

i意 路

音 別

打 内

東 3 3 号

利 別

幕 別

千 代 田

歴 舟

広 尾

豊 似

渡 留

6 8

51687

4 216 09

7 1

3 5 5

7 6

260

62995

61552

323

14,961

48,450

627

2,027

5

1 8

66

6P26

78S47

1 7 7

11076

9 9

974

1171l16

1 21751

7 4 2

2 5.974

90,93 1

1125 7

1960

7 8

32

134

1 1:l13

1 2 1,1 56

248

1,431

1 7 5

11234

1 8 0.11 1

19,403

1.l)6 5

40P35

139,P81

1384

3987

83

50

0

0

0

0

0

0

0

l 4 2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

44

0

0

0

0

0

8 8

0

0

5

0

0

0

0

0

0

1 6 9

0

0

0

0

0

1 40

0

0

0

6 8

5 S 8 7

421609

71

355

7 6

216

62,853

6,652

323

14.961

48,450

5 3 9

2,027

5

1 3

0

0

0

0

0

4

1

1,l36

3 6

2 7

2

2 3

49

7 9

5

0

6 8

5 的 7

42,609

71

355

72

215

61,717

6 S 1 6

296

1 419 59

48,427

490

:l94 8

0

1 3

100.0

10 010

10 0.0

10010

1000

94:l

9 9 S

982

995

91S

999

9 9ユ

909

961l

0

l00.0

6 8

5.6B7

42l50 9

7 1

355

7 2

2 1 5

61,717

6151 6

2 9 6

14.9 5 9

48,427

4 9 0

1:948

0

1 3

6 i

1i;1‘

l 4 S5 t

11

61

l l

3 (

7451

18t

79

4fOa

1 2;l51

212

423

0

24

-1 1 2-

蓄 養 内 訳

総
使
用
数

使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計
̃、い

死率

そ の 他 その他

の 率
催 熟 催熟率 へい死

逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

48,809

31533

548

686

35.976

1,670

1.262

58

尾

28,628

1,920

328

406

25,996

1109 4

711

18

%

98.7

993

9618

99.0

982

92.8

9 8 8

40.9

尾

383

13

1 1

4

467

85

9

0

%
1 3

0.7

03

110

1 S

7 2

1 3

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

3

解 3

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

26

%

0

0

0

0

0

0

0

59」

尾

281B22

1,920

328

4 0 6

25.996

1,094

711

18

%

98l7

985

96l6

9 910

9 79

924

9 8:B

409

103,233 6 9 l 7 1 98.1 1,092 1A 2 6 226

7

0

0

35

4

287

11

04

002

73.936 97.7

781379 51l1l 1 3 97.4 1139 5 2 S 0 54S87 96S

1 3 3

7506

5 7,46 5

82

422

88

245

6 9.l 6 8

6.802

375

1 9166 2

6 1.184

702

2371

0

3 7

4 6

513 89

34;241

6 0

214

2 9

6 3

4 91l 6 8

5S50

2 4 1

14P37

4 51B4 2

3 8 2

11698

0

13

67.6

94.7

80.3

8 4 5

6 0 2

402

2 9 3

7918

884

81A

938

94」6

7 79

8 7;L

0

10 00

2 2

298

8 3 6 8

l 1

8 2

4 3

1 5 2

10,22 5

7 6 6

4 8

9 2 2

2S85

1 0 8

2 5 0

0

0

3 2 3

5 2

19.6

15.4

2 30

59.7

70.f;

32.7

115

162

61

53

22J0

128

0

0

0

0

0

0

59

0

0

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

取 」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不 明

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5 9

0

0

2,221

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

l616

0

0

35

0

2 3

0

0

0

0

0

0

4 6

5,389

34,241

6 0

214

2 9

1 0 7

49.2 7 1

5,850

2 4 1

14,037

45,B42

470

1,1ll98

0

1 8

6 7」6

9417

803

845

602

381

41.1

7 82

879

74i i

9 3 8

94.6

74.9

8 3:l

0

100.0

-1 i 3-



二 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

字 合 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

書 養

不能数
蓄養数 書養率 1il な

尾

185,184

尾

3371B0 6

尾

522990

尾

1 4 2

尾

1 3 7

%

01

尾

184905

尾

1;1l6 2

尾

183S43

%

99.3

尾

183154 3

屋

4 2的9( 十勝計 )

( 前年度 ) 100.6 9 0 161469 262.159 0 3 4 2 0.3 1 0 013 48 2277 9810 7 1 97.7 981071 24 f 6 4

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

頓 別

時 前

天 塩

中 川

下 中 川

号 寒 別

小 平 菜

( 天塩計 )

909

610

782

424

182

2 8 4

4 5

1 :719

7 4 9

112 48

:l l l 73

4 2 2

6 6 2

2 6 1

2 能 8

1;359

21030

1e97

604

9 4 6

3 0 6

0

0

0

0

0

0

0

5 0 5

l

0

0

0

1 8 7

0

55.6

02

0

0

0

658

0

404

609

782

424

182

97

4 5

26

2

9

3

1

25

0

378

6 0 7

773

421

181

7 2

4 5

93.6

9 9.7

9 8 3

99.3

99.5

74.2

1 0 0.0

3 7 8

6 0 7

7 7 3

4 2 1

181

72

4 5

l 2 5

88

782

122

26

123

32

3123 6 6 5 3 4 97 7 0 0 6 9 3 2 1A 21543 66 21l77 97.4 2a 7 7 1129 8

( 前年度 ) 3179 3 3 4 6 1 7,254 6 16 0A 3.7 7 l 9 9 3167 2 97.4 3167 2 1,14 3

千歳支場

西 越

音 江

余 市

仁 雁 別

幌 1lll

元 浦 河

三 石

静 内

新 冠

富 川

通 川

勇 t1

3380

81

6 5 4

6 8

1 4 2

4 5

5 3

1P64

81

464

4 7 1

255

41636

1 8 0

892

9 3

1 3 5

52

41

2.269

68

537

736

514

8 ,0 l 6

261

11l l4 6

161

277

97

94

3333

1 4 9

1,001

1207

769

0

0

0

0

0

0

0

6

0

0

0

0

860

C

98

11

2C

1'

C

46

21

C

1

(

25.4

0

1 4 8

160

140

288

169

04

259

02

001

0

2,520

8 1

556

57

122

32

44

1.012

60

455

470

255

3 4

1

1 1 6

0

2

0

2

10

2

2 5

1 6 5

0

2486

8 0

440

5 7

1 2 0

3 2

4 2

1p02

5 8

430

305

255

98.7

98.8

79.l

100.0

98.4

100.0

95.5

99.0

96.7

945

649

1 0 0 0

2.4 8 6

80

4 4 0

5 7

1 2 0

3 2

4 2

1,002

5 8

4 3 0

305

255

7 9 9

8 2

199

93

2 5

6

19

329

37

203

4 9

9 0

-- 1 i 4-

書 養 内 訳

数 書 養 字 規 魚
総
使

用

数

使

用

率
計

へい

死率

そ の 他 その他

の 率
催 熱 催熟率 ̃、い死

逃逸 老魚 調査 未熟

尾

0

計

尾

226.242

尾

157,376

%

85.7

尾

281B80

%

13」0

尾

6 6

尾

0

尾

0

尾

2287

%

1 2

01

尾

l 5 7 S 1 3

55335

%

85.1

122S35 55,493 56.6 42.423 433 1 4 6 0 9 0 1 5 5 55.5

5 0 3

6 9 5

1,555

5 4 3

207

1 9 5

77

362

440

7 4 1

1 8 5

1 4 0

7 1

3 1

盗難

l 6

0

0

0

0

0

0

95B

7 2 5

9 5 9

4 3 9

773

9 8 6

6 8 9

0

l 6 6

2 1

1 9 0

28

1

0

0

273

2 f

4 51

1 5 5

14

0

0

0

l 1

4 5

l 3

0

14

0

l

0

0

0

0

0

0

0

0

l

0

0

0

1 6

l

1 1

4 6

1 3

0

1 4

42

0 2

1A

1 09

7 2

0

31.1

867

441

741

1 8 5

1 4 0

258

31

9 5A

7 2 3

94:8

43.6

769

90」8

68.9

3775 1197 0 795 4 0 6 1 6,i 1 6 8 3 1 1 l 0 1 5.1 2.663 823

8934 .8 1 5 3370 91.8 3 0 2 82 0 0 0 0 0 0 3 3 8 6

3128 5

162

639

l 1 5 0

い
145

3 8

61

1133 1

9 5

6 3 3

354

3 4 5

2155

6 2

283

54

l 0 1

3 0

39

8 4 6

5 3

407

2 0 5

1 1 0

86.7

7 7 5

643

94l7

842

9 3 i

92.9

84A

91.4

94 l7

672

43.1

l 331

l
1 5

1 5 7

3

1 9

2

3

1 5 0

5

23

78

1 4 5

l 3 3

1 8 8

35.7

5.3

l 5 S

63

71

1 5 0

8S

5 3

25.6

56.9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

22

0

0

3

0

0

0

0

0

6

0

0

22

0

0

3 8

0

0

0

0

0

0.6

0

0

72

0

3P I S

6 2

3 8 1

6 5

1 2 1

43

4 8

892

74

416

206

l l 0

892

7 62

583

95.5

852

95.6

9 0.5

8 3 8

913

89.6

4 3.7

4 3 1

-1 i 5-



二
字 親 魚 の 処 理

捕 獲 数

試
験
控
除

即日採卵 書 養 蓄 養

♀ 合 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

書l 養

不能数
蓄養数 書養率 字 0

尾

l 0 9

256

1 4

尾

275

654

22

尾

384

910

3 6

尾

0

0

0

尾

22

98

5

%

20.1

382

3 517

尾

8 7

158

9

尾

0

0

1

尾

87

1 5 8

8

%

1000

100.0

889

尾

8 7

1 5 8

8

尾

5

1 7 7

1 4

白 老

敷 生

幌 満

( 千 歳計 ) 7,1 37 1 1,1 04 18,24l 6 121 3 11.4 51924 364 5560

2.673

939 5.560

216 73

2」27

1P73( 前年度 ) 3,427 51786 912:13 0 6 8 9 20.4 2,738 65 976

渡島支場

朱 太

冷 水

厚 沢 部

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

大 野

戸 切 地

茂 辺 地

亀 川

知 内

( 渡島計 )

1 0 2

844

4 6 8

3 8

3 6

980

248

1

1 1 5

7S83

569

3 8 8

1 4 3

898

821

3 3

74

876

491

1

9 9

1 1.7 5 3

524

3 4 2

245

11742

1,289

71

1 1 0

11B 56

739

2

214

1 916 36

1,093

730

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8 2 5

29

0

0

3 0 8

3 2

0

6 4

7568

310

2 4 7

0

97.7

6210

0

0

3 14

129

0

55l「

960

5 4 S

63.7

1 0 2

19

439

38

3 6

672

216

1

51

315

259

1 4 1

0

1 1

0

0

5

1 0 8

2

1

0

3 1 5

2

4 9

102

8

439

3 8

3 1

564

214

0

5 1

0

257

9 2

1000

421

100」0

1000

861

8 39

99ユ

0

100.0

0

992

652

1 0 2

8

439

3 8

3 1

564

214

0

51

0

2 5 7

7 2

1 4 3

0

2 2 6

33

1 3

533

173

0

29

0

1 l

95

11,672 1 6.0 5 5 2 77 2 7 0 9;;83 80.4 212S9 4 9 3 1 .1「96 785

839

9 9 2

9 8.e

1,796 1,256

1.1 1 5

10419 5 2

( 前年度 ) 8.126 1 1.073 19, l99 0 5l634 693 2,492 4 0 1 2109 1 2.091

合 計 343S44 501S35 8 4 51l 7 9 1 4 8 2 5;370 71l ; 1 8;l 2 6 21669

3,916

; 1 5a 5 7

267292

3 1 5.4 5 7

前 年 度 285 .e 72 340S23 6 2 61l l9 5 6 1 4165 8
l

5 2  l1l 71208 267292 1 0 01921

-1 l 6-

蓄 養 内 訳
1 l -一一一

数 l . 書 養 字 親 魚

1
総 l 使
使 l
用 , 用
数 l 率

1
l

計 催 熟

へい

死率

そ の 他 その他

の 率
,eee熟率 -へ、い死

逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

92

335

22

尾

11

61

7

タ

12.6

38.6

875

尾

17

1 9

1

%

195

120

125

尾

0

0

0

尾

0

0

0

尾

0

0

0

尾 l 尾
9 l 59
8 l 7 8
o 1 o

%

67.8

4 9 3

0

尾 l %
1

33 1 3 0 2
1

1 5 9 j 62.1
1
1 2 l 85.7

71687 4424 7 9.6 9 6 8 17.4 0 9 0 9 1 6 8 38
1

56 37 l 7 9 0
1

3476 21075 77.6 4 1 7 1 516 l 6 7 1 2 2 0 1 8 l 6 8 21764 80:7

2・l5

8

665

71

44

1p 97

387

0

80

0

268

1 8 7

1 0 l

8

4 3 4

34

3 0

5 1 5

207

0

51

0

254

9 2

9910

1 0 0.0

98.9

89S

9 6 8

913

9 6.7

0

10010

0

9 8.8

1 0  0.C

1

0

3

4

l

3 7

7

0

0

0

0

0

10

0

0.7

1 0 5

32

616

33

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

7

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

l
,。,i 9 9。
833 1 98.7

463 l 98.9

34 1 8 9 S

l3 0  833

8 2 3  8 4 0

l
2 3 9 l 964

°1 °
1 1 5 l 1 0 0 0

1

f 15 6 4  9 9.l

339  874

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

l 2

0

0

0

0

3

0

0

0

05

0

0

2.1

0

0

0

0

12

0

310 52 1.7 2 6 96.1 53 30 0 1 2 5 0 1 7 09 l 11l 0 9 9 5.2

3.206 l:7 52 83.6 3 3 4 160 0 5

389

0 0 5

3056

02 7:386

3 0 9162 1

909

9 0.1420・l09 284 12 51 90.1 2 8.1 5 0 8 9
盗 3 9
206
M
6
l月2221
1 9 5

l.0

368.213 l 220.6 9 2 l 82C , S  l 1 7 1i .:7 3 6 1 7 8 9 24 l 21 1 3 0 l 8 6 4 0 3 2 3 5 3 5 0 1  8 2 3

- 1 i 7-



第 2 表  昭和46年度さくらます親魚蓄養成積

二
字 親 魚 の 処 理

捕 獲 数

試
験
控
除

即日採卵 書 養 書 養

字 6 計 尾数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
書養数 書養率 字 さ

北見支場

岩 尾 別

斜 里

清 滑

興 部

( 北見計 )

尾

78

113 56

2 7 2

36

尾

53

8 5 8

1 6 0

2

尾

131

2214

432

38

尾

0

0

0

0

尾

1 1

0

0

0

%

1 4 」

0

0

0

尾

67

1,356

272

36

尾

0

0

0

0

尾

6 7

1,356

272

3 6

%

1000

100J0

100.0

100.0

1 0  0.0

尾

6 7

1135 6

2 7 2

3 6

1,731

尾

53

7 2 8

5 3

2

8361:l42 110 7 3 2316 0 11 0 1.731 0 17 3 1

( 前年度 ) 623 379 1.0 0 2 0 2 4 3.9 599 5 594 992 594 3 2 9

根室支場

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 賀

( 根室計 )

8 6

96

1,219

27

45

4 7

2 2

6 7

303

1 0 l

31

34

603

19

16

17

1 3

8 4

5 8

5 9

117

1 3 0

1:B37

4 6

61

6 4

35

151

361

160

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

86

9 6

1121 9

2 7

4 5

4 7

22

67

303

101

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

86

96

1219

27

45

47

22

67

3l[lS

101

100.0

100」0

100.0

10 0.0

1000

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

8 6

9 6

1,219

27

4 5

4 7

22

67

303

101

3 1

34

6 0 8

1 9

1 6

1 7

1 3

84

58

59

939

978

2l)13 939 2952 0 0 0 2013 0 2013 2P13

2159( 前年度 ) 21L 63 1;1l 9 0 31454 0 4 0.1 8 2.159 0 21l 5 9

天塩支場

徳 志 別

北 見 幌 別

違 別

疲 払

中 川

24

2 1 7

1 4

1 0 3

6

3 6

0

3 0

30

253

1 4

1 3 3

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

3A

切

217

14

99

0

1 5

1 4

4

21

202

0

95

100」0

93.1

0

922

24

2 0 2

0

95

6

36

0

10

- 1 1 8-

書 養 内 訳

数 書 養 率 親 魚
総
使
用
数

使

用

率
計 催 熟 催熟率 へい死

̃、い

死率

そ の 他 l:の他

り 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

l 2 0

21084

325

38

尾

6 7

:“)31
250

0

%

100」0

7 6 0

91:9

0

尾

0

318

22

3 6

%

0

235

8.1

10010

尾

0

7

0

0

尾

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

尾

0

7

0

0

%

0

0 5

0

0

尾

78

1,031

250

0

%

100.0

76.0

91.9

0

2578 113 48 780 376 2116 7 0 0 0 7 0.4

43

113 59

518

7 8 0

9 2 3 494 832 71 125 2 6 0 0 0 26 8 3.1

1 1 7

1 3 0

1182 7

4 6

6 l

6 4

35

l 5 l

361

160

67

7 9

986

2 7

44

4 7

8

6 0

303

1 0 1

7 7 9

823

809

1 0 0 0

9 7 3

1000

3 6A

89.6

100.0

100.0

1 9

1 7

233

0

1

0

1 4

7

0

0

221

1717

1 9 1

0

2 2

0

63S

10A

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6 7

7 9

9 8 6

2 7

44

4 7

8

6 0

3 0 3

1 0 1

77.9

8 2.3

80.9

100.0

97.8

100.0

36A

89.6

100.0

100」0

2952 1:72 2 855 2 9 1 l 4 5 0 0 0 0 0 0

0

1,722 85.5

3ユ 37 1.981 91.8 1 7 8 82 0 0 0 0 0 1,985 91.8

3 0

l :; :; 58.l :; : 41.75000

7A

0

l 。

l :

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

20

0

0

1 4

9 7

0

9 2

5 8 3

4 4:1l

0

89.3

-1 i 9-



二 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

即日採卵 1 蓄 養 書 養試
験
控
除字 6 計 尾数に用;

要 蓄

養 数:能:蓄養数 書養率 字 0

増 幌

信 砂

( 天塩計 )

尾

4 7

尾

2 3

尾

7 0

尾

0

尾

0

%

0

尾

4 7

尾

0

尾

4 7

%

100.0

尾

47

屋

2 3

405 95 500 0

7

4 10 4 0 1 33 368 909 3 6 8 75

(前年度 ) 1P7 l 354 1.425 0 0 110 6 4 3 2 1,032 97.0 11032 292

千才支場

西 越

余 市

音 江

仁 履 別

( 千才計 )

79

1 6

2

4

6 6

3

1

0

1 4 5

1 9

3

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7 9

1 6

2

4

0

0

0

1

7 9

16

2

3

1 0 0 0

100.0

1000

7510

79

1 6

2

3

23

2

1

0

1 0 1 70 1 7 1 0 0 0 1 0 1 1 100 99.0 1 0 0 26

(前年度 ) 3 5 32 6 7 0 0 0 3 5 3 32 91.4 32 31

渡島支場

名 駒

朱 太

汐 泊

( 渡島計 )

394

14

1 4

7 2

3

5

4 6 6

1 7

1 9

0

0

0

318

0

0

80.7

0

0

76

1 4

14

0

0

8

76

14

6

1 0 0 0

100」0

4 2 9

7 6

14

6

27

3

5

4 2 2 8 0 5 0 2 0 3 1 8 80.7 1 0 4 8 96 714 9 6 35

(前年度 ) 4 9 5 7 5 570 0 280 5 6 S 2 1 5 6 209 972 209 44

合 計 41583 2257 6940 0 333 7.1 4,35 0 4 2 4308 9 2 0 4130 8 1911

前 年 度 4,387 2,130 6.517 7 308 7.0 4.072 4 6 4102 6 98.9 4l)2 6 l ,674

1 2 0

害 養 内 訳

数 書 養 lil 親 角. 総
使
用
数

使

用

率計 催 熱 催熟率 ̃、い死
̃、い

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

7 0

尾

3 8

%

809

尾

9

%

l9.1

尾

0

尾

0

尾

0

尾

0

尾

0

%

0

尾

3 8

%

809

4 4 3 2 3 7 644 1 2 7 345 0 4 0 0 4 11 2 4 1 5 9 5

1132 4 5 1 1 49.2 1 9 1 18S 3 3 0 0 0 0 330 3 2 0 5 1 1 47.7

1 0 2

1 8

3

3

21

9

0

1

26.5

562

0

333

58

7

2

2

73.4

7 7:1

10010

6 6 .6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2 1

9

0

1

2 6.5

5 6 2

0

2 510

1 2 6 3 1 210 6 9 6 910 0 0 0 0 0 0 3 1 3 017

63 27 84ll 5 1 5l i 0 0 0 0 0 0 2 7 7 7.1

103

1 7

1 1

64

1 2

6

842

857

1000

1 2

0

0

158

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

0

1 617

0

3 8 2

1 2

6 6

970

8 5.7

429

131

253

82

1 4 4

85A 1 2

6 5

1 4 6 0 0 0 2 2 242 4 0 0 94」;

6 8.9

7 9 4

311l 0 0 0 0 0 0 4 2 4 85.7

612 19 3ll 2 0

3J 5 7

875 203 7 4 0 2 1 3 0 3 3.7 5 3 8 0 」

5l70 0 7 8 5 : 513 12.7 3 5 6 0 0
l

0 l 356 8.8 l 3465 79.0

1 2



第 3 表  昭 和 4  6年度からふとます親魚書養成積

二 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 蓄 養

1il 3 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

書 養

不能魚
蓄養数 書養率 率 0

北見支場

岩 尾 別

ル シ ヤ

斜 里

奥 菜 別

藤 琴

網 走

西 網 走

常 呂

サロマべツ

湧 別

渚 滑

興 部

幌 内

雄 武

( 北見計 )

尾

171607

3l76 9

1 6134 3

6.237

1S32

2S19

1 0 5

9,995

207

16,752

11936

21B51

97 8 5

1:「 7 1

尾

1 3.113

2.709

1 0l49 2

3:722

954

216 97

7 8

10210

2 0 3

l 81B4 l

1 3.205

2127 4

1 0155 5

1,973

尾

30.720

6.478

26.835

91959

2.486

5.51 6

1 8 3

20205

410

35593

25.1 4 1

5,125

20.4 4 0

31744

屋

(

l

(

(

(

(

l

0

(

(

0

(

(

(

尾

0

0

2

2 5

0

0

98

0

0

3 5 5

0

0

9 6

0

%

0

0

0J01

0A

0

0

933

0

0

21

0

0

0.9

0

尾

1 7.6 0 7

;11.7 6 9

1 6 3 4 1

6.2 1 2

115 3 2

2:819

7

9.9 9 5

2 0 7

1 63, 9 7

1 1193 6

2i;5 1

9S 8 9

1117 1

尾

0

0

0

0

7

0

7

0

2 2

3

34

6

35

6 5

尾

17.6 0 7

3 7 6 9

1613 41

6212

115 2 5

21B l 9

0

9995

1 8 5

16.3 9 4

11,902

21B45

9 6 5 4

1,706

%

100.0

100.0

99.9

99.6

99.5

100.0

0

10010

89.4

9 7 9

997

9 9 3

98.7

9 6 3

尾

1 716 0 7

3.7 6 9

16341

6.212

1.525

2β19

0

91995

184

1 6.3 9 4

l 1 1l l02

2.8 4 5

9fl 5 4

1,706

尾

1 3ユ 1 3

2l70 9

3306

2 4

487

1,011

0

113 9 9

103

2,404

4S36

8 0 9

31456

559

L0 l709 9 1 j 2 6 192S35 0 576 Of i l01,133 179 l 00g54 9 9 3

99.1

100,954

8,431

34,016

( 前年度 ) 8151 6 10,520 19.0 3 6 0 5 0 0 5 1 8.511 8 0 18l 3 1 207 6

根室支場

サ i / ル イ

羅 臼

春刈古丹

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

574

7 2

1 9

5 7 2

3 2 7

2, l58

4 5

268

444

54

14

11293

538

2e37

47

101 ;
0

0

0

0.7

1 5

0.7

0

0

574

7 2

1 9

5 6 8

322

2 i 4 2

4 5

2 6 8

1

l

0

5 6

1 0

0

0

0

5 7 3

7 1

1 9

512

3 1 2

2142

4 5

268

99a

98.7

100.0

89.5

95.4

993

100.0

1 0 0 0

573

7 1

1 9

5 1 2

3 1 2

21l42

45

268

345

54

1 4

267

1 6 0

l11 53

4 7

1 0 1

1.018

126

33

1i;65

8 6 5

4.995

92

369 ;

-1 2 2-

蓄 養 内 訳

数 書 養 字 親 魚 総
使
用
数

使

用

率
̃、い

死率

そ の 他 その他

の 率
計 催 熟 催熟率 '、い死

:過量:, 老魚 言掲査 未熟 計

尾

30.720

6 4 7 8

1 91647

6236

2f)1 2

3S30

0

1 113 94

288

1 81798

16538

3 654

1 3.11 0

2265

尾

17,583

31739

l 5342

5,734

1291

27 34

0

6S49

1 7 0

l 51988

1 1.319

21368

8,925

1579

%

9 9 9

9 9 2

9 3 9

923

8 4:1

9 6.9

0

635

919

97S

9 5 」

8 3 2

924

92.6

尾

24

1 0

999

478

l 7 2

8 5

0

3,626

1 5

395

231

4 7 7

729

1 2 7

7368

%

0.1

0.3

6.1

7 7

l l 3

31

0

3 6 3

8.1

2.4

19

1 6 3

7」6

7‘l

尾

0

0

0

0

6 2

0

0

0

0

0

3 5 2

0

0

0

尾

0

20

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1i

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

0

20

0

11

0

0

0

0

尾

0

20

0

0

6 2

0

0

2 0

0

1 1

3 5 2

0

0

0

%

0

0 5

0

0

40

0

0

0 2

0

0 1

3」0

0

0

0

尾

1 7 5 8 3

3 f 3 9

15,344

5,759

1,291

2,「34

98

6049

1 7 0

1 6 3 4 3

1 l , 3 19

213 68

9 0 2 l

115 7 9

%

99.9

992

93.9

9 23

843

969

933

635

8 2 」

97.6

948

8 3 」

922

892

134,970 9 3;l 2 l 922 73 4 l 4 20 0 31 465 0 5 93,697 9 2.1

1 0.507 7,778 9 2 3 5 6 5 0 37 51 0 0 88 7,783 9 l,4

918

1 2 5

3 3

7 7 9

472

32:95

9 2

369

3 9 0

4 7

1 1

420

256

1.8 5 5

4 5

2 6 0

68」

662

57.9

820

8 2 1

86」6

1 0 0 0

9 710

1 7 8

2 3

8

9 1

5 2

265

0

8

3 1 3

33.8

4 2 l

171B

17:l

1 3 8

0

3」0

0

0

0

0

0

0

0

0

s

0

0

1

4

21

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

5

1

0

1

4

2 2

0

0

09

1.4

0

02

13

l.0

0

0

390

4 7

1 1

424

2 6 1

:l,B7 l

2 4 5

260

679

653

5 7 9

7 4 1

7919

86.7

100.0

97.0

-1 2 3-



、目
採卵、捕 獲 数 字 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

1il 3 計 尾数に用:要 書養 数 要 蓄不能魚 審養数 書表率 字 6

尾

506

3.7 1 3

1 2 2

3 0 9

1108 l

尾

284

4399

98

4 6 l

1138 S

屋

790

8ユ 1 2

220

770

2,4 6 6

尾

0

0

0

0

0

尾

4

0

0

1 0

0

%

0 S

0

0

32

0

尾

5 0 2

3.7 1 6

122

2 8 9

1.0 9 1

尾

0

0

0

0

0

尾

502

3 ll 3

122

299

l10 81

%

9 9 2

1000

100.0

968

1000

尾

5 0 2

3.7 1 3

1 2 2

299

1 ,08 l

尾

2 8 4

1l77 3

9 8

1 6 6

1065

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 賀

( 根室計 ) 9,766 1 11955

10,498

21,721

1 6.996

0 3 9

0

0,4

0

9.7 2 7 68 9S59

5.791

989

89.2

916 59

5.7 9 1

5,527

5,156( 前年度 ) 6.4 9 2 0 6,429 701

十勝支場

釧 路

幕 別

千 代 田

( 十勝計 )

753

3 2 9

2179 4

1.392

4 9 6

6817

2345

825

9161 1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7 5 3

3 2 9

2179 4

0

0

0

753

329

2,794

3i;76

100.0

100〇

! 0 0 0

7 5 3

3 2 9

217 94

3 1 7

150

2.743

3876

37

81905

22

1 2:781

5 9

0

0

0 0 31B7 6

3 7

0 1 0 0 0 3S76 3 2 l 0

( 前年度 ) 0 0 0 3 7 1 0 0 0 3 7 l 7

天塩支場

徳 志 1ll l

北見幌 1ll l

頓 1ll,

疲 t1

知 来 1ll l

増 幌

天 ;塩

中 川

違 別

小 平 葉

信 砂

( 天塩計 )

6343

2i;82

8398

111 7 9

116 3 0

730

1 0 2

614

2 2 3

0

3 3

5 ll3

3:16 5

7β60

1.153

9 7 3

337

224

700

240

0

l 2 5

12P5 l

61641

16.45l

233,

2S01

1:2 6 '

3 2 l

113 14

463

3

159

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6 7

0

2 0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

0

02

0

0

0

0

0

0

0

0

6 2 7 6

2.882

8S78

1.17 9

1 f,30

7 3 0

1 0 2

6 1 4

223

0

33

3 0

0

604

151

3(;

5

0

5 7

5 6

0

0

6246

2882

7:974

1,0 28

1594

725

102

557

167

0

33

99.5

1 0 0」0

9 29

8 7 2

9 7 3

993

l 0 0 0

9 0:7

74g

0

100」0

612 4 6

2S82

21974

1,028

1,594

7 2 5

l 0 2

5 5 7

167

0

3 3

982

51C

3S03

863

780

537

34

238

1 1 0

0

104

22334

2,284

21,293

2.000

4 3S21 0 8 7 03 2 2 2 4 7 939 2 l ,308 95,4 2 l13 08 7,965

( 前年度 ) 4,28, 0 0 0 2.284 2 9 212 55 98:7 2255 7 2 5

-1 2 4 -

書 養 内 訳

量
使

用

率

数 蓄 養 字 親 魚

計 催 熱 催熟率 へい死
へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

7 9 0

5d86

220

465

2146

尾

502

3S03

116

299

1;)6 2

%

9 9 2

943

95ユ

100.0

982

尾

0

1 8 1

6

0

7

%

0

5.7

5.0

0

18

尾

0

0

0

0

0

尾

0

2 6

0

0

1 0

尾

0

0

0

0

0

尾

0

3

0

0

2

尾

0

2 9

0

0

1 2

%

0

08

0

0

1.1

尾

506

3S03

116

309

1,062

%

100.0

94.4

9 5 i

1 0 0 0

9e2

1 5.1 8 6 8:76 6 9 0 8 819 92 0 6 7 0

0

7

0

74 8,805 9 0 2

l 0 9 4 7 3255 562 2536 4 3:8 0 0 1 0 0 3.2 5 5

636

314

2483

50.1

110 7 0

4 7 9

. 3537

638

314

2 l l83

844

9 54

88S

9 2

1 5

311

1 2 2

5

11.1

.盗難

0

0

'5 )

0

0

25

0

0

33

0

0

844

954

88.8

0

0

0

0

71086 2133 88.6 4 1 8 10.7 0 0 0 0 25 0.6

0

3.433

1 1

8 8.6

5 4 1 1 29.7 2 6 703 0 0 0 0 0 29.6

7Z28

3392

1 1.781

1.S91

21374

1,262

136

795

277

0

137

5395

2i;84

6:l 7 9

551

988

6 4 6

87

・ 2 7 4

1 4 3

0

31

8 61l

828

775

5 3」6

6210

89.1

8 5 3

492

85.6

0

9 39

5 3 1

454

11721

4 1 7

606

79

5

2 7 5

24

0

2

85

15Si

21.6

4 0f i

38.0

10.9

4.0

49.9

14.4

0

6.1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

268

4 1

51

3 0

0

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5 2

3

2 3

30

0

0

1 0

0

0

0

0

320

44

74

60

0

0

10

8

0

0

0

3.1

1.6

0.9

5 8

0

0

93

14

0

0

0

5 4 6 2

2384

6」99

5 5 1

988

6 4 6

8 7

274

1 4 3

0

3 1

8 6.1

82.7

7 2.1

46.7

60.6

88.5

8 5 3

4 4 6

64.1

0

939

29,273 16,678 783 4;l 14 19.3 398 0 1 1 8 516 2 4 16,765 75.1

2.980
l _

1.706 75.「 444 l917 99 6 0 0 l 105 4i l 1 1110 6l ' 74.7

-1 2 5-



x 捕 獲 数
率 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 蓄 養

字 0 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

蓄 養

不能数
書養数 蓄養率 率 t;

千歳支場

静 内

新 冠

三 石

幌 別

仁 雁 別

幌 満

( 千歳計 )

( 前年度 )

尾

101

2

3

184

101

125

5 1 6

4

尾

5 3 3

1

!

3 1 0

1 9 8

1 7 1

1:21 4

3

尾

634

3

4

4 9 4

299

296

尾

0

0

0

0

0

0

-;・

-;-

尾

0

0

0

0

0

0

%

0

0

0

0

0

0

0

0

尾

101

2

3

184

1 0 1

1 2 5

516

4

尾

7

0

0

92

0

0

尾

94

2

3

92

1 0 1

1 2 5

%

930

1000

100」0

5a0

!00」0

1 0 0 0

尾

94

2

3

9 2

1 0 1

1 2 5

尾

3 3

1

1

・ 66

192

169

1 f 3 0

7

0 9 9

1

4 1 7

3

808

75.0

4 1 7

3

468

20

渡島支場

遊 楽 部

長 万 部

貫 気 別

( 渡島計 )

403

0

24

4 2 7

1,340

l 3 8li2 8

18,683

551

3 6

2 5

6 1 2

1l761

l 3 5.105

24S04

9 5 4

3 6

49

1p39

0

0

0

0

2 0

0

2 0

0

0

0

0

1 2 7

0

0

0

403

0

2 4

427

2

0

0

2

231

1.287

1ll42

401

0

2 4

425

9 6 2

136,639

17A79

995

0

1 0 010

995

8 0i l

401

0

24

4 2 5

9 6 2

377

0

25

0

95

05

0.7

402

487(前年度 )

合 計

前 年重度

3ユ01 1.1 9 3

137,92 6

18,li2 1

2731733

4 3l477

702 98」6

944

1361i3 9

17,479

5115 88

8.463132

1 2 6

書 養 内 訳
総
使
用
数

使

用

率

数 書 養 字 親 魚

計 催 熟

̃、い

死率

そ の 他 その他

の 率
催熟率 へい死

税 老魚 調査 未熟 計

尾

127

3

4

1 5 8

299

2 9 4

尾

36

2

3

28

6 7

79

%

413

100.0

10010

30A

66.3

632

尾

58

0

0

61

34

46

%

6 61l l

0

0

663

33.6

3 6a

尾

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

3

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

0

0

0

尾

0

0

0

3

0

0

%

0

0

0

3 3

0

0

尾

3 6

2

3

2 8

67

7 9

%

35.6

100.0

100.0

33.7

66.3

6312

885 215 5 1.6 1 9 9 47.7 0 3 0 0 3 0:i 215 4117

5 2 66 11' l 333 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0

778

0

49

3 7 9

0

1 4

945

0

583

8

0

1 0

2.0

0

41.7

0

0

0

1 4

0

0

0

0

0

0

0

0

l 4

0

0

3 5

0

0

379

0

1 4

94.0

0

5 8 3

827 393 925 1 8 4 2 0 ! 4 0 0 14 3.3 393 920

l.4 4 9 3 1 5 3 211 4 7,7 49.6 170 0 0 0 1 7 0 17「 l 4 2 32.9

188.227 ! 2 2150 6 89.7 12:936 9.5 4 1 4 3 0 2 室難25 l109 7 0 8 123,308 88.9

251942 13P67 749 l 4- 23.l 306
5 ' ( ! 5 6 361 210 13,199 70.7

1 2 7



第 4 表  昭和 4  6年一度ひめます親魚書養成積

二 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 書 養 書 養

字 3 計 尾数
即 日

使用率

要 書

養 数

書 養

不能数
蓄養数 書養率 字 6

尾

3S99

4.444

尾

2618

2925

尾

6121 7

7,369

尾

14

2 9

尾

0

0

%

0

0

尾

3585

441 5

尾

227

856

尾

3,35 8

3S59

%

733

8 0.1

860

75.6

尾

3135 8

3S59

6917

2l75 7

尾

:l , l84

66

1.250

1,504

湖 畔

ポロピナイ

( 合  計 ) 810 4 3 5S43 1 315 86 43 0 0 810 00 1.083 61917

( 前年度 ) 3lll46 5,036 8168 2 0 0 0 31646 8 8 9 21757

第 5 表  昭 和 4  6年度ぺにさけ親魚審養成積

二 捕 獲  数
1il 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即日採卵 蓄 養 蓄 養

率 t) 計 尾数
即 日

使用率

要 蓄

養 数

蓄 養

不能数
蓄養数 蓄養率 字 6

尾

663

尾

1 ,946

尾

2.609

尾

0

尾

0

%

0

尾

6 6 3

尾

0

尾

663

%

l 0 0 . 0

尾

663

尾

1. 946西 別

1 2 8

蓄 養 内 訳

数 蓄 養 ♀ 親 魚
総
使
用
数

使

用

率
計 催 熟 催熟率 へい死

・へい

死率

そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

尾

4154 2

3162 5

尾

31l 5 0

3193

l5:343

2,664

%

9 3 8

8917

91.7

9 6 6

尾

16.5

2 9 3

463

%

49

84

尾

0

0

0

0

尾

0

0

0

3 0

尾

37

3 7

74

2

尾

6

3 1

尾

4 3

68

%

1 3

19

尾

31l 5 0

3;l98

l5.343

%

87.5

7 11ll

8;l 6 7 6.7 3 7 111 1.6

13

78.9

7314261 5.8 2.l 3 3 5 21664

蓄 養 内 訳

数 蓄 養 字 親 魚
総
使
用
数

使

用

率
計 催 熱 催熟率 へい死

̃、い

死率

そ の 他 その他

の 率

%

0

逃逸 :をilll,.

尾

0

調査

尾

0

未熟 計

尾

0

尾

2,609

尾

129

%

195

尾

534

%

80.5

尾

0

尾

0

尾

1 2 9

%

19 .5

1 2 9



S 1 1  べにざけ生産事業

'. '9 7 1年級群の採卵およびふ化飼育
(11 支笏湖産

支笏湖産ヒ.メマスは千歳支場支笏湖事業場管下の湖畔及びポロピナイ採卵場において昭和4 6 年

1 0 月 2 3 日̃ 3 0目にか lナて採卵された 8 0  0 , 0  0 0 粒 ( 移 籍 卵 数 8 1 5 , 0  0 0 粒 ) が 同 年 1 2 月

19日、発眼卵として収容地である根室支場虹別事業場へ向けて輸送した。輪送途中での運搬害死卵

数は、少なく良好な成績をもって収容を終えた。

ふ出は翌年 l 月 1 0 日̃ 1月 2 7日の間に終了したが、ふ上までに 1 5. 0 0 0尾の減耗を生じ、残

り 7 5 7 , 0  0 0尾を対象に同年3月5日よりアトキンス式2間槽4 0本を使用して飼育を始めたo餌

付け方法は従来通りであるo

第 1 表  支場湖産11二.メマスふ化成績

事 項
_ .. _ l 卵 数

備 考
「 - 1 収容卵数 1 死 卵 数 差引卵数

採 ;b j 4 6 . ( 1 9 7 1 ) 1 0 . 2 3̃ 3 0

発 眼 1

移 殖 4 6 . l 2 . 1 9̃ 2 0

収 容

ふ 化 l 4 7 . 1.1 0̃ 2 7

8 7 6 , 0  0 0粒 1 粒j 7 6 , 0 0 0
3 7.0 0 0

粒

8 0  0 , 0 0  0

8 0 0 , 0 0 0

7 6 3 , 0 0 0

支笏湖

発限卵で移入

虹別事業場

2 間槽 4 0 本使用

8 0 0,0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

(2 ) アラスカ産

4 7 年 1月 2 l 日米国アラスカ州よ り 、 コデイアツク島アカルラ湖産べニザケ発眼卵 2 1 7 , 0  0 0

粒が移殖された。 輸入卵は一旦千歳支場へ仮収容した後、 同 2  8日に根室支場虹別事業場へ輸送したo
卵子輸送にはジュラルミン製輸送箱を使用し、  収容地到着時の卵温は8̃ 9°〇に保たれており運搬害

死卵数も少なく好結果のもとに、死卵5 o o 粒を差し引いた 2 1 6. 5 o o粒を無事現地収容した。ま

たアラスカ側からの報告によるとこの卵子は、アカルラ湖産の後期描獲?織魚より採卵したものであり、

使用された親角、は 5 3 と 63年角、が主体で、中でも6 o年海、が大多数を占めている 。従つて 1llli径は非常

に大粒で径約7nnと カ ラフ トマス卵とほぼ同程度の大きさであった o卵質も非常に良くふ出は 4 7年

2 月 2 7 日̃ 3 月 6日にか lナて終了し、この間 2 1 3. 0 0 0尾が無事ふ出したoふ出後の減耗は

1 , 1 0  0 尾 で あ り差 し引 き 2 0 2 , 0  0 0尾を対象に、 4 7 年 4 月 1 日 よ り ア ト キ ン ス 式 2 間 槽 1 3 本

を使用して餌付を開始した。

第 2 表  ァ ラスカ産べニザケふ化成績

(31 国産 (西別産 )

西別産べニザケは西別ll回帰親魚を虹別事業場構内換i水池にて一旦害養し、 その後構内採卵にて

1 7 0 , 8 0  0粒の卵子を得た。これらは同事業場第1ふ化室に収容し、昭和 4 6年 1 2月 1 5日̃翌

4 7年 1月 1 7日の間にふ出を終了した。ふ出までの死卵数は5. 2 0  o 粒であり、同年2月4日より

第 1ふ化室ア トキンス式 2間槽 1 3本を使用して減耗数をのぞく 1 6 3 , 6 0  o尾を対象に解付けを行

なった。なぉ解付Bliの魚体は 、 F L 2 . 4 C ln ・ B W 0. 1 1 g r で あ る o

第 3 表  西別産べニザケふ化成績

事 項 年 月 日
卵 数 1 ,曲 j l l 1

収容卵数 1 死 卵 数 1 差引卵数 . - -
採 卵

発 眼

移 ・ 殖

収 容

ふ 化

4 6. ( 1 9 7 l ) 1 0 . 1̃11 .2 1 7 0 , 3 0 0粒 l 拉

1 7 0. 8 0 0 1
1 7 0 8 0 0 l 5 , 2 0 0

粒 1 虹別事業場

11 7 0 , 8 oo 虹別事業場
1 6 5 , 6 0 0  2 間槽 1 3本使用4 6 . 1 2 . 5̃ 4 7 . 1 . 1 7

2. 1 9 '1' 0年級群の飼育および放流

l1) 飼育管理

ア ラ;スカ産べニザケ 1 0 7 ,  0 0 0 尾は 、昭和 4 6年 1月 1 8 日 よ り餌付けを開始した。解付当初は

サケ用領料 (稚魚前期用 ) ク ラ ンプル2号を粉末状に再加工し、水を加えてミルク状としたものを1

日 5̃ 6回投与しチt分に餌慣しを行なった。憤れた時期を見はからい微粒子の誤料から徐々にクラン

プル餌料に切り換えながら飼育管理を行なった。当初はアトキンス式2間糟2 o 本を使用し、注水量

を 1 カ ラ ン 当 り 2 7 .e/ 分 と し た。稚魚の摂解検確は非常に活発で順調に成長し、 6カ月後の同年6
月には第1ふ化室でのふ化權飼育では困難となったので、試験池に移し換えた。なぉ、 この時点で本

莉lは西別産と一緒に混養飼育したが、 種々の判別を明確にする目的で 9旨ピレ及び右ハラビレ'を切除し
た。支笏湖産ヒメマス稚角、は前年度と同時期である46年3月1日より9 l付けを開始し・、透中での減

耗を差 し引いた 3 4 5. 0 o o尾を対象に、上記アラスカ産同様の方法で餌付けを行なった o こ れ ら の
う ち 1 0.o o o尾にっいては、調査試験のため生餌料のみを投与し別途飼育とした。飼育経過は良好
で摂餌状態も良く順調な成育を示し、 6月1日には中央試験池~、移した。また生解給解群は、簡易ふ
化室へ移したが、 7月1日現有ふ化室が狭くなったため再度屋外サケ用養角、池̃、・移した。
飼育は生解能解を除き、  全てべレツ ト餌料を用い同年8月末までの飼青経過はいづれも良好であ

つたが、 9月に入つてから中央湧水池(乾燥配合餌料投与)及び生餌試験のた,1'' に使用している養魚
池内の稚角.斃死が目立つて来た。斃死魚の症状としては肝臓の黄変や腸・幽門垂のうっ血、 ひ臓の肥
大のほか中には眼球突出等が見受けられた。 その後斃死魚は日を追うごとにその数を增し、 最終的に

は飼青登き、の大多数を失う結果となった。 これの対策として現地ではサルフア剤 ・抗生物質等の薬剤投
与を続けたが、決定的な治?法が見い出-:e1ないままに経過した。なぉ、病魚を北大に送付、調査した
結果近年米国で発生しているウイルス性疾病の疑,いが濃厚となった。 しかし、 その伝染解は未だ明

らかにされていない。

一方西別産べニザケは 昭 和 4 6 年 1 月 2 3 日 よ りitl付けを開始し、投与方法は上記ア ラスカ '支笏

湖と同様であり当初アトキンス式2間槽1本を使用して3. 4 0  o尾を対象に実施した 。餌付け開始時
の角、体サイズは、 F L 2. 5cnt ・ B W  0. 1 2 g r で あ った が 6 月 1 日 F  L 8. 5Cm ・ B W -. 2 9 「 の時点
でア ラスカ産と混養飼青したo

' 1

事 ]111l 1 年 月  日 l 収容gl l境女
l1 数

備 考
死 卵 数 差引卵数

採 卵

発 限

移 是

収 谷

ふ 化

4 6.( 1 9 7 1 ) 1 0. 5

4 7 , ( 1 9 7 2 ) 1 . 2 1̃ 2 8

4 7 . l . 2 8

4 7 . 2 . 2 7̃ 3.6

粒

2 1 7 , 0 0 0

2 1 7 , 0 0 0

2 1 6.5 0 0

粒 粒 アラスカ州考'イアツ

ク島ア力ルラ湖

発眼卵で移入

虹別事業場

2 間槽 1 3本使用

5 0  0

3 , 5 0  0

2 1 6 .5 0 0
2 1 3 , 0 0 0

- l 3 0- -1 3 l-



第 4 表 ァ ラスカ産 -支笏湖産、西別産べ=ーザケ飼育経過
飼 育 期 間 飼 育 量 月始魚体 給

餌
量

解

料

水 温 ( ℃ )

年月 日̃日 日数 尾 数 重量 体長 体重 低 ̃ 高 平 均

尾

ア 1 0 9 , 0 0 0

西 3 , 5 0 0

Kg
1 4

0.4

cm

2 .5

2.5

9
0 .13

0 . 1 2

Kg

1 8̃ 3 t

2 3̃3 1

1 4

9

C-2
C-2

8.7̃ 8.8
/ /

8.7

/ /
46 .  1

1̃2 8
/ /

2 8

/ /

ア 1 0 7 , 0  0 0

西 3 , 4 0 0

1 5

0 . 4

2 . 5 1

2.5

0 . 1 4

0 . 1 2

C-2
C-2

8.7̃  8.8
/ /

8. 7

/ /
2

1̃ 3 1

/ /

/ /

/ /

3 1

/ /

//

/ /

ア 1 0 6 , 0 0 0

支 3 3 5 , 0 0 0

※ 1 0.0 0 0

西 3.3 0 0

4 2

3 3 . 5

1.0

1.2

3.5

2.1

/ /

3.4

0.4

0.1

/ /

0 . 3 5

0-2
C-2
牛肝臓

C-2

8.9- 9.2
/ /

/ /

/ /

g.0

/ /

/ /

/ /

3 0

5

3

1̃ 3 0

/ /

/ /

/ /

3 0

/ /

/ /

/ /

ア 1 0 4 , 0 0 0

支 3 3 3 , 0 0 0

※ 9 , 9 0 0

西 3 , 2 0 0

1 0 2

5 0

1.5

3

4 . 8 1

2 . 7 1

/ /

4 . 6 0

0 . 9 8

0 . 1 5

/ /

0 . 9 2

1 6 0

9 0

2 5

2 0

C-2
0-2
牛肝・タラコ

C-2

9 e-- 9.8
/ /

/ /

/ /

9. 7

/ /

/ /

/ /
4

1̃ 3 1

//

/ /

/ /

3 1

/ /

/ /

/ /

ア 1 0 2.5 0 0

支 3 3 0 , 0 0 0

※ 9 , 8 5 0

西 3.1 5 0

2 6 7

1 4 4

5

7

6 . 2 1

4 .0

3.9 5

6 . 0 2

2.6

0 . 4 4

0 . 4 2

2.3

2 2 0

1 8 0

3 5

4 0

/ /

//

生 餌

C-2

9.8̃1 0 . 0

9 . 6̃  9 . 8
/ /

/ /

g. g

9.7

/ /

/ /5

1̃3 0
/ /

/ /

/ /

3 0

/ /

/ /

/ /

ア 1 0 2 , 0  0 0

西 3 , 1 0 0

支 3 2 7 , 0 0 0

※ 9 , 7 5 0

4 5 6

1 2

3 6 6

8

7 . 6

7 . 1 4

5 . 2 5

4 . 6 8

4 . 4 7

3 . 8 5

1 . 1 2

0 . 8 1

i 3 5 0

2 5 0

6 0

C-3
C-3
C-2
生 餌

9 8̃ 1 0 . 0

/ /

9.7̃1 0 . 0

9 . 6̃  9.8

g . g

/ /

9.8

9.76

l̃3 1
/ /

/ /

/ /

3 l

/ /

/ /

/ /

ア
} 1 0 5.0 5 0
西

支 3 2 6 , 5 0 0

※ 9. 6 5 0

7 5 6

1,0 0 6

1 8

8 . 5 8

6 . 8 4

5 . 8

7 .2

3 . 0 8

1 . 82

5 0 0

5 5 0

1 1 0

C-4
0-3.4
生 解

9. 8̃ 1 0 . 0

9. 8̃ 1 0 . 0

/ /

10 . 0

/ /

//7

1̃3 1
/ /

/ /

/ /

3 1

/ /

/ /

/ /

ア
) 1 0 5.0 0 0
西

支 3 2 6 , 3 0 0

※ 9 , 3 5 0

1.0 0 8

2.0 0 7

3 1

10 .1

8 .4

7.0

9.6

6 . 1 5

3 . 3

5 0 0

8 0 0

9 5

C- 4
C-4
生 餌

9.8̃ 10 .0

9.8̃10 . 0

9 . 8̃ 1 0 . 0

g.g

9.9

9.98

l

'; °

;;
ア
l 1 0 4 , 7 0
1llll

支 3 2 3 , 8 0

※ 5 , 3 5 ::;;
11.4

9 .5

7 .9

;;:

4 0 0

3::
C- 4
C- 4
生 餌

9 8̃ 1 0 . 0

9.8̃1 0.0

/ /

g.g

//

//

-l 3 2-

P H

7 .3

/ /

//

//

D 0

( p p m )

水 量

.e/':分
飼 育
飼育面積

̃、い死

尾 数
月末飼育尾数

l 尾
当增
重量

増
重
比

備 考

ml' 尾

2,0 0 0

1 0 0

尾

1 0 7 , 0 0  0

3 , 4 0  0

f
0 . 0 l

0 . 1 2

0 . 2 6

0 . 2 3

倍

1 . 0 7

2 . 1 4

2 . 9 1

2 7

/ /

2 K 槽 2 0 本

″ 1 本

/ /

//

1 , 0 0 0

1 0 0

1 0 6.0 0 0

3.3 0 0
/ /

//

/ /

/ /

‘. 2
/ /

//

/ /

10 .2

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

2.0 0 0

2 , 0 0  0

l 0 0

1 0 0

l 0 4 , 0  0 0

3 3 3 , 0 0 0

9 , 9 0  0

3 , 2 0  0

0 . 5 8

0 . 0 5

0 . 0 5

0 . 5 7

2 . 4 5

1. 5 0

1 . 5 0

2.6 2

2 . 6 5

2. 9 3

2 . 8 0

2 . 5 0

2 K 糟 2 4 本

″ 3 6 本

″ 2 本

″ 1 本

試験池~、放養
2 K 槽 4 4 本

″ 2 本

″ 2 本

l 0 . 1

1 0 . 2

//

/

1.30 0

2 7

//

/ /

3 4 6 1.5 0 0

3,0 0 0

5 0

5 0

l 0 2 , 5 0  0

3 3 0 , 0  0 0

9 , 8 5 0

3 , 1 5 0

1 0 2 , 0 0 0

3 2 7.0 0 0

9 , 7 5 0

3 , 1 0 0

} 1 0 5 , 0 5 0

3 2 6 , 5 0 0

9 , 6 5 0

1 . 6 2

0. 2 9

0 . 2 7

1 . 3 8

1 . 8 7

0 . 6 8

0 . 3 9

1 . 5 5

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

/ /

//

1 , 30  0

2 7

/ /

//

3 4 6 5 0 0

3.0 0 0

1 0 0

5 0

1 . 72

2 . 5 4

1 . 9 3

1 . 6 7

2 K 糟 4 6 本

" 2 本

6 l / 1アラスカと混養

/ /

//

/ /

/ /

//

//

/ /

/ /

1 , 3 0 0

/ /

1 6 t

3 4 6

/ /

1 , 0 8 8

1 6

5 0

5 0 0

1 0 0

3 . 0 4

1 . 9 6

1 . 0 l

1 . 7 3

2 . 7 5

2 . 2 5

中央へ放養

7.2

/ /

/ /

1 0 . 2

/ /

1 0 . 3

1 , 3 0 0

l 6 t

3 4 6

1 0 8 8

l 6

5 0

2 0 0

3 0 0

l 0 5 , 0  0 0

3 2 6 , 3 0 0

9 , 3 5 0

2.4

3 . 0 7

1 . 4 8

1 . 3 3

1 . 9 9

1 8 1

1 . 5 7

1 . 5 l

1 . 6 0

7.2

//

/ /

l 0 . 2

/ /

/ /

1. 3 0 0

1 6 t

3 4 6

1.0 8 8
l 6

3 0 0

2 , 5 0  0

4,0 0 0

2.3 0  0
明1 1 , 4 0  0

2 4 7 , 2 4 0

4 , 0 0 0

1 0 4 .7 0 0

3 2 3 , 8 0 0

5 , 3 5 0

l 9 1 , 0 0 o

7 6 , 5 6 0

1 , 3 5 0

5.5

3 . 1 5

1 . 9 7

//

/ /

//

/ /

/ /

/ /

1 , 3 0 0

1 6 t

3 4 6

;;l

1 , 0 8 8

1 6

3.0

0 . 3

2 . 1 8

1 . 1 9

1 . 0 3

1 . 4 1

標識手術
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飼 育 期 間 飼 育 量 月始魚体 給
解
量

解

料

水 温 ( ℃ )

年 月 日̃日 日数 尾 数 重量 体長 体重 低̃高 平 均

尾

ア
} 9 1 , 0 0 0
西

支 7 6 , 5 6 0

※ 1.3 5 0

時

1 , 6 4 1

7 3 C

1C

cm

11.9

9.7

9.01

,
18 .1

9.6

7 . 4 5

1l19l

6 0 0

i '18
1 2

1̃ 3 1

/ /

/ /

/ /

3 1

/ /

/ /

/ /

C-4
0- 4 }
生 1iEl
/ /

9 . 2 ̃  9.8

9 . 2 ̃  9.8

//

9.5

/ /

/ /
4 6 .  1 0

1̃ 3 0

/ /

/ /

3 1

/ /

/ /

ア
} 8 9 , 5 0 0
西

支
) 1 6 , 9 1 0
※

1 , 9 1 ‘

1 7 l

1 2 . 4

9.4

21 . 4

10.4

8 0 0

f 33 0 0

0-5

書_等}

9 . 0 ̃  9.8.

9 . 0̃  9 . 8

9.4

9.4

1 1

1̃ 3 1

/ /

3 1

/ /

ア
l 8 8 , 0 0 0
西

支
1 1 5 , 9 1 0
※

2.0 5 0

1 8 C

12.6

1 0 . 4

23.3

11 . 7

} 6 0 0 P-5 9.0̃  9.2 g・1

1 2

1̃3 1

//

3 1

/ /

ア
1 8 5 , 5 0 0
西

支
) 1 3 , 9 1 0
※

2 , 2 9 1

1 9 C

l 3 . 0

1 1 . 1

2 6 . 8

14.3

} 6 0 0 P-5 8. 8̃  9.0 8 .9

47 .  1

1̃2 9

/ /

2 9

//

ア
} 8 1 , 5 0 0
西

支
1 1 2 , 9 l 0
※

2 , 4 7 i

2 3 l

l 3 . 5

1 1 . 6

30 .4

18 .4

}8 0 0 P-5 8.6~ 8 . 8 8.7

2

1̃ 3 1

/ /

3 1

/ /

ア
} 7 9 , 5 0 0
西

支
) 1 2 , 4 1 0
※

2 , 8 7 0

3 0 2

l 4 . 7

1 3 . 2

3 6 . 1

24.3

} 6 0 0 P-5 9.0̃ 9.2 9 1

3

1̃2 0

/ /

2 0

//

ア
1 7 6.5 0 0
西

支
1 1 1 , 9 1 0
※

3 , 0 2 9

3 5 1

15 . 2

1 4 . 1

39 . 6

29.5

} 8 0 0 P- 5 9.,al--・ 9.6 9.5
4

(:X ) 生 解

C-2
̃P-5

8 . 1̃ 1 0 . 2

記号凡例 ア

支

アラスカ産

支笏湖産

西

※

西別産

生用験對

-1 3 4-

C

P

クランプル解料

べレツト解料

PH
D 0

( p p m )

水 量

“分 飼青面積
へ い 死

尾 数
月末飼育尾数

l 尾
当増
重量

增
重
比

備 考

7.2

/ /

/ /

が

3 4 6

1 , 0 8 8

1 6 2

尾

1 , 5 0 0

6 0 , 5 0 0

5 0 0

尾

8 9 , 5 0 0

} 1 6 , 9 l 0

,
3.3

] 1 . 8 7

倍

1 . l 8

1 .22

10 .2

/ /

/ /

1 , 30  0

9 t
サケ養魚池

/ /

/ /

/ /

/ /

1 , 3 0 0

9 t

3 4 6

1 , 0 8 8

1 , 5 0 0

l,0 0 0

8 8 , 0 0 0

1 5.9 l 0

1.g

1.3

1.09

1 . 1 3 生国1試験用と混飼育

/ / / /

l
手試験群)

l
lli別混飼育群

l

2 , 0 0 0 (支笏湖・生1

) } 混 養2 , 5 0 0 ( ア ラスカ ・ i

// / / l 6 t 1 , 0 8 8 { ::: 8 1 , 5 0  09 l 01 2 , 9 l 0

3.6

4.1

1 . 1 3

1.29

// / / // / / {:: 7 9 , 5 0 0l 2 , 4 1 0

5.7

5.9

1. l 9

1 . 3 2

/ / 10 . 0 / / / / {:。: 7 6 , 5 0 01 1 , 9 1 0

2 . 5

5.2

l . 1 0

1 . 21

不 明

/ /

不 明

3.0 0 0
1 , 5 0 0

4 l 0

5 0 0

7 2 , 0  0 0

1 1.0 0 0

5.4

5.9

1 . 1 4

1 . 20

/ / // / /

アラスカ

西 別

支 笏 湖

6 9 , 0 0 0

3,00 0

11 , 0  0 0

放流尾数
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(21 放 流

4 6年度べニザケ放流魚はアラスカ産6 9 , 0  0 0 尾 ( R A N 7 0 A d ・ V r 一 脂 ピ レ ' 右 ハ ラ ピ レ

切除 ) 、支笏湖産1 1 , 0  0 0 尾 ( K  S N 7 0 一無標識)、西別産3. 0 0 0 尾 ( R N  N 7 0 一無標識)
の合計 8 3. 0 0 0尾が、 4 7 年 ( 1 9 7 2 年 ) 4 月 2 4 日̃ 2 5日にかけて放流されたo

幼魚放流地点は前年同様西別川河口において実施され、 その放流成積は第1表に示した通りである。

( 第 1 表 )  46年度飼育幼魚の放流成積

放 流 魚
4 6 年 度 4 6 年 度 4 6 年 度

ア ラ ス カ 産 支 笏 湖 産 西 別 産

R N N  7 0

な し

3 , 0 0 0 尾 ( 1 0 0 時 )

15 .0Cm

3 5 . 4 g r

同 左

//

生 産 記 号

標 識 部 位

R A N 7 0  A d ・ V r

脂ビレ ・右ハラビレ

K S N  7 0

な し

放 流 量

平 均 体 長

平 均 体 重

放 流 期 間

放 流 地 点

69 ,0  0 0 尾 ( 3 , 1 o 0 時 )

1 6 . 1cm

45.0  g r

4 7 ( l 9 7 2 ) 4 . 2 4--2 5
西別川河口

1 1 , 0 0  0 尾 ( 4 0 0 時 )

1 5 . 0Cn

3 5 . 4 g r

同 左

//

※備考 輸送距離64 . 5Km  所重時間80分

(31 放流後の動向

4 7 年 4 月 2 4 日̃ 2 5 日 ま で に 放流 さ れ た ア ラ ス カ 産 ( R A N 7 0 A d ・ V r 一 脂 ビ レ ・ 右 ハ ラ

ビレ切除 ) 、支笏湖産 ( K  S N 7 0  無標識 ) 、 西別産 ( R :N N 7 0 一無標識 ) 、合わせて8 3 , 0 0 0

尾は、前年度同様河口付近で放流した事から数時間後には降海したものと推定され、 また力モメ等に

よる食害も:若Tあったと考えられる。 なぉ沿岸滞溜及び乗網等に関する報告は、現地からまだ受けて

いないが床丹̃古多據方面へ回遊し、 その後根室半島をかわして太平洋̃、出たものと推定される。

-l 3 6-

S 1 2  さ く ら ま す 資源i拡大再生産事業

当該事業は、 日本海区におlナる、 さくらます資源の増大を図るを目的として、 本年度より始められた事

業で、 初年度は池中飼青をする種苗の育成に主眼をぉき、効果的な飼育方法の採卵および事業遂行のうえ

の資料の克集を行なった。

事業の実施は、千歳支場構内に新設された、 さくらます育成池を使用して飼育を実施中であるが、 この

種苗は、 北見支場管内斜里事業場より移殖を受けたものと、 地元西越採卵場で生産された、 地場卵のもの

である。ふ出成績は、第1表のとおりであるo

第 1 表  さくらます資源生産用落卵のふ化経過

X i 移 殖 卵 地 場 卵 合 計

_
3 8 6 , 6 0 0粒

7 6 , 8 0 0

l 3 0 9 , 8 0  08 0 . 1 %

備 考

採 9P 場 所

採 卵  月 日

採 卵 数

ふ 出 解 卵

ふ 出 尾 数

ふ 出 率

斜 里

4 6 .  9. 6

3 3 6 , 0 0 0 粒

5 8 , 0 0  0

2 7 8 , 0 0 0

8 2 . 7 %

西 越

46 .9 .1 ' ll̃ 46.10.6

5 0 , 6 0 0粒

1 8 , 8 0 0

3 1 , 8 0 0

6 2 . 8 %

飼 育 経 過

ふ出尾数は、 3 0 9 , 8 0  0尾で、これらは浮上までの減耗 ( 2 9 , 8 0  0 尾 ) を 差引いた 2 8 0 , 0  0 0 尾

を47年1月10日から飼育を開始し、昭和47年度の事業として経続飼育中であるoなぉ、飼育成積は、

第2表のとぉりである。

第 2 表  さくらます飼育成積

飼 育 期 間
飼 青 量 月 始 魚 体

給飼量解料 水温
へ い 死

取上尾数

月末飼

育尾数
增重比

尾 数 重 量 体 長 体 重

:f
l 2 5 9 , 6 8 0

時
56.0

89.9

1 3 2 . 4

cn

2 . 9 0

3 . 4 3

3 . 6 3

,
0 . 2 0

0 . 3 3

0 . 5 1

時
5 4 . 0

7 2 . 5

9 3 . 6

℃
8.3

8.3

8.6

尾

7 , 5 0 0

1 2 , 8 2 0

5 , 7 4 0

尾

2 7 2 , 5 0 0

2 5 9 , 6 8 0

2 5 3 , 9 4 0

倍

1 , 6 0 5

1 , 4 7 3

2 , 3 7 8

4 7 . 1 . l 0̃ 1 . 31

2. l̃2 . 2 9

3. 1̃3 . 3 1

C-4
/ /

/ /
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S 1 3  昭和 4 6 年 度 河 ロ通過観測 i差,l,・業

'. 実  施 方  針
本年は昨年度に引続き十勝川、 遊楽部川、 それに新規に綱走川において実施した。

十勝川については大型河川の代表として、 又、 遊楽部川は小型河川の代表として、観測方法の究明、

改善及びトラツプの効率、試験を行ない経年的に資料の蓄積を図るを目的に実施された。網走川について

は、  稚魚の沿岸分布調査と併せて行なわれたもので、 河川上流にある湖との関通、 湖沼餌料と降下状況

を調査すぺく行なわれた。

2 . 観  測 方 法

〔十勝川〕

〇 河川の右岸寄りにトラツプ (口径1 . 0  m X o. 5 m ) 1基を操業させて実施した。

@ 観測は3日置に2 4時間観測 ( 3時間単位に8区切 )を実施した。

(i) 対象となる稚角、は、十勝・幕別・札内の各事業場より放流されたもので稚魚数は9 6 , 2 2 2 , 5 0  0

尾である。

〇 期間中トラツプ効率を調査するため、2回に亘つて計10  0. 0 0 0尾の稚角.に標識放流した。

⑤ 拡大倍率を調ぺるため河川断面を求めたが、 大河川のため水位の高低がわずかでも拡大倍率に可成

のふれを生じた。

能楽部川〕

① 適常は、 トラツプ3個を河川両側と中央部におき操業し、この他に增水時には增水用として浮動式

トラップ1基を操業させた 。

@ 観測は3月中は4日に1度の24時間観測、降河盛期とみられる4月以降はこの期間を短縮し3日

に1度の24時間観測を原則として実施した。

(3) 観測対象となった稚魚は 3月に放流した 5 , 6 8 8 , 0  0 0尾、  4 月 1 , 3 2 2. 0 0 0尾、  5 月 9 8 2 , 0 0 0

尾、合計7. 9 9 2 , 0  0 0尾である。

@' トラツプ効率試験は標識魚(尾びれ上葉切除5万尾、尾びれ下葉5万尾)は4月13日及び5月2

日 ' 5月1 6日の3回に直つて放流し、その乗網数より求めようとしたが信頼性のある資料が得られ

ず 本年のトラツプ効率による数値を使用せず過去4年間の平均値より求めたものである。

〔網走川〕

① 本河川は逆流などの制約をうlナるため、十勝・遊楽部と異なった ト ラ ツ プ 1 基 ( 2 段落 し網式 ) に

より操業した。

② 当初24時間観測を実施する予定であったが、 2 4時間観測を改め9 : o  o ̃ 1 7 : o  o這の連日

操業の形態をとつた。

- l 3 8-

③ 対象となった稚魚は第1ふ化室 (呼人 ) 、  第2ふ化室(網走)からの放流のもので、 その実数は、

l 7 , 9 0  0 , 0  0 0尾である。

〇 標識放流は5月 1 3日̃ 18日這の間で左腹びれ切除のもの68 ,0  0 0尾を又、 6 月 6 日̃ 8日這

の間右腹びれ切除のもの66.o o 0尾を放流したo

⑤ トラツプ効率調査は実施しなかつたため、 ト ラ ツ プ 効 率 ( f ) を 0 . 5 と し た o

3. 実 施 結 果

第 1 表  観測対象稚魚の放流状況

支場名 調査河川名 l 放 流 場 名 放流期間 放 流 尾 数 摘 要

十 勝 十 勝 川

/ /

/ /

十勝事業場

幕別 ″

札内 ″

3.2 0̃6 . 2 0

3 . 2 5̃ 5 . 2 0

3 . 2 0̃ 5 . 2 0

16 , 0  0 0,0 0 0

2 8 , 4 8 8 , 5 0 0

5 1 , 7 3 4 , 0  0 0

フ オーク レ ン グ ス  3 . 5̃ 5. 6Cn
体 重 0 . 4̃ 1 . 3 g
フオーク レ ン グ ス  4 . 0̃ 7 . 5 Cml
体 重 1 . 0̃ 2 . 5 g
フオーク レ ン グ ス  4 . 0̃ 7 . 0Cn
体 重 1 . 0̃ 2 . 7 g

小 計 9 6.2 2 2 , 5 0 0

渡 島 遊 楽 部 川 八雲事業場 3 . 2 0̃5. l 8 7 , 9 9 2 , 0  0 0
フ オー ク レ ング ス  3 . 0̃ 5 . 2Cm
体 重 0 . 2̃ 0 . 8 g

北 見 網 走 川 網走事業場 3 . l 5̃ 5 . 3 1 l 7 , 9 0 0 , 0 0  0

第 2 表  河口通過稚魚観測状況

支場名 河川名 観 測 期 間 トラツプ・曳網操業場所 トラップ、曳網の基数 ・規模及び設置方法

十 勝

基数 ト ラ ップ 1基

規格 口径1. o mX o. 5 m
長さ 6m

網目 7 . 0 X 7 . 0%
4 . 0 X 4 . 0 %

豊頃町長自 ( 旅 来 )

(河口より上流1.2Km

上流)

十 勝 川 47.5. 4~6 . 3 0

渡 島

基数 トラップ漲1 i素
規格 口径 o. 5 m X 1 . o m
長 さ 8 . 0  m

網目6 . 0  X 6 . 0 %
4. 0 X 4 . 0 %

遊楽部捕獲場

(河口より上流2.0Km

上流)

遊 楽 部 川 4 7 . 3 . 1 3̃ 6 . l 9

北 見

網走捕獲場

(河口より3 .0Km上流

及ひ河口から網走湖の

落ロ這及び湖内一円 )

基数 ト ラ ツプ 1基  曳網 1ケ統

規格 口径2 . 0  m 長 さ 1 3 . 0 m

長 さ 6. 0 m  巾 1 . 2 m

網目4.0X 4.0 %  網目4 . 0 X 4 . 0 %

網 走 川 4 -. 4.2 2~7. 1 0

-1 3 9-



第 3 表  観測河川の気象状況(旬別)

十 勝 川

X:_ 3 月 . 4  月 5 月  : 6 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

16.1

1 4 8

1828

l 2 8 0

2340

下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 m

川 l島 m

流 速 m /Sec

断 面 積 ,,,t
流 量 ,e/1alil l

12.5

l 0 2

2 4 0 6

128.0

308.0

1 1 9

1 1 0

215.9

1280

2 7 63

142

l 1 1

258.5

1280

57.6

321.9

l 7 326.1

148

14.7

187.4

1280

239.9

1 4.1

1 5 0

1690

1280

2163

稚

魚

体 長 (::n

体 重 g

“5 4 5 0 510 517 5 3 0 6 .l 7
0.7 0:1'2 1 3 7 1.31 1:r 1 1 3A0

遊 楽 部 川一項 目 旬 別 3 月 4 月 5 月 6 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 ℃

水 温 ℃

水 深 m

川 幅 m

流 速 m /1l;ec

断 面 積 ㎡

流 量 e/il“lll

1.7 33

4 」

550

411

0382

33.7

7 7 1 4

4ll

3 8

78.4

622

0.427

40.7

110 45.1

49

32

79.l

689

0 S 6 8

435

1.768l7

7 0

43

859

882

0:762

5 0l6

2 3 4 7 5

9 2

6:8

81.6

882

0.757

49.9

22668

l 4 0

816

7 7 8

7 0 2

0667

4 3 8

117 5 79

1 l9

98

74S

67.7

Ofl47

433

1,731.1

158

1117

79a

685

0 的 6

4 6 S

!.7213

1 5.6

1 311'

6 8 5

6 2 2

0580

401

j,418.7

1 5 3

135

85S

8310

0.508

4 8 4

1,4813

稚

魚

体 長 ca

i「重 g-
3.70 3.74 3.97 4.39 4.62 462 4 .6 7 4.83 388 4.00

0.43 0A7 053 0.65 0:B4 036 097 1.11 0 7 0.50

紹 走 川一項 目 旬 別 4 月 5 月 6 月 7 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 温 ℃,

水 温 ℃

水 深 m

川 llllil m

流 速 m/lsec

断 面 積 ,,f
流 量 .e/1lfn

15.1

5.1

213.0

6 20

1 3 2 1 8

16.4

9 」6

1939

620

120.34

163

11.7

1706

62.0

105.89

1 3 」

14f l

1556

6 210

96.61

206

154

154.5

620

9594

1 8.8

1 33

1 6 2 8

620

100.06

15S

1 5」6

l 5 0 8

6 2 0

93.49

183

1 8 5

160.2

620

9 92 l6

稚

魚

体 長 cm 435 4160

体 重 g 064 089
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4 .  結果および考察

本年一度は前年度同様3河川において行なった。 実施河川については、 十勝川、 遊楽部川は継続であ

るが、網走川については、 昨年の天塩川にかわるもので、 オホー ツク海沿岸稚魚調査と併行して実施

された。

3河川とも降下稚1ll1,.数を算定するため、第2表に示す、 トラップを使用しそのその効率(実採補数

/標識放流尾数/河川断面積/トラツプ断面積)を標識放流によって調査したo推定降下稚魚総数は

兼細稚魚数に河川拡大倍率(河川断面程i/トラツプ断面積)を乗じ、 それに前もって調査しておいた

トラツプ効率で除し求めた。

河川の拡大倍率は日々変化する。従つてトラツプの効率の値もその都度変化することとなるが、毎

日線識魚を放流して調査することは、事実上出来得ないので月 1度の割で行ない期間中2̃ 3回の実

施でその値の平均値を使用した。

河川ごとの結果及び考察は次の通り o

〔十 勝 川〕

本川は、 4 l年十勝事業場より放流される稚魚を対象にヌツプク川で実施されたが、翌42年は中

断し、 4 3年、 4 4年と、又、ヌツプク川で実施された。しかし、 4 5年からは大河川の代表として、

十勝川全般の通過量を把握するため、 本流において、 十勝、 札内、 幕別、 利別の各事業場より放流さ

れる稚魚を対象に実施されたo

本年も、 3 月 2 o日 よ り 6 月 2 o日進の間に十勝、札内、幕別の各事業場より放流された

9 6. 2 2 2 , 5 0  0尾の稚魚(内、解魚 9 1 , 8 9 9 , 5 0  0尾、無給 l興 4. 3 2 3. 0 0 0尾 )を対象に豊

頃町長臼にトラップを設置し、 5 月 1日よ り 6月 3 0日の間観測を実施した o本川は 4月 2 0日よ り

の観測計画であったが、融雪水による増水のため、 トラツプ設置が思う様にはかどらず10日間の選

延となった o 增水は5月中旬まで続いたため、 トラツプ効率調査は5月2 3日と 6月1日の事業中ば

に続けて行なゎれた。その結果トラップ効率1 . 0 、 0 . 4 1の値を得たので、平均の0 . 7 0 5を トラツ

プ効率とし、 降下稚角、の推定を行なった 所 1 1. 5 7 8 , 0  0 0尾の稚角.がトラツプ設置位置を通過(通

過率 1 2. 0 % )した結果となったが、観測時期の選延、增水時の降下を考慮すると通過率は計算値よ

り可成アップした数値が考えられる。

〔遊楽部川)

本川は小型河川の代表として、 37年以降継続実施しているが、本年度は特に、 トラツプ方式によ

る拡大倍率推定方法、 トラツプ効率の正確な測定方法の確立、河川分散調査等に主眼をぉき、経年的

資料の觀資を図るを意図として行なゎれたが、例年と異なり、山岳部の降雪量が多かつたため4̃ 5

月にかけて增水状態が続き、 トラップを固定しての正規の観測実施は行なえず、止むなく増水時型の

ト ラツ プを使用したのが観測期間中の 2 /3を占めた。このため前記の調査は思うに行かず、降下量

算定のみの観測となった 。

- 1 4 1-



降下量算定の対象となった、 さ け稚魚は 7 , 9 9 2 , 0  0 0尾で、 その放流内訳は3月 5 , 6 8 8 ,  0 0 0尾、

4 月 1 , 3 2 2. 0 0 0尾、  5 月 9 8 2. 0 0 0尾であった ( 給 解魚 3. 8 2 1. 0 0 0 尾 、 無給解 4 , 1 7 1 , 0  0 0

尾)、これらの稚魚は八雲事業場(河口より18Km)より放流され、河口より2Km上流の地点にある観測

所のトラツプ乗網数から推定降下量の測定が行なわれたo観測は3月8日より6月20日這実施し、この

間標識魚を使用して3回のトラツプ効率試験を実施したが、河川の急激な変化で信頼性のある資料が得ら

れず、当川については過去4年間の平均トラツプ効率0.08をもとに降下稚魚の推定を行なった と こ ろ

4 , 9 5 7 , 7 0  0尾な り通過率 6 2. 0 3 %の値を得たo

観測結果から稚魚の降下盛期は4月17日̃ 5月18目に集中し特に増水時に強い降下傾向を示した。

C網 走 川〕

本川は降下稚魚数の算定調査と併行して、 湖水におlナる天然解料と降下時期との関係及び沿岸における

游及び分散状況把握のため、本年より事業を開始したo この調査の対象となった稚魚は網走第1ふ化室

(呼人 )から自然放流されたものと、第2ふ化室(網走)より輸送放流された、  1 7 , 9 2 o, o o 0 尾 ( 給

解角、 5 , 5 9 3. 0 0 0 尾 、 無 給 解 1 2 , 3 2 7. 0 0 0尾 )でこれらの稚魚は3、  4 、  5月の3回にほぼ同数づ

つ湖内に放流されたo

本川に設置したトラツプは、十勝及び遊楽部川へ設置したトラツプとは異なり、  トラツプの口の所より

袖が左右に張出した、落網式のもので、これを河口より3Km上流の網走川捕獲採卵場の位置に設置し、 4

月22目より7月10目の間連日観測を行ない、稚魚の通過推定尾数3. 2 7 6 , 0  0 0 尾 ( 通 過 率 2 0 . 0 3

% )の数値を得た、この数値は5月下旬に同川で起つた稚魚発死問題の推定発死尾数1,549 , o 0 0尾を

放流数より差引いて計算した数値である。

l 4 2
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S 1 4  昭和4 6年降河稚魚保護事業

I 実施結果

本年度の降河稚魚保護事業は、 4 6年度の継統として次の事項について重点的に行ない、 放流稚魚の

安全降海と生残り量の増大に努めた。

(1) 稚魚の輸送放流

稚魚の輸送放流は、 6支場22事業場より52水系に実施したoこの事業は、稚魚のかんがい溝へ

の迷入防止、障害物の回選を目的に、 稚魚を適正な地点まで輸送して降河稚魚の減耗を防止し、 また

適正放流量を目的とした分散放流についても積極的に実施した。 ( 第 1 表̃第 3 表 )

(2) 害鳥、害角の防駆除

害鳥については北見支場管内4河川で実施し. 2 1 6羽のマガモ、  アイサ等を捕獲して捕食魚の調
査を行なった o  ( 第 4 表 )

また、書魚駆除は、千才、渡島支場を除く4支場8河川で行なったo結果については、第5表に示

す通りである。 この事業は放流水路に飛来する鳥類及び放流魚を捕食するとみられる魚類の防駆除を

目的としたものであるo

(3、 河川清掃及び放流水路の整備

放流魚の降河に障害となる風倒木、 繁茂する水草等を除去し、 放流水路の整備を行なった。

(4 ) 河川パトロール

放流稚魚の降河動向及び降河稚魚の突発事故防止を目的に行なった。 実施河川は第6表に示した通

り1 5河川を対象に実施したo

l 5 ) 弘  報

放流河川に立看板を設置し、 又、 チラシ等を作成して降河稚魚の保護を沿川及び沿岸住民・各関係

団体へ P Rを行なった o

1 4 5



第 1 表  さけ稚魚輸送放流結果

支場 事業場

輸送放流場所 放 流 輸 送 放 流  尾 数

水 系 放 流 点 期 間 ヨ数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

北見 網 走

/ /

/ /

北 見

/ /

/ /

湧 別

清 滑

/ /

小 計

細 走

/ /

能 取 湖

常 昌

ラ イ ト コ ロ

・;'ロマべツ

芭 露

清 滑

興 部

白 羽 川

湖畔クラプ地先

無 名 川

仁 頃 川

常 昌 町 岐 阜

仁 倉 川

河口より0.8Km

ウ ッ ツ 川

字 津 合 流 点

4 7
3 . 2 4̃ 4 . 24

4. 6̃ 4. 9

5. 8̃ 5 . 1 1

5. 11̃ 5. 4

4 . 2 0、, 4 . 2 6

4 . 2 0̃ 4 . 2 7

5 . 1 9

4. 1--5 . 1 8

4 . 1 1l̃ 4 . 1 8

千尾

9 , 3 3 2

5 , 7 7 5

3.7 4 4

2 0 0

8 0 0

8 0 0

1,0 0 0

6.1 2 0

3.0 0 C

3 0.7 7 1

千尾

9

5

4

千尾

9 , 3 2 3

5 , 770

3 , 7 4 0

2 0 0

8 0 0

8 0 0

1,0 0 0

6 , 1 2 0

3,0 0 0

3 0.7 5 3

3 2

4

4

4

4

4

1

1 2

2

1 8

根室 羅 自

/ /

/ /

//

/ /

伊茶仁

/ /

/ /

根 室

//

//

春刈古丹

植 別

崎 無 異

古 多 構

1
古 多 檬

忠 類

標 津

/ /

/ /

ll11'

春 刈 古 丹 橋

植 別 橋

崎 無 異 橋

古 多 構 橋

河口から0.3Km

仮 収 容 施 設

忠 類 橋

4 . 2 0

/ /

4 . 2 l

//

4 . l 3

5 . 2 2

/ /

'e

5. 8̃ 5 . 2 9

5. 8̃ 5 . 18

5. 8̃ 5 . 18

1

1

1

1

1

1

1

1

6

l:

1,0 0 0

1 , 3 8 0

1 , 5 0 0

1 , 2 0 0

1 , 0 0 0

7 9 5

1 , 0 2 2

1 0 , 5 9 5

6.4 8 6

1 , 0 9 5

1.3 5 6

1・000

1.3 8 0

1 , 5 0 0

1 , 2 0 0

1,0 0 0

7 9 4

1 , 0 2 0

1 0 , 5 8 0

6 , 4 8 5

1.0 9 5

1.3 5 5

1

2

1 5

1俣落川合流点

支流ケネカ川

本 流 5 線 1
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輸 送 方 法 l 回 当 り の 輸 送 状 況 :J業:車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数
輸送日的

cn

1 5 0 X 9 0 X 8 0

/ /

/ /

1 9 0 X 1 0  0X 1 0  0

/ /

/ /

2 0 0 X 1 5 0 X 1 0  0

2 5 0 X1 5 0 X 7 0

/ /

Km

8.0

9.0

18.0

l 9 0

52.0

73.0

2 5 . 1

8.0

30 . 0

.e t ℃,
0.8 6 . 4

0.8 6.5

0.8 6.4

1.0 7 . 8

1.0 5 . 7

1.0 6.2

1.5 6.6

2.0 4.0

2.0 4.0

千尾

2 7 0

2 7 0

2 5 0

l 0 0

2 0 0

2 0 0

3 5 0

2 5 0

2 5 0

℃

4.5̃8.0

5.0̃8.0

7.4

8. 7̃ 9.4

4.3 l̃ 2 . 6

4.5 l̃ 1 .0

l2 .0、・13. 0

4.0̃ 8 . 5

4.0̃ 8.2

官 1 t

/ / / /

/ / / /

″ 1 . 7 5

// / /

// //

// //

″ 4.0

4「 ″

'1'. 8

4.0

7.5

e.3

1.0

4.0

営 ( 漁 協 )

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

/ /

//

//

1 . 5  t ステン製

/ /

/ /

/ /

1 . 0  t ス テン製

4 . 0  t布製

/ /

1. 5 t ス テ ン 製
4.0 t、2.0t布製

/ /

/ /

//

l 0 . 0

2 5 . 6

31 . 0

40.0

11 .7

1 0 .8

8.0

15 .5

7.5

22 . 0

15 . 7

7.0

7.0

7.0

7.0

l 0 . 0

7.0

7.0

8.0

7.0

7.0

7.0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

7 9 5

5 l 1

5 0 5

5 5 0

5 5 0

5 5 0

-1 4 7-



支場 事業場

輸送放流場所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 ヨ数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

根室 根 室

/ /

計根別

/ /

/ /

虹 別

/ /

//

/ /

/ /

小 計

標 津

/ /

/ /

春 別

床 丹

矢 自 別

風 蓮

穂 香

別 当 賀

標 津.

本 流 新 橋

″ 假 橋

侵落川合流点

春 別 橋

仮 収 容 施 設

矢 自 別 橋

風 蓮 橋

穂 香 橋

捕 獲 場

ケネカ川、5線
俣落川合流点

5. 8̃5 . 2 9

5 . 1 8

4.26

5. 1

5. 2

4 . 2 5̃ 4 . 2 6

4 .2 ẽ4 .28

4 . 2 7̃4.28

4 . 2 6̃4 . 2 8

4 . 2 6̃ 4 . 28

千尾

3 , 2 6 7

1 5 1

1 , 0 0 0

2,0 0 0

6 0 0

6 0 0

4.0 0  0

7 0 0

3,00 0

1 0 , 0 0  0

52 , 7 4 1

千尾 千尾

3 , 2 6 7

l 5 0

1,0 0 0

2.0 0  0

6 0 0

5 9 5

3 , 9 6 7

6 9 3

2.9 7 2

9 , 9 5 0

5 2 , 6 0 3

4

1

1

1

1

2

3

2

3

3

1

5

3 3

7

2 8

5 0

l 4 4

十勝 釧 路

/ /

/ /

//

/ /

/ /

観 居

/ /

小 計

釧 路

/ /

/ /

/ /

l
チョロぺツ

庶 .路

阿 寒

第3屈町下
当別 3 7 続

/ /

/ /

/ /

/ /

チ ョ ロべツ J l

白様町上庶路
上庶路福

大架毛、阿寒Jl
交流合流点より
4Kln

4 7

4 .21̃4 . 2 6

5 . 9̃5 . 1 1

5 . 1 9̃5 . 2 2

5 . 2 9̃5 . 3 1

6 . 5

5 . 2 3̃5 . 2 7

l
5 . 8

5 . 9

5

3

3

3

1

5

1

1

1 3.0 4 8

9 , 1 8 8

9 , 1 9 0

6 , 3 0 4

2 , l 0 2

5 2 0

5 0 0

5 0 0

1 3 , 0 4 8

9 , 1 S 8

9 , 1 8 8

6 , 3 0  0

2,10 0

5 2 0

5 0 0

5 0 0

2

4

2

4 1 , 3 5 2 8 4 1 , 3 4 4

-1 4 8-

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量 - 水温 輸送尾数 輪送日的

cn

1 . 5 t ス テ ン製

/ /

//

1・ 5 t ス ー ン 製
1 . 0  t ア

1 . 5 t ステン製

//

1 . 5 t ス テ ン製
4 . 0  t 布  製

1 . 5 t ス テ ン 製

4 . 0  t 布  製

4・ 0  t 布  製
2 . 0  t

b

3.5

8.0

12 .0

48.4

61.0

50 . 2

64 . 0

97.7

83.2

25.l . 31.i
45 . 9

.e t ℃
7.0

l 0 . 0

9.0

9.8

9.8

9.0

9.0

9.0

9.0

9.0

千尾

4 5 0

1 5 1

5 0 0

5 0 0

6 0 0

3 0 0

5 0 0

3 5 0

1,0 0 0

1 ,00  0

°〇

営 ( 漁協 )

/ /

官

営 ( 漁 協 )

/ /

//

//

/ /

/ /

/ /

官 用 車

/ /

//

//

/ /r営(タイナ)
KK l 8 l 型

//

//

/ /

/ /

2.7X1.2X1.0

l

1 1 . 5

1 1.5

1 1 . 5

11.5

1 1 . 5

ll酸表使用
l

l . 5  8.1

1 .5  9.5

1.5 1 2 . 5

1.5 8.7

1.5 1 0 . 0

l.5

1 1 . 0

1 0 . 5

3 9 2̃
4 7 6

4 3 8

4 3 8

3 5 0

3 5 0

l 0 0

5.9

8.2

8.5

60.0

40.0

1 3 . 5

1 2 . 5

還元放流

- l 4 9-



支場 事業場

輸送放流場所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

天塩 徳志別

/ /

/ /

中 川

(基寒'別)

小 計

増 幌

礼文島
ホロナイ

渡 払

声 間

小 平 薬

下 増 幌 4 号 橋

河口より1.5Km
上流

キ モ マ 沼

河口より 2. 5Km

河ロより1.0Km

千尾

4 8 7

2 4 3

2 4 3

1 4 0

5 0 0

1 , 6 1 3

千尾 千尾

4 8 7

2 4 3

2 4 3

1 4 0

5 0 0

1 , 6 1 3

5 . l 8

5.1 9

5 . 2 3

5 . 3 1

6. 1

1

1

1

1

1

渡島 八 雲

/ /

/ /

尻 別

小 計

長 万 部

汐 泊

古 字

朱 太

4 .2 2

4 . 1 4

4 . 1 1

5. 8

1

1

1

1

1 0 0

40  0

1 0 0

2 l

6 2 1

1 0 0

4 0 0

1 0 0

2 l

6 2 1

亀 屋 地 区

大 川 橋 下

合 計 1 2 7 , 1 0 4 1 7 0 1 2 6 , 9 3 4

l 5 0

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数
輸送目的

Cllt

1 . 5 t 精 型  _ 、
0 . 7 t 角型ス ァン製

1 . 5 t 指 型 ス テ ン製

布製 2 個
1 4 0 X 8 0 X 8 0

0 . 7 t 角型ステン製

1. o t布製

Klm

1 2 4 . 0

2 2 4 . 0

8 4.0

8 8 . 0

29 . 6

.e t °〇

1 . 5 t 10・一i3
0.7 2 . (ト35

1.5 1.0

タ ン ク 1 ケ
0.6 IS、50

0 7  5・5̃
8 . 0

0 .7  7.0

千尾 °0

8.0

7.5

11 . 5

13 .0

10 . 5

営 ( 4 t )

/ /

″ ( 4 . 5 t )

″ (  t t )

″ ( 小 型 )

資源育成

/ /

/ /

/ /

/ /

営 ( 漁 協 )

/ /

/ /

布製
1.0X1.2X1.0

/ /

/ /

還元放流

還元移殖
放流

選元放流

8.0

1 5 1



第 2表  さ く  らます稚魚輸送放流結果

事業場
輸送放流場所 ・ 放 流 輸送放流尾数

支場

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

北見

渡島

清 滑

八 雲

尻 別

/ /

/

//

- //

//

小 計

清 滑

汐 泊

電翻ll若平
/ / / /

員 般 沢

/ / / /

上目名川

目 名 川

古 字

朱 太

ウ ッ ツ Jl

本 流 中 流 都

第2ダム上流、
林道との合流点

第2ダム貯水都

国鉄目名駅前

田 下 地 区

大川砂防タム
上流

千尾

2 9 0

1 1

2 8 5

2 8 5

1 4 0

1 0 0

2 0 8

2 3

1.0 5 2

千尾 千尾

2 9 0

1 1

2 8 5

2 8 5

1 4 0

1 0 0

2 0 8

2 3

1 , 0 5 2

4 7 .  4 . l 7

4 . 2 2

5 . 2 5

/ /

5 . 2 5̃5.2t

5 . 2 5

5 . l 8

5. 8

1

l

1

1

2

1

1

1

合 計 1.3 4 2 1 , 3 4 2

1 5 2

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

輸送距離 酸素消費 水量・水温
輸送日的

車 別 タ ン ク 輸送尾数 河川状況

Km

8.0

t ℃

2.0 4.0

千尾

2 9 0

℃1

4.0̃8 . 5営 ( 4 t ) 2.50X1.50X7.0

営 ( 漁協 )

官 用 車

営 ( 漁 協 )

官 用 車

//

営 ( 漁 協 )

布製
1・0X1.2X1.0

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

還元放流

資源保護

水面̃、a
分散放流

9.7

9.5

1 1.0

5.8

10 . 0

8.6̃10 .2

10 .0̃11 .5

8.2

10.0

l . 2̃ 13.8

15 .8

4.85.7

1 5 3



第 3 表  からふとます稚魚輸送放流結果

輸送放流場所 放 流 輸送放流尾数
支場 事業場

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 へい死数 放流尾数

北見 清 滑

//

//

渚 滑

深 興 部

興 部

ウ ッ ツ 川

漢 興 部 7 線

字 津 合 流 点

千尾

3 , 7 3 6

1 , 0 5 0

9 5 0

千尾 千尾

3 , 7 3 6

1 , 0 5 0

9 5 0

4 7

4 . 7̃ 4 . 2 2

4.1 7

4.7̃ 4. 8

l 6

1

2

小 計 5 , 7 3 6 5 , 7 3 6

天塩 天 塩

/ /

/ /

( 信 砂 )

/ /

/ /

/ /

小 計

渡 払

知 来 別

遠 別

小 平 築

違 別

風 蓮 別

古 丹 別

4 . 2 8

/ /

5 . 2

5. 2 9

5 . 3 0

5. 3 1

6 . 1

l

1

1

1

1

1

1

4 8 5

9 6 0

5 0 0

1 , 0 0 0

6 0 0

5 0 0

5 0 0

4 , 5 4 5

4 8 5

9 6 0

5 0 0

1,0 0 0

6 0 0

5 0 0

5 0 0

4.5 4 5

河口より 5Km

″ 6Km

″ 5Km

″ 5Km

″ 4Km

渡島 八 雲

//

尻 別

/ /

小 計

尻 岸 内

汐 泊

古 宇

朱 太

4 . 1 4

/ /

4 . l 3

4 . 1 2

l

l

1

l

1 0 0

2 0 0

2 0 2

2 0 2

7 0 4

1 0 0

2 0 0

2 0 2

2 0 2

7 0 4

本 流 中 流 部

大 川 橋 下

合 計 1 0 , 9 8 5 1 0 , 9 8 5

-1 5 4-

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 夕 ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数
輸送目的

営 ( 4 t )

/ /

/ /

Km

8.0

2 5 . 0

30 . 0

,e t ℃
2 .0  4.0

2.0 4.0

2.0 4.0

千尾

3 5 0

3 3 0

3 3 0

℃,

4.0̃ 8.5

4.0̃8.5

4.0̃ 8.0

2 .50X1 .50X7 .0

/ /

/ /

4.0

4 . 0

営 ( 4 t )

″ ( 11 )
″ ( 4 t )

″ (小型 )

/ /

/ /

/ /

1・ 5 t 精型ステン製
1 . 7 t 角 型

1 . 5 t 補 型
1 . 3 t 角型ステン製
0 . 7 t  ″

1 . 5 t 指 型 スー ン
0 . 7 t 角 型 ァ 製

1. o t 布  製

/ /

/ /

/ /

1 2 5 . 0

1 4 3 . 0

1 3 0 . 0

2 5 . 6

1 1 9 . 2

9 5. 4

6 5 , 4

1 . 5

0 4 . 5. 7

1 .5
1.3
0 . 7

1 . 5  2.0̃
0 . 7  3.5

0.7  9.3

0.7 6 . 5

0.7  9.0

0.7 6 .5

8. 5

7.2

6 .5

1 6 . 0

1 4 . 0

10 . 0

1 2 . 0

還元放流

/ /

/ /

/ /

/ /

資源育成

/ /

営 ( 漁 協 )

//

/ /

//

布製
1.0X1.2>く1.0

//

/ /

//

移殖放流

(資源育成)

-1 5 5-



第 4 表  害魚駆除ならびにさけ .・ ます稚魚食害結果表

採 取 場 所
支 場 事業場 実 施 期 間

水 系 区 間

採取漁具

( 川 )

江 le北 見 斜 里 47.3.2 11l-6. 1 放流口̃ 斜里1ll合流点 地曳・刺相

根 室 伊 茶 仁 5 . 1 1̃ 6 . 1 8 伊 茶 仁
放流ロから上流2 5 0  m
下 流 1 5 0  mの間

ウライ、刺細 .

タモ

虹 別 2. 1̃ 4 . 3 0 西 別 北湧水池から下流7 0 o m タモ、ウライ

十 勝 十 勝 4 . 2 0̃ 4 . 2 8 ヌ ツ プ ク 網どう、刺網

札 内

幕 別

3.1 0̃ 5 . 1 0

4. 3̃ 4.20

メ ン

旧 途 別

本流合流点まで

事業場からイ力ン別川
合流点

刺 細

刺 福

-1 5 6-

採 取 魚 捕食されていたさlナ・ます稚魚

備 考
魚 種 尾 数 体長範囲 魚 種 尾 数 体長範囲

ア メ  マ ス

イ ワ ナ

ニ ジ マ ス

cm

1 5 . 0̃37.5

3.6̃41.0

22. 5̃ 51.0

1 6

2 , 9 2 5

8

f さ け
からふとます

さ け
( か ら.il,.とます
f さ け
から‘i,とます

1 3 4
4 7

1 3 , 9 6 3
1 , 3 9 5

1 8 2
1 2

2.90 4̃ . 3 5
3.1 0̃ 4 .05

2 . 8 5̃ 4 . 3 5
2 . 8 5̃ 4 . 1 5

2 .9 5̃ 4 . 4 0
2 . 9 5̃ 4 . 1 5

ア メ マ ス

イ ヮ ナ

オシヨロコマ

ア メ マ ス

ニ ジ マ ス

カ ジ カ

3 1 3

3

1 5 8

3 7

5

8

8.0̃ 49 . 0

9.0̃1 7 . 0

8.8̃ 23.7

12.7̃36.0

11. 0̃ 2 2 . 5

12 . 5̃ 14 .7

さ け

さ け

さ け

さ け

さ け

さ け

1 , 0 4 5

4

1l 1 8

2 3 2

4 2

1 3

体重範囲 0 . 2 8̃ 0 . 5 5

″ 0 . 3 0̃ 0 . 4 0

″ 0 . 3 0̃ 0 . 4 5

体重範囲 0 . 2 5̃ 0 . 4 5

〟 0 . 2 5̃ 0 .55

″ 0 . 4 0̃ 0 . 5 5

ウ グ イ

カ ジ カ

ニ ジ マ ス

ア メ マ ス

ウ グ イ

ニ ジ マ ス

ウ グ イ

1 , 1 6 5

1 3 7

7

4

8 , 6 2 5

2

さ け

さ け

さ け

さ け

さ け

3 3 7

5 , 3 4 7l 5 . 0̃23.2

7 , 5 7 1 l2.0̃28.0 さ け 9 , 4 3 0

-1 5 7-



支 場

採 取 場 所

事業場 実施期間

水 系 区 間

採取漁具

( 川 )

ホマカイ・尾幌太 田 4 7 . 4 . 1 2̃ 5 . 2 0
章業場から尾幌川と別寒辺
川との合流点

刺 網

天 塩

l '

美 深 合流点下流70  0 m 曳 網

1 5 8-

採 取 魚 捕食されていたさけ ・ます稚魚

魚 種 尾 数 体長範囲 魚 種 尾 数 体長範囲

備 考

C11t

1 3 . 3̃3 3 . 2

2 5 . 5̃4 4 .0

30 . 4̃3 7 . 5

1 0 . 0̃1 9 . 7

1 2 . 2̃ 1 9 . 7

1 9. 0̃ 2 3.0

ウ グ イ

ア メ マ ス

イ ト ウ

カ ジ' 力

力 レ イ

キ ュ ウ り

1 , 2 8 0

1 1 5

6

2

1 3 6

4 7 1

さ け 1 4 2 2. 5̃ 3. 7 消化未確認魚多数

ウ グ イ

ド ジ ヨ ウl::
l

l :
さ け 多 数

1 5 9



第 5 表  害鳥の防・駆除ならびにさけ ・ます稚角.食害結果表

支場 事業場 実施期間 実 施 区 域 実 施 内 容

北見 岩 尾 別

斜 里

網 走

北 見

湧 別

清 滑

浮遊池飼育池

飼 育 池

網走湖一円 、  能取湖の鱗取川
と下流一円

ラ イ ト コ ロ 、常呂川

飛 来 防 止

飛 来 IS方 止

地元猟友会に依頼4月̃ 5月能取湖周辺
を主体に飛来鳥類の実態調査及び防駆除

地元猟友会に依頼、 4月中旬̃ 5月中旬

に常呂川、 ライトコロ川周辺の飛来鳥類

の実態調査及び防駆除

4 7
4. 4̃5 . 2 0

4. 1 5̃ 5. l 3

3. 15、・3.31 事業場より務別川河口に至る

税i別及び開盛川

地元猟友会に依東演、 3月下旬̃ 5月上旬

に翻i別川本 - 支流周辺の飛来鳥類の実態
調査及び防駆除

地元猟友会に依賴、 4月上旬̃ 5月下旬
に清滑川本・支流周辺の飛来鳥類の実態

調査及び防駆除

4 . 7̃ 5 . 3 1 紋別市清滑川9線及びウツツ

川8線沢から河口まで

ll;l11 内

歌 登

其の他の
事 業 場

養 角、 池

飼 育 池

稚魚密集カ所、放流水路

飛 来 防 止

列ミ 来 防 止

飛 来 防 止

天塩

- l 6 0-

狩斑具

駆 除 害 鳥 捕 食 稚 魚
備 考

種 類 羽 種 類 尾

古 刺  網

べ ル

散 弾 銃

網1 lいによる鳥類の食害防止

タイムスイッチにより発音

捕食なし

はじろがも

ま が も

) 1 0 0

散 弾 銃 ま が も

か る が も

あ い さ

ま が も

あ い さ

1 0 9 消化しているため不明

散 弾  銃 さ け

1
からふとます

4 0

2 0

1 3 3
( 海 あいさ )

散 弾  銃 ま が も

あ い さ

) 6 4 ) さ  け 2 0

消化したもの多し

( 川 あいさ )

古 刺 網

爆 音 機

古 刺 網

網a、,、による鳥類の食害防止

爆音による飛来、侵入防止

網被いによる鳥類の食害防止
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第 6 表  河川バトロール結果表

支 場 事業場

パ トロール期間 パ ト ロ ー ル 区 域

( 回  数 ) 水 系 区 域

十 勝 慕 別 47 .4 .  1̃ 5. 8

( 8 回 )

旧 途 別 川 幕別事業場~猿別川の間

勝

太 田 4 7y. 4̃ 6. 6

( 1 7 回 )

ホマカイ川̃尾幌川
事業場上流域̃ 1望l寒1置牛 j::との合流点に至る間

天 塩 徳志別

歌 登

頓 別

中 川

4 7 . 4 . 1 1̃ 4 . 3 0

( 2 0 回 )

47.3. 9̃ 5 . 2 4

( 1 8 回 )

47 .

47.4 .  1̃ 6 . 1 0

徳 志 別 川

北 見 幌 別 川

頓別川支流
ウ ソ タ ン川

天塩川支流
パンケ内川

放流河川̃本流徳志別川河口に至る間

事業場̃北見幌別川河口に至る間

事業場̃頓別川合流点に至る間

事業場̃天塩川合流点、に至る間 7 0  0 m
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パ ト ロ - ル 状 況 及 び 結 果

旧途別川は蛇行している うえ、  雑草、 雑木の繁茂している個所が多く河川向には、 倒木が随所にあるため

流れが著しく阻害されているので、 これらを除去清帰をすると共に除下稚魚の状況観察を実施した。 これ

によると4月上旬旧途別川l4号橋附近に多くの聲泳が見受けられたが、 4月中旬高温が続いたのにつれ

て隔雪水が多く出、このため一気に稚角.が降下し、稚魚の務泳はその後渡別川に見受けられた。 5月の上
旬には、 旧途別川での稚魚がたまあに見受けられる程度であった。

4 月 1  o日項より河川全域に魚影が見受けられる様になり、 特に、 小川の流入部附近に大群泳が見られたc

その後5月上旬頃より尾別川河ロに魚群が観察され、 この群泳は5月下旬這続いたが、最終パトロールを

実施した6月6日には全域に魚影は見受lナられなかつた。河川内障害物としては、密漁と思われるチカ及

び白魚網が随所に見られこれについては警察に通報又は現物の引渡を行なった。

4月中旬より連日バトロールを実施した。 この間の河川水温は3.5̃ 6.7℃の範囲で水量も平常水位より

常 に 2 0̃ 5 0cl litの増水していた。稚魚の降下状況も本川で多くの魚群が見られた。又、 4 月 2 5 日 に は
本川右岸に天然産卵と思われる稚魚2 o 0̃ 3 o 0尾が見受けられた。 (人工ふ化稚魚放流口は河川左岸

にあり放流ロより河ロ這の距離は3 o o m程度なので、人工ふ化放流稚魚の右岸遊泳は考えられない)

沿岸での稚魚は山臼漁港で4月7日頃より稚魚が入り始めた様であるが多量に入るようになって来たのは

4月 2 7日頃からである。

解氷前より害鳥及び障害物の防除を行なう 。河川の状況も4月1日現在全面解氷、同月12日には遊泳稚

魚も見受けられたo増水は4月2 5̃ 2 7日の3日間大増水した以外はなく、増水後10力所程度凹地帯

に滞留した稚魚を散見水路を掘り再放流を実施した。

降下稚魚がlu]カ所に娟案しているので水路を掘り再放流を行なう。

区域の爽雑物除去及び雑草木の伐採清掃を行なう、 魚であるウグイの沂上は昨年度より少なかつたが放

流口1 o 0 m位の地点に可成密集しているのが見受けられた。なぉ增水期を過ぎた時点で回地にとりのこ

された雅魚を散見水路を作り再放流を行なった。
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◎ 弘 報 活 動

北

根

天

渡

活 動 状 況

見 l 稚魚放流概況等を関係機関、 団体にパンフレツ ト配布し、 P Rを実施。

を通し、  沿川住民に保護を呼びかlナたo

室 l 稚魚放流期に稚魚愛護を明記したパンフレツ ト 2万枚を作成、 管内小 ・中学校及び関係機関

塩 l 沿川、 沿岸線の関係団体にバンフレツ トを配付し又、 放流期には立看枚を立てP Rを行つた

島 l 放流河川主要個所に設置してある立看板の建換整備及び諸会合においての保護PRに努めた

◎ 河川清掃及び放流水路整備

水路の水草、畫、風倒木及び合流点の:1桂積砂利の除去等を実施。

北 見 l 能取湖放流水路の護岸整備及び水位調整による使用、 湧別川については同川支流開盛川放流

根 室 1 虹別放流水路と俵真在川の清補を行なう、 虹別については4.1 9̃ 4 . 2  8北湧水池より下流

十

天

へ 7 0  0 mの間、 俵真布川については放流口より下流3,70 0 mの区間を4.2  1 ̃ 4 . 2  8の
間において実施した。

勝 l 河川パ ト ロ ール時に兼ねて各河川において障書物の除去を行なった

塩 l 放流各河川の繁茂している水草の刈取、 倒木、 流下物の除去を行なうとともに水路の崩落個

所の整備を実施。

渡 島 l 放流各河川の水草、倒木除去及び清編を実施

◎ 毒 性 試 験

これは、釧路川の毒性を知るため昭和47年4月19日美留和川合流点で生き残り試験を行なった。

4 月 2 7 ̃28日に行なわれた調査によると、水質は昨年度より悪く、弟子屈町より下流まで稚魚を

輸送放流を行う事となり、事業場より約11.5Km下流の地点、当別37線まで輸送を行つた。

放流終了後約30Kln下流の標茶まで追跡バトロールを行 :なったが、魚群は確認出来ず、直ちに降海

したものと推定される。、
なぉ、生き残り試験で10時間後では発死0、また24時間後には約70 %が発死したo
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S 1 5  稚魚飼育事業

昭和 4  6年度の主要3魚種の稚魚飼青計画及び飼:育実積は第 1表に示したとおりで、 さけ、 さ く  らます、

からふとますともに計画を大巾に上到重!る成積を上げた。特にからふとますにっいては計画の3倍強にあた
る 4 0 , 5 4 8 千尾を飼育した 。

さけについては全道3 6カ所 ( うち道1カ所、民間4力所 )で実施し、飼育計画尾数3 0 1 ,  0 0 0千尾

に 対 し 4 5 4 , 7 0 9 千 尾 ( 飼 育 率 1 5 1 . 1 % )の飼育を行ない43 5 , 6 1 5千尾の稚魚を放流した。
さ<らますについては、天塩、千才、渡島支場管内4力所で飼育を行ない、飼育計画2, o 0 0千尾に対
し、 2 , 4 6 3 千 尾 ( 飼 青 率 1 2 3 . 1 % ) の飼育を行ない1 , 8 4 4千尾を放流、このうち 2 6 1千尾を千才
支場構内において、 さ く  らます拡大再生産計画に基づいて飼青中である。

又、からふとますについては、北見、根室、天塩、渡島の各支場管内14カ所(民間3カ所)で実施し、

飼青計画1 3 , 0  0 0 千 尾 に対 し 4 0 , 5 4 8 千 尾 ( 飼 青率 3 1 1 . 9 % )の飼青を実施し、 3 8 , 9 8 1 千 尾 の
稚魚を放流した。

これら 3魚種で合計4 7 6 , 1 7 9千尾の飼育放流とな' り 、総放流数7 2 0 , 4 8 3千尾に対し飼育放流率

は 6 6・ 1 %に値したoこの飼育放流率は昨年の7 1 . 5 %からみれば低い値となるが、本年はさけ、からふ
とます、 ともに未會有の大豊漁で、 これに伴ない採卵成積もよく、 従つて飼育尾数については昨年に比し

総体で1 4 2 , 8 8 3千尾も多い飼青を実施した。

以上、各魚構別の飼育放流結果は第2、 3 、  4表に示したが、飼青放流概要は次のとぉりである。
〔 さ け 〕

3 0 1 ,  0 0 0千尾 (道立森支場分1 6 , 0  0 o 千尾を含む)の飼育事業実施計画にもとづいて34カ所で
実施 、計画を大 き く 上廻 る 4 5 4 , 7 0 9 千 尾 ( 1 5 2 , 1 2 0 K 9 ) の 稚魚 を対象に 4 7 年 1 月 1 3 日 よ り 同

年6月15日までの間給解を行なった o 本年度は豊漁に恵まれ、採卵量が大巾に上理つたことから、飼育
量も計画量より多く飼育密度が自然と濃い状態で実施されたため、 昨年より減耗率もo. 7 %程度高かった
が 4 3 5, 6 1 5 千 尾 ( 4 4 4 ,  0 0 5? )の稚魚を生産し各河川̃、それぞれ移殖及び還元放流を行なった。
今年度の稚魚の増重比は3.05倍で歩留95 . 8 %であった。

本年度のさけの総放流数は5 7 5 , 9 8 7千尾で、このうち飼育放流尾数は前記した通り 4 3 5 , 6 1 5千

尾で総放流数に対する給国放流率は75.6 % ( 昨 年 度 は 7 2 . 6 % ) にあたる。
〔 さくらます  〕

当魚種の飼育は天塩、千才、渡島支場管内4カ所で行なわれ、飼育計画2,0 0 0千尾に対して、2 , 4 6 3

千尾の飼育を行なった o この うち千才で実施した飼育魚 4 2 1千尾 ( 4 4 年度産 9 0千尾、  4 5 年度産
5 1千尾、  46年度産280千尾)についてはさくらます拡大再生産計画に基づいて周年飼育しているも

ので、これを除くと2 ・ 0 4 2千尾の飼育を実施したことになる。千才で飼育中の稚魚を除いた他の飼育は
4 6 年 1 2 月 1 5 日 よ り 4 7 年 5 月 3 0 日 の間給解を行ない 1. 583千尾の稚魚を放流した。今年度の稚
魚の增重比は5 . 0 4倍で歩留7 7 . 5 %であった。
〔 からふとます 〕

本年度のからふとますは十勝、千才を除く4支場管内l4カ所(民間3力所)で行なわれた。 この魚種
もさけ同様大豊漁に意まれたため、 飼青尾数も計画を大巾に上廻つて実施された。 即ち、 飼育計画尾数は
1 3 , 0  0 0 千尾に対し飼育尾数は 4 0 , 5 4 8 千尾 ( 飼育率 3 1 1 . 9 % ) を 4 7 年 1 月 2 1 日 よ り 同 年 6 月
1 0日の間給解し3 8 , 9 8 1千尾の稚魚を生産し、各河川・へ放流した。飼青による歩留は9 6 . 1 %を示し
た。

-1 6 5-



第 1 表  昭和 4  6年度稚魚飼育計画及び実積表

二
さ け さ く ら ま す

実施
事業
場数
計 画 数 放 流 数

飼 青

放 流 率

実施
事業
場数
計 画 数 放 流 数

飼 育

放 流 率

北 見

千尾

5 5.0 0 0
千尾
4 5 , 4 8 9

1 1 2 , 5 0 l

%

40 .4

千尾 千尾

1. 4 5 3

%
7

根 室
8
9 7.0 0 0

1 5 3 , 1 9 6

1 7 4 , 2 8 7
8 7.9

1 , 5 9 0

十 勝

6

l11
84,0 0 0

1 6 4 , 9 4 3

l 8 9.7 1 3
86.9

天 塩

. 4

(1l
2 4 , 0 0 0

l 5.5 4 l

l 6.5 1 4
9 4 . 1

1 1 5 6

3 2 8

47.6

千 才
3

(21
20 ,0  0 0

3 1 , l 7 4

3 8.5 6 l
80 .8
(11 1 7

l 7

1 0  0.0

渡 島
3

9,0 0 0
9 , 1 7 4

2 8.3 1 2
3 2 . 4

l

2,0 0 0
1 , 4 1 0

1 , 4 2 1

99.2

森

(11
1 6.0 0 0

1 6.0 9 8
1 6 , 0 9 8

1 0  0・0

合 計 :; 3 0 1.0 0 0 :=::

l 75.6

l

2

(11
2,0 0 0

1.5 8 3
4 , 8 0 9

3 2 . 9

註 1 )実施個数の (  )は道又は民間個所

2)放流数の上段は 飼育放流数

3)放流数の下段は 総放流数

1 6 6-

か ら .i, と ま す 合 計

実施
事業
場数

計 画 数 放 流 数
l目 青

放 流 率

実施
事業
場数

計 画 数 放 流 数
飼 青

放 流 率

千尾

7,0 0 0

千尾
1 0 , 5 8 7

5 4 , 5 2 9

%

. .1 a.4

千尾

5 3.0 0 0
千尾

5 6 , 0 7 6

1 6 8.4 8 3

%

33.3

4 1 1

2
3,0 0 0

2 3 0

2 8 , 0 1 5
0.8
1 0

1 0 0 , 0 0 0
1 5 3.4 2 6
2 0 3 , 8 9 2

75 . 2

2 , 4 6 5

,f
6

l11

1 6 4 , 9 4 3

1 9 2 , 1 7 8
8 4 , 0 0 0 8 5 . 8

4

(31
2.0 0 0

2 6 , 6 7 0

3 0 , 9 7 0
86.1

9

(41
2 6 , 0  0 0

4 2.3 6 7
4 7 , 8 1 2

88 .6

l 8.9 1 3

!
3

(31

3 1 , 1 9 1

5 7 , 4 9 1
20,0  0 0 54.3

1

1,0 0 0
1 , 4 9 4

4 , 7 9 5
31.2

5

1 2 , 0  0 0
1 2 , 0 7 8

3 4.5 2 8
3 5 . 0

(11
1 6.0 0 0

1 6 , 0 9 8

1 6 , 0 9 8
1 0  0.0

1 1

(3)
1 3 , 0  0 0

3 8 , 9 8 1

1 3 9 , 6 8 7
27 .9

4 4

(9)
3 1 6 , 0 0 0

4 7 6 , 1 7 9

7 2 0 , 4 8 2
66 .1
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第 2 表  さけ稚魚飼育成積

支

場

事業場

解 料 給 西 飼 青 量 浮上魚体
発死

尾数

放

給解量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

時
6 0 0

6 , 7 4 0

4 7 0

1 , 4 9 0

4. l 0 0

7 0 0

3 0 0

月日̃月日
4. 1̃5.20

2 .21̃5 . 2 5

4. 1̃4 . 3 0

4. 1̃5 . 2 5

3 . 1 6̃ 5 .20

3. 1̃4 . 3 0

2 . 1 1̃3 . 3 1

千尾
2 ,00  0

1 4 , 0 0 0

2 , 6 1 4

5 , 6 4 0

1 5 , 9 9 9

3 , 9 4 1

2 , 0 0 0

時
5 9 8 . 8

4 , 4 9 4 . 0

8 6 2 . 6

1 , 8 0 4 . 8

5 , 2 7 9 . 6

1 , 3 3 9 . 8

6 0  0.0

cm
3 . 0 5

3 . 6 2

3 . 40

3 . 7 2

3 . 5 8

3 . 4 0

3 . 4 5

g
0 . 30

0 . 3 2

0 . 3 3

0 . 3 2

0 .33

0 . 3 4

0 . 3 0

千尾
4 4

2 0 0

6 4

4 7

6 3

l 0 7

1 8 0

千尾
1 , 9 5 6

1 3 , 8 0 0

2.5 5 0

5 , 5 9 3

1 5.9 3 6

3 , 8 3 4

1 , 8 2 0

岩尾別

斜 里

藻 琴

網 走

湧 別

渚 滑

幌 内

乾

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

5 0

9 5

3 0

5 5

6 6

6 1

5 0

北

見

本年計

前年計

1 4 , 4 0 0

1 6 , 1 7 5

/ /

/ /

2 . 1 1̃5 . 2 5

2 . 1 1̃6 . 1 0

4 6.1 9 4

4 7 , 2 5 5

l 4 , 9 7 9 . 6

1 5 , 4 8 3 . 0

7 0 5

8 5 4

4 5 , 4 8 9

4 6 , 4 0 1

羅 自

意 別

伊茶仁

根 室

中標津

計根別

虹 別

厚 床

3 , 1 8 0

3.7 3 0

4.3 9 0

3 , 2 4 0

2 , 3 4 0

1. 7 7 0

1 3 , 9 7 0

1.1 5 0

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

3. 5̃ 4 . 3 0

3 . 2 6̃5.3 1
4. 6̃ 5 . 2 0

4. 1̃5 . 2 8

3 . l 1̃ 5 . l 6

4 . 1 0̃ 5 . 2 0

3. 1̃5. l 5

5 . 1 1̃5 . 3 1

5 6

6 7

4 5

5 8

6 7

4 1

7 6

2 1

1 0 , 9 2 8

1 5 , 4 2 8

2 8 , 5 0 0

1 6 , 3 9 6

7.1 3 0

7.0 0 0

7 0 , 7 1 0

3.0 0 0

3 , 0 59 . 8

6. l 7 1 . 2

8 , 550 . 0

5 , 5 7 5 . 0

2 , 2 8 2 . 0

2 , 2 4 0 . 0

2 2 , 6 2 7 . 0

1 , 0 5 0 . 0

3 . 1 0

3 . 7 0

3 . 5 0

3 . 2 0

3 . 6 5

3 . 6 2

3 . 3 9

3 .50

0 . 2 8

0. 4 0

0 . 30

0 . 3 4

0 . 3 2

0 . 3 2

0 . 3 2

0 . 3 5

8 0

1 2 8

3 6 8

3 2

2 3 0

2

5 , 0 5 6

1 0 , 8 4 8

1 5 , 3 0 0

2 8 , 1 3 2

1 6 , 3 6 4

6 , 9 0 0

6.9 9 8

6 5 , 6 5 4

3,0 0 0

根

室

本年計

前年計

3 6 , 7 7 0

4 7 , 3 0  0

//

/ /

3. 1̃5 . 3 1

2 . 2 0̃6 . 2 2

1 5 9 , 0 9 2

1 0 8 , 2 8 6

5 1 , 5 5 5 . 0

3 5 , 2 8 4 . 0

5 , 8 9 6

1 , 1 4 0

1 5 3.1 9 6

1 0 7.1 4 6

十 勝

札 内

幕 別

観 居

釧 路

大 樹

( 広 尾 )

3 , 2 0 0

6 , 2 0 0

8,0 0 0

4 , 0 0  0

6 ,80  0

4 , 2 0 0

1 ,00  0

/ /

//

/ /

/ /

/ /

/ /

//

3 . 1 6~5 . l 0
2. l̃4 . 1 9

3. l̃5. 5

3. 1̃5 . 3 1

3 . l 6̃5 . 3 1

3. 8̃ 5 . 3 0

3. l̃5 . 20

5 5

7 9

6 6

9 2

7 7

8 4

8 1

1 3 , 5 0  0

5 2 , 4 6 7

3 0 , 0 1 9

1 3 , 3 9 3

4 l , 9 3 1

9 , 2 6 4

9 , 4 8 1

5 , 2 6 5 . 0

2 0 , 7 0 2 . 0

1 0 , 8 0 6 . 8

4 , 821 . 0

1 0 , 9 0 2 . l

3 , 7 0 5.6

3 , 4 1 3 . 0

3 . 8 6

3 . 8 0

3 . 4 0

3 . 4 3

3 . l 0

3 . 4 0

3 . 6 0

0 . 3 9

0 . 3 9

0 . 3 6

0 . 3 6

0 . 2 6

0 . 4 0

0 . 3 6

1.2 4 0

1 , 7 3 3

2 , 1 1 3

6 7 3

8 8

1 8 5

8 0

1 2 , 2 6 0

5 1.7 3 4

2 7.9 0 6

1 2 , 7 2 0

4 1 , 8 4 3

9 , 0 7 9

9 , 4 0 1

十

「

l 勝

本前計

前前計

3 3 , 4 0 (

3 5 , 9 0 (に
2. l̃5.31

2. 1̃ 5 . 3 1 に= l=二 5 , 1 1 2

5 , 4 9 6

1 6 4 , 9 4 3

1 0 2 , 0 8 7

-1 6 8-

流 量

重 量

放流魚体 歩

留

増

重

比

水水 温温
飼育

面積
備 考

体長 体重 低 ̃ 高 平均
PH D 0 水量

時
1 , 7 6 0 . 4

1 9 , 3 6 1 . 0

1 , 2 24 . 0

4 , 7 5 4 . 0

1 3. 7 0 4 . 0

4 , 2 7 2 . 8

1 , 2 2 8 . 5

cm
4 . 0 0

5 . 3 9

4 . 0 3

4 .40

4 . 9 3

5 . 7 0

4 .45

g
0 . 9 0

1 . 4 0

0.48

0 . 8 5

0 . 8 6

1 . 2 5

0 .65

%
9 7 . 8

98. 6

97.6

9 9 . 2

9 9 . 6

9 7 . 9

9 1 . 0

倍

3 . 0 0

4.3 7

1 . 4 5

2 . 6 5

2 . 6 1

3 . 6 8

2 . 1 7

℃
5. 0̃  8. 5

7 . 4̃  8 .4

6 . 5̃  8 .5

4.0̃ 1 5 . 5

3.0̃ 1 2 . 0

7 . 4̃  8.0

5. 5̃  6.3

℃
7.5

7.8

7.0

8.7

6.3

7.7

5.9

ppm ,e/:111t
6 0 0

2 0 , 0 0 0

1 , 2 0 0

4 7 0

1 , l 0 0

1 , 5 0 0

3 0 0

m1'
l 8 0

9 8 0

1 5 1

3 0 0

8 2 8

1 5 2

1 5 0

7.2

7.3

6.9

6.9

6.3

7 .4

6.6

11 .0

10.1

4 ẽ
1 0 . l
4.'i~
7 . 8

D 0 1 0 . 1は

湖水飼育の

場合

4 6 , 3 0 4 . 7

4 5 , 6 8 3 . 0

9 8 . 5

9 8 . 2

3 . 1 9

2 . 9 5

3 . 0̃ l 5 . 5

4.0̃ 1 7 . 2

9.3 2 9 . 3

1 3 , 4 6 4 . 0

1 6 , 3 1 6 . 6

1 4 , 0 7 9 . 1

5 , 9 3 4 . 0

5 , 3 1 8.5

6 2 , 3 7 1 . 3

1 , 5 6 0 . 0

4 . 6 3

5.2 0

4 . 4 0

4 . 3 0

4.9 0

4.6 7

4 . 7 0

4 . 0 0

0 . 8 6

0 . 8 8

0 . 5 8

0 . 8 6

0. 8 6

0 . 7 6

0 . 9 5

0 . 5 2

99 .3

99.2

98 . 7

9 9 . 8

9 6 . 8

9 9 . 9

9 2 . 8

100.0

3 . 0 7

2 . 2 0

1 . 9 3

2.53

2 . 6 9

2 . 3 7

2 . 9 7

1 . 4 9

3 8̃ 1 2 . 0

3.5̃ 1 2 . 8

6 . 4̃ 1 1 . 5

4 . 6̃ 1 2 . 6

2.0̃1 5 . 0

6. ,lr-- 7.9
8.6̃ l 0 . 2

7 . 5̃  8 .6

8.0

7.4

8.9

8.3

5.4

7.0

9.3

8.0

7.2 1 , 9 0 0

1 , 1 0 0

4.0 0 0

1 , 6 0 0

2 2 0

7 5 9

1 , 4 4 0

1.8 l 8

1 , 1 4 3

5 5 8

2 5 0

4 7 5

3 9 0

7. 1̃

7.2

7.0

6 .5̃
7.8

7.2

l 2 8 , 3 7 2 . 8

105. 3 5 1 . 0

96.3

9 8 . 9

2 . 5 8

2 . 9 9

2.0̃1 5 . 0

3. 0̃ 1 6 . 8

1 0.5 4 3.6

6 5 , 7 0 4 . 0

4 6 , 3 2 3 . 0

1 3 , 7 3 7 . 6

4 1 , 8 4 3 . 0

1 3 , 8 8 7 . 0

1 0 , 3 4 1 . 1

4 . 7 3

5 . 5 0

5 . 8 0

6.21

5.0 0

5 . 8 0

5 . 2 0

0 . 8 6

1 . 2 7

1 . 6 6

1 . 8 0

1.0 0

1 . 5 3

1 . 1 0

90 .8

9 8 . 6

9 3 . 0

95 .0

99 . 8

9 8 . 0

99.2

2 . 2 1

3 . 2 5

4 . 6 1

5 . 0 0

3 . 8 4

3 . 8 2

3 . 0 6

3 . 3̃  9.4
井戸
河川4S̃ 12.5

5. 0̃ l 0 . 0

4 . 5̃ 1 3 . 8

5 5̃ 1 1 . 0

5 . 0̃  8.8

6.0̃ 8.0

6.3

10 .5
8.0

8.0

9.1

8.0

6.7

7 . 0

7.0

6.4

6 . 8

6.7

7 . 0

7 . 2

7 . 0

6.8

11.2

6.4

7.3
4 0̃
l 0 0

2 , 5 0 0

23 , 0  0 0

5 . 5̃

1 2 . 1

2 , 00  0

4 0 0

2 , 9 8 0

5 , 5 0 0

2.3 0 0

5.2 9 7

3 , 2 2 2

9 , 0 2 0

2 , 3 9 5

7 2 0

7 6 7

1 1 . 5

202,379.3

138.842.0

97.0

94 . 9

3 . 4 9

3 . 8 3

3.3~13.8'

3.5~1 2 . 2

-1 6 9-



支

場

事業場

領 料 給 解 飼 青 量 浮上角l.体
発死

尾数

放

給餌量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

時
2 , 8 0  0

6 6 0

1 , 2 0 0

8 5 0

1 S 3

月日̃月日
2. 1̃ 4 . 3 0

2 . 1 0̃ 4 . 1 5

2. 1̃4 . 1 5

1 . 2 1̃5 . 3 0

4 . 2 0̃6 . 1 5

千尾
4 , 7 4 8

2 , 0 1 5

3 , 3 4 3

4 , 4 0 6

l , 4 8 6

Kg
1 , 6 4 5 . 0

7 2 5 . 4

1 0 0 2 . 8

1 , 4 4 0 . 8

4 4 5 . 8

cm
3 . 4 0

3 . 6 6

3.0 0

3 . 6 5

3.2 0

g
0 . 30

0.36

0 . 3 0

0 . 3 3

0 . 30

千尾
4 8

1 0

4 1

l 5 6

2 0 2

千尾
4 , 7 0 0

2 , 0 0 5

3 , 3 0 2

4 , 2 5 0

1 , 2 8 4

徳志別

歌 登

頓 別

中 川

(号寒別)

乾

/ /

/ /

/ /

/ /

8 9

6 5

7 5

132

5 7

天

塩 本年計

前年計

5 , 6 6 3

6 , 2 7 0

/ /

/ /

1 . 2 1̃6 . 1 5

2. 1̃6 . 3 0

1 5 , 9 9 8

2 3 , 9 9 6

1 7 , 0 5 9

3.9 9 2

6 , 6 1 1

4 . 4 2 0

4 , 4 6 3

5 2 5 9 . 8

7 , 352 . 0

4 5 7

4 5 1

1 5 , 5 4 1

2 3 , 5 4 5

千 才

静 内

敷 生

(余  市)

(元浦河)

5 , 6 0 0

7 0  0

2. 0 0 0

7 0 9

3 0 0

/ /

//

/ /

/

/ /

2. 1̃4 . 1 0

3. 1̃5 . 3 0

2 . 1 1̃4. 2

1 . 2 0̃ 3 . 1 8

1 . 1 3̃4. 6

7 0

9 2

5 2

5 9

8 4

6 ,185 .0

4 5 1 . 2

2 , 1 8 0 . 0

1. 6 7 7 . 4

1 , 3 3 9 . 0

3 . 4 0

2.70

3 . 4 0

2 . 2 0

2.0 0

0 . 3 6

0 . 2 6

0 . 3 3

0 . 3 5

0 . 3 0

2 , 6 1 2

2 9 2

3 3 1

1 , 6 2 0

5 1 6

1 4 , 4 4 7

3 , 7 0 0

6 , 2 8 0

2.8 0  0

3.9 4 7

千

才 本年計

前年計

9 , 3 0 9

4 , 7 4 8

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

1 . 1 3̃ 5 . 3 0

1 .2 5~5 . 1 7

2 .14̃5 . 1 0

2. 1̃ 4 . 2 5

2 . 1 1̃ 4 . 2 0

2. 8̃ 2 . 2 3
4 . 2 1̃5 . 24

3 6.5 4 5

2 2 , 0 8 8

4 , 9 6 7

2.6 3 0

2 , 2 8 0

7 , 9 9 5
8 , 9 5 3

l 1.8 3 2 . 6
7 , 0 6 4 . 0

5 , 3 7 1

1 , 4 0 1

5 4 6

3 9

1 l 8

2 3 8
6 1 2

3 l , 1 7 4

1 0 , 6 8 7

4 .4 2 1

2 , 5 9 1

2. l 6 2
7.7 5 7
8 , 3 4 1

八 雲

厚沢部

利 別

( 森 )

1 , 5 1 0

1 , 7 0 0

7 0 0

1 , 2 2 9
1 , 4 3 0

8 7

8 5

7 0

l 6
3 4

l.5 6 5 . 0

9 4 1 . 0

8 2 0 . 0

2 , 7 7 5 . 6
5 , 7 7 5 . 4

3.0 0

3 .50

3.40

0 . 3 2

0 . 3 6

0 . 3 6

0 . 3 5
0 . 3 1

渡

島 本年計

前年計

6 , 5 6 9

3 , 4 1 9

/ /

/ /

2. 1̃5 . 2 4

2. 1̃5 . 3 1

2 6 , 8 2 5

1 3 , 4 6 8

8 , 877 . 0

5 , 1 6 4.0

l , 5 5 3

1 , 7 0 1

2 5 , 2 7 2

1 1 , 7 6 7

合

計

本年計

前年計

l 0 6 , 1 1 1

1 l 3 , 8 1 7

/ /

/ /

l . 1 3̃6 . 1 5

1 . 2 5̃ 6 . 3 0

4 5 4 , 7 0 9

3 2 2.6 7 6

152,119.5

106.5 9 6 . 0
19,094

1 1 , 0 4 3

4 3 5 , 6 1 5

3 l 1 , 6 3 3

7 0-

流 量 放流魚体 歩

留

増

重

比

水 温
飼育

面積
備 考

重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均
P H D 0 水量

的

7.5 2 0 . 0

2 , 3 0 5 . 7

4 .6 2 2 . 8

7 ,650 .0

5 9 0 . 6

cm
5 . 7 6

5 . 3 5

5 . 4 0

5 . 1 0

3 , 6 0

g
1 . 6 0

1 . 1 5

1 . 4 0

1 . 80

0 . 4 6

%
9 9 . 0

9 9 . 5

98.8

96 .5

8 6 . 4

倍
5 . 3 3

3 . 1 9

4 . 6 7

5 . 4 5

1 . 5 3

℃
6.2̃ 7 . 5

3.5̃ 6 . 6

6.0̃ 8.8

5.5̃ 6 . 7

3 .9̃ 8.8

°〇

6.8

5.7

7.4

6.0

5.5

ppm ,e/;':it
7 0 0

6 5 0

8 0 0

1 , 2 0 0

7 0 0

1ft

2 5 7

2 5 3

2 0 8

4 0 0

1 0 0

6.4

5 . 8

6.6

7 .3

7 . 3 5

9. 9 6、
1 0 . 9

2 2.6 7 9.1

2 0,0 4 8 . 0

9 7 . l

9 8 . l

4 . 4 4

2 . 7 3

3.5̃  8.8

3 . 0̃ 1 3 . 4

1 2.8 8 9 . 8

5 2 1 . 0

8 , 2 0 0 . 0

1 , 6 3 4 . 0

1 , 9 7 4 . 0

4 . 6 8

4 . 6 0

5. ! 0

3 . 6 0

4 .0 0

0 . 8 9

0 . 7 5

1 . 3 0

0 . 5 8

0 . 5 0

8 4 . 7

92.7

95 . 0

6 3.3

8 8.4

2 . 4 7

2 . 8 8

3 . 9 4

1 . 6 6

1 . 6 7

7 . 8̃ 8.5

7 . 0̃1 0 . 0

8 . 3̃ 1 0 . 0

8. 8̃  9.2

3.0̃ 8 . 0

8 . l

8.5

9.1

9 .0

5.5

6.8 2,0 0 0

1 , 7 0 0

2 , 6 0  0

9 0 0

2,20 0

6 4 8

3 3 0

3 2 4

1 2 0

3 7 8

6 .8

2 5 , 2 1 8 . 8

1 3 , 2 1 2 . 0

8 5 . 3

9 3 . 7

2.5 0

1 . 8 7

3.0̃1 0 . 0

3. 5̃ 10 .0

3.0 9 4 . 7

4 , 5 3 4 . 3

3 , 372 . 7

3 , 8 7 8 . 5
4 , 1 7 0 . 5

4 . 8 0

6.2 0

5 .60

0 .7

1 . 7 5

1 . 5 6

0 . 5 0
0 .50

8 9.0

9 8 . 5

9 4.8

9 7 . 0
9 3 . 2

2 . l 9

4.8 6

4 . 3 3

1 . 4 3
1 . 6 l

6 8̃  8 .6

9. 0̃ 1 1 . 8

2.0̃ 10 . 0

7.3

1 0 . 7

7 . 2

7.0
9.2

7 9̃
8.0

3 7 2

1 9 8

1 5 07.2

6.8

l 9 , 0 5 0 . 7

1 1. 7 8 9 . 0

'l) 4 .2

87 .4

2 . 2 8

2 . 2 8

2.0̃ l l . 8

1.5̃ 1 2 . 5

4aP 0 5 . 0

334.9 2 5 . 0

9 5 . 8

9 6 . 6

3 . 0 5

3 .14 ==

1 7 1



第 3 表  さ く  らます稚魚飼青成積

支

場

事業場

飼 料 給 解 . 飼 育 量 浮上魚体
発死

尾数

放

給解量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

天

塩

時

1 2 0

月日̃月日
1 . 2 1̃5 .30 1 3 1

千尾

1 7 4

時

53.6

cn

3.50

g

0 . 31

千尾

1 8

千尾

1 5 6中 川 乾

計 1 2 0 / / 1 . 21̃5 . 3 0 1 7 4 53 . 6 1 8 1 5 6

千 才

/ /

/ /

小 計

( 余 市 )

3 , 9 2 6

1 , 6 0 0

7 4 3

6 , 2 6 9

5 0

/ /

//

/ /

/ /

/ /

46. 47 .

8. 1̃7 . 3 1

/ /

4 7 .  47 .

1 . 1 0̃ 7 . 3 1

4 6 .  47 .

8. 1̃ 7 . 3 l

4 6 .  4 7 .

l 2 . l0、3 . 1 8

3 6 6

//

2 0 4

9 0

5 1

2 8 0

4 2 1

1 8

2,835.0

1 6 2 . 9

56.0

3 , 0 5 3 . 9

3.5

15. l0

6 .70

2 . 9 0

31.50

3 .20

0 .20

8 5

4 2

3 3

1 6 0

1

5

9

2 4 7

2 6 1

1 7

千

才

才 9 5 1 . 70 0.20

本年計

前年計

6 , 3 l 9

5 , 5 1 8

/ /

/ /

4 6 .  47 .

8. 1̃9 . 3 1

4 5 .  46.

5. l̃7 . 3 1

4 3 9

2 0 1

3 ,057 .4

1 4 9 . 0

1 6 1

4 1

1 7

渡

島

尻 別 1 , 2 0  0 / / 2. 1̃5 . 2 6 1 l 5 1 , 8 5 0 3 7 0 . 0 2 .97 0 .20 4 4 0 1 , 4 1 0

本年計

前年計

1 , 2 0  0

1 , 7 0  0

/ /

/ /

2. 1̃ 5 . 2 6

2. 1̃5 . 2 6

1.8 5 0

2 , 0 9 4

3 7 0 . 0 4 4 0 1 , 4 1 0

1 , 5 8 7

合

計

::計

7 , 6 3 (

7.2 l 1

/ /

/ /

4 6 .  47 .

8. 1̃7 . 3 1

4 5 .  46.

5. 1̃7 . 31

2 , 4 6 3

2.2 9 5

3.481 . 0 6 1 9

5 4 8

1 , 5 8 3

l 7 2

流 量 放流魚体 歩

留

増

重

比

水 温
飼育

面積
備 考

重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均
PH D0 水 量

時

3 7 4 . 4

cm

6.2

g

2 . 4 0

%
89 .7

倍

7 . 7 9

℃

5 S-- 6.7 °0

6.0

ppm “分
1 , 2 0  0

1,lt

4 0 0

3 7 4 . 4 89.7 7 . 7 9 5 . 5--6 . 7
996 . 5

4 0 9 . 5

9 9 4 . 2

2 , 4 0 0 . 2

68 . 0

2 4 . 3

15 .8

7 . 1

191.6

45.9

4.0

5.2

17.6

8 8 . 2

6 2 . 0

9 4 . 4

6 . 0 8

14.34

2000

1 . 2 7

20.00

l l

さ <らます再生産事業

事業場において飼育中

放流計には記載せず

1 i9 . 0 6 . 3

(69年度産)

( 7o年度産)

( 7 1年一度産)

l,して千オ

4 0 5 65.0 4.0 g.0

68 . 0 9 4 . 4 20.00 g. 0

1 , 2 4 0 . 0 4 . 4 0 . 88 76 .2 4.40 2. 2̃ 9.6 6 . 0 7 .4 t 1 . 3 3,0 0 0 2 4 5

1 ,240 . 0 7 6 . 2 4 . 4 0 2.2̃ 9.6

1 , 6 8 2 . 4 2. 2̃ 9.6

l 7 3



第 4表 からふとます稚魚飼青成積

;支

場

事業場

解 料 給 f l 飼 育 量 浮上魚体
第死

尾数

放

解 量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

時
1 0 0

80  0

9 0 0

6 0 0

月日̃月日
3. l̃3.31

2 . 1 1̃5. 5

3. 1̃3 . 3 1

2.11̃3 .10

千尾
1 , 0 0 0

2 , 0 0  0

3 , 3 4 1

4 , 3 9 7

. 時
2 1 0 . 0

358 . 0

7 3 5 . 0

8 7 9 . 4

cm
2.4

3.1

3 . 5

3 .0

g
0 .21

0 . 1 8

0 .22

0・2 0

千尾
1 5

1 8

8

l 1 0

千尾
.9 8 5

1.9 8 2

3 , 3 3 3

4 , 2 8 7

岩尾別

斜 里

湧 別

清 滑

乾

/ /

/ /

/ /

3 1

8 5

3 1

2 9

北

見 本年度

前年度

2 , 4 0  0

2.1 5 0

4「

/ /

2 . 1 1̃5. 5

2 . 1 1̃4 . 1 5

1 0 , 7 3 8

2 , 9 4 3

2.1 8 2 . 4

6 4 7 . 0

1 5 1

1 5

1 0 , 5 8 7

2 , 9 2 8

.根 室

虹 別

2 8 0

5 0

/ /

/ /

3. 6̃4 . 3 0

3 . t 5̃ 4 .30

5 5

4 7

2 1 0

3 0

5 0 . 4

6.9

2.6

3.2

0 . 2 4

0 . 2 3

1 0

0

2 0 0

3 0根

室 本年度

前年度

3 3 0

4 5 0

/ / 3. 6̃ 4.30

2.20̃4 . l 9

2 4 0

1 , 8 8 4

5-i. 3
365 . 0

1 0

3 8

2 3 0

1.8 2 6

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

( 增 幌 )

( 増 毛 )

( 信砂 )

1 4 0

5 0 0

9 l 0

1 2 0

5 0 0

9 7

l 8 0

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

2.10̃4 . 1 5

2. 1̃4 . 1 5

1 . 2 1̃5 .30

4 . l 4̃ 4 .30

4 . 1 1̃5 . 1 0

4 . 2 0̃ 5.31

4 . 2 5̃ 6 . 10

6 5

7 5

132

l 7

3 0

4 2

4 7

5 8 3

2.0 0 0

6 , 3 2 7

9 , 9 3 6

2 , 3 4 0

2 , 0 5 4

4 , 8 3 0

l 2 4 . 2

419 . 9

1.4 0 4 . 6

2,782.0

6 0 8 . 4

3.4

2.9

3.4

3.3

2.5

0 .21

0 . 2 1

0 . 22

0 .28

0 . 26

3 3

2 5

1 2 7

3 9 3

3 5 1

4 1

4 3 0

5 5 0

1 , 9 7 5

6.2 0  0

9 , 5 4 3

1 , 9 8 9

2 , 0 1 3

4,40 0

天

塩

本年度

前年度

2 , 4 4 7

1.1 5 0

1 . 2 1 6̃ . 1 0

2. 1̃7 .10

2 8.0 7 8
2 , l 7 0

1 , 40  0

5 9

2 6 , 6 7 0

2 , l l 1527 . 0

渡

島

八 雲 3 9 0 / / 2 . 1 4̃ 4 . 2 5 7 l 1 ,50  0 3 4 5 . 0 2.8 0.23 6

6

8

1.4 9 4

1. 4 9 4

1 , 3 2 0

本年度

前年度

3 9 0

9 7 5

2 .14̃4 . 2 5

2. 5̃ 5 .20

1.5 0 0

1 , 3 2 8

345 . 0

3 2 1 . 0

l:に= 5 , 5 6 7

4 , 7 2 5

1.2 1 6̃ . 1 0

2. 1̃7 .10

4 0 , 5 4 8

8.3 2 5

1.5 6 7

l 2 0

3 8 , 9 8 1

8 , 1 8 51.860 . 0

-1 7 4-

流 量 放流魚体 歩

留 差
水 温

l同育

面積
備 考

重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均
P H D 0 水量

時
5 9 1 . 0

3 , 9 6 4 . 0

1 , 7 3 3 . 0

2,057.8

cm
3.4

6.8

4.6

4.3

g
0 . 60

2.0 0

0 .52

0 .48

%
98.5

99.1

99 .8

97.5

倍

2 .86

11.11

2 . 3 6

2 . 4 0

℃
3.0̃ 5.0

7.4̃  8.4

7 .0̃ 7 . 5

7.4̃ 8.0

°〇

4.0

7.8

7.2

7.7

p pm .e/;分
2,0 0 0

20,0 0 0

5 0 0

1 , 5 0 0

が

1 8 0

9 8 0

1 5 0

1 1 7

7 . 2

7.3 11.0

7.4

8 , 3 45 . 8

3,437.0

98.6

99.5

3.88

5 .31

3. 0̃  8.4

4 . 7̃  8.1

1 5 6 . 0

15 . 3

3.8

4.2

0 . 7 8

0 . 5 1

9 5 . 2

100.0

3 . 2 5

2 . 22

6. 7̃  9.0

8.9̃  9.6

7.0

9.3

7.0

'7. 2

l 4 0

3 0

3 3

2 2

1 7 1 . 3

7 0 4 . 0

9 5 . 8

96.9

3.12

1 .93

6.7̃ 9 6

1. 0̃  9.8

1 6 8 . 5

2.0 5 4 . 0

7 4 4 . 0

2.6 7 2 . 0

5 3 7 . 0

5 6 4 . 0

1 ,100 . 0

3.9

5.0

4.7

3.8

3.0

3.5

3.3

0.31

1 .04

1 .20

0.2 8

0 . 2 7

0 .28

0 . 2 5

94.3

98 .7

98 . 0

96.0

85.0

98.0

91.1

1.4 8

4 . 9 5

5 . 4 5

1.0 0

1 . 0 4

3.5̃ 6.6

6.0̃ 8.8

5 . 5̃  6.7

4 4̃  9.5

3.2̃ 1 2 . 6

3.9̃  7.3

4.3̃1 3 . 5

5.2

7.4

6.0

7.0

5.7

5.6

7.7

5.8

6.6

7.3

6.3̃
6.7

5.0

7 . 3 5 6 5 0

9 0 0

1 2

1 , 5 0 0

3 5 0

7 0 0

1.5 0 0

1 1 9

4 0 0

7 5 5

2 8 7

l 3 7

5 6 7

10 . 0

9 8、,
11 . 9

7,839.5

1 , 5 6 3 . 0

95.0

9 7 . 3

3.2̃ 1 3 . 5

3.0̃ 10 . 02 .97

9 1 1 . 3 4 .0 0.61 99.6 2.65 5.8̃  6.8 7.1 4 2 0 1 , 7 1 5

9 1 1.3

9 7 0 . 0

9 9 . 6

99.4

2.65

3 .08

5 . 8̃  6.8

6.6̃ 8.5

17 , 2 67 . 9

6 ,675 . 0

96.1

98 . 6

3.0̃ 1 3 . 5

1.0̃ 1 0 . 03 .50

- l 7 5-



第 5 表  昭 和 4  6年度使用f耳料成分

品 質 ・ 形 状 乾 燥 配 合 解 料

乾燥配合西料

ク ラ ン プル

前 期 給 解 用  o. 5m ̃ 1. 0 m

後 期 給 1i耳用  1 . 0m ̃ 1 . 5 1lm

成 分 1田 蛋 白 4 8 . 0 ̃ 5 4 . 0 %以上

社l 脂 肪 ・1 . 0 ̃ 7 . 0 %

組 繊 維 0. 2 ̃ 1 . 5 %

細 灰 分 1 0. o ̃ 1 3 . o %

水 分 7. 0 ̃ 1 0. 0 %

配 合 原 料 ホワイ ト フイツシユミ ール、肝粉、 血粉、 重李母、 脱脂粉乳、 小菱粉、

アルフアーな技粉、混合ミネラル、混合ビ夕ミン

そのイt微量添 1l_lL,物

ビ タ ミ ン 合 11lll

( 1 K 9中の含有 fN- )

V ' A  l 4 . 1 0 0 「 U ナイアジン  4 5 0 mg

B l  3 0 ln9 バ ン ト テン酸 2 0  0m号

B 2  9 0  mf パラアミン安息香酸  2 0  0 m9

E l 8 0  mg コ リ ン 4 . 0 0 0m9

B 6  3 0 mg ィ ノ シ ト ール 6 0  01lngl

B 1 2  0. 0 5mgl ビ オ チ ン  2 5tng

K 3  2 0 ln9 葉 酸 1 0m9

D 1 . 0 0 0 I U

o 1.o o o mg

l 7 6

S 1 6  昭 和 4 6 年 度 調 査 研 究 結 果



I ;ti 殖 基 礎 調 査

調 査 研 究 項 目

さ け  ・ ます卵の発生生理に関する調査

(1) 不受精卵の発現に関する調査

2. さけ・ます稚魚の生理・生態に関する調査

(1)

(2)

降海期のさけ ・ ます稚魚の発育機能調査

河川の解料条件に関する基礎調査

(3) さくらます稚魚の生態に関する調査

3. さ け  ・ます親魚の生態に関する調査

(1) さけ・ます親魚の産卵生態に関する調査

(21 品種改良に関する調査

① 特1殊形態群の形質に関する調査

② 同一系統群の品種改良試験調査 .

さ け  ・ ます資源動態ならびに生物統計調査

(1) さけ・ます稚魚の標識放流試験調査

(2) さけ・ます親魚の回帰実態調査.

5. 環境新ならびにその保全に関する調査

(1) 林地除草剤 (デゾレート  )のャマべ幼魚に対する毒性調査

(2) 有機排水と環境に関する調査

6. 魚病に関する調査

(11 べニさけ生産事業飼育魚のへい死原因調査

n 沿 岸 水 域 調 査

1・ 稚魚の生態と生育条件に関する調査

(1) 沿岸水域にぉ・けるサケ ・ マス稚魚の生態調査

(2) 広域的な生育装境条件に関する調査

2. 親魚の標識放流試験調査

(1) さけ親魚の標識放流試験調査

m 他研究機関との共同研究

ユ ー ラ ッ  プ川のさけ ・ ます生産力に関する研究

さ け  ・ ますi;よび河川水中の特殊極微量元素の研究
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I 增 殖 基 礎  調 査

1. さ け ・ ま す .9lllの発生生理に関する調査

(1) 不受精卵の発現に関する調査

さけの人工ふ化に i ;・ける不受精,発生停止を含む減耗卵(死卵)が発現する要因は, 採卵, 受

精行程中の各処に存在すると思われるが, 近年ふ化技術の改良にょって順次成積が向上してきて

いる。 しかしながら, さけ溯上が運い河川或は溯上末期のさけ親魚から採卵, 受精する場合, し

ぱしば多くの不受精, 他の死卵が出現する実状から, これら死卵発生の原因が寒冷時期に溯上す

る親魚に由来するか, 成熟卵,精子によるか, 採卵受精作業あるいは,その他の環境条件にょる

か, 実態を把握するため, 河川溯上の遅い湧別川で予備試験をぉ,こなつた。

※採卵受精の現況

蕩別川の捕獲採卵場では,かつて不受精卵が多いため,ここ数年来,親魚の害養池,捕獲採卵

場の項境改善に力をいれているoすなわち, 採卵室の拡張,採卵受精時の室温の調節, 揚 水 ( 8

℃)からの蓄養池 , 媒精水,洗法水などへの配水により, これら配水間の極度の温度差がないよ

う心掛けるとともに採卵に使用する親魚の接殺尾数と採卵室への搬入数を室内の採卵行程にあわ

せて, 電光表示により調整することにより, 撲殺魚を外気に長い間さらさないよう注意している。

※試験方法

各旬1日を調査日に選定し,その日の事業卵を対照卵として試験卵と比較し,採卵後から発眼

期までの不受精, 発生停止卵及びその他の原因にょる死卵が生づる状況を調べた。

試験卵の採卵は事業卵と同様にぉ'こない, 受精は事業卵は2尾の精子を使用するのに対し, 試験

卵では採卵盆3組に雄4尾の混合精子をもって媒精した。吸水, 連搬など 一連の操作は事業卵

と別個に慎重な取り扱いをしたo試験卵の3組は上・中・下と識別して一つのスタックに収容し

たo

また,調査日事業卵の一つのスタックをサンプル として全体の代表標本とした。

※経 過

o試験に使用した親魚

各旬調査日の事業卵の採卵に使用したl進雄の魚体測定を示すと下表のようになる。

試験卵採卵に使用した測定値も下表の範囲内に包含されている。平均森重は2 . 7 8̃ 2 . 9 7

?; フ オ ーク ' レン グス 6 1 . 0̃ 6 2 . 3 5a nの範囲で,年令の主体は88 ̃ 9 3 % 以 上が 4 年

-1 8 1 -



生から構成されていた。

x cm

フオーク ・ レングス

cm

体 長

cm:

頭 長

与

体 重
尾 数 調査月日

章

R 61.0̃73.5 53.0̃66 .0 13 .0̃16.5 2.0̃ 3.7 3 5

A 6 7 . 9 9 6 l . 4 4 1 4 . 7 7 2.81

谷

9

:R 5 3 . 2̃7 9 . 5 4 9 . 5̃75 . 0 11 .0̃18.5 1.4̃ 4.7 3 4
4 6 . l 2 . 1 5

A 6 5 . 2 7 5 9 . 9 3

49.5̃75 . 0

6 1 . 0 1

58 .5̃68 .5

1 5 . 5 3

1 1.0̃ 1 8 . 0

1 5 . 2 0

l 3 . 5̃16.5

2.97

R 53.2̃7 9 . 5

6 6 . 6 5

1.4̃ 4.7

2.89

6 9
十

3 A

R
字

63. 5̃ 74 . 0 1.9̃ 3.7 3 0

A 6 8 . 7 5 63.7 5 1 5.30 2.98

s
R 47 .5̃71 . 0 44.0 6̃ 8 . 0 10.0̃17.0 1.2̃ 4.6 2 9

46 . 1 2 . 2 4
A 6 5 . 8 8 59 . 3 4 1 5 . 2 5 2.96

:e
十

0

R 46.5̃7 4 . 0

6 7 . 3 4

44.0̃6 8 . 5

6 1 . 5 8

10.0 1̃ 8 . 0 l.2̃ 4.3

2 .97

2.3̃ 3.8

5 9

A

R

1 5 . 2 7

13 .0̃16 .0
9

6 2 . 0̃ 73 .0 58 . 5̃ 6 9 . 0 3 0

A 6 7 . 2 5 62.5 14 .6 2.85

1.8̃ 3.6
0
R 5 5 0̃ 7 4 . 0 50 .5̃70 .5 1 1 . 5̃ l 9 . 0

1 5 . 7 7

11 . 5̃ 19 .0

2 7
47 .  1. 8

A

]l1l

6 6 . 5 5

55 . 0̃ 74.0

6 6 . 9 0

6 2 . 2 0

50 . 5̃70.5

2 . 6 9

' 1.8̃ 3.8車

十

3

5 7

A 6 2 . 3 5 1 5 . l 9 2.78

1 8 5

o 魚 体 温

採卵直前の雌雄魚をラ ンダムに抽出,魚の総排泄孔(肛門)よりL字温度計(iili入: 部 1 0 cm)

を体腔内に静かに差込み測定した。体産内温度をもって魚体温度とした。

岡田他(1956 )の死魚体内卵子,精子の時間経過にょる受精力減退の実験にi1;・いて, 魚 体

温と水温との差は51liんどないと述べているo 1 2月1 5日の採卵時の室温と2 4日の屋外温彦

と魚体温度とを比較した結果, 勿論個体によつて多少相違するが,室温より平均で2℃位魚体

温が低<,屋外温購: より1℃位高い値を示しているo例えば害養池水温7℃の時の魚体温は,

7・ 5̃ 8・0℃であつたところから,  魚体温は通常環境水温より僅か高いのではないかと思われ

-1 8 2-

る o

o試験卵にっいて

各旬の受精試験卵の卵径及び12月15日の卵重量は下表の如くである。各旬にょつて卵径

に大小の差があるが,大凡平均卵径範囲は6.4̃ 7 . 6 5m平均で7 . 1 8̃ 7 . 2 5mで大差はな
い o

試 験 卵 径 表  ブ ア ン 氏 液 固 定

採卵月日 区分 標本粒数 範 囲 平 均 備 考

粒
1 1 6

1 3 0

1 2 0

1 0 0

m
7.15̃7.6

6.40̃7.0
7.0 ̃7.5
7.2 ̃7.55

ml
7.40

6 . 70

7 .25

7.37

4 6 . 1 2 . 1 5 上

中

下

事業

1 o粒1組の長さの平均

計 4 6 6 6.4 0̃ 7.60 7.18

46 . 1 2 . 2 4 上

中

下

事業

1 3 6

1 2 4

1 4 0

1 3 5

6.8 ̃7 .45
7.0 ̃7 . 4 5
6 .95̃7.35
7.25̃7. 6 5

7.14

7.22

7 .16

7.46

計 5 3 5 6 .80 7̃ . 6 5 7.25

4 7 .  1. 8 上

中

下

事業

1 4 4

1 4 7

1 4 0

1 5 2

6.7 ̃7.4
7.05̃ 7.45

6.85̃7 .30

6.8 ̃7.2

7.1 4

7. 1 5

7.12

7.0 0

計 5 8 3 6.70̃7.45 7.1 0

総 計 1 , 5 8 4 6.4 0̃ 7 .65 7. 1 8

1 粒 宛 卵 重 量

fモ 重 量

範 囲 ' 平 均
12 . 1 5
上

中

下

事 業

0.14 ̃ 0.29
0.14 ̃ 0.24
0 .19  ̃ 0 . 2 5
0 . 15  ̃ 0.31

0.22

0.19

0.23

0.21

計 0.14 ̃ 0 3 1 0.21

- l 8 3 -



卵の大きさは魚体の年令, 及び大きさによつて勿論相違があり, 同一個体の卵でも値か大きさ

に大小があるo

場別川産の卵の中に時に, 体腔内で, 外見上, 固い感じの卵と卵膜が透明な卵が個体にょつ

て混在することがあり, 時に非常に多いことがある。この様な卵がはたして完全な受精するか

どぅかにっいては今後さらに検討する必要があるo

o試験標本卵にょる受精, 減耗率

各旬各組の受精後24時間̃ 48時間固定解による不受精,発生停止を含む平均減耗率は,

4 . 6 2̃ 17 . 08%の範囲で表に示す如く各組にょってかなりの相違があるが, 1 2 月 1 5 日

が最も低い値で, 2 4日の試験卵は1月8日より高い値を示したo次に最も寒冷な1月8日の

内 に 9 0 . 2 8 %の高い受精率が得られたことは今後大いに検討する要があろうo表の不受精卵

は1llfl盤の凝集が不充分で, 油清が長入したものを示し, 未分割卵は, 胚盤が形成されていても

分割構のないものを示したo

2 4時間で分割は8̃ 1 6分書l球, 4 8t1lii l1ll -l象実期から胞胚期の中間段階に達しているので,

この時間経;属に於ける未分割卵は将来の減耗卵と考えてよいのではないかと思うo この段階で

未分割卵が不受精か発生停止卵かは不明であるo

事業サンプルの減耗率は1 8 . 2 5̃ 3 9 %の範囲で,試験卵の約4倍強に当るo

-1 8 4- - l 8 5-



※発眼時点の受精, 減耗率

1 2月 1 5日採卵分の卵にっいて発眼時点までの死卵の出現率により試験卵と,同日採卵の事

業卵を比較してみたo

事業卵の中から抽出した対照事業卵が事業卵を正しく代表しているか検討するため発眼時死卵

率を比較したところ, 下表のと: i;り総事業卵の25 . 5 %に対し,対照事業卵は26 . 5 % で, この

時点までの死卵の出現度合に大きな差はないとみなして, 試験卵との比較には対照事業卵の数字

を使用した。

発眼時点 ま で の 死 卵 数 の 内 訳 ( )内は収容時卵数に対する性.率

j 収容時卵数
死 卵 数 的

発 限 時

残 卵 数

(n収容翌日
淘 汰 前 淘 汰 後

計

試 験  卵 25.a30 815(3.2) 1,240(4.9)

821 ( 5.0)

3 9 9 ( 1 . 6 )

3.496(21.4)

2,454 ( 9 . 7 ) 22,876(90.3 ?

対照事業卵 16,340 523(3.2) 4,840(29.6) 11,500(70.4 :

648,000(71.3 1総 事 業 卵 909,000 29,000(3.2) 232, 000(25.5) 261.000(28.7)

1. 試験卵の卵数はすべて実数。
2. 対照事業卵の収容1a日の死卵数は総事業卵の死卵率から求めた。
その他の死卵数,残卵数は実数o

3. 総事業卵の収容卵数,死卵数は面積法で計算o

試験卵と対照事業卵を比較すると上表のと:お・り収容翌日の受付け検卵時の死卵率, 及び発限時

の淘汰前死卵率にはほとんど差が認められないが,淘汰を行な 、:, ことにより, 対照事業卵に大量

の死卵が出現し, 収容時卵数に対する淘汰死卵率は21.4 %に達したoこれに対し試験卵は1.6

%の死卵率にとどまつたo

淘汰前の死卵率にほとんど差がなく, 淘汰死卵に大さな差が出たことから, 一般的に不受精卵

と称されている淘汰死卵の出現は, 揚別採卵場の場合, ふ化摘への卵収容以前の受精から連搬ま

での扱いに原因があると思われ, 取り扱い方にょっては試験卵程度まで受精率を高める可能性が

十分に認められた。一の作業過程のどこに問題があるのかの検討は各操作を変えた比較試験にょり進めていく必
要があるo

-1 8 6 -

2. さけ・ます稚魚の生理・生態に関する調査

(1) 降海期さけ・ます稚魚の発青機能調査

さけ・ますの種にょり, また時期,年令によつて生長度合が異ることは容易に推測される。

さけ・ますの減耗が稚幼魚期に;tいて最も著しいことは既に多くの事例・で予測されているが原因

や度合については現在も .充分明らかでない。減耗と発育力との間には直接, 間接的な関係があ

ると予測されることから,  稚魚期の発育力を明らかにすることは健康な魚体の生産の手掛りを得

られるものと考えられるo

実験はサケ ・ マ ス ノ ス ケ ・ べ ニサケにっいて行なわれ, 特にサケについては同腹の稚魚が用い

られたo発育力は魚の新陳代謝の強弱によつて定るものと予測されることから, 断開間の体重

の減131,度合の測定が試みられた。
断解期間の体重は日時の経過にともなつて略, 直線的に減少することが知られた。放流期のサ

ケ 稚 魚 ( F ・ L - 3 . 9̃ 4 . 0 al, B W- 0 . 2 9 - 0 . 4 3 l ) は静水中で 2 5日間に断fl前の23.2
̃ 2 4 . 9 %の体重の減少が示されたo体重の減少の度合は魚の運動条件にょつて大さく異ること

が推測され, 更に流水中にま,・いては減少度合(体力の消耗)は大きいと考えられる。
魚種による減少度合の比較は同一体長範囲の標本が得られなかつたので, 論じられないがべニ

サ ケ ( F  L 6 . 5~ 7 .2 cm, B W 1 . 9 6̃ 3 . 0 8 ll' ) では 2 5日間でサケの略1/2 の 1 3 . 4 % の

体重減に過ぎな < , ま たマス ノ スケ ( F L - 4 .6~ 5 . 7cm , B W 0 . 8 6 ̃ 1 . 6 5 f ) で は 2 5 日
間で22 . 4 %の体重減が示されたoこのことは魚種にょって, また生長の度合によつて明らかに

生長力の違いが有在しているtとを示し, 換言すれば少な<ともサケ稚魚の新陳代謝がべニサケ

の幼魚のそれより上1l国lる可能性がうかがわれるo

また断解期間の血精蛋白量の変化はマスノスケに頭著に認められたがべニサケについては殆ん

ど変化が認められなかつた。

一方サケにっいては計測不能なため論ずることが出来ないが, 体重の減少度合からマスノスケと

同様な傾向も予測された。

(2) 河川の解料条件に関する基礎調査

稚魚の降海期に:l1;ける河川の国料環境条件を調べるため, 各支場1~ 2河川にぉ・いて流下1民:‘虫

調査を実施したo昭和46年春に:i1 ;けるデーターは別表の通りである。

昭和47年春の調査は, これまで行なつてきた基礎調査で得られた結果を参考にして, より精

度の高いデーターを得られるよう ,各支場1河川を選定し,旬毎に午後3時̃ 4時の1時間当り

-1 8 7-



の流下昆虫の採集を実施中である。 l

千歳川にi,,いては, この調査方法を改善するため, 時間帯毎の流下昆虫量の変動を検討した。
今生離の3回の調査で,サケ稚魚の解能物として重要な種類の流下状況を調ぺた結果, ::3一ス リ

カの幼虫, 期は日中, 流下量の変動が少なく , コンスタントに流下しているが, ユスリヵの羽化

成虫は日出後に增加しl2̃ 1 3 時 に ピークに達し, その後減少する。コカゲロウの類は他のカ
ゲロウ類と同様に夜半に大量の流下を示すが, 授 fl対象となる日中は量的に少な<, 流1、量の変

河 川

場 所

年 月 日

常 呂 川

種 提

46. 4.14

9 : 4 5

忠 志 橋

46. 4.14

l 1 : 3 5

捕 獲 場

46.  4.14

準 能 岸

46.  5.10

9 : 3 0

忠志橋右岸 吊 橋

4 6. 5 .1046. 5. 10

時 刻 l 2 : 5 0

C

l 0 : 5 5

B

11 . 2

l 0 . 2

l 2 : 0 0

天 候 0

8.0

c

12.1

5.9

B B

14.2

1 i.8

6.9

気 温 (℃) 6.9 14 .2

8.7水 温 (℃) 5.0 5.3

P H 7.3 7.0 6.8

10.08

4 . 5 t

7.3 7.1

D 0  ( p p m ) l l.84 l l . 0 4 l 3 . 4 4

1.5 t

l 2 . 4 8 l l.2

通 過 水 量 1 0 . 5 t 3.0 t l 0 . 0  t 12.0 t

流 下 生 物 量 N WC'n il: N w N w N w N
1 7

w N w

計 1 5 6 4 0 1 1 0 364.5 4 1 3 1 5 6 5 5 1 5.5 6 ・

双 翅 目 2 7 14 . 5 2 5 2 8 2 0 5.5 5 2 5 1 1 5 9.5 4 1

等 輪 目

積 翅 目

毛 翅 目

l.5 2

3

6 8

2.5

5

1 8

陸 上 昆  虫 2 l 2 _ 2-
そ の 他 5 8 8 5 336.5 1 9 2 4 3 2 -1 6

-1 8 8 -

動も少ないo 落下昆虫のうち解料生物と して利用されることの多い半翅目の類は, 他の陸上昆虫

同様, 昼から夕方にかけて流下量が多いo

これらの結果から, 流下昆虫の中で解料生物として重要な種類の流下状況を代表し得る時間帯

を一応午後3時から4時の間と設定したo

今後は採集時間帯の検討の他, 気象条件, ネットの設定場所など諸条件の検討を加え, より有

効な調査方法を開発していく必要がある。

西 別 川 徳 志 別 川

!t]:別 橋 西 別 橋 別 海 橋 !tI:別 橋 西 別 橋 別 海 橋 捕 獲 場 捕 獲 場
46 .  4.15 46. 4.15 46 .  4 . l 5 4 6 .  5.15 46 .  5.15 4 6 .  5.15 46 .  4. 5 46. 5.19

1 0 : 0 0 1 1 : 0 0 1 4 : 2 0 9 : 5 5 1 1 : 0 0

C

1 1 : 4 0

B C B C :B C c B C B C B

5.4 5.8 5.8 11.0 14 .5 12.0 17 .6

10.47.0 6.0 6.4 9.8 1 1.5 12.0 3.0

7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 7.2 6.7 6.8

1 2 . 0 2 1 2 . 3 3 1 2 . 2 0 1 1.26 1 0 . 8 3 1 0 . 7 5

1.0 t 1 . 0 t 1.0 t 1 . 0 t 1. 0 t 1 . 0 t 14.95t/S分 3.51t/i分

N w N w N w N W N w N w N w N w

1 0.5 4 1 3 1 1 0 0 0 0 2 2 70.5 1 6 10.5

1 0.5 1 1 4 5 9 1 2 4.5

1 0.5 3 6 1 4.5

1 2 2 5

1 1 2 . 5 1 l

1

1 - 2 2 3 1.5

-1 8 9-



河 川 当 幌 川

場 所 4 8  線 都

年 ' 月  日 4 6 .  2 . l 6 4 6 .  3.18 46 .  4.20 46. 5. l 4 46. 2.16 46 .  3.18

時 刻 1 2 : 0 0 1 0 : 1 5 1 0 : 4 5 1 0 : 4 5 1 4 : 0 0 1 l : 4 5

天 候 c B C B C 0 c B C

気温 ( ℃ ) 2.0 17.5 l 7 .5 0・0

水 温 ( ℃ ) 3.5 4.2 7.5 9.4 0.0 4.0

P H 6.9 7.7 7.4 8.3. 7.0

種過水量 1 . 2 t 1 t 1 t 1 t 1. 1 3 t 1 t

底ell:生物量 N W('l二ll) N w N w N w N w N w

計 4 1 1 2 2 253.5 5 2 5 8 6 3 0 0 7 1 1 5 5 7.5

双 翅 日 2 0.5 1 0 2 1 9 9 1 7 7 124.5 5 1 1 5 3

1ll李 i始 日 8 4 4 2 2 6 662.5 2

積 翅 日 2 0.5 8 8.5 1 0 2 5 4 4 1

毛 翅 日 .
4 1 8 1 0.5

陸 上 昆 虫

そ の 他 4 2 1 6 4 9 3

流下昆虫量 N W('a l') N w N w N w N w N w

計 5 3.5 4 1 7 6 2 3 1 1 3 3 1 1 1 0.5

採

双 翅 日 3 0 38.5 1 7 3 l 0.5 集

i零 i職 日 4 3 6 3 4 1 l 0 不 1 0.5

積 翅 日 可

毛 翅 日 3 2.5 4 109.5 能

陸 上 昆 虫 1 0.5 2 0.5 1 0.5

そ の 他 2 1

-1 9 0-

幌 橋 当 幌 橋

46. 4.20 46. 5 .14 46 .  2.16 4 6 . 3 . 1 8 4 6 . 4 . 2 0 4 6 .  5.14

1 2 : 1 5 1 3 : 0 0 1 4 : 5 0 1 5 : 3 0 1 5 : 1 0

B C B C c 全 B C B C

23.5 2 5.3 0.2 面 19.5 21.5

8.3 1 1.9 結 7.6 12 .0

7.1 7.3 結 氷 6.7 6.8

1 t 1 t 氷 l t 1 t

N w N w N w N w N w N

5 2 4

w

3 4 6 1 , 3 0 2 2 3 9.5 8 0 251 .5 2 0  0.5

7 8 32.5 1 9 1 採 採 4 4 7 3 9 5 1 0 6

1 4 38.5 1 3 4

8

1

2 9

8 4 3 集 集 1 4 1 2 1 0

l1 5.5 2 3 1

不 不

2 4 6 1 , l 8 8 3 3 1 9 198 . 5 1 1 6 54.5

可

. 可

N w N w N w N w

3 1.5 5 2 能 能 1 0.5 8 5.5

3 1.5

3

1

1

3

4

0.5

2 1.5 0.5

3 0.5 1 0.5 0.5

-1 9 1-



河 川 名 遊 楽 部 川

上 八 要 ・ 事 業 場 前場 所

年 月 日 45 .11 .19 4 5.11. 2 45 .12 .21 4 6 .  2. 5 46 .  2.16 4 6 .  2.26 46 .  3.10

時 刻 1 4 : 1 5 1 3 : 3 0 1 4 : 5 0 1 5 : 0 0 1 3 : 4 5 1 4 : 3 0

B C

1 4 :3 0

天 候 B s c B 0 c B C

気 温 ( ℃ ) 13.8 0.0 -2.5 2.0 2.0 1.2

5.0

2.0

5.2

7.2

水温 ( ℃ ) 8.0 4.0 3.7 3 5 4. l

P H 7.0 7.0 7.0 7.3 7.4 7.2

透視度(cm) > 3 0 > 3 0 > 3 0 > 3 0 >3 0 >3 0

底'll::生物量 N wOr) N w N w N w N w N w N w

計 1 1 0 739.5 6 2 l 374.5 1,003 1S57.5 1,407 1,661.0 9 6 1 1,ai3.0 1,352 2,057.5

1,182

6 8 0 1,S96.0

589.5双 翅 目 4 2 406.5 5 2 4 258.5 7 9 7 7 8 8 8 4 2 814.5 8 1 9 7 4 3 5 9 2 2 4 5 4

年 始 日 1 4 22.5 1 1 1 4 2 3 65.5 2 2 6 l 6 2 . 5 4 3 126.5 2 0 6 2 1 0

4 7 6

1 3 3 28.7

積 翅 日 2 9 5 9 8 1 2 0 1 7 0 446.5 2 7 1 2 4 2 9 3 1 6 3 2 0 2 5 5 323.5

毛 翅 日 2 4 2 5 1 5 8 2 1 3 357.5 6 8 4 4 2 6 2 0 2 2 189.5 2 5 693.5

イ ト ミ ミ ズ

そ の 他 1 0.5 1 3 2.5

流下生物量 N w N w N w N w N w N w N w

計 8 7.5 1 8 2 99 .5 1 8 6 120.5 2 3 5 156.5 3 2 3 2400 2 4 0 34 l .5 7 4 1 l 7 . 5

双 翅 目 4 4 1 5 8 9 3 l 6 4 1 1 4 2 1 8 121.5 2 9 5 2 0 2 1 7 3 1 7 1 6 0

5

4 8 . 5

4 9年 難i 日 2 3.5 2 0.5 4 l 5 8 6.5 4 9 127.5

積 翅  目 2 3 4.5 2 0 6 1 2 18.5 1 4 2 6.5 1 8 4 3 9 2 0

毛 翅 目 1 <1 1 2 1 1.5 3

イ ト ミ ミ ズ 2
t e

そ の 他 1 <1 1
1 -

-1 9 2-

試料分析  渡島支場

46. 3.22 4 6 .  3.31 46 .  4. 7 46 .  4.24 46. 5.17 4 6. 5.27 46 .  6 . l 0 4 6 .  6.29

l 5 : 0 0 l 5 : 0 5 l 6 : 0 5 l 2 : 0 2 l 5 :2 5 l 5 : 5 0 1 2 : 0 0 1 4 : 4 0

c c c c B C c B B

0.2 4.2 4.3 11.0 17.8 18 .1 18.5 27.5

2.4 5.5 5.9 8.2 14.0 13.5 15 . 3 18.4

6.9 7.0 7.0 7.2 8.0 7.5 7.8 8.2

3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0

増 水 增 水 增 水

N w N w N w N w N w N w N w N w

1,008 1,715.5 4 4 4 1,676.l 3 4 8 19動.0 5 9: 3,291.0 8 4 5 2,749 6 3 4 31059.0 5 3 3 1 S1?8.5 1,323 1,5440

6 6 9 7 0 4 9 4 1 9 7 4 0 5 3 2 2 t 6 9 6 3 5 5 9 2 2 6 7 213.5 1 2 5 93.5 9 1 8 328.5

2 8 3 363.5 2 3 5 504 5 1 9 3 401.5 2 7 9 9 4 2 1 4 1 6 5 4 2 9 2 1,308 3 0 5 5(1'4.5 3 6 7 569.5

3 1 2305 3 9 2 9 2 6 2 1 3 5 2 5 2 1 0 2 5 2 8 2 1 0 348.5 7 4 29.5 1 1

2 7

4

2 5 417.5 7 6 6 8 3 5 3 1360.5 6 2 2,070 4 4 1,221 6 5 1,189 2 9 7 5 l 6 4 2

N w N w N w N w N w N w N w N

1 1 3

w

6 7 8 7 3 7 1 6 8 179.0 3 9 l04 5 8 2 198.5 2 9 2 228.5 1 5 2 141.0 1 7 54 .5 l08.5

6 2 8 5 7 1 1 2 6 1 1 7 2 0 2 5 3 7 1 9 2 6 5 116.5 1 2 2 77.5 8 1 1.5 9 4 26.5

7 6 . 51 6 29 . 5 1 7 1 3 . 5 1 9 79 . 5 3 0 6 8 2 0 84.5 2 7 3 5 2 26.5 1 5

12 0 3 8 9 29.5 8 100.5 6 14 .5 5 6.5 l .5

8 9 5 l 4 l 4 7 l l l 1 3 3 28.5 l l

2 5

ll 3.5 2 1 0 2 3

-1 9 3-



河 川 遊 楽 部 川

場 所 立 l 岩 橋

年 ' 月  日 45 .11 .19 45 .12 .  2 45.12.21 4 6 .  2. 5 46.  2.16 46 .  2 2 6 4 6 .  3 .10

時 刻 1 5 : l 3 1 4 : l 0 1 5 : 2 0 l 5 : 4 0 1 4 : 4 0 1 6 : 0 0 1 5 : 0 0

C
天 候 B 0 s c c B C c

気 温(℃) g.0 -0.1 -2.0 0.0 2.1 1.5 0.2

水温 ( ℃ ) 8.5 2.0 2.0 1.2 2.3 0.2 4.0

P H 7.0
,li
6.8 7.0 7.0 7.0 7.0 7.2

透視度(cm) >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0

底生生物量 N w(nlf) N w N w N w N w N w N w

計 6 5 87 .5 7 6 62 .0 1 9 4 315.0 2,204 4341.5 1,500 3、773.5 7 6 6 2250.0 4 8 7 11245.5

双 組 目 1 <1 3 6 16 .0 1 2 9 133.0 1,949 3S65.0 1,061 1,152.5 5 5 9 的3.5 3 2 7 338.5

年 !tお 日 3 8 52.0 9 18 .5 1 7 6 4 . 0 4 3 285.0 8 0 657.5 7 4 436.0 4 9 269.0

積 翅 日 2 4 35 .0 3 1 27.5 3 4 2 3 . 5 2 0 7 174.0 3 3 0 382.5 1 1 7 165.0

985.5

9 9 120.0

毛 翅 目 2 0.5 1 4 94 .5 5 17.5 2 9 :l1581.0 1 6 8 514.5

イ ト ミ ミ ズ 4 3.5

そ の 他

流下生物量 N W N w N w N w N w N w N

3 1 6

w

計 8 3 4 5.5 5 3 66 .5 1 3 26.0 1,023 1ユ25.0 5 3 4 611.5 3 9 0 540.5 759.5

273.0双 翅 日 5 3.5 4 4 56.0 6 g.0 9 6 5 1,0115 4 0 1 269.0 2 5 7 168.0 1 6 9

1ilil 始  日 1 3 2 0 . 5 2 5.5 2 6.5 1 2.0 3 1 4 . 0 4 4.0

積 翅  目 3 7 12.0 7 5.0 5 10 .5 5 3 97 . 0 1 2 7 326.5 1 2 7 366.5 1 4 5 246.0

毛 翅 目 1 3.0 3 1 4 . 5 2 2.0 1

1

2.0

<1イ ト ミ ミ ズ 1 <1 1 <1 1 、 _ ・a _
そ の 他 2 7 6.5

ハリガネ J 一一
ム シ 1

一 1 9 4-

46. 3.22 4 6 . 3 . 3 1 4 6 . 4 . 7 4 6 . 4 2 4 4 6 .  5. 17 4 6 .  5 .27 4 6 .  6 .10 4 6. 6.29

1 4 : 3 0

C

1 4 : 3 0 1 4 : 4 0 1 1 : 0 5

0

12.1

7.0

1 4 : 3 0

B C

19.0

1 4 : 3 5

0

1 1 : 0 5 1 3 : 4 0

c c

5.3

B B

-0.2 5.4 16 . 4

15.4

7.8

17.6 28.7

2.2 6.6

6.8

>3 0

7.8

6.9

>3 0

16.0

8.4

1 4 . 6 22.5

6.8 7.0 7.5 8.0

3 0 >3 0 >3 0 > 3 0 >3 0

N

2 4 2

w

909.0

N

1 3 1

1 8

w N

3 1 4

w

1,093.0

138.0

653.5

N

1 1 8

5 0

4 9

1 6

w

355.5

N

6 5 2

3 7 6

w

1.779.5

N

6 4 2

w

1l422.5

N w

3273.0

N

3 5 8

w

1272.0435.5 6 6 8

9 6

1 1 9

1 8

74 . 5

356.5

137.0

341.0

23.0

381.0

l 2 . 0

19 .5

1 5 1 35 .0

153.0

158.5

226.0

461.0

5 0 9 350.5 3 0 7 762.5 1 4 3 175.0

9 0

1 8

5

1 3 0 1 4 7

9 4

9 8 554.5 3 2 7 11956.0 2 1 0 710.0

3 0

3

267.0 948.5 2 7 461.5 l 4 33.0 2 4.0

9 34.5 3 g.0 3 5 144.0 8 56 . 0 2 0 521.5 3 383.0

N

3 2 7

w

479.5

N w

1 7 7

N w

62 . 5

41.0

N

5 2

3 1

1 2

w

63.0

2 1.0

16 . 0

N w N w N w N w

1 8 9 6 0 1 01 287.0 2 2 24 . 0 2 8 5 7.5 1 7 9 82,5

2 4 5

6

288.5

5.5

1 6 4 l49.0

1 3 . 0

1i 4 6 2

3 7

7 7.5 1 6 1 1 . 0 1 6 8.5 2 9 22 .0

8 3 1 5.0 187.5 4 9.5 6 41.5 l 2 1 5.0

7 l l 8 1.5

0.5

1 7 15.0

・ 2・

1

5.5

1.0

6

3

2 5.0

1.0

7 7.0 6 7.5 2 4.5

1 4 1 5.0 1 2.0

1

3
} 3.5

2 3.5 1 3 5 39.0

-1 9 5-



河 川 名

場 所

遊 楽 部 川

捕 獲 場

年 .月 日 4 5 . l 1 . l 9 4 5. l 2 .  2 45 . 12 . 2 l 46.  2. 5 46. 2.16
1 5 : 2 0

46. 2.26 46. 3.10

時 刻 1 6 : 4 2 1 4 : 5 0 1 5 : 5 5 l 6 :2 5 l 5 : 3 0

C

-1.0
5.0

7.0

> 3 0

天 候 c s c B C B 0

気温 ( ℃ ) 10.4 -1.0 -2.4

-3.6

2.0

2.1

水温 ( ℃ ) 9.2 3.4 2.0 4.3

7.2

>3 0

(欠)

P H 6.8 6.8 7.0 7.3

>3 0透視度(cm:) >3 0 >3 0 >3 0

能 物 量

計

双 翅  日

1峰 始 日

N w(mlll) N w N w N w

3345.0

11923.0

e62.5

451.0

308.5

N

1,的3

w

3:2235

2fl04.5

N w N w

3P95. 01 2 1 135.5

49.5

3 2.5

6.5

7 0

2 8

10l.0

23.5

3 7 9 21058.5 2.382 l,163

9 6 66 5 1 2 5 172.5

269.5

164.5

1,903

l 2 7

1 8 4

1,304

8 2

l;245.5

843.0

157.5

1:l39.0

1 6 1 3 2 1.0 9 1

6 6

9 7

349.0

148.5

121.5

l 0 9

4 4積 翅  日 2 7 1 l 2.5 1 1 9 (欠)

毛 翅 目

イ ト ミ ミ ズ

1 3 47.0 1 8 54.0 1ll52.0 l 6 8 5 8 4 4

そ の 他

流下生物量 N

1 2

w N w

20.5

3.5

2.5

N w N

4 0 8

3 8 7

w N w N w N w

862.0計 15 .0 1 0

4

2

1 7

6

4

55 .5 253.0

228.0

2,103 1P55.5

1,005.5

7 3 8

双 翅 目 3 3.0 11.0 2.081 6 6 7 605.0

113.0

144.0

3 6.0

8.0

.準 ie 目
積 翅 日

5 10 .5

25.0 50.0

(欠) 8

6 32 <1 3 1.5 5 2 1 2 2

毛 翅 日 1 1.5 2 0.5

イ ト ミ ミ ズ

そ の 他 1 <1 1 13.0

-l 9 6-

試料分析  渡島支場

46 .  3 .22 4 6 .  3.31 46. 4. 7 4 6 . 4 . 2 4 46 .  5.17 46 .  5. 2 7 46 .  6 . l 0 46. 6.29

1 4 : 0 0

C

1 3 : 5 5 1 3 : 4 5

C

3.2

1 0 : 3 0 1 3 : 3 0

B C

17.0

1 3 : 3 5 1 0 : 2 5 1 3 : 0 5

c B 0

10.2

0

17.2

B

16.3

B

27.32.1 6.2

5.2 7.7 8.1 8.1 15.2 15.3 15.3 23.5

6.8 6.9 7.0 7.0 7.2 7.0 7.1 7.8

3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 >3 0 > 3 0

N w N w N w N w N w N w N w N w
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491.5
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1 7 9 147.0 4 5 8 1,024.0 3 1 5 762.5 3 1 1 11500.0 2 5 5 :l1ll21.5

107.51 4 9 139.5 1 4 5

2 6

5

3

58 .0

49 .0

31.5

8.5

3 5 5

2 8

7 0

5

8l8.5

82.0

70 .0

2 5 9

4 3

117.5

373.5

2 0 4 230.0 1 8 1

9

6

78.0

6.5

352.5

257.0 6 9 697.5 3 7 169.0

122.5 3 3.5 2 3.0

1 1 38.0 53.5 8 265.5 2 4 649.0 5 1ユ39.0

2 2.5 1 2 20.5 2 6.0

N

4 8 9

4 7 1

2

1 2

w

356.0

332.0

<1

N

2 3 2

2 2 3

2

w N

3 8

2 8

5

w

24 .0

13 .5

N

3 2

w

16.5

N w

46.5

N w N w N w

214.0 6 7 5 6.0 8 20.0 3 9 18.5

190.0

10 .5

3 0 l 2 . 0 6 5

2

l 2 .5

4.0

5 6.0 5 2.0 3 3 1 5.5

5.5 2 1.5

22.5

1.0

2

2

6.0

2.5

4

1

4.5

0.5 2

3 18.0

2 4.5

2 0.5 3 5.0

4 1.5

-1 9 7-



(3) サクラマス稚幼魚の生態に関する調査

1. 調 査 日 的

尻別川水系にぉ・いては前年度同様, 人工ふ化サ ク ラマス稚魚をひれ切除標識魚と交えて , 日

名川本・支流に放し,その分散,定着, 生残りについて追跡し, 前年度の結果の再現性の確認

を行つたo

天塩川支流パンケナイ川にぉいては, 亜寒帯移行域という理境でのサクラマス幼魚収容力を

みるため ,ひれ切除標識魚を放して,その分散,定着,生残りを観察したo

根室地方の低湿地帯を流れる川の典型の一つである伊茶仁川に :i;'いて, かかる環境での生息

機態と川の収容力をみるための予備調査を行い, 次年度の本調査にそなえたo

これらの調査を実施する過程で, ギンザケ幼魚との生態の差異がどのようなものであるかを

明らかにすることを日的に生活形態の直按観察を並行して行つたo

2. えられた結呆

イ 尻別川水系にぉ・ける調査

5 月 2 5 - 2 6 日 に 図 l - 1に示したょうに ,人コ:ふ化サクラマス稚魚9 9 . 8万尾を放流
した。すなわち左腹びれ切除魚6.3万尾を日名川本流上端に, 支流4本のうちの1本にあぶ

らびれ切除魚15 . 2万尾と無標識魚15万尾を1日お・いて別?に放流,他の3本に無標識魚

を 3 0 , 3 0 , 3.3万尾づっ放したo

7 月 2 6 - 28日に前年度と同じ定点に:;1'・いて漁獲を行い,標識魚の混入割合, 生長, i'・
ょび生息密度の推定を行つた。その結果は図1 - 2に示したoそれからいえることは,  この
時期までに定着, 生残つたサクラマス幼魚の密度は放流支川に:お'いて0・ 4 2̃ 1 ・ 5u◆,
本流では0 . 7 4 ̃ 2 . 3尾/ /;,f (但し下流のS t ・ 2を除く )であり , 前年度にえられた値0・49
̃ 2 . 5ii・ょび 0 . 5 7̃ 2 . 6 に く らべて始んど似た値を示したことと, 左腹びれを切除して本

流上端から放したものの下流での定着率が,支流で放して, あとから本流に降下し定着した

ものにくらべ高かつたことを示唆する値がえられたことであるoこの他, 体長分布をくらべ

ても, 本流で放したものの方が, 支川から降下して, 本流に定着したものより大きいことも

示されたo

これらの結果は前年のそれと一致してi, り, :再1現性の高いものであることが示されたo
1 1 月 8- 9日には水温が低下してからの生息状態を明らかにすることを主日的に採集を
試みた。その結果は図1 - 3に示したょうに,本流では開けた川筋には殆んどi''らず, 大き
なふちのよどみとか, 分流の落葉や木の根などがある凹みにのみみられ, 支流でも水の流れ

が深くゅるやかになつて草や木の根がかぶさつたょうな所にのみ密集しているのが観察され
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たo

ロ 天塩パンケナイ川にi'・ける調査(詳細はふ化場研究報告26号所載)

5月27日に図2に示した放流点にあぶらびれ切除魚26 , 9 4 5尾を放した。

翌 5月28日に放流魚の分布を調べたところ, 降下した稚魚の最下流での発見位置は約

1.8Kln下で, それから上流に少数づっ分布していたが, 始んどのものは放流点前後20̃3 0

aの範囲内に密集していたo本流側の上流には全く溯上して;iP・らず放流した二股支流の方は

放流点上60 m・の地点まで溯上した個体がみられた。

8月 9 - 1 1 日 のi寒捕結果 (表 1 ) か ら, 放流魚は二股支流には放流点上流50 0 ,nのと
ころまでしか上つて: i3・らず, 推定生息数350尾という少数であつた。一方, 本流ではSt・

Cから aまでの間に比較的厚く分布して:ll・り,その数a 3 0  0と推定された。 しかしS t ・

0より上の本流には値かしかみられず, それらは50尾と推定された。約2万7千尾の稚魚

がこの時点までに計 a 7 0  0 ,つまり1 / i 0に減少してしまつたこととなり ,  この生残率は

既往の値にくらべてかなり低いものである。 この原因が何かをっきとめる必要があるが, 予

想される一つとしてはヵジカにょる初期の被食がありそうである。生息密度の低さを反映し

てか, 生長は順調であつた。

1 o 月 7 - 8日の採捕結果(表2)ではさらに生息数は減少していた。ただし,二階l一流
の天然魚の密度は変らずに高かった。

ハ 根室伊茶仁川での予察調査

伊茶仁川は流程の下半分が低湿地帯を蛇行してながれて :il り, 蛇行部分の上半分は河床を

ウメパチモの群落が半分位うずめて:l1,・り, その群落の有無により水の流れの速さが変り, ふ
ちと演に相似した状1態が生れている。

ウメパチモのため投網の漁獲が困難なので,定量採集はあきらめ, サ ク ラ マ ス 幼 魚, オシ

ヨ ロ コ マ , アメマスの分布状態とサクラマス幼魚の生活形態についての大体の観察を行つた。

予察的な知見であるが, サクラマス幼魚はゥメパチモの群落で水流が強まつた下のところ

の水がまいているところに定位しながら摂tilをしているらしいことがわかった。より流れが

ゆるやかとなつた下流の部分では全<分布していないし, 上流の部分ではォシヨロコマと生

態的地位を共にしているので競合関係にある。 このような川でのサクラマス幼魚の河川収容

力にっいては種間の関係もふくめ, 今後充分な調査が必要なことが感じられた。

3. ギンザケとの生活形態の差異

生態的地位を同じくする種が同所的に生活する場合, そこに種間の鋭い対立関係が生じ, -
方が排除されるか, 生活形態の一部変更を余儀なくされるのが一般であるが, サ ク ラ マ ス のみ
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が分布する:北海道にギンザケが導入された場合,かかる関係が最も重要な役割を演じることは

明らかなので, サクラマス幼魚の生活形態をギンザケのそれとの対比という観点から充分にっ

めて:;l1;・く努力がなされつつある。

現在までに両種の相違点としては, 上記の観点に関係した部分に限ると, 一つはギンザケの
方がょり止水にも生活しうる種であること, さらにそのような環境下で容易に群れを作り, 高

密度で生長を:l1-さえながら生存でさる傾向があり, 関連して越冬場所の条件がサクラマスより
もさらに限られるかもしれないということが注日されたo

時折ギ ンザケが溯上する :二L ー ラ ツプ川の条1「tをみると, 他の道内河川にくらべ, ギ ンザケの

要求する特徴を含んで:i;・り,  l1lなずけるところがあるo

しかし, この問題にっいては, さらに焦点をしぼつた観察が必要なことが痛感された。

図 1 - 1 日名川に放流した人工ふ化
サ ク ラ マ ス 稚魚
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国 2  パ ン ケ ナ イ 川 の 調 査 点 図
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表 1  l 9 7 l 年 8 月 9̃ 1 1 日 に 1llPけるパンケナイ川のサクラマス幼魚の生息状態

( )内は1十魚の数,※は区域外での1l采浦

漁 獲 尾 数 採 捕 区 域
位 置

放 流 魚 天 然 魚 1 回 日 2 回 目

推'ii!,l1l:息数
川 長 面 積

S t. A

B

0

本 D

E

F

流 o

H

I

J

K

L

M

# o

4

二 1 0

股 1 5

支 2 1

流 2 7

3 4

4 0

0

0

7

2 4

8

2 l

1 8

2

※ 1

1

0

0

0

9

6

・ 7

0

0

0

0

0

0

0

0

0 十 C1 )

0 十 C2)

2

l + (1J

1

1

1 十(4 )

4 十 (6)

0 十 ( 4 )

5 十(3 )

0

2 十 C2)

2 十 ( 2 )

1 十(1 )

1 1

l 9 十 ( l )

1 8 十 C1)

7 十 C4)

0

0

4

2 3

6

l 5

1 6

2

0

4

9

4

6

8

1 0

1 0

0

1 0

1 9

1 1

9

0

( )

3

2

4

8

4

1

0

2

1

0

2

1

0

1

2

l

1

8

2

0

0

1 6

2 4 十 C1)

1 4 十 C4)

3 2

2 0 十 C1)

4

0

3 十 C5)

4 十 C6)

0 十 ( 4 )

6 十 (3)

9

8 十 C2)

9 十 C2)

> l 十 C1 )

l 1

1 9 十 Cl )

3 8 十 (の

8 十 ( 4 )

l 5 nl

2 0

26.5

2 5

19.5

2 0

21.5

4 0

2 0

2 2

2 1

1 3

3 0

l l

1 l . 5

2 5

1 3

1 5

1 1

1 4

1 7

l
5 5,1,f
8 0

1 2 0

1 0 5

6 5

1 1 0

1 3 5

1 8 5

7 0

8 0

8 5

5 0

7 5

4 5

5 5

7 5

4 0

7 0

5 5

5 5

7 0
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表 2  1 9 7 1 年 1 0 月 7̃ 8日にかけるパンケナイ川のサクラマス幼魚の生息状1態

( )内はl十魚の数,※は区域外での採捕

,
位 置

漁 獲 尾 数 採 捕 区 域

放 流 魚 天 然 魚 1 回 日 2 回 日

推定生息数

川 長 面 積

S t. A

B

C

本 D

E

F

a

流 H

I

J

K

L

M

# 1

二 8

股 1 6

支 2 4

流 3 2

4 0

0

2

※ 1

0

0

0

0

0

0

3

0

0

1

1

0

2

0

1

0

0

3

l

1

0

0

0

0

0

1 十 l11)

0

0

2 十 ( 1 )

0

3

1

7 十 C2)

1 1 十 ( l )

6 十 ( 1 )

0

0

0

l

0

0

0

0

0

4

0

0

4

1

3

2

7

1 0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

. 0

1

2

3

3

0

0

0

1

0

0

0

0

0

4 十 ( 1 )

0

0

3 十 (1)

1

3

4

8 十 C2)

1 3 十 ( 1 )

1 4  十 C2)

1 5 m

2 0

26 . 5

2 5

2 0

3 0

2 4

1 4

3 0

2 5

12.5

1 0

4 0

1 l

6

1 4 . 5

7

7

7.5

7 0㎡

8 0

1 2 0

1 0 0

7 0

1 5 0

1 4 5

5 0

l 2 0

1 5 0

4 0

3 5

1 2 0

a 5

l 5

4 0

2 0

1 5

2 5
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3. さけ ・ます親魚の生理・生態調査

(1) さ け ・ ます:親魚の産卯生態に関する調査

昨年の実験結果にもとづいて更に明確にするため, 今年も同様反復実験を行つた。実験は昨年

と全く同様,養魚池に人為的な産卵床6ケ所を作り ,夫 i の中心にボリェチレンパイプを埋設し,

試験水を1.2̃ 1 . 8 f分を場出する方法を用いた。実験床は湧水1ケ所,河水2ケ所,湧水十
C 0 2  1ケ所とし, 成熟親魚1通i, 雄1組或は2組を収容して造果行動の反復観察を行つた。

実験結果にっいて昨年度は湧水十Co2 ( Co 2 - 1 9 . 8̃l7.2ppm)の場所で選択的な造巣行動
が認められたが今年は鎖著な行動は認められなかつたo しかし乍ら, その産卵床の選択は単に砂

1際,或は砂陳中より河水の修出という条件が始んど無関係ということが昨年同様, 観察された。

勿論, 不自然な条件の場合はその限りでないと判断されるが, 何れにしても今年度解果は実験

池の設置構造の不備にょるものか, 親魚の雌雄の不適合にょるものか明らかでない。 これらのこ

とから魚の行動などの生態実験に際しては自然条件下の魚の生態の把握と, 実験の設備条件の整

備の重要性が知られるo

試験水の水質は下記の通りである。

試 験 水 水 温 P H D 0  ppm

河 川 水

揚 水

河水十 0 0 2

7.9̃8.3

8 . 2

7.0

6.6̃6.7

8.1̃8.2 5.8̃6.3

1 i. 4 l

1 0 . 9 8

1 1 . l 2

C 0 2 ppm
全炭酸

1 5 . 9 6

23.3

2 0 . 0̃4 7 . 1

(2) 品種改良に関する調査

① 特殊形態群の形質に関する調査

幌別川はォホーツク海北西部では比較的大きな河川で, さけの溯上も年にょり多少変動する

が,隣接河川より 般に早い傾向があるoこの事実は幌別川の前期群と徳志別,屯別川の魚群

が異るためではないかと考えられる。それ故, これら3河川捕獲魚雌雄の魚体を比較した。

その計測値を下表に示した。
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捕 獲 親 魚

魚 体 計 測 範 囲 ( 平  均 )

採取地 性
cm

全 長
cm

フ オ ー ク

cm:
体 長

cm
頭 長

k1ll
体 重

体 高 尾数

頓

別

字 '6
6 1 . 0̃7 4 . 0

( 6 6 . 9 0 )

5 3 . 0̃72.5

( 6 4 . 3  )

4 9 . 0̃6 6 . 5

( 5 9 . 9 8 )

10 .0̃1 8 . 0

( 1 5 . 4 5 )

1.8 ̃4.0

( 3 . 0 4 )
3 1

e
61 . 0̃7 4 . 0

( 6 7 . 8 8 )

60 .0̃70.5

( 66.0 )

5 7 . 0̃66 .5

( 6 1 . 5 7 )

1 0 . 0̃1 65

( 1 4 . 8 9 )

2.3 ̃3.8

( 2 . 9 3 )
1 4

合

62 . 0̃7 8 . 0

( 6 6 . 2 5 )

5 3 . 0̃76 . 5

( 63 .0  )

49 . 0̃71.0

( 5 8 . 6 8 )

1 4.0̃1 9 . 0

( 1 5 . 9 1 )

1.8 ̃5.3

( 3 . 1 2 )
1 7

徳

志

別

0字
62.5̃7 6 . 6

( 6 9 . 5 5 )

44.7̃7 3.5

( 6 5 . 2 3 )

42 . 4̃6 9 . 2

( 6 1 . 2 2 )

1 1 . 6̃17 . 8

( 1 4 . 7 1 )

1.08̃4 . 8 4

( 2 . 8 2 )
4 1

60.3̃7 3 . 5

( 6 6 . 1 5 )

55 . 0̃6 8 . 3

( 6 2 . 2 3 )

1 2 . 8̃15.8

( 1 4 . 2 8 )

1.89̃3 . 6 0

( 2 . 6 9 )
2 59

容

62 . 5̃7 6 . 6

( 6 9 . 5 5 )

4 4 . 7̃7 1 . 5

( 6 3 . 8 0 )

42.4 6̃ 7 . 0

( 5 9 . 6 3 )

l 1 . 6̃17 .0

( 1 5 . 3 9 )

1.08̃4 . 4 0

( 3 . 0 1 )
1 6

※
北

見

幌

別

1il 3
6 3 . 0̃ 7 7 . 7

( 7 0 . 6 8 )

59 . 3̃7 3 . 2

( 6 6 . 3 6 )

13. 0̃ 20.0

( 1 6 . 5 6 )

3 . 1 6̃6 .30

( 4.8 8 )

1 4 . 0̃19.9

( 1 6 . 6 2 )
2 5

9
59.3̃68 .5

( 6 7 . 7 0 )

5 9 . 3̃68.5

( 6 3 . 3 7 )

l 3 . 0̃15.2

( 1 4 . 3 0 )

3.16̃5 . 20

( 4 . 1 5 )

1 4 . l̃15 .5

( 1 4 . 9  )
. 3

3
63 . 0̃7 7 .'l

( 7 1 . 0 9 )

5 9 . 5̃73.2

( 6 6 . 7 7 )

1 4 . 0̃20.0

( 1 6 . 8 6 )

3 . 2 0̃6 . 3 0

( 4 . 9 8 )

1 4.0̃ l 9 . 9

( 1 6 . 8 5 )
2 2

※ 9 月 2 7 日̃ 1 0 月 1 6 日間の測定

雌雄を含む平均フオ ーク長 ( cm )は屯別川( 6 4 . 3  ) と徳志別川( 6 5・ 2 )では始んど似て

いるのに反し, 幌別川 ( 7 0 . 6 8 ) では高い値を示し体重とともに魚が大きいと云うことがで

きる。

上表の北見幌別魚の年令は3年が16 % ,  4 年 7 2 % ,  5 年 1 2 % で, 昨年と同様に4 ?l=生が

主位を占めていた。また代表魚6尾の各 f雕より数枚のッロコによる年令別各年冬期帯までの

生長輪数は次表のようになる .o
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に 1 2 3 4 5 尾 数

3
2 9̃ 3 2

( 3 0 . 2 5 )

1 5̃ 1 8

( 1 7 . 0  )

1 0̃ 1 5

( 1 2 . 7 5 )
4

4
2 7 ̃ 3 0

( 2 8 . 4 0 )

1 4̃ 1 7

( 1 6 . 4  )

1 2̃ 1 5

( 1 3 . 2 0 )

8̃ 1 1

( 9.2 )
5

5 2 7 1 5 l 2 9 1 2 1

o標本魚の2 , 3の性質について

道南噴火湾に注く'遊楽部川溯上親魚の代表標本と昨年度の幌別川標本の形質を比較する と, 背

びれ前部の最大体高部の胴まわりは遊楽部産さけでは平均395cm, 卵数平均3 , 4 6 0粒 , 卵径

範 囲 6 . 2 0̃ 7 . 4 5 -al l是別川さけょり小さい値であるが,脊椎骨数67.8 , 数 2 2 . 2 ( 左 )
と 2 1 . 9 (右 )で聯 l J川の魚と類似した計測値であった。

幌別川の特殊形態群が, この河川特有の形質遺伝の形であるか, 発育過程に:;l1,ける環境要因に
よる一つの表現形かを, 3河川の放流稚魚について形質を比較分析する。

② 同一系統群の品種改良試験

河川に溯上する低令成熟群及び高令成熟群の雌雄を交配した場合, 各群が成魚として回帰して

くる回帰効果, 成熟年令頻度, 生長度合を比較検討し,今後.の品種改良への基礎資料を得るため

に両組合せ卵を作成した。

両組合せ卵作成に使用した親魚は現地の諸種要因, 経験上より魚体の大小にょつて , 低令l 高

令を区分けした 、1,・め,高令成熱群交配( 5 >< 5 )の中に多少4年魚が混入してしまったが, 低令

成熟群 ( 3 >( 3)は外観的に始んど識別された。卵作成に使用した魚の lll的tllを混合した魚体測定

は下表の通りで, 5 )( 5群のフ オ ー ク長範囲は7 2 . 0̃ 8 2 . 8 cm, 平 均 ( 7 7 . 4 1 cm )であるの

に対し, 3)< 3 群では 5 5 . 4̃ 7 1 . 2 cm, 平 均 ( 6 4 . 8 7 cm ) で あった o ま た 5 X 5 , 3 >く 3 各

群の雌雄別計測範囲は各群で大差がないが, 頭長は雄の方が雌より大きいと共に, 高令群が低令

群より雌雄の差が甚しいo しかし体高は高令群の雄が雌より高いのに反し低令群では雌雄にょる

差が始んどなく, 低令群の体高形質は未だ発達しないと云える。
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両 組 合 せ 雌 雄 別 魚 体 測 定

性別 組合せ
魚 体 測 定 範 囲 ( 平  均 )

尾数
フ オ ー ク 体 長 頭 長 体 高 体 重

9

容

5 X 5

cm
7 3 . 2̃8 5 . 2

( 7 8 . 4 3  )

cm
68.4̃80.2

( 7 3 . 4 6 )

cm
1 3 . 7̃1 6 . 8

( 1 5 . 0 7 )

cm
1 32: 1̃ 6 . 9

( 1 4 . 7 2 )

em
4.6̃6.7

( 5 . 9 8 )
2 7

8
7 3 . 2̃82 .8

( 7 8 . 5 8 )

6 9 . 4̃78 .4

( 7 4 . 3 0 )

16 . 6̃20 .8

( 1 8 . 3 3 )

1 3 . 1̃18 .1

( 1 5 . 7 5 )

3.7̃7.6

( 6 . 0 4 )

:e

_ _
l

l

l 3 X 3

l

3 5
54 .0̃6 9 . 0

( 6 4 . 5 2 )

5 1 . 2̃64 .0

( 6 0 . 5 2 )

9.8̃1 3 . 0

( 1 1 . 8 3 )

9.7̃1 2 . 8

( 1 0 . 9 7 )

2.5̃4.2

( 3 . 1 4 )

;=; 52.4̃67 . 4( 5 9 . 8 1 )

1 1 . 2̃14 . 3

( 1 3 . 1 7 )

8.9̃ 1 3 . 2

( 1 0 . 8 4 )

1.9̃4.2

( 2 . 9 3 )
1 7

両組合せ卵の卵径範囲は次の表に示される ように高令群が低令群よ り大さ く, 卵径範囲は

交 配 卵 の 卵 径 範 囲

年 月 日 組 合 せ 標本卵数 範 囲 平 均 備 考

4 6 . l 0 . 2 4

4 6 . 1 1 . 1 3

4 6 . 1 1 . 1 5

5 >< 5

//

//

8 0 粒

8 0

8 0

7.7̃8.1 mn

7.6̃7.9

7.7̃8 . 0 5

7.93

7 . 7 0

7.78

1 o 粒の長さの平均

4 6 . 1 1 . 1 3

2 4 0 7.7̃ 8.1 7 .80

l

l 3 >( 3 l 1 o 0 6.9̃7.25 7 . 0 6

高令群で7.7̃ 8 . 1 mn , 低令群は6. 9̃ 7 . 2  5mnの範囲で, 今後両組合せ群卵の大小が, 稚魚

の大きさ及び生長にどのように影響するか検討中であるo
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4. さ け  ・ ます資源動態ならびに生物統計調査

(1) さけ・ます稚魚の標識放流試験

・ さ け ・ ます稚魚の標識放流は次表の通り夫?の目的に従つて実施したoそして, ここには昭和
4 6年度産のもの (昭和 4 7年春放流 )にっいて記したo

さ け

河 川 名 放流時期 放流数 標 識 部 位 日 的 備 考

網 走 川

万尾
6.9

6.6

1 9 7 2 . 5

1 9 7 2 . 6

左腹びれ

右腹びれ

融雪期に降下する群と,
その後に降下する群の
回帰効果

敷 生 川
1 9 7 2 . 5

1 9 7 2 . 5

4.5

5.2

脂びれ,左腹びれ

″ 右腹びれ
li耳の良否による回帰効果

好 解

不良解

遊楽部川
1 9 7 2 . 4

1 9 7 2 . 4

5

5

″ 左腹 ll

″ 右腹びれ
優良品種の育成 :二

からふとます

1 9 7 2 . 3

1 9 7 2 . 4

1 9 7 2 . 5

10 . 4

1 0

1 0

左腹びれ

右腹びれ

脂びれ

同一発生魚の放流時期の

差異にょる回帰効果

無給西

1ケ月給解 ( 4 3日)

2ケ月給餌; ( 5 6日 )

西 別 川

斜 里 川
1 9 7 2 . 5

1 9 7 2 . 5

l 0 . 1

l 0 . 3

脂びれ,左腹びれ

右腹びれ

同一発生魚の携水管理の
給解群と河川水管理の無
給解群の回帰効果

給 解 群

無給餌群

さ く ら ま す
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(2) 標識親魚の回帰実態調査

放流時期あるいは飼育効果の検討のため標識放流試験を行なつているが, そ の う ち 1 9 7 o 年

春に放流したからふとますが今年度回帰したo

その効果は次の通りであるo

〇湧別川より放流のからふとますの再捕結果

o放 流

放 流 時 期 放 流 数 標 識 部 位 目 的 備 考

:f 尾

1 9 7 0 . 4 / 1 6̃4 / 2 2

1 9 7 0 .3 /1 6 3̃/2 2

脂びれ, 左腹びれ

″ , 右腹びれ

適正放流時期の検討

河川水群

湧水群

からふとます稚魚の放流時期の相違にょる回帰効果を検討するため, 1 9 7 0年春, 場別川

ょり上表の通り稚魚の発生を調節し, 河川水群と湧水群に夫'異つた標識を付し放流したo
o 再  捕

1 9 7 1 年 の 7̃ 9月にかけて, 前年春に湧別川より放流したからふとます標識魚はォホー

ッ ク海の全域に亘つて7 6尾再補され ,湧別沿岸が最も多く 3 5尾であり ,湧別川に i ;いても

8尾みられた。また,放流時期が識別出来る標識魚は68尾であり,そのうち湧水で管理し3

月中旬の放流群は63尾, 河川水で管理して4月中旬の放流群は5尾であつたo

このように,  その回帰効果に著しい差異がみられ3月中旬放流魚の回帰が著しく良好であった o

5. 環境条件ならびにその保全に関する調査

( 1 ) 林地除草剤 (デ ソレー ト)のヤマべ幼魚に対する毒性調査

昭和 4 5年 7月に ,  上川支,1一管内天塩川支流パンケ川地区の養魚場で飼育中のャマべ幼魚が大

量へい死し, その原因の一つとして林地除草剤の空中散布が問題になったので, 林地除草剤のャ

マべ幼魚に対する毒性について実験したo

本実験は, 道林務部の依頼により行なつたものであるo

I 実 験 方 法

1. 期 間 :実験は , 昭 和 4 5 年 1 2 月 1 6 日̃ 1 8 日 間 の実験 I と , 昭 和 4 6 年 1 月 1 4 日̃ 1 8
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日間の実験 1Iは当場の千歳支場で行ない, 同年7月  2 1 日̃ 2 3日間の実験nIは千歳支場支笏湖事

業場で行なつたo

2. 方 法 :生物試験は主に流水条件下で行なつたが, 賦形剤の影響を知るため実験 ;IIに:i;,いて止水

条件下での実験を併せて行なつた。

流水式の実験は, 種度傾斜装置を作製し,実験1・ IIでは2 .t容の枝付ビー カ ーを,実験」]Iでは

巾 l 5cm, 長 さ 2 9 . 5 cm, 深 さ 2 4 . 5 emの金魚飼育用水精を用いて行なつた o

また , その水量は前者では1.e, 後者では約6.5 .ι, 試水の流下量は各指とも毎分2 o O ooとし
た o

止水式の実験は, 2i容の円筒型の金魚体を使用し,試水は3時間毎に交換した。

3. 供試魚 :実験I :i, よび1n:には千歳支場で飼青中のサクラマスの1年魚を,実験n【には同じく千歳

支場のサクラマスと中川群美深町の大種養魚場(経営者・大1Hli9熊氏)で飼育中のャマべの1年魚

を用いた。

これらの試験魚の大きさは1表に示すとi,・りである o

<1 表 > 試験に用いた魚の大きさ(g r )

( li士 t . 0 5 S -1i1 )

X試 施 区 分 実 験 I 実 験 I[ 実 験 m

流 水 式流 水 式 流 水 式 止 水 式

1

2

3

4

5

6

8.0 士 2.4

6.8 士 1.5

9.7 士 1.9

7.3 士 2.1

7.5 士 1.8

7.5 士 1.7

7.2 士 0.5

7.1 士 0.7

7.7 士 0.7

7.2 士 l . 2

7.7 士 0.9

7.0 士 0.6

3.9 士 1.0

3.1 士 2.7

4.4 士 1.7

5.0 士 0.8

3.9 士 1.3

3.8 士 1.1

44 . 8士11.6

35.3士 7.1・

3 5.9± 6.5

38.1士10.6

33.6士 8.2

39.5士 9.8

対 照 区 30.1士 6.6

平 均 7.9 士 0.7 7.3 士 0.3 4.0 士 0.5 ' 36.6士 3.0

4. 試験区の設定および試験選度の決定 : 各実験とも塩素酸ソータ1al度の異なる6つの試解を設け,
実験m では対照区を設けたo

これら各試験区の塩素酸ソーダ種度は2表に示すとi,・りである。

止水式の実験は, 直接デゾレート粒剤を設定濃度になるように投 .入:溶解させて行なつた。
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<2 表> 試験区の塩素酸ソ ーダ種度 ( p p m  )

x 1 2 3 4 5 6

実 験 I
(流水式)

実 験 ]I
(流水式)

(止水式)

実 験 III
(流水式)

9 4 7 0

4 1 l 0 士 1 5 0

3 l 4 0

3 3 3 0士 2 0  0

5 6 0 0

3 5 3 0 士 1 8 0

2 6 2 0

2 9 6 0 士 3 4 0

4 7 0 0

3 1 2 0 士 1 7 0

2 1 1 0

2 3 1 0 士 2 5 0

3 1 0 0

2 8 0 0 士 1 2 0

1 5 7 0

1 7 4 0 士 2 2 0

7 9 0

2 4 2 0 士 1 7 0

1 0 5 0

1 1 0 0 士  8 0

4 1 0

2 1 1 0 士 2 2 0

5 2 0

8 6 0 士 1 3 0

流水式の実験は, 一定量の水に多量のデゾレー トを溶かしたものを原液と し, これを業液混合指

お・よび濃度傾斜槽で漸次稀1S1l1 して 1l l,南の異なる6つの試験区を設定した。 しかし, 粒剤中のベ ン ト

ナイトが原液中で著しく沈降し, 最初の実験(実験「)で開始3時間後には実験実施が不可能とな

つたため, その後の実験ではデゾレー トの溶解抽出物を原液に用いた。

実験 Iにぉ'ける試験区濃度にっいては, 漢度傾斜槽でのメチレンブ ル ーの稀釈率から推算した。

この場合,デゾレー ト中のベントナイトが多量に沈般するため,溶液中の塩素酸ソーダは溶解時の

計算量より濃結された状態、で抽出される。 したがつて , 実験 I[に i ;・いて得られた結果から, その見

掛けの濃縮率を計算し, 実験 Iでのi農度を補正した。実験 ]I お?よび mにぉ・いては, 試験液中の塩素

酸ソ ーダ機度を適宜測定し, その平均値i,・よ び 9 5 %信頼区間を代表機度とした。

5・ 用 水 :稀釈水には実験I :i1 よび ]Iは千歳支場のふ化用水(揚水)を,実験mでは支笏湖の表面

水を用いた。

6・ ・ 塩素酸ソーダの測定 : 溶有塩素酸ソ ーダの濃度測定には実験 ]I ではべンヂヂン法を用い, 実験」]I

では0一トリヂン法を用いた。

1[ 結 果 及 び 考 察

1・ 実験条件の検討

塩素酸ソ ーダの毒性が魚の大きさゃ水温などの環境条件などによつてどのように相違するかを知

るため, 3 表, 4 表および5表に各実験時の水温,溶存酸素量(以下D 0 ) お・よび P  Hを各試験区

別に表示した。
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< 3 表 >  実験時の平均水温 ( -1t 士 t . 0 5 ) ℃

x 実 験 I流 水 式

実 験 II 実 験 !n
流 水 式 止 水 式 流 水 式

1

2

3

4

5

6

7.9 士 0.4

7.9 士 0.4

7.9 士 0.4

8.0 士 0.5

8.2 士 0.5

8.5 士 0.6

7.4

7.6 士 0.9

7.6 士 0.9

7.7 士 0.6

7.7 士 0.6

7.7 士 0.5

15 . 5  士 0.3

1 5 . 6  士 0.3

1 5 . 7  士 0.3

1 5 . 6  士 0.3

15 .6  士 0.3

1 5 . 7  士 0.3

対照区 (稀第t.水の平均水温) 15 . 5  士 0.5

平 均 8.1 士 0.5 8.1 士 0.2 7.6 士 0.2 15 . 6  士 0.1

<4 表> 実験時の平均溶存酸菜i ( i 士 t . 0 5 ) %

ま 実 験 I 実 験 I[ 実 験 nI
流 水 式 流 水 式 止 水 式 流 水 式

1

2

3

4

5

6

93 . 8  士 8.2

9 1 . 9  士 10 . 2

8 8 . 6  士 11.8

88 . 4  士 8.9

83 . 6  士 6.2

84 . 9  士 8.0

91 .0  士 2.2

9 2 . 3  士 2.0

89 .8  士 3.0

9 0 . 8  士 1.6

8 9 . 3  士 2.2

89.8 士 2.5

9 1 . 3

9 4 . 8  士 5.7

9 2 . 6  士 8.4

9 5 . 9  士 3.9

9 5 . 9  士 2.9

9 5 . 1  士 3.3

7 9 . 3  士 12 . 4

79 .4  士 1 3 . 9

82.3  士 1 3 . 2

77 .7  士 5.5

8 1 . 0  士 5.6

8 1 . 7  士 6.0

対照区 7 8 8  士 3.;a

平 均 88 . 5  士 2.8 90.5 士 0.7 9 4 . 5  士 1.3 8 0 . 0  士 2.4

< 5 表> 実験時の平均 P H値  ( 1a 士 t. 0 5 )

x 実 験 I 実 験 I[ 実 験 m
流 水 式 流 水 式 止 水 式 流 水 式

1

2

3

4

5

6

7

9.68 士 0.08

9 . 7 l  士 0 .14

9 . 7 2  士 0.18

9 . 6 6  士 0 . 1 8

9 . 4 7  士 0.51

9.08 士 0.89

9 .14  士 0 . 0 9

9 . 1 1  士 0 . l 4

9 . 0 9  士 0.15

9 .08  士 0.14

9 . 0 7  士 0 . l 5

9 . 02  士 0 . 1 4

8.65

8 .83  士 0.31

8 . 7 1  士 0 . 2 l

8 . 8 2  士 0 . 1 7

8 .72  士 0 . 1 6

8 . 4 8  士 0.07

9 .02  士 0 . 1 1

9.02 士 0.11

9 . 0 2  士 0.11

8.83 士 0.20

8 . 7 8  士 0 . 2 0

8.73  士 0 .28

7 . 6 5  士 0 . 1 3

平 均 9 .55  士 0 . 1 4  l 9 .08  士 0 . 04 8.69  士 0 . 0 8 8 . 9 0  士 0 . 07
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この結果, 実験時の水温, D 0 お?よびP Hは, 実験I  ・ ]I お・ょび」]Iのいづれの場合にi;いても ,

各試験区間での相違はみられなかつたo しかしながら, これらの環境条o'-は実験の時期や試験方法
などによつて異なる場合のあることが知られた。

水温にっいては, 養魚池に:i;,けるャマべの大量へい死時の水温が1 8℃以上と非常に高かつたこ

とから,毒性に対する水温の影響が考えられたoこのため, 実験mは高水温にぉ・ける毒性を検討す
る目的で計画したものであり,実験I ・ 1I との温度差は7.5℃であつた。

D 0については,各試験区の中での飽和量が最も低下した実験mの4区でさえ,  7 7 . 7 士 5 . 5 %

の飽和量( 5 ・ l̃ 6 . 3 C C /e )であり ,  この溶存量では酸素不足などにょるへい死は考えられない
なぉ・, 実験1lIに 1l1'いては写真撮影などによる魚の興書から, 実験開始時に溶存酸素量が減少したが,

特に第2区では試験魚を5尾入れすぎたことから溶存量が60 . 3 % ( 4 . 2 0 0/1e )まで減少した。
P Hについては, 実験 I ,  I[i,・よび mで僅かな相違がみられたが, その差は使用したデゾレート

の組成ならびに用水の違いなどにょつて生じたものと考えられる。 しかし, この値は直接魚に影響

するような値とは考えられないo

2. 致死1最度および危険限界1最度

各試験区での24時間:1l,・よび48時間後のへい死率を6表に示し, その結果から半数致死濃度を

D o u d  o r  o f f の方法で求め7表に示したo この場合, 濃度とへい死率との関係に比較的直線性が

認められた。 ( 1 図 )

< 6 表> 2 4時間お・よび48時間後のへい死率(% )

二 実 験 I 実 験 ]I 実 験 m
流 水 式 流 水 式 止 水 式 流 水 式

2 4 h

1 0 0

1 0 0

9 0

2 0

0

0

0

4 8 h 2 4 h 4 8 h 2 4 h 4 8 h 2 4 h 4 8 h

1

2

3

4

5

6

1 0

1 0

0

0

0

0

9 0

9 0

6 0

5 0

2 0

1 0

1 0 0

83.3

83.3

0

0

0

5 0

4 0

3 0

0

1 0

0

6 0

4 0

4 0

0

1 0

0

1 0 0

l 0 0

83.3

6 0

16.6

1 0 0

l1

?

?

対照区 ? 0 0 0

註 :各試験区の塩素酸ソーダ機度は2表を参照

したがつて, 1図に示したように,  まずへい死が5 0 %以下であった試験区の結果をすべて作図し,

その作図された直線の縦軸との交点内にあるへい死率0%の試験区をすべて作図の対象に含めた。
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7表に示した5  0 % 致m度値は, 作図によつて得られたすべての値の9 5 %信頼区間値として表
わしたものであるoまた ,  作図にょつて1l1会られたへい死率 o %の 'a lll度を危険限界濃度とし8表に示

した。

これらの結果, 使用した範囲内の魚の大きさや水温条件では, 9表に示したように致死機度に差

は認められなかつたo したがつてャマべ幼魚の塩素酸ソーダのT  L M は 2 . 8 8 0 士 l 4 0  p p  m と

推算されるo  しかし, 危険限界援度については, これらの新に影響されて魚が大きいほど, また

水温が高いほど, それが低くなることが推察される。

<7 表 >  デゾレート抽出塩素酸ソーダのヤマべに対するT  L M ( p p m )

x 実 験 I 実 験 I[ 実 験 n[

流 水 式 流 水 式 止 水  式 流 水 式

2 4 時間 3 7 2 0 ・ll l 8 8 0 3 3 3 0

4 8時間 ? 2 8 6 0  士 1 4 0 8 9 0 2 8 9 0  士 3 4 0

が推察される。

また,止水式の実験では, 塩素酸ソーダの定I.を行なわなかつたが, 計算値とはいえ, そ の T  L

M値は流水式の実験の:i;よそ% ( 8 9 0 P P m ) 以 下 で あ り. 危険限界は約 l/5 ( 4 0  0
PPm )であつたoこの場合は解剤のぺントナイトを除去しなかつたことから, ベ ン ト ナ イ ト 自 体

あるいはベントナイトによる濁りが塩素酸ソーダの毒性を著しく助長したものと推察される。

しかしながら, 賦形剤を除いた抽出液による実験にぉいても, その値は塩素酸ソーダそのものを

※ _
用いた場合のT L M値 ( 1 0 , 0 0 O P Pm )よりも著しく小さ< , ァゾレートの可溶成分の中には, 塩

素酸ソーダの書性を助長する何かを含むことが推察される。

3. ヤマべに対する毒性にっいて

林地除草剤の主成分である塩素酸ソーダの1t性については, 先に述べた既報の結果から知られる

ように極めて弱いことが知られている。

しかし, 今回の実験にぉける塩素酸系除草剤の5 o%致死演度は, 抽出物でさえ塩素酸ソーダその

ものの優に3倍の毒性のあることが知られる。

< 8 表> デゾレート抽出塩素酸ソ ーダのャマべに対する危険限界機度(ppm)

x 実 験 I 実 験 n 実 験 n[

流 水 式 流 水 式 止 水 式 流 水 式

2 4 時 間 2 7 9 0 ( 3 1 2 0 ) ( l 5 7 0 ) l 9 0 0

4 8 時fl日i ? 1 9 3 0  士 6 1 0 4 0 0 1 5 2 0  士 1 0 2 0

( )内の値は実測値

<9 表> 大きさの異なる魚に:おける致死機度ならびに危険限界機度の比較(t値)

水 温 ℃ 魚の大きさg r 区 分 T L M 値 危険限界料序 t. 0 5

8.1士0.2

1 5 . 6士0 . 1

7.3士0.3

3 6 . 6士3 . 0

実 験 I[

実 験 m
> 0 . 1 9 3 > a5 9 1 > :? 7 1

な:i'', デ ゾ レ ー ト抽出物のャマべに対する毒性にっいては, 実験開始時に溶存酸素が減少した実験

m第2区では,実験開始まもな<遊泳状態が騒然となり,  また初期のへい死が最も多くみられた。

しかし, このときの酸素量は4. 3CC/.eで, 安全限界 ( 3 . 5 C C/e ) よ り多かった。
したがつて , 環境条件のうち活有酸素の減少は, デ ゾ レ ー ト抽出物の毒性をかなり助長させること
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と ころで, 今回の実験から, 魚が死なない, あるいは死ぬかも知れない演度と して推定した危険

限界種度については, 9表に示したよ l1lに ,かなりの範囲のあることが知られた。これは業剤に対

して魚が死亡という反応を現わす最低の演度が, 魚の機態や環境条件の値かな違いなどにょって著

し<支配されているようにも思われるoいづれにしても,危険限界操度の下限が抽出物でさえs 0 o
PPmと推算された。

この値はゥグイの安全限界演度の1・3倍に相当していることに留意しなければならない。

また本剤に対しては, 魚が死なないような演度であっても,異常な遊泳を示し,小型魚では, あ

る時間経過すると体が屈折(大型魚では殆んど見られない)して < ることが知られた。

な : i;, へい死時期に近づくと律などの機械的な剌激に対して電*を受けたょうに反応して? す
るoその結果から,魚は2図に示したように,  ある時間経過後に急激にへい死することが知られた。

したがつて, 本剤の書作用にっいては一種の構性のもののように思われる。

いずれにしても今後農業等の毒性を検討する:場合には, 安易に5 o%致配度を測定するにとどま

らず, 危限界のl農度の測定や, 魚に対する生理的な影i,, あるいは業剤に対する魚の回選行動お?

よびそれにともなう生態系への影響をも充分検討しなければならないものと考える。

※ 脚註 )  水産庁淡水区水産研究所 :林地除草剤の森林生態系に及ぼす影響とその調査方法
に関する研究一森林除草剤の淡水魚に及ばす影響一(昭和44年度分中問報
告 )
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さ て, 散布時に河川に流出する除草剤のaitにっいては,淡?の報告にょると, :la素取ソーダ
にして散布開始3時間半後に57.4ppmが検出され, この値は散布開始から9時間後, 散布終了

時からは4時間半後に%にまで減少したことが知られているo

なi,・, 道立衛生研究所(斉藤守氏 外4名)の調査によれば, 散布地から50  0 'a地点で6時間
後に49 . 8ppm , 別の地区では380 m,地点で3時間後に35PPmの塩素酸ソーダが沢水から検出

されているo  ・

tた,この塩素酸ソーダは1日後にそれぞれ約%および%に ま で 減 少 し た こ と が 知 ら れ て

い る o

これらの演度は, 今回の実験で得られた危険限界の最低値のi,・よ そ 1 1・ 5 %̃ 7・0 %であり,そ
の結果, 除草剤にょる魚のへい死は起らなかつたものと考えられるo

しかしながら,低演度とはいえ数時間, 数 1 0  ppmの塩素酸ソーダが沢水に保持されることは

明らかである。ことに, 除草剤散布の対象になるような深山の沢では,魚が沢別に″すみわけ″(定

1 j ) していることをょく聞くところである。したがつて, 流出集剤の操度が魚に被害を与えないよ

うな漫度であっても,  ?l: :能系に変fヒを ;i;' こ さ せ る よ う な構 f であつてはならないo

今回の実験にぉ,いては, かなり低操度の試験区でも異状遊泳するものがみられたo以上のことか

ら , 本剤の散布実施にあたっては,数10p  p mの塩素酸ソーダ(除草剤抽出)に対する魚の反応,

行動かよび散布地区に ;i,ける沢の形態(回遊場所の有無)などを総合的に判断して行な .わなければ

ならないものと思われる。

な 1t;,空中から沢に落下して溶入する塩素酸ソーダの量は,散布量が13 o ]fa,/h a で,未散布

部分 を 2 5 % と した場合 1 7. 3 l'/,;,t が計算されるoこの量は水深1 o cmの場合 1 7 3 P p m の演
度に相当する。 したがつて散布地域内の魚は特別な事故がない限り散布業剤にょる直接のへい死は

ないものと考えられるo

しかしながら, このような機度は本実験からみて魚がへい死しないにしても , 先に述べたように生

態系が破;農される恐れが生じることも考えられる。 'また, 今までの報告で知られているところの,

散布後の短い時間内で河水中に多量検出された塩素酸ソーダは, 多分空中より落下溶入したものと

推察される。 したがつて業剤を空中散布するにあたっては出来るだけ沢を選けるか沢に平行して行

なうなど散布上の事故を起さないよう充分な注意が必要と考えられるo .

-2 1 8- …・・ 要

約…・

1. 塩素酸ソーダ系林ltlll除草剤のャマべに対する毒性を調べ, 水温, 魚の大きさなどの違いによる感

受性の相違, 実施上留意しなければならない事項などを検討したo

2. ヤマべに対する塩素酸ソーダの致死操度は, 魚の大 tさや水温に影響されないようであるo

4 8時間TLM値としては,除草剤抽出物では2. 8 8 0 士 l 4 0  P pmが推算され, 成形剤懸濁液

中 で は 8 9 0  p pmが得られた。

3. 接息するャマべにへい死魚が出るかも知れない漫度を危険限界操度と して検討したo その結果,

危険限界i農度は魚の大きさの違いにょつて異なり,小型魚(7 . 3士0 . 3 f )では1.5 2 0士1 , 0 2 o
p p mであった。また成形剤の懸濁下では4 o o Ppmが得られた。

4. 塩素酸ソ ーダに対する魚の感受性は, 大型魚の方が早いようであり, 溶存酸素の減少, 濁りなど

は毒性を助長するようであるo

5. 本剤散布にともなう魚に対する直接の被害については, 既報の結果からみて, なかつたものと思

われる。 しかし, 生態系の保全を考慮すると,数時間,数1 o pPmの塩素酸ソーダが河水に保持

されたことから,  ょり安全性を高めるためには, この換度条件に対する魚の反応や行動を知ること

が必要であろうo
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<1 図> D o u d o r o f f法にょる半数致死濃度ならびに危険限界機度の測定
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<2 図> 試 験 魚 の へ い 死 状 況

- 2 2 2-

経

(流水式)
実 験 I[ (止水式)

実 験 I

( 流 水 )

' - 9 4 7 0
X - 5 6 0 0
〇 - 4 7 0 0
△ - 3 1 0 0
口 - 7 9 0
a - 4 1 0

° - 4 1 1 0 士 1 5 0
>く - 3 5 3 0 士 1 8 0

実験 I「 〇 - 3 1 2 0 士 1 7 0
( 流水 )  △ - 2 8 0 0 士 1 2 0
口 - 2 4 2 0 士 1 7 0
a - 2 1 1 0 士 2 2 0
o - 3 1 4 0
X - 2 6 2 0

実験 I [  〇 - 2 1 0 0
( 止水 )  △ - 1 5 7 0
口 一 1 0 5 0

m - 5 2 0 士
° - 3 3 3 0 士 2 0  0
>( - 2 9 6 0 士 3 4 0

実験 m 〇 - 2 3 1 0 士 2 5 0
( 流水 )  △ - 1 7 4 0 士 2 2 0
口 - 1 l 0 0 士  8 0
m - 8 6 0 士 l 3 0



(2) 有機排水と環境に関する調査(天塩川)

昨年度の補足的な調査として夏期(第一回6月中旬, 第二回7月上旬, 第三回8月中旬)に増

水時をとらぇて行つたo本川の汚濁傾向の概略を把撞する意味で本流の水質汚濁の観点から溶存

酸 素 ( D  0 )と生物化学的酸素要求量(B  o D)についての調査結果を記すと下記の通りである。

① D ・ 0

中流域に移行すると思われる暗橋から河口に到るまでの本流は各調査地点とも溶存酸素の飽

和度1 o o%を下回る結果が得られた。

それは,河川堆積物にょる酸素の消費によるものと推定されるが,生息魚類に影響を及ぼす懸

念はないo

② B ・ 0 ・ D

第一回,二回の調査では士別橋̃名寄大橋は貧腐水性水域B o D ( o ̃ 3 p p m ) , 天智橋̃

中川捕獲場間はβ中腐水性水域B 0 D ( 2̃ 5 P p m ) ,  中川捕獲場より下流域は貧腐水性水域

となる傾向が得られた。

第三回の調査では曙橋の上流域が貧腐水性水域, 下流域は中川捕獲場までがβ一中腐水性水

域で, 天塩大橋より河ロ域までは貧腐水性水域となる傾向が得られた。

調査した水質分析結果は別表のとぉり である。

2 2 4 --

。名寄市

調 査 地 点 略 図
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<表 l>

採 水 場 所
剣 潟 川
名 越 橋

名 寄 川
日 進 橋

士 別 橋 曙 橋 名 寄 大 橋
右

採 水 年 月 日 46 .  6 . l 7

採 水 時 刻 1 0 : 0 0 1 2 : 3 5 1 0 : 2 0 1 l : 3 0 1 3 : 1 0

採 水 深 度 cm 5 0

天 候 c B C B B c

風 向 ・ 風  力 W E ・ 1 N E  ・ 2 E ・  l N E ・ 1 N E ・ 3

気 温 ℃ 16 .6 2 5.3 24.4 2 1 4

1 7.7

18.1

18.3水 温 ℃ 16.2 20.9 1 6 . l

水素イ オン構彦P H 6.6 7.4 7.0 6.6 6.6

R PH 6.7 7.2 7.0 6.8 6.9

溶存酸素  'n'/ i 8.13 8.34 10 . 2 9.11

98.6

9.09

前酸素館和度 % 85.4 95.9 1 0 7 9 9 . 6

9.47c . o ・ D  m,,/ .e 1 2.2 3.86 4 . 20 7. 30

B ・ 0  ・ D  ″ 1.94 1.42 1.27 1 . 9 5 1.95

11.6
総アルカリ直的000″ 11 .7 1 8 . 0 15 . 0 12.1

総硬度(Ca  C03)″ 2 3 A 22 .6 1 5.1 1 5.9 16 .4

4 .22ca2 十  ″ 4 . 1 4 5.74 4 . 2 2 3.59

Mf 十 ″ 4.13 1.99 1 .10 1.68 1.4 1

塩素イオンC' ' 11 .3 8.8 4.8 8.6

6.2

8.3

ケ イ 酸 ( S i Ql ) ″ 1 33 11.8 5.4 5.8

P 0,- //

0.4 0.05 0.3 0.2

0.3

0.4

N H4-N ″ 0.3 0.1 0.2 0.3

N 02 - N ″ 0.09 0.03 0.02 0.06 0.04

0.2
N 0g - N ″ 0.3 0 .07 0.2 0 . 0 0

S 0‘ //
13 .3 10.8 g.0 7.0

2.4

9.4

全 鉄 ″ 2.6 0.32 0.5 3.2

0.35溶 解 性 鉄  ″ 0.35 0 .05 0.15 0 .17

全蒸発残留物″ l 1 8 7 5 5 1 1 0 2 1 0 0

浮遊物質  ″ 7 3 3 0 6 5 3

4 9

5 6

4 4
溶解性物質 ″ 4 5 4 5 4 5

透 視 度 ″ 5.0 3 0> 14.2 5.2 4.8

ー226-

天 智 橋
左 中 右

美 深 大 橋
左 中 右

1 3 : 4 5 1 4 : 0 0 1 4 : 1 0 1 5 : 0 5 1 4 : 5 0 1 4 : 4 0

B C c c R R

N ・ 2

c

N E ・ 2N E ・ 3 N E ・ 3 N E ・ 3 N ・ 2

17.2 1 2 . 3

17 .9 17 .7 17.6 l 6 . 8

6.6

1 6.6 17.2

6.6

6.7

6.6 6.7

6.8

6.6 6.7

7.07.l 6.7 6.6

7.53 7.65 7.4 7 7.20 10.3 10.2

81.8 82 .8 80.7 76.5 1 0 9 1 0 9

1 7.0 16 . 0 15.6 l 4 . 6 12 . 2 12.1

1. 96 4 .99 5. 01 3 .50 3.97 3.36

13.2 1 1.3

17.4 18.0

4.22 4.64

1 .65 1 .55

8.6 7.9

7.0 7.0

0.2 0.1

0.6 0.3

0.04 0.06

0・l 0.07

1 1.8 9.4

3.6 2.5

2.5 0.45

1 0 5 8 5

6 3 4 6

4 2 3 9

5.0 5.0 5.3 7.4 9.6 8.0
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<表 2 - 1>
採 水 場 所

音威子府橋
左 中 右

中川捕獲場
左
天塩大橋
左

採 水 年 月  日 46 .  6.18

採 水 時 刻 9 : 4 0 9 : 2 0 9 : 1 5 1 0 : l 0 1 1 : 2 5

採 水 深 度 cm 5 0

天 候 c 0 R R c

風 向 ・ 風  力 N ・ 3 N ・ 3 N ・ 3 N ・ 2 W ・ 2

気 温 ℃ 10.4 10.2 10 .1 12 .2 13 .7

水 温 ℃ 14 .6 14 .4 14 .4 1 5 . 2 16.6

水素・イオン濃度PH 6.6 6.6 6.6 6.7

6.7

6.7

R PH 6.8 7.0 6.7 7.0

溶存酸素  'n f /t 7.67 7 .95 7.5 9 7.98 7.5 3

溶存酸素飽和度% 77.9 80 . 4 76 .7 82.1 79 .7

C ・ 0 ・ D m,f /. t l 6 . 1 1 3 . 6 16.0 9 .19 10.7

B ・  0 ・ D  ″ 4 . l 4 5 .71 4.66 4.04 2.22

1elll:rルヵリ度【aaca3) ″ 15 . 5 15 . 7

総硬度  (CaCOs)″ 17 .2 18 .6

0 a 2 十  ″ 3 .80 4.47

Mg 9 十  ″ 1 .86 1.79

塩素イオン C' ″ 7.7 7.7

ケ イ酸 ( S  i 0 2) ″ 9.2 7.8

p 0 4- //
0.02 0.1

N H4- N ″ 0.3 0.3

N a2 - N //
0.06 0 .05

N 08 -N ″
0 .07 0.09

S 0 4  //
11 .0 1 2 . 0

全 鉄 ″ 1.6 2.7

溶 解 性 鉄  ″ 0.18 0.13

全無発残留物″ 9 3 e3

浮遊物質  ″ l 8 2 9

5 4
溶解性物質 ″ 7 5

:1e 視 度 an 7.6 7.2 7.6 7.2 13.2
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中 右
河 口

左 中 右

1 1 : 3 5 1 1 : 0 0 1 3 : 2 5 1 3 : 4 0 1 3 : 5 0

1 0 0 1 0 0 l 0 0

c c c 0 R

W ・ 2 W ・ 2 N ・ 2 N ・ 2 N ・ 2

13.4 l 3 . 2 l 5. l

16.5 l 6 . 4 16.8 16.7 l 6 .7

6.8 6.7

6.9

7.2 7.l 7.0

6.9 7.6 7.0 7.2

7.47 7.57 7.28 7.30 7.36

79.0 79.9 7 7.4

l 8 . 9

77.4 88 .7

9.40 9.40 l 0 . 4 18.2

2.21

3.21

1.56 1.23 1.29

2 1.5

20.0

4.43

2 . l 8

8.5 2 , 1 8 0

9.2

0.2

0.3

0.03

0.4

11.2

3.0

0 . l 4

8 9 4. 7 9 6
4 8 7 0

4 1 4. 7 2 6
12.4 14.0 g.0 8.8 g.0
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<表 2 - 2>
採 水 場 所 士 別 橋 a書 橋 名 寄 大 橋 天 智 橋 美 深 大 橋

採 水 年 月  日 4 6 .  7 . l 2

採 水 時 刻 9 : 0 0 9 : 4 0 l 0 : 3 5 1 l : 0 7 1 2 : 3 5

採 水 深 度cm

天 候 c B C B C B C B C

風 向 ・ 風  力 N ・ l N ・ 2 N ・  l N ・ 2

24.6

N ・  1

気 温 ℃ 20.2 20 . 7 24 .9 2 6 . l

水 温 ℃ 1 7 3 18.2 19 .0 20.5 21.2

水素・イオン操度PH 6.8 6.8 6.6 6.7

6.8

6.7

R P H 6.9 6.9 6.8 6.8

溶存酸素 m,f / i 1 0 . 0 7 8.96 8.54 6.74

76 . 9

7.0 0

77 .4溶度酸素1tti 和 度 % 1 0 9 97.9 94.8

0 ・ 0 ・ D m,9 / i 7.0 0 8.36 8 .03 15 .4

3 . 50

22.1

B ・ 0  ・ D ″ 231 2.18 2.76 4.0 0

総yルカリ度(aaCq; )″ 1 9 . 0 1 7.5 21 .0 16.3 . 2 0 . 6

総硬度  ( 'oaCOb ) ″ 2 0 . 5 1 9 . 0 18.9 19.8

6.0

21 .2

c a 2 十  ″ 6.6 5.2 5.3 5.9

1.6Mg 2 十  ″ 0.98 1.4 1.4 1.1

塩素イオン C' ″ 4.7 7.7 7.3 6.8 7.2

ケ イ 酸 ( S ilj ) ″ 8.0 8.0 6.8 8.0

0 .02

9.6

P 0'- //

t r 0.02 t r 0 .02

NH4 - N ″ 0 2 0.2 0.2 0.3 0.3

N 02- N ″ 0.0 0 3 0.01 0.01 0.01

0.1

0.01

N0 3 - N ″ 0.1 0・1 0.1 0・1

8.6
S 0 4  //

7.5 5.1 6.3 1 .0

全 鉄 ″ 1.3 2.6 3.0 2.1

0 . 28

2.3

溶 解 性 鉄  ″ 0 .28 0 .20 0.34 0.30

全蒸発残留物 ″ 7 3 1 3 6 1 2 3 1 0 8 8 3

浮 遊 物 質  ″ 3 6 3 0 6 7 4 9 5 8

溶解性物質 ″ 3 7 1 0 6 5 6 5 9

1 6 . 5

2 5

透 視 度 cm 13 .5 6.0 17.0

-2 3 0-

音威子府橋 中川捕獲場 天 塩 大 橋 河 口 名 越 橋 日 進 橋

1 3 :2 5 l 4 : 0 5 l 5 : 2 5 l 6 : 0 5 8 : 3 0 1 0 : 0 7

B C B C B C 0 c B C

N W ・ 2 W ・ 2 N W ・ 2 N S W ・ 2 N ・ 2 N W ・ l

27 .125.6 26.2 l 9 . 8 2 l . 3 l 9 . l

21.5 21.4 2 l.8 22.4 l 9 . 7 l 9 . 5

6.7 6.8 6.9 7.2 6.7 6.9

7.0 7.1 7.0 7.5 6.9 7.0

7. 0 5 6 . 8 8 6.23 7.11 7.01

78.8

9 . 1 5

81.9 7 9 . 8 72 .8 8 4 . 0 1 0 3

15 . 9 1 5.0 13 . 9 12 .8 11 .1 4.73

4 .01 3.12 2.40 1.85 2.85 1.71

23 .5 23 .4 29 .0 1 9 . 2 2 1 4

22.6 2 2 . 6 62.7 26 . 5 29 .1

6.1 6.2 g.0 5.8 8.4

1.7 1.7 9.7 4.8 2.0

7.5 8.3 1 2 1 2 , 6 81 g.g 7.4

1 0 1 0 1 0 8.4 1 3

0.0 0 0 . 02 0 . 02 0.00 0.02

0.4 0.4 0.4 0.2

0.1 '

0.01 0.01 0.01 0.0 0 3 0.0 0 3

0.08 0.1 0.1 0.1 0.2

9.8 9.2 2 4 1.3 1.6

1.2 0.7 5 2.4 3.5 0.60

0.28 0.03 0.50 0.35 0.12

9 8 7 6 3 7 0 5.5 5 7 1 2 4 8 5

4 0 3 5 2 8 8 5 0 4 7

5 8 4 1 8 2 7 4 3 8

2 1 23 . 5 6.8 1 5 7.4 3 0
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河 川 ( 水 源 ) 名
採 水 場 所

剣 i用川
名越橋

名寄川
日進橋

天塩川
士別橋

採 水 年 月 日 4 6 .  8.16

採 水 時 刻 1 0 : 4 0 1 2 : 4 0

1 1 : 0 5 .

採 水 部 位  ( 深度 ) 表 面 下 ,li 表 面 下 属 表 面 下 属

天 候 c D

風 向 ・ 風  力 N ・ 3 0

18.4

0 N ・ 3

気 温 ( ℃ ) l 4 . 4 l 8 .4 15 .1

水 温 ( ℃ ) l 6 . 9 l 6 . 2 16.2 16.8

水 色 茶 福 色

味 ・ 真 気

水素・イオン演度P  H 6.6 6.7 7.0 7.0

R P H 6.8 6.8

硬 度 ( oaC o3 ) ppm

iii有酸 素 ( D ・ o ) ″ 7.39 7 .5 l 8.70 8.72 8.68 10 . 4 6

iS存酸素健和度  % 89.5 95 .3 9 2 2

C ・ 0 ・ D ppm 1 7.6 18.1 2 4.4 22.0 23.6 2 1.4

B ・ 0 ・ D ″ 3.33 3.12 5.25 2.01 2 . 1 l 1. 66

塩素イオン ( C'- ) ″ 12 . 6 12 . 7 6.5 6.2 6.3 6.3

珪酸 ( S i O a )  ″ 1 7.2 18 .2 22.5 l 1 . 5 19.5 l 9 . S

リン酸イォン(P 04 -) ″
アンモニフ態豊素(NH4-N)″
亜硝酸態a1KNO,l,- N )″
硝酸態豊素(N 03 - N) ″
硫酸塩( So◆ ) ″

全 鉄 ( F e )  ″ 4.2 4.5 4.5 6.6 3.2

溶解性F e ″ 0.49 1. l 0.28 0.96 0.29

全蒸発残留物 ″ 1 7 8 1 8 4 2 2 0 1 6 4 1 3 5

溶解性物質 ″ 6 8 7 6 5 9 6 8

9 6

1 3 1

4浮遊物質 ″ 1 1 0 1 0 8 1 6 1

透 視 度 cm 4.5 4.9 5.0 5.0 7.5 8.8

備 考 1 5 日 l 2 : 0 0̃ 1 6 : 0 0集中豪雨(前1通間降雨なし)-2 3 2-

曙 橋 名寄大橋 天智橋 美深大橋

1 1 : 4 0 1 3 : 0 0 l 3 : 3 5 1 4 :2 5

表 面 下 属 表 面 下 属 表 面 下 属 表 面 下 l i

c c c

N ・ 20 0 N E ・ 3

15.9 19 .1 1 9 . 2 19.8

1 7.2 1 7.2 1 7 5 1 7.1

6.6 6.6 6.6 6.6

6.8 6.8 7.0 6.8

6.30 7.89 8.19 7.69 6.95 7.14 7.39 7.4 4

67.5 87.8 74.9 79.0

l 9 . 724.8 21.2 23.2 1 7.3 26.4 2 4 . 0 22.1

5.12 4.23 5. 35 4.06 5.96 5.12 5 .45 4 .70

8.0 6.8 7.0 6.6 6.9 7.2 6.3 6.3

18 .5 16 . 5 16.2 1 7.0 19.5 22.0 l 8 . 2 18.0

7.5 7.2 8.2 9.6 8.1 13.0 9.2

0 .40

7.2

0.79 0.07 0.54 .0.58 0.25 1・1 0.58

6 0 0 5 3 2 4 7 0  . 3 7 8 4 8 4 4 4 8 3 2 4 5 4 0

6 7 5 3 6 4 3 5 5 4 7 3 6 7

2 5 7

5 5

2 8 5

3.5

5 3 3 4 7 9 4 0 6 3 4 3 4 3 0 3 9 5

1.52.0 2.4 2.8 2.6 2.7 3.5

水位標M ( 赤 )
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河 川 ( 水 源 ) 名
採 水 場 所 音威子府橋

中川捕獲場
左 天塩大橋

採 水 年 月 日

採 水 時 刻 1 5 : 0 0 1 8 : 1 5 1 6 : l 5

採 水 部 位 ( 深 度 ) 表 面 下 属 表 面 下 Ji 表 面 下 li

天 候 」) c R

風 向 ・ 風  力 N E ・ 3 N E ・ 1 N E ・ 3

気 温 ( 'C ) 16 .2 l 2 . 6

水 温 ( ℃ ) 1 6 . l l 6 . 0 14.3

水 色 茶福色 暗茶福色 素得色

味 ・ 臭 気

水素・ イオン種度P  H

R P H

6.8 6.8 6.6

7.0 7.0 6.8

硬 度 (aaco3 ) P Pm

前 酸 素 ( D ・o ) ″ 7.09 7.18 7.4 7.37 7.92 6.77

前酸素館和度 % 74 .3 7 7.4 79.3

C ・ 0  ・ D  ppm 20.8 22.1 28.0 25.2 20.2 32.4

B ・  0 ・ D  ppm 4 .08 5. 0 7 5 .49 5.05 3.0 0 2.86

塩素イオン ( o'- ) ″ 6.9 7.2 8.4 7.6 10.5 l 1.9

珪 酸 ( S  i 0 2 ) ' 19 . 2 22.6 20.5 l 9 . 9 21 .5 20.5

リ;ン数イオン ( P 0r) ″

アnニ 配 氣 N HrN )  '

亜硝酸態豊素CNOg-N ) ″
硝酸態豊素(N0g-N )  ″
硫 酸 塩 ( So4 ) ″

全 鉄 ( F e )  ″ 5.4 5.8 8.0 7.4 8.0 8.2

溶解性F e ″ 0.68 0.45 0.42 0.57 0 .3 l 0.62

全蒸発残留物 ″ 2 1 6 2 3 2 4 0 8 3 5 0 3 3 0 8 8 0

活解性物質 ″ 7 6 7 4 6 3 5 1 6 l 8 5

浮 前 質  ″ l 4 0 1 5 8 3 4 5 2 9 9 2 6 9 7 9 5

透 視 度 cm, 5.0 4.0 4.1 4.4 3.0 1・1

備 考

-2 3 4-

河 ロ
左

1 6 : 4 5

表 面 下 属

c

N E ・ 2

l 3 . 3

16 .0

菜iil色

6.8 7.0

7.0 7.2

6.95 6.56

72.7

18.6 17.6

2.65 2.7 4

1,50 0 3.2 0  0

8 ,754 7.4 8 0
3 ,549

5.2 0 5

5.8 6.8
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